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　満月の明るい夜だった。

　星はほとんど見えないが、月だけは眩まぶしい程で、うっかり見つめていると網膜に焼きつきそうになる。

　そもそもが太陽光の反射だけに、直じかに見て眼めにいいはずはない。

　人気のない埠ふ頭とうで眩しい月を見上げていた羽は矢や多た寿とし宗むねは、視線を海面へと移した。

　かすかに月光を反射する黒い波が、まるで不定形の生き物のように蠢うごめいている。

　その波間に一いつ瞬しゆん、人の頭が見えたような気がした。

　錯さつ覚かくである。

　無意味な壁かべの染みが人の顔に見えるのと同じようなもので、三つの点があれば人の眼はそれを顔のように認識してしまうことがある。

　誰だれの幻まぼろしとも知れないまま、波間の顔は凝ぎよう視しする間もなく消えた。

「……昔、海に沈めた人がさまよい出てきたかと思いましたか？」

　背後から若い娘の声がした。

　口調はほがらかなようでいて、声こわ音ねは冷たい。日本語の発音にはやや不自然な部分もある。

　遅刻してきた待ち合わせの相手を羽矢多はゆっくりと振り返った。

「ご挨あい拶さつだな、皓こう月げつ。俺おれはお前らと違ってそういう見せしめみたいな真ま似ねはしていない」

　彼の前に立っていたのは、白いチャイナドレスに身を包んだ長い黒髪の娘だった。

　すらりと細身ながら佇たたずまいは艶なまめかしい。

　熊くまのような巨体でなおかつ顔つきの険けわしい羽矢多と並ぶと、まさに美女と野や獣じゆうの趣おもむきとなる。

　その娘、周しゆう皓月は微笑とともに優雅な会え釈しやくを寄よ越こした。

「それは失礼を。私は先日、そんな夢を見たものですから。羽矢多さんも同じかと思いまして」

「そうか。しかし、悪夢にうなされるようなか細い神経とは思えないが……」

「悪夢だなんて一言も言っていませんわ。楽しい夢です」

　可愛かわいらしく鉄てつ扇せんを傾かたむける彼女に、羽矢多は嘆たん息そくを送る。

　若くして随ずい分ぶんと歪ゆがんでしまったものだと思うが、羽矢多も他人をどうこう言える身の上ではない。

「……どうでもいいがその格好、パーティー会場にでもいたのか？」

　観光客の着るフリーサイズに近いチャイナドレスとはわけが違う。彼女のために型紙から誂あつらえた品らしく、細身ながらも女性らしい優美な曲線を完かん璧ぺきに引き立たせている。

　皓月が楚そ々そと微ほほ笑えんだ。

「いいえ。羽矢多さんのために、めかし込んできたつもりですよ？」

「目立つ。勘かん弁べんしてくれ」

　周囲に人気がないからいいようなものの、街中では決して会いたくない。

　寂れた深夜の埠ふ頭とうに近寄る者などそうそういるはずもないが、それでも羽は矢や多たは人目を気にして挨あい拶さつを切り上げた。

「本題に入ろう。俺おれを呼び出した理由を聞きたい」

「実は、お爺じい様さまが──祭さい夏か老ろうが倒れましたの」

　皓こう月げつの言葉に、羽矢多はぴくりと眉まゆを跳ねさせる。中国に住む彼女の祖父は、ある組織に属する有力者だった。

　笑えないはずの事態を前にして、皓月はくすくすと笑う。

「さすがにもうそろそろ寿命でしょうね。これから祭夏老派は跡目争いです。有力候補は張ちよう燕えんなのですけれど、彼に権力を握られると、私としては息苦しくて。できれば私が跡を継ぎたいと思っています」

　羽矢多は鼻筋を歪ゆがめた。

　二十になるかならぬかの小娘が言うこととも思えないが、血筋としては申し分ない。

　ただ、今の彼女にその器うつわがあるかどうかは怪しい。妙なカリスマと美び貌ぼうは認めるが、圧倒的に経験と良識が足りない。

「俺にできることはない。暗殺したい奴やつがいるなら自分の部下でも使え」

　皓月が笑った。

「そんなことしません。敵対心に油を注いだら、治まるものも治まらなくなります。問題は簡単なんです。黄こう亮りようさんの支持を取り付けられれば、後はこちらでなんとかします。羽矢多さん──紅あか街まちで、私と〝喧けん嘩か〟をしてくれませんか？」

　底意が読めた。

　黄亮とは、この日本における祭夏老の部下達のまとめ役だった。派閥の幹部としては古株で、こちらは皓月と違って人望も厚い。

　彼女の案は口に出さずとも伝わった。

　まず羽矢多が自身の部下達を率いて、黄亮といざこざを起こす。

　黄亮は穏おん健けん派はだけに、まず戦せん闘とう行為を避さけようとする。羽矢多が更に押し事態が切迫したタイミングで、皓月が黄亮側の加勢に入り、羽矢多を撤てつ退たいさせる──

　つまりは自作自演で身内に恩を売りつけ、信用させようという肚はららしい。仮に信用にまでは至らずとも、実績の一つにはなる。

　羽矢多は改めて首を横に振った。

「祭夏老にバレるぞ。やめておけ」

「意識不明の重体だと聞いています。年が年ですから、回復の見込みも薄うすそうです」

「……悪いな。他ほかをあたってくれ」

　羽矢多は彼女の脇わきを通り過ぎようとした。

　触らぬ神に祟たたりなしという。相手が疫やく病びよう神がみならば尚なお更さら触れたくない。

　埠ふ頭とうの入り口付近には、黒塗りの乗用車が止まっていた。

　護ご衛えい役と思おぼしき男達が六人ほども待機していたが、彼らを退しりぞける程度のことは羽は矢や多たにも容た易やすい。

「羽矢多さん。〝静しず枝えさん〟はお元気ですか？」

　すれ違いざまに問われて、羽矢多はぴたりと足を止めた。

「貴方あなたの上司、十と和わ田ださんの忘れ形見でしたよね？　確か私より五つ年上ですから、今は──二十四歳ですか？　とても綺き麗れいなお嬢じようさんだと聞いていますから、一度、お会いしてみたいです。今度、ぜひ紹介してください」

　羽矢多は肩を震わせる。

　怒りのためではない。彼女がその名前を知っていることに戦せん慄りつした。

「おい。皓こう月げつ……」

　皓月はにっこりと微ほほ笑えむ。

　初対面の人間が見れば「虫も殺さぬような顔」と思うだろうが、羽矢多の眼めには「人を虫のように殺せる顔」にしか見えない。

「誤解しないでください。手出しなんてしません。私と羽矢多さんは仲間ですもの。ここでの交渉が決裂しても、そんな人質を盾たてにするような真ま似ね、私は絶対にしません。信じてもらえますよね？」

「……わかった。話を聞こう」

　信じられるはずがなかった。

　羽矢多は皓月という娘のことをよく知っている。

　彼女は味方ではない。

　もちろん敵にまわった憶おぼえもないが、仕事の関係で縁えんを得てしまい、どういうわけか気に入られてしまった。

　特に友好的な関係とも思っていないが、彼女の側ではもう、羽矢多を手て駒ごまとして認識しているのだろう。

　羽矢多の脳裏を、かつての上司の娘である十和田静枝の顔が横切った。

　彼が協力を拒んだ時、皓月が静枝に何をするかはだいたい想像がつく。

　周しゆう皓月という娘は、時には驚おどろくほど優しいこともある。だがその優しさは気き紛まぐれの産物であり、決して信頼には値しない。

　羽矢多は覚悟を固めた。

「……具体的に、俺おれに何をしろというんだ？」

　皓月が鉄てつ扇せんで羽矢多を指した。

「土曜日の午後。戦える部下を四、五人引き連れた上で、紅あか街まち中華街の碧へき州しゆう楼ろうまで昼食を楽しみにいらしてください。そこで爆ばく発はつ事故が起きますから、〝暗殺未み遂すいだ〟と主張して黄こう亮りようさんを問い詰めていただければ、折を見て私が止めに入ります。詳しい台本は後ほど──」

　彼女が考えたにしては随ずい分ぶんと穏おん便びんな策だった。

「演技は苦手だ。失敗しても文句は言わんでくれよ」

　皓こう月げつが楽しそうに頷うなずいた。

「問題ありません。そちらの都合で失敗したら、爆ばく発はつ事故ごと〝羽は矢や多たさんの自作自演〟ということにします。覚悟してくださいね？」

「……全力を尽くす」

　身内から粛しゆく清せいされるような事態は、断固として避さけたい。

　くすりと笑った皓月は、魅惑的な肢し体たいを躍おどらせるようにして踵きびすを返した。

　羽矢多は立ち止まって彼女の背を見送る。

　もう少し自分が若ければ、彼女の美しさに単純に心惹ひかれていたかもしれない。

　だが、年を重ね経験を積むうちに、羽矢多にも多少は人間の本質を見抜く眼力が培つちかわれた。

　その眼めに映る皓月という少女は、あまりに厄やつ介かいな切れ者である。

　協力すれば使い捨ての手て駒ごまにされる。

　逃げれば逃げたで残された者に害が及ぶ。

　そして経済的な意味でも武力的な意味でも、彼女は極きわめて強い。両親から受け継いだ複数の会社を経営し、表にも裏にも手を広げている。

　埠ふ頭とうの入り口付近に止まった車に皓月が乗り込むまで、羽矢多はその場にぼんやりと立っていた。

　ふと海を振り返れば、月が明るい。

　皓月の「皓」とは、白く輝く様を示す字らしい。

　強すぎる月の光は時に眼を眩くらませるが、周囲が暗いからこそ、その光は際きわ立だつ。

　昼間に見る月など、青空に溶けてかすんでしまう。

　皓月もそれと同じで、表の世界では輝けない人種だった。

　二十歳も年下の小娘からいいように駒扱いされつつも、羽矢多は彼女を嫌きらいきれない。

　苦手だとは思うし、なるべくなら関かかわり合いにもなりたくないが、何な故ぜか憎悪や嫌けん悪おの感情まではない。

　権力争いの中で生き延びるために、彼女は性格を歪ゆがめた。

　適者生存といってしまえばそれまでだが、皓月を取り巻く理不尽な環かん境きようについては少しだけ同情してしまう。

　そして皓月が、そんな羽矢多の複雑な思いをも見透かしていることは間違いなかった。

「厄介事を押しつけられたか……それにしても、あの祭さい夏か老ろうがいよいよ寿命とはな……」

　羽矢多は独り言を呟つぶやき、深々と嘆たん息そくする。

　権力者はいずれ消え、その次には新たな権力者が台頭する。

　人間が寿命に縛しばられる以上、世代の交代は時代の必然だった。

　そうして流れを達観して見つめる羽は矢や多た寿とし宗むねに、大それた野心などはない。ただ、どうせなら従うに足る権力者が上にいて欲しい。

　つまり──

　彼はまだ、仕えるべき主あるじを見いだしていないのだった。
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　車に乗り込んだ皓こう月げつに、背広姿の部下が話しかけた。

「羽矢多様は無事、提案に乗ってこられたのですね」

「ええ。もう少しごねるかと思ったけれど……上う手まく仲間に引き込みたいですね」

　すらりと伸びた白い脚を組み直し、皓月は車窓からの街並みを眺める。

　日本は道路が狭いと言われるが、この再開発区画に関してはそこそこ広い。

　会社や倉庫ばかりで味気ないものの、渋滞ばかり、人混みばかりの道よりは遥はるかにましだった。

　皓月は鬱うつ陶とうしいものを嫌きらう。

　嫌いや味みったらしい者、敵意を向ける者、彼女を利用しようとする者、噓うそを吐つく者、命いのち乞ごいをする者──周囲にはいろいろな人間がいるが、彼女にとってそれらにはあまり差が無く、〝鬱陶しい〟か〝そうでない〟かだけが彼女の好悪の基準だった。

　たとえば噓を吐く者に関しても、その噓が皓月を苛いらつかせるものでなければいくらでも寛容になれる。

　その点、羽矢多寿宗という男は好漢だった。

　泰然とした物腰ながら感情の動きが読みやすく、皓月の思う通りの反応を返してくれる。見た目こそいかつい大男だが、時には可愛かわいらしく見えるほどだった。

　羽矢多も皓月も、〝キャラバン〟と呼ばれる組織に所属している。

　組織の中には様々な派閥があり、それぞれの派閥の中でも日常的に暗あん闘とうがあるものの、ここ数年はあまり大きな騒そう動どうが起きていない。

　その組織の大幹部たる祖父、祭さい夏か老ろうの危き篤とくは、久々に訪れた騒動の予兆だった。

　彼女が祖父の基き盤ばんをスムーズに受け継ぐためには、今よりもっと戦力が要る。

　羽矢多との連れん携けいはそのための布石だが、一方で彼には言っていないこともあった。

「……〝宝石箱〟の件、気づかれていませんね？」

　皓月の問いに、背広の部下が頷うなずいた。

「はい。紅あか街まちの連中のほとんどは、その存在すら知らないはずです。幹部連中も忘れ去って油断しているようで……ただそんな品ですから、誰だれかが先に盗み出していて、それがまだ露ろ見けんしていないだけという可能性はあります」

「問題ありません。なくて元々、あったら儲もうけ物ものくらいに思っておきます」

　どうしても欲しい品というわけではない。そもそも存在自体が疑わしいと承知している。

　だが、彼女の手に入れた情報が事実で、その品が本当に実在するとしたら──上う手まく事が運べば、皓こう月げつは大きな戦力を手中にできる。

　──彼女は若い。若さゆえにまだ知らない。

　封印され、隠いん蔽ぺいされる物には相応の理由がある。

　地中深くに埋まった不発弾を宝物と勘かん違ちがいして掘り出せば、そこには大きな危険が生じる。

　彼女はその危険性を、今の時点ではまだ過小に評価していた。
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　私立港こう誠せい高校二年、月つき代しろ玲音れいんには名前以外に目立つところがない。

　趣味らしい趣味もなく、成績こそ上位だがトップというわけでもなく、常に学年で十位前後をふらふらとしている。

　部活は帰宅部、特技もない。強しいていえばアルバイトでの要領がいい。

　特に顔がいいわけでもなく、本人は完全に名前負けを自覚している。

　だいたい〝レイン〟というのは日本人男子の本名としてどうなのか。

　女性ならば特に問題ない。あるいは芸名や筆名としてならそこそこ普通である。男でも子供の頃ころなら違和感も少ないだろう。

　しかし、三十、四十、五十と年を食い、世間の荒波と世せ知ち辛がらさに揉もまれながら卑ひ屈くつなつくり笑いを浮かべるハゲちらかし脂ぎったおっさんになった時に、この名前は果たしてどんな印象をもって受け止められるか──

　そのことを考えると、玲音はひたすら鬱うつになる。

　六十、七十の高齢者にもなればそろそろ開き直れそうだが、いずれ訪れる中年時代をいかにして乗り切るかは、あくまで平均的な能力しかもたない玲音にとって大きな課題となっていた。

「……うん。まあ、考えすぎだな」

「ていうか、悲観しすぎで鬱陶しい」

「玲音の名前、私は呼びやすくていいと思うけど」

　バイト先が臨りん時じ休業になった暇ひまな土曜日の午後。

　ケーキ屋に誘われて歩きながら漏もらした玲音の愚ぐ痴ちに対し、友人達の反応は芳かんばしくなかった。

　考えすぎと断じた宗むな方かた英えい太た郎ろうが、玲音の肩をぽんと叩たたく。

「ま、確かに男でその名前は少し珍しいけどさ。読めない字ってわけでもないし、今はそういう奴やつも増えてるし、俺おれらが就職する頃にはもう普通になってるんじゃね？　名前なんて時代の流は行やり廃すたりだろ」

　いかにも平々凡々とした玲音とは違い、英太郎は長身で顔立ちも整っている。もしも彼の方が〝玲音〟という名であれば、たぶんそこそこ似合うだろう。

　そんな無意味なことを考えつつ、玲音はやさぐれる。

「慰なぐさめはよしてくれ。俺はまともな名前が羨うらやましい……いいよな、〝英太郎〟って。明らかに字面で男だってわかるし、全年齢で違和感ないだろうし……たとえばさ、名めい簿ぼに〝月代玲音〟とかでてたら、なんかこう耽たん美び系とか美形で想像されるだろ？　で、実際に出て行くのが平々凡々とした俺なんだよ。〝……え？　玲音てコイツ？〟みたいな疑問と失望と憐れん憫びんの混ざったあの眼まな差ざしを小中高と受け続けて、これで性格が歪ゆがまなかったら奇跡だろ？　そんなのがこれから一生続くんだ……就職の面接とか、何十社も受けたらそのたびに……なあ、俺みたいな地味顔がそんな苦行に耐たえられると思うか？」

　この悲痛な叫びを、英太郎はからからと笑い飛ばした。

「だーから、考えすぎなんだって。周りはそこまで気にしないし、別にいいだろ、名前なんかどうだって。今のご時世、お前より珍しい名前の奴やつだって山ほどいるぜ？　そいつらをさしおいてそこまでグチ言うほどの話じゃないって」

「くっ……これが勝ち組の余裕か……！　まともな名前だからって偉そうに！」

　半なかば冗談めかして言ったものの、少しだけ本音も混ざった。

　斜め前を歩く級友の娘も呆あきれたような溜ため息いきを寄よ越こす。

「そもそも親がつけてくれた名前に文句を言うのが有り得ない。どうせ自分の名前からは逃げられないんだから、もう諦あきらめなさい」

　きりっとした表情から繰くり出されるクールな物言いは、いかにも育ちの良さを感じさせる。

　つややかなロングヘア、ぴんと伸びた背筋、真っ白い肌に知的な眼まな差ざしと、見た目からして同年代の女子高生とは趣おもむきが異なるが──こちらもこちらで、名前の趣が玲音以上に凄すさまじい。

　胡桃くるみ澤ざわ姫ひ想そ華か──

　名字も含めて総画数六十八。テストの解答用紙に名前を書くだけでもその苦労が偲しのばれる。

　似た境遇にある者として、彼女の意見にはさすがの玲音も耳を傾かたむけざるを得なかった。

「……ああ、そうか。姫想華も名前で苦労しすぎて、とうとうそこまで達観したのか……」

「貴方あなたと一緒にしないで。私は自分の名前がそこそこ気に入っているから」

　姫想華は冷ややかな眼差しとともに言い放つ。
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「もちろん、つまらないことでからかってきた人には、それなりの対応をしてきたけれど」

　何かを知っている顔で、英えい太た郎ろうがぶるりと肩を震わせた。

　それ以上のことを聞くと冗談では済まなくなる気配を察し、玲音れいんもさっと視線を正面に戻す。

　前を歩いていた同級生、文ふみ槻つきクレアの金髪が真横に揺れ、振り返った彼女とちょうど視線が合った。

「私は普通に慣れちゃったよ？　それにほら、私も外国人みたいな名前だから、小学生の頃ころから親近感あったし」

「……外国人みたいな名前っていうか、お前の容姿でもろに日本人風の名前だったら、それはそれで何か違う気がする……」

　彼女のポニーテールに束たばねた金髪、眼鏡めがね越しに見える青い眸ひとみや整ったスタイルは、明らかに西洋人ならではのものだった。

　それでいて肌のつややかさやあどけない表情など、東洋人らしい要素もそれなりに混ざっている。

　文槻クレア──彼女は見た目通りのハーフだが、言こと葉ば遣づかいは日本人と変わらない。

　玲音達の通う私立港こう誠せい高校には留学生や帰国子女もそこそこ在ざい籍せきしているが、その中でも彼女は特に目立つ生徒だった。

　何はさておき存在感がある。

　小学生の頃から可愛かわいらしい容姿で人目を惹ひいてはいたものの、成長するにつれて今では理不尽な域に達しつつあり、凡人の玲音などはそろそろ近づき難がたい。

　高校では遊んでいるように見られるのを嫌いやがり伊だ達て眼鏡までかけるようになったが、それはそれで似合っているのが始末に負えなかった。

　改めて見れば、玲音を除く三人はその気になれば人生をイージーモードで渡っていけそうな面々ばかりである。

　彼らを眺め、玲音はがっくりと肩を落とした。

「……嗚あ呼あ……そうだな。この中で将来、脂ぎったむさ苦しいおっさんになりそうなのは俺おれだけだった……名前とか些さ細さいな問題だ。やっぱり問題は顔だ。あと性格」

　クレアがやたらと可愛らしい苦笑いを見せる。

「いやいや。私は外人ぽいから目立つだけで、基本的なところは普通だし──玲音だって顔も性格も別に悪くないよ？　変なとこで後ろ向きだけど、実生活では前向きだし、それに人間、誰だれでも年はとるんだから」

　陳腐な慰なぐさめの言葉すら、彼女の口から紡つむがれるとありがたい説法に聞こえてくる。

　そしてクレアは、妙案を思いついたように玲音の顔を覗のぞき込んだ。

「それでも不安なら、私がきっちり管理してあげようか？　太らないように栄えい養よう面とか服装とか……あ、一緒にスポーツクラブ通おうよ！　株主優待券が余ってるから、玲音の分くらいならほとんどタダで通えるよ」

「さすがにそれは……とても恐れ多いです」

　もはやまぶしくて直視できない。最近では並んで歩くだけで何か悪いことをしているような心持ちになる。

　そもそも自分のような下層民が、彼女と同じヒト科に分類されていていいのだろうか。

　いつか裁さばきがくだるのではないか。

　いずれ代だい償しようとして天文学的な確率での不幸が訪れるのではないか。

　さもなくば、人じん智ちの及ばぬ何か悪あく魔ま的なものが、悪戯いたずらとして玲音れいんの運命をもてあそんでいる結果が今の状況なのではないか──

　玲音の思考がもはや卑ひ屈くつを通り越し被害妄想の域に差し掛かろうとしたところで、ようやく目当てのケーキ屋へと辿たどり着いた。

　地元の観光地、紅あか街まち中華街の一いち隅ぐう──

　いかにも中華風の飲食店、土産みやげ物もの屋やが並ぶ表通りではなく、製せい麵めん所じよや個人の工房、単身者向けの安アパートなどが密集した裏通りに、その店はぽつんと木製の看板を掲げていた。

　店の名は〝点てん心しん華か心しん〟というらしい。

　見た目には、街によくある西洋風の喫茶店とさほど変わらない。

　古びた木枠のガラス扉越しに、玲音は店内の様子を覗のぞき込む。

　色とりどりのケーキを収めたショーケースがまず目の前にあった。

　顔までは見えないが、店内の客席には複数の人の気配もある。立地は微妙ながらそこそこ繁はん盛じようしているらしい。

「普通のケーキ屋？　看板には点心て書いてあるけど、中華風な雰囲気じゃないよな」

　玲音のそんな感想に、姫ひ想そ華かが面倒そうに応じた。

「ええ、外見も中身も普通のケーキ屋よ。むしろ点心なんて置いてない」

　クレアも小声に囁ささやく。

「うん。昔は両方置いていたんだけど、作るのが面倒になってケーキ専門にしたんだって」

「なんか……餃子ギヨーザの美お味いしいラーメン屋みたいな展開だな」

　生き残りをかけてというよりは、なし崩くずし的にそうなっていったのだろう。

「でもそれで正解だと思うよ。ここのケーキ、本当においしいから」

　クレアが機き嫌げん良く店の扉を開けた。

　カラコロと鈴の音が鳴った後に、従業員の声が明るく響ひびき渡る。

「いらっしゃいませー！」

「あ、クレアと姫想華ちゃん？　お友達連れてきたの？」

　歓声に近い勢いで玲音達を出迎えたのは、フリルだらけのメイド服を着込んだ双子の西洋人姉妹だった。

　かたや金髪、かたや銀髪、年はおそらく二十代の半なかば頃ごろで、衣装とあいまって華やいだ雰囲気に溢あふれている。

　玲音れいんの脳裏を一いつ瞬しゆんだけ「メイド喫茶」という単語がかすめたものの、西洋風の顔立ちで完かん璧ぺきに着こなされるとさすがにインパクトが強い。

　隣となりで英えい太た郎ろうが呻うめいた。

「双子の美人姉妹で、しかもメイド……だと？」

「ああ……いるとこにはいるんだなぁ……」

　思わず小声で呟つぶやきあった後、姫ひ想そ華かに汚物を見るような眼めで睨にらまれた。クレアと姫想華は、他ほかの女友達も連れてちょくちょくここへ来ているらしい。

　玲音や英太郎も以前から誘われてはいたが、なかなかタイミングが合わず今日が初めての来店となった。

　スカートを弾はずませ寄ってきた店員二人が、クレアの両手を左右からそれぞれ握る。

「フローラさん、ファウナさん、おひさしぶりです」

「おひさしー！　で、どっちがどっちの彼氏？」

「ちょっと待って、いま当てる！　えーと……こっちの背の高い子がクレアの彼氏だ！」

「ハズレです。見ての通り四人ですけど、席空いてますか？」

　メイド姉妹のテンションに物もの怖おじすることなく、クレアは慣れた口調で淡々と受け流していた。

　狭い店内には他にも女性客や子供連れの客がいたが、隅すみの小さなテーブルが空いている。

　ひとまず席を確保してから、玲音達は改めてショーケースの前に立った。

　整然と並ぶ生クリームやチョコレート、フルーツで飾られたケーキの数々に、少しばかり圧倒される。

　売れ行きは好調らしい。既すでに品切れの札がかかったスペースもある。

　銀髪のメイドが愛想を振りまいた。

「二人はいつものドリンクセットだよね？　どれにする？」

「うん。私は杏あん仁にんフルーツタルトとオレンジティーで。姫想華は？」

「クランベリータワーと同じくオレンジティー。貴方あなた達はどうするの？」

「えーと……」

　こうした場に慣れていない玲音と英太郎は、揃そろってショーケースを覗のぞき込んだ。

　あまり見ない系統のカタカナや英単語の羅ら列れつに、ふと目眩めまいがする。

　英太郎がケースの一いち隅ぐうを指さした。

「俺おれはアイスコーヒーと……あの、この〝イカノサシミ〟って何？」

「何いってんだ、英太郎。そんなものあるわけが……」

　玲音は耳を疑い、次いで眼も疑う羽目になった。

　第一印象はレアチーズケーキのようだったが、上部に薄うすく敷しかれた生クリームに埋もれ、何な故ぜか短冊に切ったイカらしきものが大量に載のっている。

　かかっている茶色いソースはまさか醬しよう油ゆではないと信じたいが、名称があまりに怪しい。

　金髪のメイドがにこにこと応じた。

「あ、それイカに見立てた寒天だよ。黒いのはカラメルソース。味は割と普通？」

「うちのパティシエ、たまに悪戯いたずら心でこういうの作るのよ。いつもあるメニューじゃないから、試すなら今だけ！」

「こっちの〝ゾンビサクリファイス〟も期間限定でお薦すすめなの。見た目はえぐいけどたぶん自信作！」

　メイドが指さした場所には、いかにも毒々しい〝何か〟があった。

　おそらくはチョコレートやスポンジの色を調整して作ったのだろうが、ゾンビの肉片を模したものと一目でわかる驚きよう異い的な出来映えとなっている。

　値段が他ほかのケーキより安めなのは罠わなか、あるいはせめてもの良心か──いずれにせよ、玲音れいんがつい興味を引かれたのは、決してメイドの笑顔に騙だまされたからではない。

　どんな味がするのか想像もつかないものは、時に人を闇やみ雲くもに引き寄せてしまう。

「じゃ、俺おれはそのゾンビ肉にします。ドリンクはコーラで」

「……おい、本気か？　……じゃ、じゃあ、俺はイカノサシミとアイスコーヒー」

　玲音に付き合うつもりか、英えい太た郎ろうも奇妙なケーキを注文した。

　メイド二人が満面の笑みを見せる。

「大丈夫だよー、味はそこそこ美お味いしいから！」

「むしろまずいほうがネタになっておもしろいのにねー」

　勝手なことを言いながら、双子の店員はそれぞれのケーキを小皿に載せ、カウンターの向こうでドリンクの用意を始めた。

　その様子を眺めつつ、玲音は小声に問う。

「あの二人、クレアと仲いいみたいだけど親しん戚せきとか？」

　どちらも明らかに西洋人の血が入っている。顔立ちはもちろん、彼女らの金髪と銀髪は染めて出せる色合いには見えない。

「ううん。親戚ってわけじゃないんだけど……フローラさん達のお父さんでここのオーナーの人が、私の伯お父じさんの知り合いなの。それで、子供の頃ころからたまに連れてきてもらっていたから」

　会ったことはないが、クレアの伯父については玲音も知っていた。

　文ふみ槻つき総合病院の院長──つまりはこの地域の有力者で、それなりの金持ちだと認識している。

　クレアには父親がいない。彼女が幼い頃、不ふ慮りよの事故で亡くなった。

　彼女の伯父は、弟の家族たるクレアとその母親を大事に庇ひ護ごし、生活に不自由がないよう計らってくれているらしい。

　そもそもが資産家の家系である。

　亡き父親の遺い産さんも相当なものらしく、つまり彼女もいい所のお嬢じよう様さまといっていいはずなのだが、外見はともかく本人が質素なためにそうした印象がほとんどない。学食で売っている紙パックの紅茶を玲音れいんと分けて飲むような貧乏性で、よく姫ひ想そ華かから「みっともない」と叱しかられている。

　やがてメイド姿の姉妹が、四人分のケーキと飲み物を揃そろえて持ってきた。

　玲音の前にはおどろおどろしい色彩の肉塊──もとい、故意に歪ゆがめられた形状の奇妙なケーキが置かれる。

　食欲を拒絶するかのような見た目に反して、漂ただよってくるバニラエッセンスの香りは絶妙に甘い。

　姫想華が嘆たん息そくし、クレアが苦笑いを漏もらした。

「物好きよね。他ほかの選択肢が山ほどある中で、あえてそれ？」

「気にはなったけど、買う勇気は……ね」

　冷ややかともいえる反応に、玲音は戸と惑まどった。

「え？　こんな意欲作、むしろ頼まない理由がわからないっていうか……試してみないと一生気になりそうだろ？」

　ついでにとても安かった。

　周囲に四百円、五百円のケーキが並ぶ中で、この品だけは二百二十円という戦略的な価格設定であり、これはもはや、「とりあえず食ってみろ」という店主からの挑戦としか思えない。

　真顔で応じた玲音の後頭部を、その時、店員のメイドが唐突に背後から抱き抱えた。

「うれしいこと言ってくれるねー、君！　夢ゆめ路じさんが聞いたら喜んじゃう！」

　彼女はまるで子犬扱いに両手で髪を撫なでくりまわし、頰ほおをすり寄せる。

　いきなりのことに玲音はびくりとした。

　日本人とはスキンシップに対する感覚からして違うのかもしれないが、後頭部にあたる不ふ埒らちな感触を受けて、思わず動揺が顔に出る。

　もう片方のメイドが慌てて相方を引き剝はがそうとした。

「ちょっとファウナ！　お客様にそういうことしない！」

「んー、もうちょっと……お姉ちゃん、この子、いい匂においがするよ？」

「いいから離れなさい！　ご、ごめんね、玲音くん。この子、少し気に入るとすぐ距離が近くなっちゃって……」

「は、はあ……？」

　まさか正直に嬉うれしかったとも言えない。

　玲音に謝あやまった方のメイドは、何な故ぜか同時にクレアの顔色をうかがっていた。

　気のせいか、彼女の笑顔が微妙に固まって見える。

　無言のままに紅茶をすすった後で、クレアがぽつりと呟つぶやいた。

「……すみません、ミルクありますか？」

「すぐに持ってくるねっ！」

　相方を引っ張るようにして、フローラというメイドは逃げるようにカウンターの奥へ駆かけ込んだ。

　姫ひ想そ華かが冷めた顔で嘆たん息そくし、英えい太た郎ろうが取り繕つくろうように笑う。

「オレンジティーにミルクって……いやなんでもない。フルーツ牛乳みたいなものだよな、うん」

「いや、違うだろ。ていうか、今の店員……もしかして俺おれの名前、知ってた？」

　クレアの様子よりも、玲音れいんにはそのことが気になっていた。

　フローラという娘が口にしたが、玲音は名乗ってなどいない。そもそも名前にコンプレックスがあるため、必要に迫られない限りは名字のみを名乗る癖くせがついている。

　姫想華がおもしろくもなさそうに頷うなずいた。

「ああ。ここで暇ひまな時、貴方あなたの悪口で盛り上がっていたから。それでわかったんでしょ」

　この回答に、玲音の背筋はぞっと粟あわ立だった。

　彼女の辛しん辣らつな口調でいったい何を言われていたのか、聞き出すのも恐ろしい。

「……あ、あの、姫想華さん……至らぬところがありましたらなるべく直しますので、できれば手加減しつつ、率直にご意見をいただけると……」

　下手に出ようとすると、クレアが横から慌てて割り込んできた。

「姫想華、紛まぎらわしい噓うそつかないで！　玲音、悪口とかじゃないから大丈夫だよ。いつもアルバイトで忙しそうとか、妹さんが可愛かわいいとか、そういう話。あと……」

「チキンでヘタレで貧乏性とか」

　姫想華がそっと付け加える。たちまちクレアがむくれた。

「姫想華！」

「いや、まあ……そのくらいなら事実だから特に問題ないけど」

　玲音はむしろほっとする。捏ねつ造ぞうや言いがかりレベルの悪口でなければ、さしあたって弁解の余地もない。

　メイドの一方がミルク入れを片手に戻ってきた。

「ミルクお持ちしましたー。ではごゆっくり！」

　わざとらしいほどにめいっぱいの愛想を振りまいてから、彼女はいそいそとショーケースの傍そばに移る。ちょうど持ち帰りの客が訪れ、メイド姉妹は従業員としての労働に戻っていった。

　一同はそれぞれ、目の前のケーキに手をつける。

　玲音もあくまで自然に、ゾンビの肉片を口へと運んだ。

　その様をクレアが心配げに見ている。

「玲音れいんのそれ、美お味いしい？」

「……うん。見た目からは想像できないくらい、ちゃんとしたケーキになってる」

　デンジャラスな味わいも覚悟していた身としては、むしろ拍子抜けするほどだった。

　全体に目立つ緑色は抹茶系のスポンジやチョコレート、青色はホワイトチョコや生クリームに色素を混ぜたものらしい。黒は普通のチョコレートやコーヒー風味のソース、垣かい間ま見みえる血のような赤はイチゴを擦すったものらしく、それらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって妙な調和を演出している。

　血管のように突き出た管は飴あめ細工で、中から溢あふれた黒い液体はチョコレートソースという念の入れようだった。

　若じやつ干かん、隠し味程度にスパイシーな刺し激げきも混ざっている気がしたが、少なくとも地じ雷らいではない。

　クレアが心持ち上うわ目め遣づかいになる。

「ね、一口もらっていい？」

「ん。俺おれもそっち貰もらおうかな」

　互いのフォークが皿を行き来する。

　クレアが注文した杏あん仁にん味のタルトは、さすがに見た目通り出来がいい。

　玲音のゾンビ肉をひとかけら口にしたクレアは、驚おどろいた様子で微ほほ笑えんだ。

「あ、ほんとだ。ちゃんとケーキになってる！　亜あ里り亜あや鉄てつさんのおみやげにしたいくらい」

　彼女が口にした名は、所用で来られなかった友人二人のものだった。玲音にとっても中学時代からの付き合いで、気心は知れている。二人ともに空手の有段者で、今日は揃そろって道場に出ていた。

「ああ、鉄さんならノーリアクションで食いそうだなあ……そっちのは香か恋れんが好きそうだ。お土産みやげに買って帰ろうかな」

　最近、妹の香恋は反抗期のためか、微妙にあたりが強い。兄として機き嫌げんをとっておくのは大切な戦略だった。

　玲音とクレアのそのやりとりから、英えい太た郎ろうと姫ひ想そ華かがわざとらしく視線を逸そらす。

「お前ら見てると、なんかこう……」

「……自然体すぎて引くわ。せめてバカっぽければ生なま温ぬるい視線でバカにできるのに」

「え？　一口試してみたいなら、別に遠えん慮りよしなくていいぞ」

　玲音は気安く応じたが、姫想華からはたちまち凍いてつく眼まな差ざしが返ってきた。

　すかさず玲音はテーブルに額ひたいを押しつける。

「……生意気を申し上げましてまことに申し訳ございません。どうかご賞味くださいませ……」

「……ん。まあ、いいでしょう」

　姫想華が控えめにフォークを伸ばし、英太郎がなだめるように玲音の背中を撫なでた。

「ほら、そろそろ頭あげとけ……お前、本当に気の毒になるくらい姫ひ想そ華かには弱いよな。何か弱みでも握られてるのか？」

　玲音れいんはうつろに視線をさまよわせる。

「だ、だって……ほら……普通に怖いし……」

「誉ほめ言葉として受け取っておくわ。あとそのケーキ、悪くないわね」

　姫想華は真顔でにこりともしない。

　英えい太た郎ろうと姫想華は高校に入ってからできた友人だった。

　付き合いはちょうど一年になるが、姫想華はクレアと仲が良く、玲音に対してはどうも手て厳きびしい。

　英太郎は長身美形を鼻にかけない気のいい友人で、共通項が少ない割に妙にうまが合う。

　姫想華とクレアを中心に雑談が続く中、玲音はぼんやりと双子のメイド姉妹を見た。

　持ち帰りの客を相手に立ち働く二人は、銀髪の方がフローラ、金髪の方がファウナという名前らしい。

（植物相フローラと……動物相フアウナ？）

　いかにも双子らしいネーミングではある。

　おかわりの紅茶を飲みながら、クレアがぽつりと呟つぶやいた。

「……玲音て、もしかしてメイドさんの衣装とか好き？」

　働く彼女達の姿を眺めていたのが気になったらしい。

　うっかり彼女のメイド姿を想像してしまい、玲音は雑念を振り払う。

　おかしな答え方をしたら、おそらくは軽けい蔑べつの眼まな差ざしが返ってくる。

　ここは慎重に──

「はい。割と好きです」

　雑念は正直だった。

　口を滑すべらせた後で英太郎に頭を小こ突づかれ、やっと我に返る。

「あ、いや。普通に可愛かわいいよな？　なんかこう……女の子らしいというか、肌をまったく見せないのに胸の膨ふくらみだけははっきりわかるのがそそるというか」

「……なあ、お前はバカなのか？　そんなに自じ爆ばくするのが楽しいか？　正直が美徳なのは時と場合によるんだぞ？」

　呆あきれかえった英太郎からの指摘は的確でなおかつ重い。

　そして姫想華からは予想通りに軽蔑の眼差しが注がれたが、一方のクレアはむしろ思案げだった。

「……私もここでアルバイトしようかな」

「やめておきなさい。貴方あなたに客商売は向いていない。亜あ里り亜あだってそう言うわ」

　この場にいない友人の名前まで出しつつ、姫想華がすかさず止めにかかる。

　吊つるし上げられる前に話題が変わったことに玲音れいんは安あん堵どした。

「クレアがバイト探しなんて意外だな。人当たりがいいから、向いてないってことはないと思うけど……」

　姫ひ想そ華かが首を振りつつ、深々と息を吐いた。

「わかってないわね。人当たりが良すぎるからダメなのよ。絶対、変なストーカーとかに勘かん違ちがいされて危ない目に遭あうタイプだから」

「……ああ、そっちか……」

　玲音もこれは否定できない。むしろ心から納得した。

　当のクレアは手元のケーキを口に運びつつ、微妙に首を傾かたむける。

「別にアルバイト先を探しているわけじゃなくて……メイド服に限らず、飲食店の制服ってたまに可愛かわいいのあるでしょ？　機会があったら着てみたいかなあ、って」

　姫想華が露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。

「確かに貴方あなたはそういうの似合いそうだけど、それって男どもからいやらしい眼めで見られるってことよ？　特にそこのバカとかここぞとばかりに盗とう撮さつしそう」

　軽けい蔑べつの視線は当然のように玲音へ向いていた。

　さすがに玲音も自身の名誉のために反論する。

「馬ば鹿かにしないでくれ。俺おれだったらわざわざ写真に頼るまでもなく、脳内だけでこいつのコスプレ姿を完かん璧ぺきに再現できる。チアガールでも競泳水着でもなんでもこいだ」

　英えい太た郎ろうがテーブルの下で玲音の足を蹴け飛とばした。もはや言語による突っ込みを断念したらしい。

　クレアも目に見えてうろたえる。

「あの、それはちょっと、微妙に恥ずかしいっていうか……」

「……クレア、甘やかしたら駄目よ。こいつ一度、セクハラで訴えときなさい」

　当人は困惑の照れ笑い程度ながら、姫想華から注がれる侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしは本物だった。

　脇わきから英太郎が必死のフォローをいれる。

「いやほら！　頭の中で簡単に想像できるくらい長い付き合いだってことだろ？　こいつも健全な高校生なんだし、このくらいは会話のネタってことで……」

「英太郎。擁よう護ごするなら貴方も同罪だけど」

「……ごめんなさい」

　姫想華の鋭するどい視線に射い竦すくめられ、唯一の味方があっさり折れたところで、クレアがおずおずと口を開いた。

「ちょっと参考までに聞きたいんだけど……私って、玲音の想像ではどんな服が似合うと思う？」

　玲音は間をおかずに即答した。

「そりゃもうダントツでバニーガールだな。あくまで想像なのに想像以上にえろかっ……」

「……裁判に訴えるまでもないわ。この外道、痛い目にあわないとわからないみたいね？」

　真顔で呟つぶやく姫ひ想そ華かの手には、鈍にぶく光るフォークが握られていた。

　慌てて玲音れいんはクレアの背中に隠れる。

　クレアも心得たもので、玲音の代わりに笑顔で誤ご魔ま化かしにかかった。

「姫想華、落ち着いて。玲音はあくまで冗談で言ってるだけだから！　ね？」

「そ、そうそう！　ただの健全な高校生男子の妄想だから！　見たいか見たくないかって言われたらそりゃ見たいに決まってるけど！」

　こと失言に関してはよく滑すべる口だと、玲音自身も改めて思う。

　クレアが軽く耳をつねった。触り方がソフトすぎて痛くも痒かゆくもない。

「だから玲音も煽あおらないの！　……あ、姫想華、ケーキもう一個いこ？　玲音が奢おごってくれるみたいだから」

「え。何それ」

　流れで思わぬ出費に追い込まれ、玲音は焦あせった。クレアと違い、彼に金銭的な余裕はあまりない。なればこそ、こうした罰が地味ながらによく効きく。

　なんとかごまかして拒否しようとした矢先、視界の隅すみに姫想華のフォークがちらついた。

「……あ。はい……命の値段てことですね、わかりました……」

　英えい太た郎ろうが同情の眼まな差ざしとともに、玲音の頭をぽんぽんと叩たたいた。

「な？　そういう正直さは美徳にならないんだって」

「うん……身に染みた……」

　せめて二分前の段階で口を閉ざしておくべきだった。

　ほんの少しの失言で約一時間分の時給が吹っ飛んだことに呆ぼう然ぜんとしつつ、玲音は観念して席を立つ。

　ショーケースを前に、クレア達は追加のケーキの検討をはじめた。

　その間に、玲音は店員のファウナに小声で話しかける。

「ファウナさん達って、もしかしてここに住んでいるんですか？」

　彼女達の妙にアットホームな雰囲気から、玲音はそんな連想をした。

　メイド姿の店員はいかにも無邪気な笑顔で応じる。

「うん！　なんなら泊まっていく？　今日の晩ご飯はすき焼きなの」

「……いえ、初対面でさすがにそういうのは」

　冗談なのか社交辞令なのか厚意なのか──あるいは何も考えていないだけなのか、今一つよくわからないが、ファウナは笑顔で玲音の頭を撫なでてきた。どうやら犬か猫と同程度に認識されたらしい。

　悪意は微み塵じんもないとわかるだけに腹も立たない。ついでに彼女がとびきりの美人で、玲音が心の底から卑ひ屈くつなことも多少は影えい響きようしている。

「晩ご飯がすき焼きって……イメージ的にはパンとかシチューとかじゃないんですか？」

「えー？　パンもいいけどご飯が一番だよ！　すき焼きの後の卵で卵かけご飯するのが大好き！」

　にこにこと微ほほ笑えむ彼女は幼く見えるほどに屈託がない。思わず年上だということを忘れそうになる。

「明日の朝ご飯は残ったすき焼きでおじやにできるし、すき焼きって凄すごいよね。ケーキ屋でやっていけなくなったら、ここすき焼き屋さんにすればいいと思うの」

「うーん？　中華街の片かた隅すみですき焼き屋って、さすがに無理があるような……」

　不毛なすき焼き談義が続く中、不意にクレアが玲音れいんの腕を横から引っ張った。

　一いつ瞬しゆんよろけて、彼はファウナから離れる。

「……玲音。ケーキ、私はこっちのにしようかな」

「あ、奢おごりの？　どれ？」

　微笑むクレアの細指は、一番端はしに置かれた持ち帰り用のブッシュドノエルを示していた。

　丸太のような茶色いチョコレートクリームの塊かたまりは、お値段二千五百円──

　サイズと価格のバランスはおそらく良心的である。が、玲音の財布にはまったく少しも優しくない。

　姫ひ想そ華かも真顔で頷うなずいた。

「ああ、それいいわね。私も同じのを貰もらおうかしら。妹へのおみやげにするわ」

「いやいやいや！　絶対無理だってわかってて言ってるだろ二人とも！　俺おれにそういう甲か斐い性しようはないから！　英えい太た郎ろう、英太郎助け……！」

　半なかば本気で泣きそうになりつつ、玲音は傍かたわらの親友に助けを求めた。

　その直後──

　不意の轟ごう音おんが、玲音達の耳を強烈に叩たたく。

　地じ響ひびきを伴いガラスを軋きしませ、日常では聞かない類たぐいの低い爆ばく発はつ音おんが周辺一帯に響きわたった。

　店内の客がざわりと反応し、フローラとファウナも不安げに眉まゆをひそめる。

　さほど遠くないどこかで、何かが爆発した──中華料理店の多い土地柄、まずはガス爆発という可能性が玲音の脳裏をよぎる。

　紅あか街まち中華街には油を多用する料理店が密集している。油のこびりついた排気ダクトなどは可燃物も同然で、もしも火事になれば火の回りが早い。

　小規模な破裂音が更に続く中、顎あごの下でか細い声がした。

「……あ、あの、玲音……だ、大丈夫っぽいよ……？」

　眼下にクレアの金髪があった。

　爆発音と同時に、無意識のうちに隣となりにいた彼女を抱え寄せていたらしい。

　玲音れいんは焦あせってぱっと手を離す。

「ご、ごめん！　びっくりして思わず飛びついた！　俺おれビビリだから、ほら！」

　このやりとりにファウナがにこにこと首を傾かしげた。

「これでもかってくらいにちゃんと庇かばってたよ？　玲音くんてやっぱりクレアが一番大事なんだねー。ちょっとうらやましー」

　あまりに無邪気な指摘を受けて玲音は真っ赤になる。クレアの顔色はうかがえないが、彼女は俯うつむいて口元に手を添えていた。

「そ、そんなことより！　今の爆ばく発はつ、危ないんじゃないですか？」

　玲音が声を裏返らせると、フローラが苦笑混じりに頷うなずいた。

「ああ、そうよね。おもしろいもの見られて得したけど、ちょっとやばいかな……大爆発って雰囲気でもないからそんなに慌てなくていいと思うけど、火事になると怖いし……一応、皆さん店を出て避ひ難なんしてください。念のため、お店も閉めさせてもらおうと思います。また後日、来ていただけた時にはケーキセットをサービスしますので！」

　フローラが玲音達以外の客にも声をかける。

　それぞれ顔見知りの常連らしく、物腰は落ち着いたものだった。

　客の一人、ジーンズにワイシャツ姿の若い娘が、すれ違いざまに声を寄よ越こす。

「……フローラ、私は由ゆ姫きと真まさ砂ごの様子を見てから現場に行ってみる。今の音、碧へき州しゆう楼ろうの方角だ。厄やつ介かい事ごとかもしれないから気をつけろ」

「あ、うん。白はくも気をつけてね」

　玲音は白と呼ばれた娘の顔をちらりと見た。オレンジに近い明るい前髪の下に、宝石と思おぼしき青い額ひたい飾りをつけている。

　フローラ達と近い年とし頃ごろのいかにも怜れい悧りな美人だったが、見み惚とれている余裕はない。

　玲音達も鞄かばんを手に店外へと出た。

　建物の向こうに灰色の煙が見える。

　ざわめく近きん隣りんの住民や観光客を横目に、その煙から遠ざかるほうへ玲音達は歩き出そうとした。

　その時、振り返って空を見上げた姫ひ想そ華かが不意に立ち止まる。

「ちょっと……あれ、何？」

　彼女の声はかすかに震えていた。

　つられて振り返った玲音もその場で呆あつ気けにとられてしまう。

　その視界にはぽっかりと──白く巨大な〝満月〟が、まるで幻まぼろしのように空を覆おおいつつ浮いていた。
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　羽は矢や多た寿とし宗むねは〝水みな門と警けい備び保ほ障しよう〟という小さな警備会社の社長を務つとめている。

　社員数は約四十人、取引先はほぼ同じ組織の関係者ばかりで、更にいえば警備以外の業務のほうがメインとなっている。

　つまりは世間体のために警備会社のふりをしているだけで、その中身は〝キャラバン〟と呼ばれる組織における実働部隊の一つだった。

　このキャラバンをどう定義するかについては、所属する者達の間でも見解の相違がある。

　秘密結社、あるいは互助組織、さもなくば非合法の集団──羽矢多としては、〝利権団体〟といった程度に捉とらえていた。

　世間から弾はじき出されるほどに特殊な──ある意味では人間離れした異常な能力を持つ者達が、そこそこ上う手まい具合に人生を送っていく上で、このキャラバンのサポートは必要不可欠なものとなっている。

　ただ組織が巨大になりすぎた弊へい害がいとして、内部ではそれぞれの主義主張が分裂し、ちょっとした抗争も起きている。

　様々な派閥に対し好意的な者と否定的な者とが混在し、またそれらの対立を利用して漁ぎよ夫ふの利りを狙ねらう輩やからも増え、いまやその関係性は猫がじゃれつく毛糸玉のようにもつれつつあった。

　単なる内うち輪わ揉もめと言ってしまえばそれまでだが、渦中にいる身にとっては洒落しやれにならない。

　羽矢多は山やま之の内うち派の一員である。直接の雇い主は有う楽らく原ばらという幹部で、彼からの命令には基本的に逆らえない。

　一方、周しゆう皓こう月げつは〝嘆なげきの祭さい夏か老ろう〟と呼ばれる別派閥の長の孫娘である。

　この二つの派閥は、表向きは互いに揉め事を控え共存していたが、末まつ端たんの構成員レベルでは友好と敵対の温度差が激はげしい。

　皓月には気に入られてしまったものの、羽矢多は祭夏老派の一部からは明確な敵として、あるいは刺し激げきしたくない休戦中の要人として見られている。

　そんな立場の人間が、わざわざ予約を入れてから部下を五人も引き連れて来店したとあって、昼過ぎの碧へき州しゆう楼ろうはちょっとした緊きん張ちよう感かんに包まれていた。

　高級料理店の無駄に長い廊下を奥に導みちびかれつつ、羽矢多は案内の男へ気安く声をかける。

「そう緊張するな。そちらが揉め事を起こさない限り、こちらも何もしない。今日は久々にここの料理が食いたくなっただけだ」

「……は、はい。光栄です」

　案内の男も一応はキャラバンの祭夏老派に属している。この紅あか街まち中華街そのものが彼らの拠点も同然で、むしろ無関係な住民のほうが少ないはずだった。

　その意味では、乗り込んだ羽は矢や多た達の側が萎い縮しゆくしてしかるべき状況だが、そこには戦せん闘とう系の異能を持つ人間と、そうでない人間との差が厳げん然ぜんと横たわっている。

　やがて奥まった特別室に通され、羽矢多は円卓でメニューを広げた。

　同行した部下達には特に何も知らせていない。名目としては〝昼食をとりつつ、次の仕事に関する打ち合わせをする〟と伝えてある。

　念のため、何かあっても暴発しない程度に分別のある者を選んだ。

　その羽矢多達を警けい戒かいするように、室内には給仕を兼ねた見張りが幾人も立つ。

　五目そばや海鮮炒飯チヤーハン、アワビと青菜の炒いためにフカヒレスープ、エビチリ、餃子ギヨーザ、小シヨー龍ロン包ポウ等、メニューで目立つ品を適当に注文した後で、羽矢多は卓を囲む部下達を眺め回した。

　彼らはいずれも、〝迷めい宮きゆう神しん群ぐん〟と呼ばれる不可思議な存在からの影えい響きようにより、常人にはない力を獲かく得とくしている。




　鋼鉄の籠かご守もりパナンゾロンの異能を持つ国くに代しろ剣けん護ご。

　二十四歳、羽矢多に心酔する気のいい青年で、安物の背広姿はいかにも今時の新米会社員にしか見えない。

　千界の鍛か冶じ師しルールーブの異能を持つ西さい条じよう雪ゆき菜な。

　剣護と同期の生き真ま面じ目めな娘で、少々融通の利きかないところはあるが、仕事への責任感が強い。澄すました顔で座っている分には受付嬢のような風情だが、小柄な体で歴とした実戦派でもある。

　瑠る璃りの都の鐘かね打うちレティスマの異能を持つ鷹たか丸まる宝ほう泉せん。

　羽矢多とほぼ同期の四十歳で、役職上は部下だが、心情的には戦友と言った方が近い。ひょろりとした瘦そう身しんで切れ者の気配を漂ただよわせているが、口は軽く意外に抜けたところもある。

　賢けん人じんの飼い犬イシェーニの異能を持つ根ね黒ぐろ桂けい。

　年齢は羽矢多も知らないが、おそらくはこの中でもっとも若い。銀髪の無愛想な美青年で、彼だけは羽矢多の部下ではなく、監視役兼社員として別の派閥から派は遣けんされている身だった。

　斧おのを捧げる貴婦人トラムケルナの異能を持つ陣じん内ない時とき緒お。

　欧州からの帰国子女で、剣護達よりも二つ年上の二十六歳だが、年が上だからといって特にしっかり者というわけでもない。能力は確かで指示もよく守るが、常にぼんやりとしていて何を考えているのかよくわからず、どうにも居眠りが多い天性の怠なまけ者ものである。




　それぞれに癖くせを抱えつつも頼りになる人材だが、鷹丸以外はまだ若い。

　彼らが緊きん急きゆう時にどんな反応を見せるのか──それを見定める意味もあって、羽矢多はこの人選をした。

　年長の鷹丸はフォロー役、根黒桂にはいざという時の証人役も期待している。

（さて……皓こう月げつの仕組む爆ばく発はつ事故は、どのタイミングかな）

　本来の目的はさておき、ある程度は食事を楽しむ余裕も欲しい。そのくらいの役得はあっても良いと思う。

　鷹たか丸まるが小声に問いかけてきた。

「羽は矢や多た、ここ、経費で落とすのか？」

「……俺おれのポケットマネーだ。安心しろ」

　鷹丸は経理部長の立場にある。近年は経費節減を題目に掲げているため、率先して見過ごすわけにはいかなかったらしい。

　キャラバンの実働部隊とはいえ、会社の体てい裁さいを持っている以上、ある程度は面倒事もこなさなければならない。不景気のあおりはどの界かい隈わいも似たようなものである。

「社長の奢おごりなんですか。ありがとうございます」

　西さい条じよう雪ゆき菜なが珍しく愛想を見せる。甘党らしく、彼女は食後の杏あん仁にん豆腐も注文していた。

　隣となり合った時とき緒おがぼんやりとした視線を宙にさまよわせ、ぽつりと呟つぶやく。

「奢り……それなら、晩ご飯の分も……」

「おい、手加減はしろ。予算は一人二万円以内なんだ」

　羽矢多は苦笑で返した。

　騒そう動どうに巻き込むことがわかっているだけに、迷惑料としては安すぎるくらいだが、かといって本当のことを話すわけにもいかない。

　剣けん護ごが根ね黒ぐろの肩を軽く小こ突づいた。

「こうして飯まで奢ってもらってんだ。お前も南なん郷ごうさんのとこにいないで、本格的にこっちに来たらどうだ？　別に居心地だって悪かないだろ？」

「……その気はない。向こうに義理がある」

　彼も無愛想なりに、少しは話すようになってきた。

　まだ少年だった頃ころの根黒のことを、羽矢多は少しだけ知っている。

　人に心を開かず、上司の命令にただ忠実なだけの機械じみた印象の子供だったが、そんな彼でも一度だけ、とんでもない命令違反をやらかした。

　羽矢多にとっては又聞きの話だが、旧友達を助けるために、彼は待機命令を無視して脱走し欧州にまで渡ったらしい。

　見た目はともかく、存外に情の深い性格なのかもしれなかった。

　やがて円卓に料理が次々と運ばれてくる。

　少し遅い昼食会となったが、羽矢多達は何の違和感もないまま箸はしを動かし始めた。

　どうやら本当に食事に来ただけらしいと悟ったのか、給仕の者達の気配も目に見えて緩ゆるむ。

　互いの間に過去から続く軋あつ轢れきはあるが、ここ数年は比較的、落ち着いた日々が続いている。わざわざ騒動を起こしたいはずもない。

（とはいえ、そうした油断が……皓こう月げつのような厄やつ介かい者ものにとっては、付け込むべき隙すきになるわけか）

　残念なことに、〝誰だれか〟がその気になれば混乱は容易に引き起こされる。

　今回は人死にを出さない約束だが、巻き込まれる側はいい面つらの皮だった。

　円卓を回して料理を取り分けつつ、剣けん護ごが満面の笑みを見せる。

「やっぱりたまに食うと旨うまいですね、社長。近所のラーメン屋とはえらい違いです」

　隣となりの雪ゆき菜なが肘ひじで彼を小こ突づいた。

「当たり前でしょ。値段の違いを考えなさいよ。比べる対象を間違ってるわ」

　これを聞いた時とき緒おが、向かいの席で子供っぽく首を傾かしげる。

「……チャウチャウ亭の半チャンラーメン……私は好き。毎日でもいい」

「おいおい……あれは週に二回以上食うようなものじゃない。さすがに栄えい養ようが偏かたよるぞ」

　諫いさめる鷹たか丸まるはげんなりとした様子だった。細身の彼はそもそも昔から少食である。

「だいたいあそこの半チャンて、どう見ても半分じゃなくて丸々一人前だろう。ラーメンもでかいし、合わせたら三人前くらいありそうだ」

　剣けん護ごがけらけらと笑う。

「ああ、チャウチャウ亭は大盛りが売りの店ですからね。時緒先せん輩ぱいはやたら燃費が悪いですし」

　部下達の気の抜けた会話に、つい羽は矢や多たも頰ほおが緩ゆるんだ。

　根ね黒ぐろは会話に加わらず黙もく々もくと箸はしを動かしていたが、それなりに堪たん能のうしている様子だった。

（……皓こう月げつの奴やつ、中止にしてくれんかな）

　このままデザートの杏あん仁にん豆腐までゆっくり食わせてやりたい衝しよう動どうに駆かられる。

　だが、現実はさすがにそこまで甘くはなかった。

　剣護が海鮮炒飯チヤーハンの器うつわを空にしたところで、羽矢多の背筋に悪お寒かんが走った。

　間髪をいれず、体に衝しよう撃げきを感じるほどの爆ばく発はつ音おんが響ひびく。仕切り用の薄うすい衝つい立たてが吹き飛び、羽矢多達のテーブルのすぐ脇わきでは天井の照明まで落ちてきた。

「何事だ!?」

　皓月から託された台本通りに、羽矢多は怒ど声せいを張った。

　部下達も一いつ斉せいに顔つきを改める。

　雪菜も時緒も悲ひ鳴めいすら上げず、即座に戦えるよう態勢を整えた。このあたりの反応は、さすがにそれなりの実戦経験を感じさせる。

　給仕がうろたえ、廊下側でも店の者達が騒さわぎ始めた。異変を察した店側の異能者もこの場に駆け込んできたが、羽矢多の怒声によって彼らは足を止める。

　薄はく煙えんの中、羽矢多は更に声を張りあげた。

「この爆発、漏ろう電でんやガス漏もれといった類たぐいのものじゃない。規模は小さいが、明らかに爆発物の威力だ。我々を狙ねらってのことか!?」

　役者にはなれそうもない──と羽は矢や多た自身は思ったが、力を込めた怒ど声せいにはそれなり以上の効果があったらしい。

　給仕の男が大慌てに慌てて弁明のために駆かけ寄る。

「め、滅相もございません！　私達にとってもあまりに突然のことで……！」

　それはそうだろう、と内心で同情しつつも、人質をとられているも同然の羽矢多は皓こう月げつの台本を遵じゆん守しゆするしかない。

「違うというなら黄こう亮りよう老人を呼べ！　貴様らじゃ話にならん！」

　羽矢多は紅あか街まち中華街の顔役を指名した。

　店員は更にうろたえ、ほとんど泣き顔に転じる。

「そ、それが……黄亮様は今朝出発の飛行機で、中国に里帰りしていまして……！」

「……何？」

　皓月の台本にはない突発的な事態に、羽矢多は思わず眉まゆをしかめた。

　その反応を怒りと受け取ったのか、給仕は必死に言い募つのる。

「羽矢多様、どうか誤解をお解きください！　爆ばく発はつの原因はすぐに調べますので、まずは念のため、店外に避ひ難なんを……！」

（これは……皓月のミスということか？）

　彼女らしからぬことだは思いつつ、羽矢多は思案する。

　部下達は彼の指示を待ち、給仕は相変わらずに慌てている。

「この場で羽矢多様を襲おそって、我々に益するところはございません。どうか、どうかここは穏おん便びんに──！」

　鷹たか丸まるがそっと耳打ちした。

「……おい、羽矢多。俺おれらを爆発物で狙ねらうなら、一いち撃げきで仕留めなきゃ意味がない。これが罠わなとは思えんよ」

　理は彼にある。が、一応は皓月が仲裁に来るまで、羽矢多としてはもう少し粘りたい。

　しかし羽矢多が反論するよりも先に、事態は別の方向へと動き出した。

「おい！　爆発が起きたのは隠し部屋だ！」

「何か盗とられたのか!?　すぐに確認しろ！」

　廊下から響ひびいたその声を聞き、羽矢多は内心で頭を抱えた。

（やられた……！　皓月の奴やつ、狙いはそっちか！）

　碧へき州しゆう楼ろうは夜間の警けい備びが厳きびしい。ここはただの高級料理店ではなく、祭さい夏か老ろう派の幹部が日本滞在時に宿泊する施設でもあった。

　過去に幾度か騒そう動どうの舞ぶ台たいとなってしまった経験から監視カメラも増設され、夜間でも照明は落ちず、戦せん闘とう向きの異能者が交代で泊まり込んでいる。

　だが、昼間は一般客も出入りするため、人の目は増えるが戦力そのものは減る。

　しかも羽は矢や多たのような他派閥の幹部が来れば、警けい備びの目もそちらに集中し、他ほかの箇所には手がまわらなくなる。

　つまるところ──羽矢多は完全に囮おとりとして利用されたらしい。

　かといって、ここで皓こう月げつの名をだせば彼女を怒らせてしまう。

　羽矢多は脱力しつつ頷うなずいた。

「……わかった。とにかく一度、外へ出よう。全員、警戒は怠おこたるな」

　泥棒行為の片棒を担かつがされたのは腑ふに落ちないが、少なくとも羽矢多と部下に怪け我がはない。その意味では皓月も約束を違たがえてはいなかった。

（そうまでして奴やつが盗みたかったもの──さて、なんだろうな。自分達が犯人だと知られたくなかったから、わざわざ俺おれを囮にしたんだろうが……）

　いずれ本人に確かめるつもりで、羽矢多は鷹たか丸まると並んで店外へと向かう。

　その前後を剣けん護ごと根ね黒ぐろが守り、左右には雪ゆき菜なと時とき緒おがついた。

　まるで戦車にでも乗ったような心境だったが、戦力としてはそれ以上かもしれない。少なくとも今、目の前に一台の戦車が現れたとしたら、羽矢多はその乗り手に同情する。

「こちらです。足下にお気をつけて」

　先せん導どうしていた案内の店員の肩を、不意に剣護が摑つかんだ。

　びくりとして店員は立ち止まる。

「そこの角に何かいる……下がれ」

　剣護の声はすっかり実戦時のものに転じていた。

　彼の皮膚からざわざわと黒い粘液状の分泌物が滲にじみ出し、背広ごとその身を覆おおい始める。

　その能力は〝鋼鉄の籠かご守もりパナンゾロン〟と呼ばれる神に由来するものだった。

　皮膚からにじんだ黒い粘液は、まるで甲虫のように剣護の体を隈くまなく覆い、たちまち鋼鉄並みの硬さに転じていく。

　関節部分には西洋鎧よろいのような継ぎ目もあり、動作に支障はない。重量のために少し遅くはなるが、銃弾すら跳ね返すその防御力は極きわめて戦せん闘とう向きだった。

　更に剣護は、分泌物で構成した鋭するどい双剣を両手に握る。

　だが、彼の剣が獲え物ものを斬きることはなかった。

　身構えた彼の前を──まるで人ひと魂だまのような丸い光が、ぼんやりと横切った。

　羽矢多達一行はその場で固まる。

　剣護も飛びかかる機を逸いつし、呆あつ気けにとられたようにその光を見つめた。

　人の頭ほどの大きさの光の玉は、ふらふらと飛んで壁かべの中へ吸い込まれる。

「……何だ、ありゃ？」

　隣となりで鷹丸が唸うなった。

　羽矢多は心しん霊れい現象などを信じない。むしろ何者かの能力だろうとは思ったが、心当たりのない光景だった。

　困惑する羽は矢や多たの隣となりで──不意に、雪ゆき菜なががくりと崩くずれ落ちる。

「雪菜!?」

「おい、どうした!?」

　剣けん護ごと羽矢多の声が重なった。

　その反対側で、今度は無言のままに鷹たか丸まるまでもが卒倒する。

「鷹丸!?　お前もか!?」

「──うん、寝ちゃってるみたい……」

　隣で支えた時とき緒おの声にも珍しく戸と惑まどいがあった。

　有毒なガスなどは感じられない。敵の気配も特にはない。

　何が起きているのかを把握できないまま、羽矢多は鷹丸の体を右肩に担かつぎ、雪菜を左脇わきに抱えた。

　巨漢の羽矢多でも、大人二人を同時に担ぐのは楽ではない。

「鷹丸、起きろ！　……くそっ！　こいつらは俺おれが運ぶ。剣護と根ね黒ぐろは先せん導どうしろ。時緒は背後の警けい戒かいだ」

　声も発さずに失神した二人には、確かにまだ息がある。外傷もなく、ただ安らかに眠っているだけのように見えた。

　剣護が警戒しつつ振り返る。

「一度に二人なんて無理ですよ、社長！　一人こっちに……」

　その時、彼の足下から床をすり抜けて、ぼんやりと白い光の玉が浮き上がった。

　羽矢多は眼めを見開く。

　それは先程、一同の目の前を横切った人ひと魂だまのような光と同質のものだった。

　羽矢多が声をあげる間もなく、光は剣護の膝ひざ下したに触れて、まるで生き物のように体内へと入り込む。

　たちまち言葉を途中で詰まらせ、剣護がその場に卒倒した。

「おい、剣護!?」

（鷹丸と雪菜もこいつにやられたのか……!?）

　別の光の玉が、ふよふよと壁かべを通り抜けてきた。

　それを慌てて避よけつつ、羽矢多は根黒へ指示を飛ばす。

「根黒！　お前は一人で先に脱出して、この異変を外部に知らせてこい！　俺らはこいつを避けつつ慎重に行く！」

　案内役の店員さえも、いつの間にかその場で気絶していた。

　根黒は迷う素振りすら見せず、放たれた猟犬のような勢いで廊下を駆かけ抜ける。浮遊する光の玉を避けて幾度か進路を調整しつつ、彼はたちまち薄はく煙えんの向こうへ消えた。

　その素早さはとても常人に追いつける質のものではない。

　後に残った羽は矢や多たは、ひとまず雪ゆき菜なを時とき緒おに背負わせ、空いた左腕に剣けん護ごを抱え直す。

「根ね黒ぐろの真ま似ね事ごとはさすがにできんからな。こっちはゆっくりでいい」

　時緒がふと首を傾かしげた。

「……社長。雪菜が軽い……」

「あ？」

　細身で小柄な雪菜が軽いのは当然だったが、視線を向けた羽矢多はそこで固まった。

　時緒に背負われた雪菜の体が、衣服もろともたちまち半透明に透けていく。

　肩を摑つかもうとした手はすり抜け、次いで羽矢多が担かついだ鷹たか丸まるの体も消え始めた。

　何もできずに呆ぼう然ぜんとする羽矢多を、時緒が思い切り突き飛ばす。

　すぐ目の前を光の玉がかすめ、彼が尻しり餅もちをついて座り込むのと同時に、剣護の体も消え始めた。

　眠らされた三人は、たちまちその場から完全に消えてしまう。気づけば店員の姿も既すでにない。




　これは夢か、それとも現うつつか──




　はじめからこの場に存在しなかったかのように、彼らはいなくなった。

　死体や血けつ痕こん、衣服すら残さず、文字通り霞かすみのごとくに消えてしまった。

　さしもの羽矢多も混乱のために言葉を失う。

　──古代の中国に、胡こ蝶ちようの夢という荘そう子しの説話がある。

　彼は夢の中で蝶になり、空を飛んだ。

　しばらくして目が覚めた後に彼は迷う。

　自分は蝶になって飛ぶ夢を見ていたのか。

　それとも、今こうして起きた自分こそが、蝶の見ている夢なのか──

　現実と夢の境界に迷うようなその感覚を、今、羽矢多はまさに実感していた。

　呆然とする羽矢多の前後に、やがて複数の光の玉が迫った。

　余裕をもって避よけ切るだけの隙すき間まはそこにない。

　状況に気づいた時緒が片腕を壁かべに向けて振りかぶる。

　そして彼女は無言のまま、極きよく端たんに重い一いち撃げきでもって廊下の壁を軽々とぶち抜いた。

　斧おのを捧げる貴婦人トラムケルナの異能は、打撃に一いつ瞬しゆんだけ、鉄の塊かたまりのような理不尽な重みを付加する。その重みに耐たえるため、トラムケルナの異能者の骨はバネのように強くしなやかな剛性を持っていた。

　その轟ごう音おんと衝しよう撃げきによって、ようやく羽矢多も我に返る。

　壊こわした壁の向こう側に、羽矢多と時緒は揃そろって転がり込んだ。

「くっ……！　時とき緒お、すまん！　助かった！」

「ぼーっとするなんて社長らしくない……とにかく脱出、ね？」

　周囲の光を警けい戒かいしつつ、二人は慎重に身を起こす。

　そこは奇妙な空間だった。

　四方が壁かべに囲まれ、扉はどこにもない。ただし天井には爆ばく発はつ物ぶつによるものと思おぼしき穴が開いている。

　どうやら皓こう月げつの部下は、ここに上の階から侵入したらしい。

　時緒が壁を壊こわした衝しよう撃げきで爆発による煙が更に撹かく拌はんされ、壁かべ際ぎわの様子はよく見えなかったが、天井の穴から注ぐ光の真下には小さな〝箱〟が転がっていた。

　手のひらにちょうど載のるほどの目立たないサイズながら、暗がりに注ぐ光によって照らされているゆえか、妙な存在感がある。

　側面は艶つややかな漆しつ黒こく、形状はほぼ立方体──飾り気のないその品に、羽は矢や多たの眼めは何な故ぜか釘くぎ付づけとなった。

　魅入られたわけではない。

　たとえて言うなら、腹を空かせた猛もう獣じゆうとうっかり眼があってしまい、容易には動けなくなった状況と似ている。

　その箱の蓋ふたはぽっかりと開いていた。

　時緒がぼんやりと呟つぶやく。

「……マリアンヌの……宝石箱……？」

「何？」

　人名のほうには聞き覚えがある。マリアンヌとは、迷めい宮きゆう神しん群ぐんに関係する不可思議な道具の数々を残した職人の名だった。いつの時代の人間かも定かでないが、その名が冠された品には大たい抵てい、ろくでもない逸いつ話わがつきまとう。

　時緒が羽矢多の背広を摑つかんだ。

「……社長。あれ、カーマイン卿きようの資料で見たものと似ている。危険指定されている行ゆく方え不明の神具だと思う。何億円か忘れたけど、懸けん賞しよう金きんもかかってた……」

　カーマインは欧州におけるキャラバンの有力者だった。帰国子女の時緒は、今は山やま之の内うち派の一員だが、欧州のキャラバンとも縁えんがある。

「危ない品をこの紅あか街まちで隠していたわけか。この騒そう動どうと関係があるかもしれん。俺おれが回収するから、お前は脱出に集中……」

　背広を摑んでいた時緒の指から、急に力が抜けた。

　羽矢多の隣となりで、彼女は早くも安らかな寝息をたてている。本人が気づかないうちに、光の玉に触れてしまったらしい。

　じきに彼女の姿も消えるだろう。

　もはや罵ば声せいすら出せず、羽は矢や多たは歯を食いしばる。

（皓こう月げつ……あの小娘、最初から俺おれ達をこの事態に巻き込む気だったのか……？）

　何が起きているのかはもちろん、これが彼女の狙ねらい通りの事態なのかすらよくわからない。

　羽矢多はひとまず箱に手を伸ばす。

　危険な品だと時とき緒おは言ったが、既すでに蓋ふたが開いている。あるいは周囲をたゆたう光の玉こそが、その箱の〝中身〟だったのかもしれない。

　羽矢多は這はうように身を低くして走り、床に転がった箱を摑つかもうとした。

　その足下の床から──まるで待ちかまえていたかのように、白い光の球が湧わき上がる。

　羽矢多寿とし宗むねは、知らず知らずのうちにそれを踏ふみつけていた。
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　月つき代しろ玲音れいんは夢を見ていた。

　それは幼い頃ころの記憶である。

　蒸し暑い夏の日だった。

　周りにいる大人達は、全員が黒い服を着ていた。

　まだ小学生になったばかりだった玲音も黒い服を着せられ、二つ年下の妹と手をつなぎ、両親の写真が飾られた祭さい壇だんを見上げていた。




　両親が死んだ。

　母親と父親は揃そろって、交通事故で亡くなった。

　唐突に訪れた死という概念を、彼の幼い頭はまだあまり理解していなかった。

　それが哀かなしいことで、これから先、もう両親に会えないことは辛かろうじてわかる。

　だが──それは本当に、哀しいことなのだろうか？

　玲音の幼い思考は、静かに進む葬式の間中、ずっと止まっていた。




　──もうあの平手に怯おびえなくて済む。

　妹の香か恋れんが殴られた時、自分がその盾たてとして割り込む必要もなくなる。

　煙草たばこの火を押しつけられることも、無表情で首を絞められることも、まだ酒の入ったグラスを投げつけられることもなくなる。

　マンションの階段から突き落とされて骨が折れた時には優しくしてくれたが、怪け我がが治るとまた邪険にされた。

　暴力は主に母親からだったが、忙しい父親はなかなかそれに気づかず、また気づいた後も重大なことだとは考えていなかった。

　両親が亡くなったことはおそらく哀かなしい。

　これから先への不安もある。

　だが──

　心のどこかでほっとしたことについては、どうしても否定できない。

　妹の香か恋れんもそんな兄の複雑な胸中を察しているのか、何も言わずに黙だまり込んでいる。

　たった二人残された兄妹きようだいの姿は、周囲の大人達の眼めには、悲しみに茫ぼう然ぜん自じ失しつとしているように見えたかもしれない。

　葬式は意外にも豪勢だった。

　両親の職場は一流企業の真ま名な井い製薬──

　母親は育児のために休職中だったが、たまたま用事で父親とともに出社し、その帰路の交通事故で命を失った。

　労災はもちろん、会社側からの見み舞まい金きんや生命保険もあわせて相当な額が出たが、そうした事情は幼い玲音れいん達にはよくわからなかった。

　親しん戚せきの誰だれが玲音と香恋を引き取るかで揉もめる気配は察していたが、それは押しつけあいというより、金目当ての者と、その魂胆を察し玲音達を守ろうとする者との綱引きになっていた。

　火葬場で両親が焼かれている間、ぼんやりと立ち尽くす玲音達の傍そばに、ふと近づく者がいた。

　──見上げるばかりの巨体。

　葬式の間にも目立っていたその大男は、部下らしき数人の男をその場に待たせ、玲音達に歩み寄った。

　他ほかの大人達と比べて、彼の存在感はこの場で際きわ立だっていた。

　がっしりとした堂々たる体たい軀くに加え、全身から気迫、あるいは凄すごみのようなものが漂ただよっている。

　彼は玲音の前でしゃがみ込み、彫りの深い精せい悍かんな顔を真正面に据えた。

　眼光も強い。

　その眼めつきは玲音達をただの子供としてではなく、一人の人間として見定めているかのようだった。

　用件がわからず戸と惑まどう玲音の肩を、彼は両手でがっしりと摑つかんだ。

「……玲音君。香恋ちゃん。俺おれは君達のご両親の、大学時代の後こう輩はいなんだ。ご両親には昔、たいへん世話になった──」

　大男は、その強い眼にこぼれそうな涙を溜ためていた。

　玲音は察する。

（──この人は多分、僕達よりもずっと、お父さんたちの死を悲しんでいる──）

　泣きもしない自分が、やけに薄はく情じようにも思えた。

　彼は懐ふところから名刺を取り出し、専用のケースに入れた上で、玲音の手にそれを握らせた。

「もしも何か……金の問題でも親しん戚せき関係でも、それ以外でもなんでもいい。何か少しでも困ったことが起きたら、必ず俺おれに連絡してくれ。亡くなった御両親のためにも、きっと君達の力になる。俺の名は羽は矢や多た──羽矢多寿とし宗むねだ。その名刺を決してなくすんじゃないぞ」

　羽矢多と名乗ったその男は、玲音れいんと香か恋れんの頭を大きな手で撫なで回し、その後に両腕でぐっと抱き締しめた。

　その温かさと力強さは、玲音にとって初めて感じる質のものだった。

　妹の香恋も同様だったようで、戸と惑まどいつつも嫌いやがる素振りは見せない。

「あの……おじさん。ありがとう」

　玲音は小声で呟つぶやいた。

　羽矢多は痛ましげな顔のままで頷うなずき、悠然と立ち上がる。

　見送るその背の大きさを脳裏に刻みつつ、玲音は彼の名を反はん芻すうした。

（羽矢多……寿宗……？）

　その背姿は玲音の眼めに、実の父親よりもずっと父親らしく見えていた。
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　懐なつかしいというよりは痛々しい過去の夢から目覚めた時、玲音は自分が何ど処こにいるのかわからず、しばらく戸と惑まどった。

　そこは古びた図書館のような場所だった。

　玲音は備そなえ付けの机に突っ伏していたらしい。

　顔をあげてすぐに違和感を覚える。

　日本の図書館とは趣おもむきが違う。

　目の前には茶色い木製の巨大な本棚が高々とそびえ、タイトルのない背表紙がずらりと並んでいた。

　どの程度の高さなのかと見上げた玲音は、そこで眉まゆ根ねをひそめる。

　──天井が見えない。

　頭上には白く靄もやがかかり、その中へ頭をつっ込んだ本棚は、見えない彼方かなたまで延々と続いていた。

　夢から覚めたつもりが、どうやらまだ夢の中だったらしい。

　次いで玲音は周囲を見回す。

　本棚の行列の脇わきに、玲音が突っ伏していたのとは別の机があり、そこにはタイトルのない大量の本がうずたかく積まれていた。

　その前には、木製の椅い子すがぽつんと置かれている。

　積まれた本の向こう側に人の気配を察し、玲音はそこに近づこうとした。

　足音を聞かれ、机の側から先に声がかかる。

「……ん。起きたか。ええと……月つき代しろ玲音れいん。日本人だな。まあ、そこに座りたまえ」

　言こと葉ば遣づかいこそ男のようだったが、それは間違いなく少女の声だった。

　逆さからい難がたいものを感じて、玲音は素直に傍そばの椅い子すへ腰をおろす。

「えっと……これ、夢？」

　確認の意味も込めて、玲音はそんな間の抜けた問いを発した。

　積まれた本の向こうで、娘がかすかな笑い声を漏もらす。

「それは存外に難むずかしい質問だ。君自身の存在は夢ではない。が、この世界そのものは、ここにいる私も含めて、〝金の記憶の彫金師、リコルドリク〟という名の神が見ている夢のようなものだ。君達はその夢の世界に実体をもって招き入れられた──というのが私の解釈なんだが、実は自信がない。〝迷めい宮きゆう神しん群ぐん〟の生態を我々人類ごときが正確に把握することは難しい。間違っていても許してくれ」

「……すみません。何を言っているんだかさっぱりです」

　いくら夢の中の妄言とはいえ、これは酷ひどい。

　だが、本の山に隠れた人物はさも当然と言わんばかりに玲音の感想を受け流した。

「素直でいい。わかった振りをするようなことでもない。その分だと、自分がどうしてここにいるのかも把握していないな」

　玲音は考え込む。

　通常、夢は布団の中で見るものであり、眠る前の記憶も就寝の時点で途切れているはずだった。

　しかし今、玲音の記憶は紅あか街まち中華街で途切れている。

　空にやたらと巨大な満月が白く浮かびあがり、その後──

「……そうだ。人ひと魂だまみたいな丸い光が、たくさん近づいてきて……」

「そう。そして君は同行していた娘の盾たてになった。それをきっかけにして、私とここで遭そう遇ぐうする羽目になったわけだ」

　玲音は右手で左腕を握ってみた。

　触感も体温もある。自分自身の存在は夢ではなく、生身の体としか思えなかった。

　それなのに、周囲の景色が明らかに噓うそくさい。

　天まで続く本棚の行列、積まれた本に囲まれて見えない少女、吸う空気の無味無臭さまでもが違和感を醸じよう成せいしていた。

　先程の少女の言葉を思い出す。

「俺おれは生身で……ここは神様の夢の中？」

　少女の頷うなずく気配が伝わった。

「信じられないのも無理はない。事象の大元となっているリコルドリクは、ここ百年ほど、マリアンヌの宝石箱の中で眠っていた。それが何者かによって解放されてしまったために、これからちょっとした騒そう動どうが起きる可能性が高い──ひっくり返されたおもちゃ箱の後片付けのため、申し訳ないが君に手伝ってもらいたい。今の私には肉体がないものでな」

「手伝うって……何を？」

　嫌いやな予感は不思議と感じなかった。

　危険を想像する感覚が麻ま痺ひしていたのか、あるいはその人物の言葉が優しげに聞こえたせいなのか、いずれにせよ玲音れいんは間抜けなほどに状況を楽観視していた。この場所の景色に現実感が薄うすいことも、多少は影えい響きようしている。

「〝現実の世界〟でのリコルドリクの探索──それから、散らばった石達の回収。基本的にはこの二点だ。何か質問があれば答えるが、今の時点では答えても意味がわからないだろう。おそらく〝現実〟を見たほうが早い」

　玲音は困惑して眉まゆをひそめた。

「なんかよくわかんないけど……ここが本当にその神様が見ている夢の世界なら、その外側に神様がいるんじゃないのか？　夢って頭の中で見るものだろ？」

　本の向こうで少女が軽く手を叩たたいた。

「存外に的まとを射た質問で驚おどろいた──まず、君の疑問に対する正確な回答は私も得ていない。君の問いはつまり、〝神が見る夢の世界〟が何ど処こに存在するのか、という問題につながっている。通常、人間の見る夢はあくまで脳が見せる幻まぼろしだが、迷めい宮きゆう神しん群ぐんリコルドリクに〝脳〟と呼べる器官は存在しない。彼はおそらく〝生き物〟ですらない。ほとんど幽ゆう霊れいのような存在だ。つまり──人間の幽霊ならぬ、〝神々の幽霊〟といったところかな」

　わけのわからない回答に、玲音はひどく混乱した。

　彼女の言葉はなおも続く。

「今、君と私がいるこの夢の世界が〝何処〟にあるのか、実は私にもよくわかっていない。夢と表現したのはそのままの意味ではなく、存在と非存在があやふやな場所という意味合いだ。いわゆる──異次元とか亜空間とか、そういった類たぐいの場所なのだろう。リコルドリクが見る夢の世界とは、異次元に作られた箱庭のような場所なのかもしれない。つまり、その外側にリコルドリクがいるとは限らない──これが私の見解だ。理解してもらえたか？」

　玲音はほうけた眼めで真正面を見ていた。彼女の言葉は右の耳から左の耳へ容赦なく通り抜けていき、頭の中には何も残らない。

　どうにか理解できたことは、もしこれが夢ならば無意味な妄想であり、それ以外の何かならば玲音の知識から大きく外れた事象だということだけだった。

「まあ、とにかく……俺おれはそろそろ帰りたいんだけど、これ、夢なら覚めるよな？」

　クレアをはじめ友人達も心配しているだろうし、何より妹の香か恋れんを一人にはしておけない。

　幼くして両親が死んだ後、玲音と香恋は父方の祖父母に引き取られ育ったが、祖父は三年前に、祖母はつい去年に亡くなった。

　両親の保険金や会社からの見み舞まい金きん、更には祖父母から継いだ資産もそれなりにあり、学費を含めて今後十数年の生活には困らないはずだが、たった二人の兄妹きようだいである。

　ここで兄の玲音れいんまで消えてしまったら、香か恋れんがあまりに不ふ憫びんだった。

　少女の声が応じる。

「その点は問題ない。ただ──先程も言った通り、君には散らばった石の回収を手伝って貰もらいたい。数ヶ月、あるいは数年に及ぶかもしれないが、君が持つこの時代の知識を利用させてくれ。その上で、しばらくは行動を共にする。私も切せつ羽ぱ詰つまった状況にあるため、残念ながら拒否権を与えられない。運が悪かったと思って諦あきらめて欲しい」

「へ？」

　不ふ穏おんな気配を察した玲音がびくりとした拍子に、木製の椅い子すが軟体生物のように彼の手足を拘束した。

　肘ひじ掛かけや脚部が手首と足首、更には首にまでがっちりと絡みつき、そのまま固定されて動けなくなる。

「う、うわわっ!?　ちょ、ちょっと待った！　暴力反対！　何!?　何すればいいの!?　とにかくこういうのは良くないと思うっ！　頼み事はもっとスマートにほら！」

「……うん。なかなか見苦しくていい。別に痛いことはしないから、そのままおとなしくしていたまえ」

　積まれた本の陰から少女が立ち上がった。

　見覚えのありすぎるその姿に、玲音は眼めを見開く。

　港こう誠せい高校制服のブレザー姿に、金髪のポニーテール──

　現役女子高生として驚きよう異いのスペックを誇るその旧友は、玲音を見てにっこりと微ほほ笑えんだ。

「……ク、クレア!?　おいこれ、何の冗談だよ!?」

　娘は自身の指先で、クレアの柔らかな唇をそっと押した。

「安心しろ。見た目を真ま似ねただけだ。契約のため、これからファーストキスとやらを奪うことになるから──せめて容姿だけでも意中の娘にしてやろうという、私なりの親切心だ」

「ひいっ……!?」

　玲音は生き娘むすめのような声を漏もらす。

　背筋を粟あわ立だてながら、彼は体重をかけて椅子ごと倒れようとした。

　それでも椅子はがっちりと床を踏ふみ締しめ、カタリとも動かない。

　誰だれにも届かないことを承知で、彼は必死に声を上げる。

「いやいやいや！　本物にはどうせ手が届かないから偽にせ物もので我慢しろって、いくら夢だからってそれはあまりに痛々しいよね!?　やめてっ！　犯されるっ！」

　クレアに化けた娘は苦笑しつつ、軽く眉み間けんを指先で押さえた。

「意外に余裕があるな。まあ、それくらい愉快な反応のほうがこちらも罪悪感がなくていい。あくまで実体はないから、ノーカウントという解釈もできそうだが──〝夢の中〟でのちょっとした役得程度に思っておけ」

　つかつかと歩み寄り、彼女は玲音れいんの頰ほおに両手を添えた。

　肌が触れた感触はない。少しだけ密度の濃こい風が頰を撫なでたようには感じる。

「……あ、あなたもしかして幽ゆう霊れいさん!?」

　クレアの姿をした〝クレアではないもの〟への嫌けん悪お感かんから、玲音の額ひたいに冷や汗が浮いた。

　可か憐れんな顔で娘が微ほほ笑えむ。

「そういえば自己紹介をしていなかったか。私は〝記録者〟──金の記憶の彫金師、リコルドリクの異能者であり、マリアンヌの宝石箱を受け継ぎ、ここに我らの力を記録した者──を模した、いわば人工知能だ。私達の生きた時代にそんな言葉はなかったけれど、君の知識に照らしてもっとも近い表現はこんなところだろう」

「……じ、人工知能……？」

　戸と惑まどう玲音に、眼めを伏せた娘が少しずつ顔を近づける。

「詳しいことはおいおい教えよう。おそらく──それなりに長い付き合いになるはずだ」
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　間近で唇が触れ合う。

　肌の感触はやはりなく、その代わりに痺しびれるような振動が唇から舌へ、舌から喉のどへ、喉から頭の奥へと瞬しゆん間かん的に伝わった。

「むぐっ!?」

「……君の優しさに付け込んで申し訳ない。しばらく世話になる──」

　脳のう髄ずいが痺しびれるような違和感とともに、玲音れいんの意識は暗転する。

　気絶する瞬間に彼の脳裏へ浮かんだ光景は、暗い夜空に浮かぶ、金色に輝く眩まぶしい満月の威容だった。
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〝水みな門と市の紅あか街まち付近で発生した集団失しつ踪そう事件については、いまだ有力な手がかりが見つかっていません。疑わしい事例も含めて、行ゆく方え不明者はまだ三十三人も残っています──あまりに謎なぞの多い事件ですね〟




〝ええ。老若男女問わず、学生も社会人も様々な立場の人間が、水門市内中心部の一定の範はん囲い内でほぼ同じような時間帯に唐突に足跡を絶っています。人数や発生範囲を考こう慮りよすると、単なる誘拐や拉ら致ちと考えるには無理がありそうですし──目の前で突然に人が消えたなどというオカルトじみた噂うわさも出ているようです。さすがにそれはないにしても、どうにも不可解な印象がありますよね〟




〝一方で、当初、行方不明とされていた人々のうち二十人については、それぞれ市内の別の場所で発見され、既すでに保ほ護ごされています。現在、警けい察さつでも捜査を進めていますが、保護された人々は一様に失踪した日以降の記憶がないらしく、詳細は何もわかっていません。当番組のキャスター、清せい家け翼つばさも行方不明者の一人です。失踪者について何か心当たりのある方は、捜査本部まで情報のご提供をお願いいたします〟




〝まだ見つかっていない方々も、早く無事に帰ってきて欲しいですね〟




　液晶画面の向こう側にいるニュース番組のアナウンサーやコメンテーター達は、いかにも深刻そうな口調だった。

　ベッドの上で膝ひざを抱え、体育座りをした月つき代しろ香か恋れんは、じっとりとその放送を睨にらむ。

「……代理で出番がまわってきて喜んでるくせに。わざとらしい……」

　本気の悪態ではない。

　テレビに八つ当たりでもしなければ冷静さを保てないほど、今の彼女は精神的に疲れ切っていた。

　部屋の電気もつけず、自分の膝に顔を埋め、たった一人の心細さを嚙かみしめる。

　──二つ年上の兄、月代玲音れいんは一週間前に失踪した。

　今も消息がまったく摑つかめていない。

　最初の数日はただ不安だった。

　何事もなかったかのように兄が戻ってくることを期待し、かすかな物音にさえ反応して眠れず、寝たら寝たで悪夢にうなされ、起きた時には戻っているかもしれないと淡い望みを抱いては裏切られた。

　この一週間、香恋は学校も休んでいる。

　心配して訪れた担任には外そと面づら良く対応したが、内心ではもう精神が壊こわれそうだった。

　テレビが次の話題に移り変わっても、香か恋れんは膝ひざを抱えたまま、その場でじっとしていた。

　──今回の集団失しつ踪そう事件の被害者については、唐突に戻ってくる例が少なくない。

　世間では〝神隠し〟などという古臭い表現も使われだしたが、兄の玲音れいんも、きっと数日以内に戻ってくる──香恋はそう思い込むことで、辛かろうじて心の均きん衡こうを保っていた。

「……バカ兄貴。私のことほっといてケーキ屋なんか行ってるから、バチが当たったんだ……」

　本心からのものではない言葉でも、独り言として口に出せば多少は気が紛まぎれる。

　作り物の怒りをどうにか気力に変えて、香恋は重い腰を上げた。

「……コンビニ行こ」

　聞く者のいない独り言には、当然、誰だれからの返答もない。

　もしも兄がいれば「夜道は危ないから」とうろちょろついてくるはずだった。

　寂しさを極力押し殺し、香恋は玄関に向かう。

　扉を出たところで、ちょうどエレベーターが上がってきた。

　そこには見知った女性が乗っている。

　白のブラウスと黒のエプロンドレス、長い黒髪の清せい楚そな美人は、香恋と顔を合わせるなり楚々と微ほほ笑えんだ。

「香恋ちゃん、こんばんは。出掛けるところ？」

「あ……静しず枝えさん。どうも」

　彼女──十と和わ田だ静枝は、兄の玲音がアルバイトをしている紅茶屋の店主だった。喫茶店ではなく、あくまで茶葉や紅茶用の食器類を扱う小さな店である。

　玲音が失踪した後から、彼女は香恋を心配してほぼ毎日来てくれていた。

「あの……コンビニ行くんですけれど、中で待ってもらっていていいですか？」

　部屋に通すのは構わないが、客に出せる物がほとんど何もなかった。

「ああ、それなら私も一緒に行くわ。夜道は危ないでしょ？」

　兄のようなことを言って、静枝が再びエレベーターに乗る。

　狭い箱の中で二人は話し始めた。

「……静枝さんも困っちゃいますよね。バカ兄貴がバイト休みまくりで……なんだかすみません」

「本当にね。帰ってきたらたっぷり働いてもらわないと」

　静枝は香恋を気き遣づかって、暗くならないようにと振ふる舞まっていた。

　それを承知でなお、香恋はつい声を震わせてしまう。

「……帰って、きますよね……？」

　静枝がそっと、香恋を背中側から抱ほう擁ようした。

　ふわりとした甘い匂においに混じって、紅茶の爽さわやかな匂いも感じられる。

　泣きそうだった香か恋れんの涙が少しだけ引いた。

「大丈夫よ。一緒にいたお友達はもう帰ってきたんでしょう？　玲音れいんくんは少し遅刻気味だけど、きっとクレアちゃんと一緒に、そろそろ戻ってくるんじゃないかな」

　子供に言い聞かせるようなその口調はあくまで穏おだやかだった。

　優しい言葉をくれる静しず枝えには感かん謝しやしつつ、ついでに出た別の名前に対する香恋の胸中は複雑でもある。

（そっか……バカ兄貴、もしかしたらあの人と一緒にいるかもしれないんだ……）

　むっと心の奥底に淀よどんだ感情を押し殺し、香恋は静枝の腕に手を添えた。

「……静枝さん、ありがと。私は大丈夫ですから」

　エレベーターはもう一階に着いていた。人に見られたら誤解されそうな状況ではある。

　近所のコンビニまで並んで歩きながら、香恋は考え込む。

　静枝はまだ二十代の半なかばくらいのはずだが、既すでに両親は亡く、兄弟もいないらしい。

　親しん戚せきについて聞いたことはないが、天涯孤独の身の上に思える。

　だが、彼女は寂しそうには見えない。

　それはきっと、彼女自身が周囲の人々を大事に思っているからなのだろう。ただのアルバイト店員にすぎない兄や、その妹の香恋をこうも心配してくれるのも、静枝にとっては当たり前のことなのかもしれない。

　静枝がぽつりと呟つぶやいた。

「香恋ちゃんはしっかりしてるよね……本当、必要以上に取り乱している人達に見習わせたいくらい」

　誰だれのことかと香恋は首を傾かしげた。

　わからないことだらけでたいした事実が出てこないせいか、マスコミの報道も焦点がぼやけ、取り乱すというほどの状況にはなっていない。一部の失しつ踪そう者しやのプライバシーを暴あばき親族を晒さらし者ものにする以外のことでは、取材の足がかりすら摑つかめずにいるらしいというのが香恋の感想である。

　百万人近い人間が暮らすこの水みな門と市において、紅あか街まち周辺だけの狭い区画で起きたたかだか五十人前後の失踪事件で、しかもそのうちの二十人は既に戻ってきている。

　関係者でなければ狂言と疑いたくなる質のもので、発生当初は新作映画の宣伝ではないかという噂うわさまで出た。

　一応はお決まりの米軍や自じ衛えい隊たい、あるいは他国の勢力や新興宗教による陰いん謀ぼう論なども出てはいるが、主張する人間の思想の偏かたよりをそのまま願望として垂たれ流したものがほとんどで、いずれも与太話の域を出ていない。

　香恋の見たところ、世間はそれなりに落ち着いている。静枝の言葉は大おお袈げ裟さな気がした。

「取り乱してる人達って、誰のことですか？」

　素直に問うと、静しず枝えが寂しげに微ほほ笑えんだ。

「私の知り合い──亡くなった父の元同僚とか、そういう人達。今回の騒そう動どうに巻き込まれて偉い人が何人か消えちゃって、混乱しているみたいなの」

「ああ……なるほど」

　身近な仕事の関係者や社員が行ゆく方え不明ともなれば、それは取り乱しても仕方がない。

　静枝の前では気丈に振る舞まえる香か恋れんでさえ、部屋に籠こもれば自分でも危ういとわかるほど不安定になってしまう。

「そういえば……あんまりそういう話は報道されてないですよね」

　静枝が苦笑を見せた。

「……そうね。ちょっと無理かな。実はね、失しつ踪そう者しやって報道されている人で全部じゃないらしいの。失踪したこと自体を隠されている人もいて……私は部外者だからよく知らないけれど、もう戻ってきた人も含めて、なんだかんだで百人くらいは失踪しているみたい。本当に──何が起きたのかしら」

　静枝は深々と嘆たん息そくした。

「今朝、戻ってきた人がテレビのインタビューに答えていたでしょ？　自分が失踪していたことすら知らなかったって──急に眠くなって、眼めが覚めたら自宅にいて何日も経たっていてびっくりした、なんて……そんなこと、有り得ると思う？」

「さぁ……でも、実際にそうなんですよね？」

　香恋はそのことを疑っていない。

　一緒に失踪したはずの、兄の友人達──

　宗むな方かた英えい太た郎ろうと胡桃くるみ澤ざわ姫ひ想そ華かは、失踪から三日目にそれぞれ自宅で発見された。

　当人達に失踪中の記憶はなく、空白の三日間に何があったのかはわかっていない。

　香恋は二人から直接に話を聞いた。

〝三日ぶりに目覚めたにしては、お腹なかが全然空すいていなかったの〟

〝起きた時、直前に飲んでいたコーヒーの味がまだ口の中に残っていてさ……〟

　──つまり、現実の世界では三日が過ぎていても、彼ら自身の時間はほんの数分程度しか進んでいなかった可能性がある。

　まだ帰らない玲音れいんとクレアを心配しつつ、彼らは一足先に日常へと戻った。

「兄の友達の話を聞いた限りでは──普通の失踪とは違うと思います」

　静枝が目元を歪ゆがめた。

「……そうね。本当、困るよね……あっちゃいけないの、こういうことは」

　その言葉の響ひびきに、香恋はふと違和感を覚える。

　今起きている事象について、静枝は香恋が知らない部分まで知っているような気がした。

　それを聞こうとして、彼女は思いとどまり口を噤つぐむ。

　ちらりと横目で見た静しず枝えの表情は、まるで石像のように硬直していた。

　その真っ白な顔色は月明かりや街灯のせいばかりではなく、文字通り血の気がない。

　玲音れいんやクレア以外にも、彼女の知人で失しつ踪そう中の人間がいる──そのことを察しながら、香か恋れんは無言で静枝の手を握った。

　静枝もまた、何も言わずにその手を握り返す。

　そこに籠こもった力の加減は、どことなく兄に似ているような気がした。
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「う……うー……」

　寝ぼけたままで寝返りを打とうとした玲音は、体の重みに気づいてうっすらと眼めを開けた。

　窓から差し込む青い月の光で、室内はそこそこ明るい。

（あれ……？　どこだ、ここ……）

　背中にあたるベッドの感触は自宅のものではなかった。

　月明かりにぼんやりと浮いた天井の景色にも見覚えがない。

　直管タイプの蛍光灯は消されていたが、薄うす闇やみに石せつ膏こうボードの質感がうかがえる。どこかの病院か、あるいはオフィスのような気配だった。

　ゆっくりと息を吸い込むなり、甘いシャンプーの匂においにくらりとくる。

　体は依然として不自然なまでに重い。その上、柔らかく温かい感触が頭以外のほぼ全身に感じられる。

　心当たりのある匂いに頰ほおをひきつらせつつ、玲音は天井に向いていた視界をゆっくりと下へずらした。

　窓から差し込む月光を受けて白く光る金髪と、その髪を結ぶ見覚えのあるリボン──

「……クレア？」

「……ん……」

　幼おさな馴な染じみの少女は寝息を立てながらかすかに呻うめいた。

　顔は玲音の胸に乗っていて見えないが、間違えるはずはない。

（いや、でも……確か今、クレアの偽にせ者ものが出てくる夢を見ていたような……？）

　玲音は寝起きの頭で警けい戒かいする。

　そもそも一つの寝台で一緒に寝るような間柄では断じてない。願望と現実との間に横たわるあまりに深くて広い隔絶は、玲音とて重々承知している。

　──ただ、彼女の生々しい体温と柔らかさ、それに甘い匂いは、どう考えても現実のものだった。

「……ク、クレアさん？　起きてくれる……かな？」

　人違いではないと信じつつ、状況が状況だけに声が震えた。顔をあげたらのっぺらぼうだった、という事態のほうがむしろ納得できる。

　しかし玲音れいんの予想を裏切るように、彼女は眠たげに眼めをこすりつつ、ゆっくりと端たん整せいな顔をあげた。

「あ……玲音……？　おはよぅ……」

　寝ね惚ぼけた声まで可愛かわいらしい。

　玲音は鋼鉄の意志で視線を逸そらす。

「……はい。おはようございます……で、状況はわかってるか？」

「……状況……？　……ふぇっ!?」

　うつ伏せになった自分が誰だれを敷しき布ぶ団とん代わりにして寝ていたのか、クレアもようやく気づいたらしい。

　動揺のためか跳ね起きることさえできず、彼女はそのまま固まってしまう。

「……玲音……？　あの、これ……夢？」

「……そう思うよな？　でも体温とか本物っぽいし……しかもここ、見覚えがあるような……」

　天井だけを見ていた時には気づかなかったが、壁かべ際ぎわの棚や事務机の配置には確かに見覚えがあった。

　クレアもぽつりと呟つぶやく。

「中学校の……保健室？」

　玲音達にとっては、ほんの一年半前まで通っていた場所である。

　当時のクレアはたびたび貧血を起こし、その都度、玲音が保健室に付き添ったり、彼女を迎えの車まで送ったりと面倒を見ていた。

　その意味では思い出深いが、高校に進学した後まで来るような場所ではない。

　深夜の保健室──寝台で重なり合った二人はぴくりとも動かない。

　玲音は動けない。緊きん張ちようで体が固まっている。

　クレアは動かない。彼女は彼女なりに気が動転しているのか、あるいはまだ夢だと思っているのか、いずれにしても動く気配がない。

　やがて互いの呼吸の音が気になり始め、静寂と沈ちん黙もくに耐たえかねた玲音は恐る恐る口を開いた。

「そういえば……高校に入ってから貧血起こさなくなったよな？　中学の頃ころはよく急に倒れていたのに」

　クレアが小声に応じる。

「あ……うん。あれは遺い伝でんなんだって。うちの家系って、成長期に特に体調が不安定になるの。私みたいに軽く済むケースがほとんどらしいんだけど、お母さんは例外的に酷ひどくて、その後遺症であんな状態になっちゃって……」

　ただの貧血だとばかり思っていた玲音れいんは意外な事実に驚おどろいた。

　クレアの母親のことは彼もよく知っている。

　清せい楚そな雰囲気の優しげな美人だが、四し肢しが不自由で、彼女は常に入院したまま電動車くるま椅い子すでの生活を送っていた。

　入院といっても、彼女が暮らす文ふみ槻つき総合病院の特別室は一般のマンションと変わらない造りで、生活空間としての体てい裁さいを完かん璧ぺきに整えている。

　専用の風ふ呂ろトイレ台所はもちろん、リビングに寝室、クローゼットと部屋が分かれ、まるで病院の一いち隅ぐうにモデルルームが併設されているかのようだった。

　クレア自身もほぼそこに住み暮らしており、別にある自宅マンションのほうが空き家も同然となっている。

　母親曰いわく、「空き家の自宅は書類上の住居」ということらしい。

　いくら病院経営者の親族とはいえ、そんな芸当が法的に可能なのかと疑問に思ったことはあるが、第三者がわざわざ突っ込むことでもない。

　玲音は小声に呟つぶやく。

「ごめん。遺い伝でん的な事情だったなんて知らなかった」

「だって隠してたから。今はもうおさまったから安心して話せるけど……〝私もお母さんみたいに動けなくなっちゃうのかなあ〟って、当時はちょっと不安だったかも」

　クレアもぼそぼそと申し訳なさげに応じた。

「玲音は優しいから、必要以上に心配しちゃうでしょ？　私は……玲音に心配されるより、一緒に吞のん気きに笑っていたかったから。本当は話すつもりもなかったんだけど──寝起きで口が滑すべっちゃった」

　またしばらく、沈ちん黙もくが訪れた。

　何か言葉を発するとわざとらしくなりそうで、玲音は自身の口くち下べ手たに呆あきれ返る。

　不意にクレアが、まるで猫のように玲音のワイシャツへ頰ほおをすりつけた。

「……あったかい。気持ちいいから、このまま二度寝しちゃってもいいかな……」

「…………いや、だめだろ！　起きようよ、お互い！」

　玲音は露ろ骨こつに慌てて、ようやく両手で彼女の肩を摑つかんだ。

　むしろ目覚めてすぐの段階で真っ先に起き上がっておくべき状況だったが、ついつい欲望に負けてしまった。そろそろ言い訳のきかない時間帯に移行しつつある。

「……あ、貧血ぅー」

　引き剝はがそうとする玲音に対し、クレアがふざけてしがみついた。

　冗談にしては強めの力が玲音を更に慌てさせる。

「明らかに噓うそだよなそれ!?　ついでにやっと思い出した！　英えい太た郎ろうと姫ひ想そ華かはどこいった!?　それに俺おれ達だって、紅あか街まちにいたはずなのに──！」

　同学年とは思えない胸の不ふ埒らちな感触にたじろぎつつ、玲音れいんは無理矢理に上体を起こした。

　クレアもようやく半身を起こし、寝台の上に並んで座る。まだ少し寝ぼけているようで、小さめの欠伸あくびが漏もれた。

「ふぁ……やっぱり夢なんじゃないの？　これ。玲音とこんな場所で一緒に寝てるってこと自体が普通じゃないし」

「そりゃ、俺おれもそう思ったけど……」

　玲音は自分自身の頰ほおを軽く叩たたく。

　甲かん高だかい音と痺しびれるような痛みは、やはり現実のものとしか思えない。

　つい先程に見た奇妙な夢についても改めて思い返す。

　天高く書棚がそびえた図書館のような場所。

　クレアに化けた〝記録者〟と名乗った娘──

　いずれも見ている間は夢とは思えなかったが、いざこうして起きてみると、やはり夢だったような気がしないでもない。

「……クレア。寝ている間に、何か変な夢見なかったか？」

「変な夢って、どんな夢？」

　クレアが不思議そうに首を傾かしげた。

　問われて玲音も説明に困る。まさかクレアの偽にせ者ものと口づけをしたなどとは間違っても言えない。

「たとえば……本棚がやたら高い図書館にいたりとか」

「図書館？　私は夢なんて見てないよ。ここで起きて玲音の上にいた時点で、この状況が夢かと思ったくらいだし……そもそも私達、どうしてこんな場所で寝てたの？　玲音が連れてきてくれたわけでもないみたいだし……」

　その疑問には玲音も答えられない。

　二人揃そろって無意識のうちに歩いてきたか、さもなくば誰だれかに連れてこられたか──

　いずれにしても、深夜の学校に二人きりというのは尋じん常じような状況ではなかった。

　玲音は保健室の中を見回した。

　壁かべに掛けられた時計の針は、夜の十時を少し過ぎている。

「十時過ぎ……八時間近く寝てたってことか。とにかくここを出よう。英えい太た郎ろうや姫ひ想そ華かも探さないと……それに香か恋れんも心配してそうだ」

「うん。私もお母さんや伯お父じさんに連絡しないと……ええと……あ！」

　クレアが寝台から降りつつ、戸と惑まどいの声を漏らした。

「玲音……携けい帯たい、持ってる？」

「……うあ」

　二人とも携帯電話は鞄かばんの中に入れていた。今、その鞄自体が手元にない。

　今まで動じていなかったクレアが、たちまち目に見えて取り乱した。

「どうしよう。財布もない……！　むしろ鞄かばん！　教科書とかノートとかいろいろ入ってるのに！」

　現実的な難なん題だいを突きつけられ、玲音れいんもつい憂ゆう鬱うつになる。

「あー……まあ、そっちは紅あか街まちにあるかもしれないし、今日の所はここを出て帰ろう。とりあえずうちに寄れ。電話貸すから」

　この中学校からなら、クレアの家よりも玲音の家の方が近い。

　玲音は窓辺に歩み寄る。

　広い校庭を青白く照らす月は眩まぶしく、どこか幻想的ですらあった。敷しき詰められたゴムチップの凹おう凸とつが、反射光にざらついた質感を生んでいる。

「クレア、こっちの窓から校庭に出よう。先に出て外から支える」

「ん。了解」

　校内を通るのは難むずかしい。

　保健室に掛かった鍵かぎくらいは内側から開けられるが、シャッターの降りた出入り口はそうもいかないし、防犯装置に反応して警けい備び会社に見つかるのも避さけたかった。どう言い訳をしたところで身の潔けつ白ぱくを信じてもらえるとは思えない。

　先に窓から外へ出た玲音は、続くクレアに腕と肩を貸しつつ、慎重に外へと下ろした。

　玲音にしがみつくようにして着地し、彼女は耳元で囁ささやく。

「夜の学校って、なんかちょっと楽しいよね。肝きも試だめしみたい」

「……意外に余裕だな。最初からそういうイベントだったらともかく……」

　苦笑いする玲音とは対照的に、クレアははしゃいだ声を漏もらした。

「こうして玲音と二人っきりなのも久々じゃない？　高校に入ってからはだいたい姫ひ想そ華かや亜あ里り亜あ達と一緒だし、玲音の家には香か恋れんちゃんが、アルバイト先には静しず枝えさんがいるし……」

　知人達の名前を列挙した後で、彼女は不意に声のトーンを落とした。

「ていうか……ふと思ったんだけど、玲音の周りって意外に女の子多いよね？　今日、フローラさんやファウナさんとも知り合って……」

「無駄に多いだけでフラグとか一いつ切さい立たないけどな……だいたい香恋と静枝さん以外はお前経由の知り合いだろ」

　邪推されるのを恐れて、玲音は弁解しておいた。

　クレアは納得がいかない様子で顎あごに手を添え考え込む。

　玲音は玲音で、この先の脱出路について思案を巡らせた。

　正門は危ない。監視カメラもある上に、高さもあって手足をかける場所が少なく、玲音はともかくクレアを怪け我がさせてしまいそうだった。

　何より正門付近の道路は車もよく通り、人目にもつきやすい。

（暗いけど、体育館裏の金網なら越えられるかな……裏道なら人気もないし）

　玲音れいんが目算をつけたところで、クレアが独り言のように呟つぶやいた。

「……もしかして私、油断しすぎかな……」

「ああ、気をつけてくれよ。防犯装置とかに引っかかると面倒だし、とっとと出よう」

　玲音はクレアの細い肩を軽く押した。

　彼女は一いつ瞬しゆんだけ首を傾かしげ、次いで頷うなずく。

「……あ、うん。そうだよね。いろいろ気をつけないと……で、何ど処こから外に出るの？」

「体育館裏の金網を越えるのが一番楽だと思う。スカート引っかけないようにしないとな」

　二人は揃そろって校舎沿いに歩き出す。

　校庭が広く明るいせいか、あまり怖いとは感じない。

　玲音の場合は、クレアの前であまり無ぶ様ざまな態度をとれないという強がりもあるが、それ以前にどこか現実感が希き薄はくだった。

　体は本物で意識も明めい瞭りようなのに、まだ夢の中にいるような感覚がどうしても抜けない。

　背後から、クレアが玲音の手をそっと握った。

　玲音もそれに応じて自然に握り返す。

　照れや気恥ずかしさよりも、何かに触れて自分の存在を確かめていたいという妙な欲求のほうが優先した。

　冷たい月の光の中、伝わる互いの体温が安あん堵どを生む。

　校舎に沿って歩き続け、二人は体育館の傍そばまで来た。

　そこから先は月光が体育館で遮さえぎられ、暗さが際きわ立だっている。

　さすがに不気味に思えたのか、クレアがぎゅっと腕を絡めてきた。

「……玲音、ごめん。いい？」

「むしろ役得すぎて後が怖い」

　つい本音が漏もれる。先程から、一生分の運をバケツでぶちまける勢いで使い続けているような気がした。

　建物の陰で月光は遮られ、二人は暗くら闇やみを慎重に歩く。

　そして金網を乗り越えるために離れた腕は、無事に校外へと出たところで再び組み直された。
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　玲音の住むマンションは、築三十年ほども経たつ十階建ての物件だった。

　亡くなった祖父母が老後の住すみ処かにと買った部屋で、改装を経ているものの所々の古さは否いなめない。

　動きの遅いエレベーターに乗り込みつつ、玲音は八階のボタンを押す。

　歩いて数分の距離にコンビニもある。妹の機き嫌げんをとるためのシュークリームでも買って帰りたいところだったが、生あい憎にくと財布すらない。

　エレベーターが昇りはじめて、ようやくクレアが絡めていた腕を解ほどいた。

　ほっとしたように彼女は大きく息を吐く。

「うちだけじゃなくて、姫ひ想そ華か達の家にも連絡しないとね。あとフローラさん達のとこにも……やっぱり携けい帯たいないって不便だなぁ。フローラさんのとことか、番号憶おぼえてないもの」

「……やばい。姫想華や英えい太た郎ろう達の番号だってわかんないぞ？　いつもメールで連絡してたから、自宅の番号なんてそもそも知らない」

　上昇を続けるエレベーターの中、二人は揃そろって顔を見合わせた。

「うーん……どうせ後でお前を家まで送るから、その後、英太郎の家に行ってみるよ。ちょっと遅くなりそうだけど」

「うん。でも必要ないかもよ？　もし私達の鞄かばんが点てん心しん華か心しんに残っていたら、フローラさん達が届けてくれているかもしれないし──」

　玲音れいんは頷うなずきつつ嘆たん息そくを返した。

「何だったんだろうな、今日は。こんなに遅くなって、携帯や鞄や財布までなくして……絶対、香か恋れんに怒られる……」

　がっくりと肩を落としたところで、エレベーターが八階に着いた。

　妹の香恋はそこそこ気性が激はげしい。玲音以外の前では猫をかぶりがちだが、力関係は明らかに兄より上だった。

「しょうがないよ。私もフォローしてあげる」

　廊下を歩きながら、クレアが慰なぐさめるように背中を撫なでた。

　部屋の前に着き、玲音は呼び鈴を鳴らす。

　しばらく待ったものの返答はない。

「あれ？　香恋の奴やつ、留守かな……」

　家の鍵かぎもなくした鞄の中にある。

「……もしかして玲音を探しに出てるんじゃない？　先に私の家、行ってみる？」

　書類上の自宅ではなく、彼女の母親が入院している文ふみ槻つき総合病院ならば締しめ出しを食うこともない。

　頷きかけた玲音の視界で、階下からのエレベーターが上がってきた。

　開いた扉のその向こうには、妙に疲れた様子の妹と、アルバイト先である紅茶専門店〝黒くろ猫ねこ亭てい〟の店主、十と和わ田だ静しず枝えが立っていた。

　黒い長ズボンにエプロン、清せい潔けつ感かんのある白いブラウスという店内そのままの姿だったが、今日は臨りん時じ休業だったはずで、玲音はその格好に違和感を持つ。

　妹の香恋は玲音と視線が合うなり、びくんと肩を震わせ呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　静しず枝えの服装と妹の反応、更にその二人の組み合わせの全すべてを不思議に思いつつ、玲音れいんは軽く手を振った。

「お。香か恋れん！　ちょうど良かった！　遅くなってごめん。静枝さんもこんばん……」

　俯うつむき加減に、香恋がつかつかと早足になる。

　玲音の数歩前でコンビニの袋を落とし、そのまま彼女は飛びつくような勢いで体当たりをかました。

　思わずよろけそうになりながら、玲音は危ういところで妹を受け止める。

　たちまち胸の上で嗚お咽えつがはじまった。

「……ひぐっ……！　おに……ちゃ……！　うえっ……！　おにいちゃ……うわああああんっ！」
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　廊下どころかマンション中に響ひびきわたる勢いで、香恋が唐突に泣き始める。

　最近では〝バカ兄貴〟呼ばわりだったはずが、まるで子供の頃ころに戻ったかのように呼び方まで変わっていた。

「ひいっ!?　か、香恋、どうした!?　ご近所迷惑だから！　とりあえず鍵かぎ！　家の鍵くれっ！」

　玲音は大慌てで香恋の頭を撫なで回し、彼女をなだめ始める。

　遅れて静枝も歩み寄り、クレアと玲音を交互に見た。

「あの……静枝さん？　香恋ちゃん、何かあったんですか？」

　クレアがおずおずと問う。

　妙な事があったとはいえ、玲音れいんにしてみればたかだか数時間、帰宅が遅れた程度のことだった。ここまで派手に泣かれてしまうとさすがに困惑するしかない。

　しかし、気づけば静しず枝えまでもがやや涙目になっている。

「何かあったのは香か恋れんちゃんじゃなくて貴方あなた達のほう。本当……無事で良かった」

　静枝は廊下に落ちたコンビニの袋を拾い上げつつ、香恋の短パンのポケットから家の鍵かぎを抜き出した。

「……お帰りなさい、二人とも。その様子だと、やっぱり状況はわかってないよね？　とりあえず、話は家の中に入ってからでいいかな」

「あ、はい。すみません……」

　何やら静枝にまで心配をかけてしまったらしい。

　香恋もまだ泣き止やまない。声のピークは去ったが、玲音にしがみつき、えぐえぐとしゃくりあげている。

「おにいちゃ……えぐっ……ばかぁ……もおやだ……どこにも行っちゃやだあ……」

　幼児返りしたような妹の反応に、兄として申し訳なくなりながら、玲音はその背をさすった。

「ほら、香恋。兄ちゃんはなんともないから安心しろ。な？　あー……なんだこの物もの凄すごい罪悪感……」

　妹をふりほどけない玲音に代わり、静枝が鍵を開けた。

「それくらいは我慢して。香恋ちゃんなんて……この〝一週間〟、本当に大変だったんだから」

「……一週間？　え？」

　静枝の言葉に疑問を抱きつつ、玲音は妹を抱えたまま自宅の玄関に入る。

　半日ぶりのはずの我が家は、何な故ぜかいつもと匂においまでもが違っていた。
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　ネット上のニュースに自分の名が載のっているのを見て、玲音は深々と嘆たん息そくした。

「……な？　男か女かわからない上に、こうして名前だけ見るとなんか芸能人とかペンネームとかっぽいだろ？」

「だからそんなことないって。玲音は気にしすぎ。あと同じ名前の人に悪いよ？」

「いいや、俺おれと同じ名前の奴やつは、大なり小なり近い悩みを抱えてると思うんだ。元から顔がいい奴以外は」

　クレアとかわした軽口は吞のん気きなようだが、実のところは事態に理性がついていかず、日常を欲して心を落ち着けるためにかわした会話だった。

　いつものようなやりとりが、今夜は特に大事なものに思えてしまう。

　玲音れいんはマウスから手を放し、しがみついたままの香か恋れんの頭を撫なでた。

「……ほんとごめんな。心配させて……まさかこんな有り得ない事態が起きてたなんて、全然知らなくて……」

　香恋からの返事はない。

　代わりに彼女はまた玲音が消えてしまうのを恐れるかのように、ぎゅっと腕に抱きつき直した。

　そのまま頰ほおをすり寄せ、また固まってしまう。

　どうにも子供じみた様子に背後でクレアが苦笑を見せた。

　帰宅してすぐに、二人は静しず枝えから現状についての説明を受けた。




　玲音とクレアが消えてから既すでに一週間が経過していること。

　また彼らと同時に五十人以上の失しつ踪そう者しやが出ていたこと。

　友人の宗むな方かた英えい太た郎ろうや胡桃くるみ澤ざわ姫ひ想そ華かも含めて、そのうちの二十人ほどは既に日常へ戻っていること。

　そして彼らは例外なく、失踪中の記憶を失っていること──




　より正確には、失踪中の記憶がないというより、数日にわたって時間を飛び越えてしまったような状態らしい。

　そんな事態を科学的に証明する方法もなく、世間的には〝失踪〟という扱いになっているが、玲音にとっても一週間も家を空けていた実感はない。ネットの記事や日付という証拠がなければ、にわかには信じ難がたかった。

「なんか、こう……プチ浦うら島しま太た郎ろうみたいな感じなのか？」

「あぁ、そんな感じかも。乙おと姫ひめ様には会えなかったけれどね」

　クレアの冗談に玲音はぎくりとした。

　彼はそれに類する何かに会ってしまった可能性がある。それはクレアの姿を真ま似ねていたが、決して彼女ではなかった。

　台所で紅茶をいれていた静枝が、軽い口調で声を寄よ越こす。

「玲音くんが急に何日もアルバイト休むから、こっちも大変だったんだよ？　この一週間で二キロも瘦やせちゃった」

「いや、ほんと……無断欠勤ですみません。しかも香恋の面倒まで見ていただいたみたいで、ありがとうございました」

　玲音は素直に頭を垂たれる。

　十と和わ田だ静枝の紅茶店に、玲音以外のアルバイトはいない。

　そもそも何人も人を雇うような業態ではないし、昼間は静枝一人でやっている店である。

　玲音れいんのアルバイトも土日は昼から、平日は放課後から夜にかけて、静しず枝えが休きゆう憩けいしたり得意先への配達に出たり、あるいは奥で事務などに勤いそしむ間の店番をする程度のもので、決して多忙とは言い難がたい。

　休日にも勤務時間にもそれなりに融ゆう通ずうが利きくものの、一週間の無断欠勤ともなるとさすがに心苦しかった。

　静枝は清せい楚そに微ほほ笑えみながら、紅茶をいれたマグカップを玲音の前に置いた。

「休んだ分、しっかり働いてもらうから安心して──って言いたいところだけど、しばらくは香か恋れんちゃんと一緒にいてあげてね。こっちはなんとかなるから」

　静枝の優しさに、玲音はむしろ恐縮してしまう。

「いえ、これ以上、静枝さんにご迷惑をおかけするわけにも……！」

「そういう気の使い方はしなくていいの。どのみちもうすぐ一学期の期末試験だから、アルバイト禁止の期間でしょ？」

「……うあ」

　玲音のアルバイト許可には、学校側からいくつかの制約がついている。試験期間中のアルバイト禁止もその制約の一つだった。

「しまったあぁぁ……期末試験、すっかり忘れてた。一週間丸損じゃないか」

　玲音のぼやきに、クレアが肩をすくめる。

「何言ってるのよ。玲音は普段から成績いいから大丈夫でしょ？」

「でも、成績落ちたらバイトの許可取り消しだし、割と死活問題というか……」

　両親や祖父母の遺い産さん、保険金等もあり、生活には困っていないが、それらは将来のためになるべくとっておきたい。アルバイトによる収入は玲音にとって重要である。

「まあ、試験前に戻って来られたのが不幸中の幸いか……」

「変なところで真ま面じ目めだよね、玲音て。むしろ帰ってくるのが試験後だったら堂々と回かい避ひできたのに……あ、そろそろ電話借りるね」

　泣きじゃくる香恋をなだめつつ静枝から手短な説明を受けていたため、クレアもまだ自宅に無事を知らせていない。

　紅茶の香りとともに人ひと心ごこ地ちがついたところで、彼女もようやく電話機に手を伸ばした。

　玲音は玲音で、自分の携けい帯たい電話を手に取る。

　彼の鞄かばんは失しつ踪そうの翌日、紅あか街まちの点てん心しん華か心しんから自宅へ届けられていた。香恋が充電を切らさないようにしていてくれたため、すぐにでも使える。

　クレアの鞄も自宅に届けられているようで、彼女も安あん堵どした様子だった。

　玲音は英えい太た郎ろうにあてて、無事を知らせるメールを打ち始める。

　クレアの側も自宅に電話がつながった

「……もしもし？　あれ？　伯お父じさん？　うん、私。なんだか失しつ踪そうしてたみたいだけど……あ！　大丈夫！　無事だから！」

　電話に出たのは彼女の伯お父じらしい。

　クレアの母親は四し肢しが不自由なため、一人では電話もとることができない。常に介かい護ごの人間がついているが、おそらく今は、たまたま母親の傍そばに伯父が来ていたのだろう。

　伯父側の声はもちろん玲音れいんには聞こえないが、クレアの声だけでも会話の流れは容易に摑つかめた。

「今ね、玲音の家で電話借りて……うん、一週間も経たってるって話も聞いたよ。びっくりした。ママは大丈夫？　代われる？」

　クレアと家族の会話をなんとなく聞きながら、玲音はふと考える。

　そもそも自分達が失しつ踪そうした原因は何なのか。

　考えてわかる問題ではないだろうが、複数の人間が数日にわたって消えるような異常事態が現実に起きたとなると、目覚める前に見た不思議な夢が余計に気にかかった。




〝君自身の存在は夢ではない。が、この世界そのものは、ここにいる私も含めて、金の記憶の彫金師リコルドリクという名の神が見ている夢のようなものだ──〟




　あの夢の中で、クレアに化けた何者かがそんなことを言っていた。

　彼女はその後にこうも名乗っている。




〝私は記録者──金の記憶の彫金師、リコルドリクの異能者であり、マリアンヌの宝石箱を受け継ぎ、ここに我らの力を記録した者──を模した、いわば人工知能だ〟




　それらの単語は玲音の知らないものだった。

　ただの夢なら記憶にある言葉が出てきそうなものだが、何か異質なものに触れてしまったような感覚が拭ぬぐえない。

「金の記憶の彫金師……マリアンヌの宝石箱……」

　響ひびきを確かめるように、玲音はそれらの単語を口に出してみる。

　その直後、予想外のことが起きた。

　向かいで紅茶を飲んでいた静しず枝えがたちまち顔を強こわ張ばらせ、電話をしていたクレアもぴたりと会話をやめる。

　彼女達は呆ぼう然ぜんと玲音を見つめ、それぞれに硬質な声を漏もらした。

「金の記憶の彫金師……玲音くん、それ、どこで聞いたの？」

「玲音、マリアンヌって……ママ、また後で。ちょっと切るね」

「え？　な、なに？」

　二人の過敏な反応に驚おどろいて、玲音れいんは英えい太た郎ろうへのメールを送る前に思わず携けい帯たいを畳んだ。

　なにやら両者の目つきが怖い。

　決して責めるような視線ではないが、二人ともに妙に真剣で、その真剣さの理由がわからないことが彼の思考を混乱させた。

「俺おれ、なんかまずいこと言いました？　ちょっと小耳に挟んだだけで、意味とかは知らないんですが……」

　静しず枝えがくっと息を詰まらせた。

　すんなりと流せそうな気配ではない。

「玲音くん。その単語、他ほかの誰だれかに話した？」

「そもそも誰から聞いたの？　どうして玲音が……」

「いや、ええと……」

　夢の中でクレアに化けた〝誰か〟から聞いた──その事実を話すべきか否いなか、一いつ瞬しゆんだけ迷う。

「その……寝ている時に、クレアに……」

　似た誰かから、と続けようとしたところで、クレアと静枝は揃そろって合点したように息を吐いた。

「もしかして私の寝言……!?　うわ……」

「クレアちゃん、気をつけなきゃ──」

　二人は勘かん違ちがいしたままで納得したらしい。

　これ幸いと玲音は口を噤つぐむ。

　クレアが上うわ目め遣づかいに固まった笑みを見せた。

「あ、あのね、玲音。それ、普通の人は知らない単語っていうか……宝物みたいなもので、単語を知っているだけで、それを欲しがる一部の人から狙ねらわれたりする可能性があるの。だから……できれば忘れてくれない？」

「それはいいけど……そんないわくつきの言葉を、どうしてクレアや静枝さんが二人揃って知ってるんだ？」

　問い返すと、二人が言葉に詰まった。

　クレアの親族は地元の名士で、静枝も子供の頃ころからこの土地に暮らしている。

　玲音がアルバイトを始める前から、彼女達は互いの名前程度は知っていた様子だが、秘密を共有するほどの親しい仲ではなかった。玲音が働き始めてから、その流れでまともな交遊が始まったような間柄である。

　しばらくの沈ちん黙もくの後で、静枝が小声に呟つぶやいた。

「……玲音くん。詳しいことは話せないけれど、私の父は、そういう宝物を探す人だったの。クレアちゃんの伯お父じさんはそのスポンサーっていうか、買い手っていうか……まあ、そういう関係。マリアンヌっていうのは物もの凄すごく古い時代の職人さんの名前で、その人の作った骨こつ董とう品ひんの一つが、マリアンヌの宝石箱──今は行ゆく方え不明だけど、呪のろいの詰まった箱なんて言う人もいる。玲音れいんくん、このこと、誰だれにも言わないで。本当に……場合によっては命に関かかわるから」

　真顔の静しず枝えに、玲音はひきつった苦笑を返した。

「……まーた、二人して俺おれを担かつごうとして……？　だいたい静枝さんのお父さんて、羽は矢や多たさんの上司だった人ですよね？　まさか、羽矢多さんもそういう……？」

　玲音のアルバイト先は、亡き父の後こう輩はいだった羽矢多寿とし宗むねの紹介によるものだった。彼は父に恩義があるとかで、玲音達兄妹きようだいの後見人までしてくれている。

　今は警けい備び会社の社長という立場で、たまにしか会わないが、玲音達のことを色々と気にかけてくれていた。

　静枝が慌てた様子で首を横に振る。

「ううん、私の父のは副業だったから、羽矢多さんは関係なくて──」

「ああ、そうなんですか。そういえば、戻ってきたことを羽矢多さんにも連絡しないと……」

　情に厚い彼のことだから、おそらく心配しているはずだと思う。

　腕にしがみついたままの香か恋れんがぽつりと応じた。

「……羽矢多さん、海外出張だって……今は連絡つかない」

「それじゃ無理か。やっぱり忙しいんだな……それはそれとして、お前ももう落ち着いたろ？　兄ちゃん、そろそろ腕が痺しびれてきたよ……」

　香恋が左腕からすっと離れた。

　そして一度は安あん堵どした玲音の右側に椅い子すごと回り込み、そのまま右腕にしがみつき直す。

　玲音はがっくりとうなだれた。

　失しつ踪そう中の一週間がよほど堪こたえたらしい。しばらくは好きなようにさせるしかないと覚悟して、改めて静枝に向き直った。

「まあ……あんまり深くは突っ込みませんけど、とりあえずもう遅いですし送りますよ。クレアも一緒に帰るだろ？」

「あ、それは大丈夫。このままここで待たせてくれる？　もうすぐ車が迎えに来てくれるみたいだし、静枝さんも乗っていってください」

　玲音は内心でほっとした。この状態の香恋を家に置いて出るわけにはいかないが、連れ歩くのも少々厳きびしい。

　クレアの言葉通り、迎えの車は十分ほどで到着した。

　玄関先での別れ際ぎわに、静枝が思案げに嘆たん息そくを漏もらした。

「それにしても……玲音くんとクレアちゃんがそこまで進んでたなんて、知らなかったわ」

「は？」

　何のことかと玲音は首を傾かしげる。

　静枝は顔を伏せがちに声をひそめた。

「だって……クレアちゃんの〝寝言〟を間近で聞いていたってことは、つまり……そういう関係ってことでしょう？」

　玲音れいんとクレアは顔を見合わせた。

　たちまち双方、頰ほおが紅こう潮ちようする。

「ち、違いますっ！　静しず枝えさん、誤解で……！」

「そうですよ！　理性飛びそうだったのを必死で耐たえきったんですから、むしろそこは誉ほめてください！」

「……ちょっと待って、玲音。理性、飛びそうだったの？」

　クレアが急に矛ほこ先さきを転じた。

「そりゃそうだろ、あんな状況……お前、実は危なかったんだぞ？」

　もっと警けい戒かい心しんを持て、と告げるつもりで、玲音はしかつめらしくぼやいた。

　クレアは口元に指を添え、考え込む素振りを見せる。

「……そっかぁ。あれ、あと一押しだったのかぁ……」

「……クレアさんのブラックジョークはたまに高度すぎて笑えないです」

　からかわれていることを百も承知で、玲音は目め頭がしらを押さえる。

　静枝が苦笑しつつ玄関を出た。

「ごめんなさい、ちょっとびっくりしたものだから……玲音くん、アルバイト復帰は期末試験の後、いつでもいいからね。あと、朝になったらクレアちゃんも一緒に警察へ行ったほうがいいわ。ちゃんと戻ってきたって連絡しておかないと」

　玄関の扉を閉めながら、クレアも手を振って寄よ越こす。

「玲音、次はもっと頑張るから期待しててね。おやすみ！」

「……はい。おやすみなさい」

　見送りに出る気力すら削そがれて、玲音はぐったりと手を振り返す。

　二人の足音が去っていった後で、しがみついたままの香か恋れんがぽつりと呟つぶやいた。

「……あの人、あんまり好きじゃない。兄貴に媚こび媚びで気持ち悪い」

「媚び……？　いや、クレアはただ単に気さくなだけで、いい奴やつだぞ。美人で性格良くて料理上手じようずで家柄も良くて金髪ポニーテールでスタイル良くて……って、あそこまで完かん璧ぺきだと何か裏がありそうに思えるのは仕方ないか……わからんでもない」

　取り巻きでも作ってその輪の中心にいるのが似合いそうな容姿だが、実際のところ、彼女に親しい友人は多くない。女子の中では浮きがちで、同じく浮きがちな姫ひ想そ華かと親しくなったのも当然といえば当然だった。

　告白する男はそれなりにいたらしいが、玲音の知る限りでは軒のき並なみ玉砕している。

　俯うつむいた香恋が呟いた。

「……兄貴はあの人のこと、好きなんでしょ？」

「おう。だけどまあ、どう考えても釣り合わないしなあ……」

「……じゃあ、兄貴は誰だれとなら釣り合うの？」

「え？」

　思いがけない問いに、玲音れいんは戸と惑まどった。

「誰って言われても……誰だろうな？」

　適当な苦笑で流そうとすると、香か恋れんが腕に爪つめを立てた。

「痛っ！　お、おい、香恋！　なんかまずいこと言ったか……？」

　香恋は俯うつむいている。

「……兄貴が噓うそつくから。私のせいでしょ？　私を大学に行かせて卒業させて就職させるまで、きちんと自分が面倒見なきゃいけないって……そう思い込んでるから、彼女とか作って遊んでる余裕ないって……そういうことなんでしょ？」

　玲音は慌てて首を横に振った。

「いやいや。俺おれはそこまでちゃんと考えてないぞ……？　だいたいほら、炊事洗濯掃除だってお前と交代制だし、世話になってるのはお互い様って感じだし──」

「じゃあ……お母さんのせい？」

　彼女が漏もらした言葉によって、玲音の心臓がびくんと跳ねた。

　香恋の声が震え始める。

「……優しく見える人でも豹ひよう変へんしちゃうって、兄貴は知ってるから……だから怖いの？　お母さん、怖かったものね。兄貴を叩たたいたり首絞めたり、食事に変なもの混ぜたり……背中の傷だって消えてない。私を庇かばったせいで、兄貴は……」

　玲音は妹の頭を抱え込んだ。

　そのまま頭と背中を撫なでさすりつつ、深々と溜ため息いきを吐く。

「トラウマ背負ってるのはお前のほうだろ……落ち着け、香恋。でもって、もうそういうことは忘れとけ。一週間も一人にしたのは兄ちゃんが悪かった……ほんと悪かった。まじ反省してる……だからお願いですごめんなさいほんとすみませんでしたどうか泣き止やんでください……」

　変なスイッチを押してしまったらしく、香恋が声を殺して再び嗚お咽えつを漏らし始めた。

　妹に泣かれてしまうと玲音は心底困る。今回は完全に自分のせいだと自覚しているだけに尚なお更さらだった。

　香恋が細い肩を震わせる。

「……今日は……ひぐっ……お兄ちゃんと……一緒に寝るぅ……」

　玲音の顔から血の気が引いた。小学生の頃ころならいざ知らず、香恋も既すでに中学三年であり、そこそこ発育もいい。

「いやお前、さすがにそれは……あー、もう好きにしろ。とりあえず俺、風ふ呂ろってくるから、その間に軽くでいいから晩飯の支し度たく頼む。なんかあるだろ？」

　妹をなだめつつ引き離し、玲音れいんはそそくさと洗面所に移動した。

（まいったなあ……香か恋れんの奴やつ、そんなに堪こたえたか……）

　祖父母が生きていればまた状況は違ったのだろうが、幼い頃ころから兄妹きようだい仲が良かっただけに、喪失感も一ひと入しおだったらしい。

　改めて申し訳なく思いながら、玲音は鏡に映る自分の姿を確認する。

　特に目立たないどこにでもいそうな顔が、今日は少しばかり疲れているように見えた。

　ほっと一息をついて、彼は制服を脱ぐ。

　ろくでもない一日だったような、そうでもなかったような、それ以前に果たして〝一日〟だったのかどうかさえ怪しいままだが、ともあれ玲音は日常に戻ってきた。

　明日は日曜日だが、週明けからはまたいつもの生活がはじまる。

　失しつ踪そう騒さわぎの余波で多少の混乱はあるだろうが、このまま高校に通いアルバイトに励はげみ、大学受験に備そなえながらなるべく好条件の就職先を早めに探していく──それが玲音なりに考えた堅実な人生の指標だった。

　夢がないだのつまらないだのと言われようと、夢を見るにもまずは足場がいる。

　一般的な家庭ならば親がその足場を支えてくれることもあるだろうが、玲音の立場でそれは望めない。だからこそ、自分自身がしっかりしなければいけないと弁わきまえている。

　その意味では「遊んでいる余裕がない」という香恋の指摘も間違ってはいなかった。

　ただし玲音としては、妹にそんな気を使わせたくはない。

　香恋はただでさえ思い詰めやすい性格をしている。せめて彼女の前では明るく脳天気な緩ゆるい兄でいなければ、兄妹揃そろって空気が重くなってしまいそうだった。

（そういやクレアも……小学生の頃は、なんか変な奴だったよなあ……）

　風ふ呂ろ場ばで体を流しつつ、玲音はふとその頃のことを思い返す。

　当時から綺き麗れいな子供ではあったが、同時に人を寄せ付けない刺とげ々とげしい雰囲気があった。

　今のクレアしか知らない友人達には信じ難がたいことだろうが、容姿の違いがコンプレックスだったのか、あるいは複雑な家庭の事情が影えい響きようしていたのか、幼い頃の彼女は周囲に敵意を振りまいていたような気がする。

　玲音は持ち前の要領の良さで、クラス内でも上う手まく立ち回っていたが、それが気に障さわったのか彼女からは特に敵意を向けられていた。

（……あれ？　いつから仲良くなったんだっけ……？）

　小さな湯船につかりながら、玲音はしばし黙もつ考こうする。

　何かきっかけがあったことは間違いない。それも低学年の頃だったような気がする。

　思い出せそうになったところで──玲音は考えるのをやめた。

　その詳細を思い出すよりも先に、妙な気恥ずかしさが脳裏をよぎる。記憶の現場には、クレアの母親もいたような気がした。

　ざばりと湯を顔に浴びせた後、彼は大きく首を反そらす。

　見上げた浴室の天井は、ぼんやりとした記憶ごと覆おおい隠すように湯気で霞かすんでいた。
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　安いビジネスホテルの狭い寝台で、羽は矢や多た寿とし宗むねは自身の巨体を持て余していた。

　頭が壁かべにぶつかるほどの位置にあってなお、爪つま先さきがベッドの端はしから出てしまう。

　横幅はさすがに問題ないが、うっかり位置を勘かん違ちがいしたまま寝返りをうつと、寝台から転げ落ちそうになる。

（せめて、もう少し広い部屋を用意して欲しいものだな──）

　贅ぜい沢たくを言うつもりはないが、やはりどうにも息苦しい。

　羽矢多寿宗が失しつ踪そうから戻ってきたのは、紅あか街まち中華街での騒そう動どうから三日後のことだった。

　その直後から〝キャラバン〟によって軟禁され、今日でとうとう五日目になる。

　部屋にはテレビも新聞もインターネットもなく、携けい帯たい電話さえも取り上げられて外部からの情報はほぼ完全に遮しや断だんされていた。

（皓こう月げつの罠わなにかかったのは俺おれの責任だ。多少の不自由は受け入れるが……しかし、状況がわからんのは気にかかる）

　羽矢多と彼の部下達の軟禁は、有う楽らく原ばら紀き元げんという幹部の指示によるものだった。

　その人物は羽矢多達のスポンサーであり、水みな門と警けい備び保ほ障しようの筆頭株主でもある。有力者だけにその意向は無視できないが、骨休めにしては少々長い。

　暇ひま潰つぶしに差し入れられた文庫本を読み終えたところで、内線電話が鳴った。

　羽矢多は溜ため息いき混じりに受話器をとる。

「なんだ？　脱走はしていないぞ」

『ちゃんと室内のカメラで把握していますよ。羽矢多さんに面会です。有楽原さんからの伝言を持って、神かみ竹たけ先生がいらしています』

　神竹真しん悟ごは羽矢多と同様、有楽原の庇ひ護ご下にある青年幹部だった。

　まだ二十代後半の若さだが、祖父の代からキャラバンに属してきた人材でもあり、組織内での序列はそこそこ高い。

　特に親しいわけではないが、羽矢多にとっては一応の後こう輩はいにあたる。

「神竹か……ここで待っていればいいんだろう？」

『ええ。すみませんが外には出ないでください』

　単なる使い走りの伝言役ならば、もっと格下の者が来る。そこそこ重要な話になることを察して、羽矢多は外していたネクタイを締しめ直した。

　さして間をおかずにノックの音が響ひびく。

「羽は矢や多たさん、お久しぶりです。神かみ竹たけです」

「ああ、入ってくれ」

　そもそもドアの外側から鍵かぎを掛けられているため、内側からでは出迎えることすらままならない。

　部屋に入ってきた神竹真しん悟ごはいつもの白衣姿だった。

　物腰こそ穏おだやかながら、眼鏡めがねの奥の眼光は冷たく鋭するどい。

　表向きの彼は精神科の医者である。

　個人経営のクリニックを開いているが、役割の多くは異能者を見かけた一般人への心のケアだった。

　つまりは偶然に超常の力を見てしまった者に対し、〝貴方あなたが見たものは幻覚だ〟と刷り込むことで、患者とキャラバンの双方から報酬を得ている。

　その一方で、彼は迷めい宮きゆう神しん群ぐんに関かかわる情報を集める研究者としての顔も持っていた。

「これ、差し入れです。今回は災さい難なんでしたね」

「おう。悪いな」

　そこそこ冷えたビール半ダースと酒のつまみを受け取り、羽矢多は彼に一つしかない椅い子すを勧すすめる。

　そして自分は寝台に座り、悠然と向き合った。

　神竹も心得たもので無駄な話はしない。

「まず最初に、有う楽らく原ばらさんからの指示を伝えます。『もうしばらく待機していて欲しい』とのことでした。拘こう束そく中は部下の方々にも、一日あたり二万程度の日当を補ほ償しようするそうです」

　金額はどうでもよかったが、羽矢多は嘆たん息そくで応じた。

「まだ長引くのか……事情は聞けるのか？」

「もちろんです。そのために私が来ました」

　神竹はあくまで理性的な声で応じた。

「失しつ踪そう事件が起きた当初は我々も混乱していたんですが、各研究者からの助言もあり、ある程度は推測が成り立ってきました。羽矢多さん、〝マリアンヌの宝石箱〟のことは知っているんですよね？」

　羽矢多は曖あい昧まいに頷うなずいた。

　帰き還かん後の事情聴取の際、皓こう月げつの関与については隠したが、碧へき州しゆう楼ろうで起きたことについてはきちんと報告してある。

「知っているとまで言っていいのかどうか怪しいが……落ちていた怪しい箱を見て、うちの時とき緒おがそんな単語を口にしたことは間違いない。ただ、それがどんなものなのかはまったく知らんぞ」

　神竹が眼鏡の位置を直した。

「そうでしたか……では、まずそこからお話しします。マリアンヌの宝石箱とは、迷めい宮きゆう神しん群ぐん、〝金の記憶の彫金師リコルドリク〟を封じた神具です。欧州のカーマイン卿きようが保管していたはずなのですが、いつの間にか紛失し、ここ数十年は行ゆく方え不明になっていました。その品が紅あか街まちで隠いん蔽ぺいされていたようで……まあ、これは明確な規約違反ですよね。そのせいで上が少し揉もめています」

　羽は矢や多たは視線で続きを促うながした。

　神々を封じた奇妙な品々については以前にも噂うわさ話ばなしを聞いたことがある。

　虹にじの屍しかばねオルタフを封じた〝画廊〟、長くのたうつ女神アラクナを内包した〝アラクナ聖典〟、瑠る璃りの都の鐘かね打うちレティスマがいた〝マリアンヌの水中庭園〟など、いずれも羽矢多が直接に関かかわったことはないが、キャラバンにおいては希まれに起きている類たぐいの騒そう動どうだった。

「そのマリアンヌの宝石箱には、神群だけでなく──もっと厄やつ介かいなものも封じられていました。かつて欧州で猛威を振るったブロスペクトと、その部下達の〝記憶〟、〝意志〟、そして〝能力〟──それらが、リコルドリクと同時に箱から解放されてしまった可能性があります」

　羽矢多の背筋に悪お寒かんが走った。

　皇帝ブロスペクト──彼は百年ほども昔に存在した、凄すさまじい力を持つ異能者だったと聞いている。そもそものキャラバンは彼に抵抗する目的で創設された節があり、初期のメンバーは彼との戦いの中でかなりの数が命を落としたらしい。

　羽矢多が生まれるよりも遥はるかに昔の古い話だが、その名は未いまだに畏い怖ふの対象として伝わっていた。

「ブロスペクトと部下達の記憶……意志？　おい、神かみ竹たけ。そいつは何かの比ひ喩ゆか、それとも俺おれの知らん専門用語か？」

　神竹が溜ため息いき混じりに応じる。

「……残念ながら言葉通りの意味らしいです。どうもマリアンヌの宝石箱というのは、連中にとって非常時を想定した保険だったらしく──たとえば戦いで仲間が死んだ時、その能力のコピーを箱から取り出して代役に宿らせる、といった使い方を想定していたと推測できます。ただ、キャラバンとの戦いの過程で宝石箱そのものが失われ、結果としてそういった使い方をされることはなかったようなんですが……」

　彼の説明を、羽矢多は片手で制した。

「待て待て。使い方がどうこう以前に、そもそもそんなことが可能なのか？　つまり、人間の……いや、むしろ能力のコピーをほぼ無限に生み出せるということになるだろう」

　羽矢多のそんな懸け念ねんに、神竹が首を横に振った。

「そこはさすがに、細かなルールがいくつかあったようです。怪しい情報ではありますが、〝記録者〟という、リコルドリクと意志をかわし、各種のコピーを管理していた異能者がいたようで……カーマイン卿の蔵書の中に、その人物の記述が断片的に残っていました」

　そこからの神かみ竹たけの話を、羽は矢や多たは慎重に聞き込んだ。

　そのコピーのことを、彼らは〝石〟と呼称していたらしい。

　石にはいくつか制約がある。

　一人の人間から保存できる石は一つだけ。

　歳月を経て〝上書き〟することは可能だが、年代別にいくつも保存することはできない。

　また、コピーした石を更にコピーして増やすこともできない。

　保存した石は、オリジナルの死後に限り、〝記録者〟が宝石箱を操そう作さすることによって取り出すことができる。

　そして石には、コピー元となる人間の〝記憶〟〝意志〟〝能力〟が宿る──

「要は複製不可、一人につき一つ限りのコピープロテクトがかかったデータファイルみたいなものですかね？　どこまで信用できる話かはわかりません。また記録によると、全すべてのコピーに等しく記憶と意志、能力が宿せたわけでもなく、保存した記憶が断片的だったり、記憶そのものが保存できなかった、あるいはあえて記憶を保存しなかったケースもあるようです。そして記憶の保存が断片的、あるいは失敗していた場合には、〝意志〟の保存もできなかったと……ただ、〝能力〟についてはほぼ成功したとも記されています。それらの石の中には、あのブロスペクトのものさえ含まれているとか……」

　羽矢多は思わずビールに手を伸ばした。

「……酒でも飲みながらでないと聞いていられん。つまりあれか？　俺おれ達に接触した人ひと魂だまみたいな光の玉……あれが、宝石箱から解放されたその〝石〟だったってことか？」

　神竹が慎重に頷うなずいた。

「研究者達の見解はそれで一致しています。保存された石は百種前後とも言われていまして、〝皇帝〟や〝女王〟、〝将軍〟といった地位に関かかわる呼称のものや、〝薬くす師し〟、〝騎き士し〟、〝仕立屋〟といった職業関係のもの、さらには〝獅し子し〟や〝猟犬〟、〝水鳥〟といった動物を模したものなど、それぞれに異なる能力が宿っているとか。一応、中世の宮廷に存在しそうな人材や動植物をモチーフにしているようで、これはブロスペクトの趣味ですかね」

「優雅なものだな……今となっては時代錯さく誤ごだ」

　羽矢多の感想に、神竹がかすかに笑った。

「同感です。また今回の騒そう動どうでは、ややこしいことに失しつ踪そうから数分、数時間後に早くも戻ってきた人々もいまして……そうした人々は、自分が失踪していた自覚すらないケースもあります。当然、こちらでもその正確な人数は把握できていません。実は鷹たか丸まるさんがそうだったんですが……あの人、失踪した日の夕方にはもう戻ってきていたんですよ。羽矢多さんが戻っていらしたのは、それから三日後でした」

　キャラバン側の動きがそれなりに早かった理由を察しつつ、羽矢多は缶ビールをあおった。

　麦の苦い風味が炭酸と合わさって喉のどを潤うるおす。

　本音は日本酒派だが、それはさておきどうも酔えそうにない。

（皓こう月げつ……あの小娘、ブロスペクトの戦力を手に入れるのが狙ねらいだったか。とんでもない事態に巻き込んでくれた）

　自分の中にも、その一味の〝石〟が宿っているらしい。

「……しかし、今の俺おれは以前のままだぞ。新しい能力になんぞ目覚めていない。感染症みたいな潜せん伏ぷく期間でもあるのかね？」

　神かみ竹たけが真顔のまま、わずかに肩をすくめた。

「肝心のそこがわかりません。今回、〝リコルドリクの解放〟という異変が一緒に起きています。そのせいで、失しつ踪そう者しやに寄生した〝石〟がこのまま覚かく醒せいしない可能性もあるんじゃないかと、研究者達の間でも見解が揺れていまして──今、キャラバンは名前の判明している失踪者に監視をつけ、状況の推移を観察しているところです。石が宿やど主ぬしに根付くまで時間がかかっているだけなのか、それともこのまま誰だれも覚醒しないのか、何かのきっかけを経て目覚めるのか……ここしばらくは、変事に備そなえてかなりの人数が忙しい思いをしていますよ」

　羽は矢や多たは思わず天井をあおいだ。

　想定外の事態を前にして、なかなか言葉が出てこない。

「百人規模の失踪者か……そいつら全員が能力に目覚め、騒そう動どうを起こしはじめたらえらいことだな」

「まったくです。ともあれ、騒動の中心が紅あか街まち中華街だったのは不幸中の幸いでした。失踪者の中でもそれなりの人数がキャラバン関係者でしたから、羽矢多さんのように報道には名前を隠したまま、一部ではこうして厳げん重じゆうな監視態勢がとれています。現在、我々は〝記録者〟と呼ばれる石の宿主を探索中です。その人物がいれば、各人に宿った石を安全に取り出せる可能性が高く──」

　羽矢多は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「そういう建前はもういい。あの有う楽らく原ばらさんがそんな生なま温ぬるい策をとるわけがない。実際のところは──その〝記録者〟とやらを活用して、人体実験でもする気だろう？　上う手まくその力を利用できれば凄すさまじい戦力になる」

　指摘しつつ、羽矢多は身震いした。

　キャラバンに属する他ほかの異能者の力──もしもそれをコピーして流用できるとしたら、各派閥の力関係は一変する。

　神竹の話しぶりでは、〝記憶〟と〝意志〟を除いてコピーした場合、〝能力〟だけを使えることにもなりそうだった。

　自分自身や腹心の部下達に強い力を宿らせるだけで、あっという間にキャラバンどころか世界を牛ぎゆう耳じることができる。

　神竹が苦い笑みを浮かべた。

「……やっぱりわかりますか。穏おん健けん派の連中はともかく、有う楽らく原ばらさんの真意はそこにあるはずです。で、羽は矢や多たさん。貴方あなたの処遇についても揉もめています。穏健派の連中が貴方と部下達を引き渡せと──有楽原さんがブロスペクト一味の戦力を私物化する可能性を、彼らも警けい戒かいしているようです。もし誰だれか説得役が来ても口車に乗らないでください。これが有楽原さんからの本当の伝言です」

　このビジネスホテルは有楽原の所有物で、監視の人員も彼の部下である。神かみ竹たけとのこの会話は聞かれても支障がない。

　そしてこのタイミングで神竹がわざわざ念押しに来たということは、説得役が来るのもほぼ確定事項らしい。

「わかった。説得役ってのは誰が来るんだ？」

「そこまでは残念ながら……ただ、山やま之の内うち御おん大たいから〝安全性を確認するために、監禁した身内の状態を派閥を越えて把握しておくように〟と指示が来ていまして、有楽原さんもさすがに拒こばみきれなかったようです」

　キャラバンの大幹部、〝沈ちん黙もくの山之内〟は有楽原よりも更に上にいる。有楽原も羽矢多も神竹も、組織の上では山之内派の一員であり、ある程度はその命令を尊重する必要があった。

　主あるじの山之内はどちらかといえば穏健派で、強権を発動することは滅多にない。有楽原とは性格が合わないはずだが、互いに利用しあう間柄ではある。

「まあ、政治的な話はそっちに任せる。俺おれはそういうのが苦手だ。別に有楽原さんを敵に回す気もないし、しばらくはここでおとなしくしておくさ」

「そうしていただけるとこちらも助かります。では、私はこれで」

　神竹が椅い子すから立ち上がり一礼した。

　羽矢多は慌てて彼を呼び止める。

「ああ、ちょっと待ってくれ。根ね黒ぐろがどうしているかわかるか？　俺の指揮下にいたせいで、余計な事態に巻き込んじまって……少し気になっていてな」

　彼は同じ山之内派の一員だが、有楽原の閥ではなく、別の幹部の下に所属していた。

　神竹が思案顔で頷うなずく。

「彼なら南なん郷ごうさんのところに戻って、今は失しつ踪そう者しやの監視任務についているはずです。五十人以上の民間の失踪者を交代制で監視している状況ですから、動きやすい人材はいいように使われています。噂うわさでは……文ふみ槻つきさんのところの〝心眼〟まで駆かり出されたらしいですよ」

　羽矢多は唸うなった。根黒が無事らしいことには安あん堵どしたが、ここから先の事態を考えるとやはり楽観はできない。

「そうか……ありがとう。有楽原さんにもよろしく伝えてくれ」

「承うけたまわりました。それでは、改めて失礼します」

　部屋から立ち去る白衣の青年を見送った後、羽矢多はしばらく沈思した。

　自分のことはさておき、部下達の処遇についてはまだ思案の必要がある。

　平常時であれば、羽は矢や多たさえ手元にとどまれば、平社員の動向までは有う楽らく原ばらも気にしないはずだった。

　ただ現在に関していえば、その部下達も石を宿した〝失しつ踪そう者しや〟であり、悪い意味で重要性が増している。

　全すべては皓こう月げつの口車に乗ってしまった自分の責任だった。

（せめて奴やつらの安全だけは担保してやりたいが……さて、どうしたものかな）

　思い悩む羽矢多の耳元で、また内線電話が鳴った。緩かん慢まんな動きで受話器をとる。

「どうした？　神かみ竹たけが忘れ物でもしたか」

『いえ……早さつ速そくです。その……派閥の許可書つきで、羽矢多さんに面会が……』

　羽矢多は嘆たん息そくを漏もらした。神竹は絶妙なタイミングで間に合ったらしい。

「通していい。誰だれが来た？」

『それが……その……〝お嬢じようさん〟、です……』

　羽矢多は思わず咳せき込んだ。

　改めてビールを流し込み喉のどを整えつつ、受話器の向こうに問う。

「もう来ているのか!?」

『あ、はい。エレベーターでそっちに……』

　羽矢多は受話器を置き、室内を見回した。

　元から何もない場所だけに散らかるはずもないが、神竹の差し入れたビールとつまみ類をとりあえず冷蔵庫にぶち込み、窓を開けて空気を入れ替える。

　夏の熱風が吹き込みかえって居心地が悪くなりそうだったが、まずは酒の臭においをごまかしたい。

　そして神竹の時とは打ってかわり、彼は立ち上がってドアの前に待機した。

　ノックの音が控えめに響ひびく。

「……羽矢多さん、こんにちは。お邪じや魔ましてもいいですか……？」

「ああ、静しず枝えちゃん、よく来てくれた。むさ苦しいところだが……」

　清せい楚そで涼しげなその声に、羽矢多はにこやかに応じた。彼がわざわざ笑顔で応対する相手は、実のところあまり多くない。

　ドアを開けると、目の前には白いブラウスと黒いエプロン姿の若い娘が立っていた。

　穏おだやかな眼まな差ざしと光こう沢たくのある黒髪は、今や希少となった大和やまと撫なでし子こという言葉を連想させる。

　ほのかな紅茶の香りと年とし頃ごろの娘らしい甘やかな匂においは、このむさ苦しい部屋にはいかにも場違いだった。

　廊下側に立っていた監視役の男が、羽矢多に素早く目め配くばせする。〝余計なことは言わないように〟という意味だろうが、そこは念を押されるまでもない。

　彼女を部屋に招き入れつつ、羽は矢や多たは苦笑を送った。

「まさか静しず枝えちゃんが来るとはな……予想外だった」

　十と和わ田だ静枝は、羽矢多が世話になったかつての上司の愛まな娘むすめだった。

　古い仲間内では〝お嬢じようさん〟などと呼ばれる立場だが、彼女が小学生だった頃ころから面識のある羽矢多は、昔から名前で呼んでいる。

　上司の死後、葬そう儀ぎの手伝いをしたり、その後の相談に乗った程度には親しい。

　生き真ま面じ目めな優しい性格で、少なくともキャラバンのような組織と深い関係を持つべき人間ではない。

　彼女を〝説得役〟に担かつぎ出した穏おん健けん派はに対して怒りすら覚えつつ、しかし彼女の前ではその怒りを見せるわけにもいかなかった。

　だが、十和田静枝は羽矢多のそんな思いを見透かしたらしい。

　両手を胸の前で組み合わせ、彼女はほうっと大きく息を吐く。

「よかった……羽矢多さん、あの……すみません。実は夢ゆめ路じさんに無理を言って、なんとか羽矢多さんに会わせてもらえないかって頼み込んだんです。どうしても、直接会って無事を確認したくて……本当に、お元気そうで安心しました。どこか怪け我がとかしていないですか？」

　勘かん違ちがいに気づいた羽矢多は、ぽんぽんと彼女の頭を撫なでた。

　──キャラバンからの依頼などではなく、むしろ静枝自身が会えるようにと必死で根回しをしたらしい。

「……すまん。どうやら心配をかけた。会社では海外出張扱いになっていなかったか？」

「あの失しつ踪そう事件の直後です。報道に名前が出ていなくても、巻き込まれたんだってすぐにわかりました」

　どうやら世間的にも大事件として扱われたらしい。キャラバンの構成員はさておき、一般人からも失踪者が出たのならそれも当然だった。

「そうだったか……ここにいると新聞もテレビもないから、世間の動きがわからなくてな。見ての通り、俺おれはぴんぴんしているから安心してくれ。たまにはこんな骨休めも悪くない」

　軽い調子で言う羽矢多を、静枝がじっと睨にらむ。

「本当に……心配したんですよ」

　優しい顔立ちのせいであまり迫力はないが、真情はこもっている。

　羽矢多は改めて巨体を縮めた。

「……申し訳ない。反省している」

　彼女に対して、羽矢多はあまり強く出られない。子供時代を知っているせいもあるし、かつての上司の面おも影かげもつい垣かい間ま見みてしまう。

　静枝は肘ひじに掛けていた紙袋を差し出した。

「これ、お弁当です。食事は出ていると思いますけれど、キャラバンの人達って栄えい養ようのバランスとか考えない人が多そうですから……野菜もちゃんと食べてくださいね。もう中年なんですから、食生活も変えていかないとだめです。許可書を戴いただきましたから、明日からなるべく暇ひまを見てお邪じや魔まします」

　受け取りながら、羽は矢や多たは思わず苦笑を漏もらした。

　彼女は子供の頃ころからしっかり者で、同じような口調でよく不摂生な父親を叱しかっていた。若い頃の羽矢多も一緒に叱られていたくらいで、成人してようやく言葉と容姿が一致しはじめた感もある。

「ありがとう。しかし、そんな頻ひん繁ぱんでなくとも……」

　静しず枝えに睨にらまれ、羽矢多は拒絶の言葉を途中で引っ込めた。

「あぁ、いや、ええと……玲音れいん君達は元気か？　まだバイトは続けているんだろう？」

「あ……はい。元気ですよ。今は期末試験前なのでアルバイトには出ていませんけれど、来週くらいから復帰してくれることになってます。クレアちゃんともうまくいっているみたいで、微ほほ笑えましいです」

　静枝は一いつ瞬しゆん、何かを言い掛けたが、すぐに笑顔で流した。

　その点を問おうとして羽矢多は口を噤つぐむ。ここから出られない自分には、どのみち今は何もできない。また本当に問題のあることならば、彼女もきちんと伝えてくれるはずだった。

「……静枝ちゃんには世話になってばかりだな。俺おれの方がだいぶ年上だってのに、情けない限りだ」

　やや冗談めかして言うと、静枝はにっこりと微ほほ笑えんだ。

「そうですよ。だから羽矢多さんは、もっと私を大事にしてください。とりあえず、この騒そう動どうが片付いたら美お味いしいものでもご馳ち走そうしてもらいます」

「うん。それは約束しておこう」

　羽矢多は笑いながら、彼女の頭を子供扱いに撫なでた。

　もう成人したとはいえ、羽矢多の印象における静枝はまだ少女のままだった。

　静枝がふと眉まゆをひそめる。

「羽矢多さん、もしかして……昼間からお酒を飲んでました？」

　羽矢多はぎくりとする。

「いや？　……ああ、いや。今、神かみ竹たけが面会に来ていたから、ちょっと付き合いで一口──」

「……残りは何ど処こですか？」

　にっこりと微笑みながら、彼女は返答を待たずに冷蔵庫を開ける。

　羽矢多の上司であり彼女の父は、酒の飲み過ぎで肝臓を壊こわした。

　その遺ゆい言ごんが、「静枝、俺が死んだら、お前が羽矢多の酒の量を管理してやってくれ」だったことは、あまりにも余計な置き土産みやげだったと思う。

　冷蔵庫の中に入っていたつまみ一式は見逃してくれたが、残りのビールは容赦なく彼女の手に没収された。

「こんな時だから、お酒を飲みたくなるのかもしれませんけれど……逆にこんな時だからこそ、いい機会だと思って摂生してくださいね。このお酒は会社の皆さんに差し入れしておきます。それじゃ、また明日うかがいますから」

　わざとらしい微笑で去っていく静しず枝えを見送り、羽は矢や多たは深々と嘆たん息そくした。

　皓こう月げつといい静枝といい──どうにも自分は、若い娘に翻ほん弄ろうされる運命らしい。

　そのことを自覚しながら、羽矢多は妙に豪勢な弁当箱の蓋ふたをそっと開けた。
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　人生は概おおむね面倒くさい。

　それが彼、神かみ竹たけ真しん悟ごの偽いつわらざる本音だった。

　死にたいわけではないが、かといって生きることが殊こと更さらに楽しいわけでもなく、いつもぼんやりと〝何か〟を欲している。

　その〝何か〟とは具体的な品物や財貨ではなく、また地位や名誉とか、あるいは恋人や家族といったものでもない。

　強しいていえば、彼が欲していたのは〝つまらない自分〟を変えてくれる何かだった。

　品物や財貨では変化が乏とぼしい。石油王にでもなればともかく、常人が尋じん常じような手段で手に入れられるそれはたかが知れている。

　地位や名誉も同様で、彼にとってはそもそも興味が薄うすいものだったし、仮にそうしたものを得て少しばかり変化があったとしても、今度はその地位に縛しばられて不自由な身になる懸け念ねんがある。

　それこそ面倒くさい。

　恋人や家族などは論外で、面倒なだけでなく、彼にとってはただひたすらに鬱うつ陶とうしい。心を癒いやす家庭というものに、どうしても価値を見いだせない。

　自身が歪ゆがんでいることは自覚している。

　人はいずれ、そう遠くない未来に必ず死ぬ。

　子孫を残そうが仕事の成果を残そうが、そんなものは〝死んだ後の自分〟には関係がない。

　十年や二十年は追つい悼とうする者がいたとしても、百年後には無む縁えん仏ぼとけも同然だろうし、そもそも彼は死後の状況などに微み塵じんも意味を感じていなかった。

　死ねば魂たましいすら残さず、灰に帰すものと弁わきまえている。後の人々が墓を守ろうが蹴けり倒そうが、それすらどうでもいい。

　そもそも墓の存在自体に意味を見いだせないし、誰だれかの死を悼いたんだこともない。

　いわゆる利己主義とは少し違う。

　彼はただ単に、虫の生も人の生も自分の生すらも、本質的には同じ類たぐいのものだと感じているだけだった。

　虫の死を嘆なげく者も、人の死を嘆く者も、彼にはほとんど同一に見える。当然、そこにはいずれ訪れる自分自身の死も含まれている。

　要するに彼は、常じよう軌きを逸いつするほどに渇いているのだった。

「……先生、神かみ竹たけ先生、もう患者さんはいませんし、帰ってもいいですか」

「……ん？　ああ、そうか……いいよ、ご苦労様」

　受付の若い女性看かん護ご師しに返事をしておいて、神竹は再び机に向き直った。

　羽は矢や多たの下へ上司の伝言を届け、予約の患者に対応した後から、彼は思索の時を過ごしていた。

　ぼんやりと考えるのは、空虚な生についてである。

　彼は他人に対する関心が薄うすい。共感する能力にも欠けており、更にそれを自覚している。

　そんな自分がどうして精神科医などをやっているのかという疑問はあるが、これは父親のこなしていた役割を受け継いだだけで、特に目指してなったわけではない。

　一時は妻もいた。

　社会的な体てい裁さいもあって人並みに付き合い結婚したが、そこにあった生活は、彼にとって特に楽しいものではなかった。

　決して妻が悪かったわけではない。それなりに美しく、貞淑で、料理も家事も一通りにこなしていた。傍はた目めにはよくできた妻で、神竹も彼女を愛しているつもりだった。

　だが彼には、他人との生活を楽しむ能力が完全に欠けていた。

　全すべては人並みになろうという義務感から生じた演技だったことに気づき、それを続ける意味を見いだせなくなった時点で、彼は妻に離婚を切り出した。

　結婚生活を続けなかったのは、それが耐たえ難がたいものだったわけではなく、妻に対し一応は申し訳なく感じたためだった。

　彼女がどんなに情愛を求めても、神竹にはそれがない。

　本来は結婚する前に気づくべき事柄だったが、結婚すれば変わるだろうという周囲の意見を鵜う吞のみにしてしまった。この点、彼は謙けん虚きよではありつつ、愚ぐ鈍どんでもあった当時の自分を恥じている。

　そんな歪ゆがんだ彼でも、一いつ瞬しゆんの充足感を得ることはある。

　迷めい宮きゆう神しん群ぐん──

　その不可思議な存在達に触れるたび、彼の心はいつもより高揚する。

　キャラバンの山やま之の内うち派は、人に余計な異能を与える神群を敵視し、彼らを狩ることを目的とした派閥だった。

　だが神竹の場合、ここに在ざい籍せきしているのは単に父親がその幹部だったからで、彼自身の思想は大きく異なっている。

〝上う手まくその力の秘密を解明できれば凄すさまじい戦力になる〟

　今回の騒そう動どうに対し、羽は矢や多たはそんな懸け念ねんを否定的なニュアンスで示したが、神かみ竹たけにとってはそれこそ望むところだった。

（リコルドリクに封じられた、ブロスペクト一派の力──か）

　そのことへの興味が、今は彼の胸を占めていた。

　大量の失しつ踪そう者しやが出たあの日。

　神竹真しん悟ごは、自身の患者との待ち合わせで、たまたま紅あか街まちの傍そばの喫茶店にいた。

　正式な診しん療りようではなく、相手の信頼を得るための小細工だったが、この時にその患者と神竹は揃そろって〝失踪〟している。

　ただし、神竹は失踪者のリストに入っていない。

　彼がこちらの世界に戻ってきたのは失踪からわずか五分後のことで、喫茶店で談笑していたはずが、次の瞬しゆん間かんにはこのクリニックの椅い子すの上で不意に目覚めた。

　患者と会っていたこと自体が夢だったような感覚を覚えつつ、神竹はその後の流れを慎重に見み極きわめた。

　自分がそれに巻き込まれたことは誰だれにも申告せず、危機を訴えるふりをして、この騒動の中心に関かかわれるようにとも画策した。

　今、彼は他ほかの失踪者達の動向を探さぐりつつ、失踪とは認識されていない短時間で帰き還かんした人々を探している。

　喫茶店で同席していた彼の患者も、失踪から数時間以内に帰還した身である。

　長すぎる時を生きる迷めい宮きゆう神しん群ぐんにとっては、数時間も数日もちょっとした誤差の範はん囲いなのかもしれない。

「神竹先生！　ちょっとネットのニュースサイト見てください！」

　帰り支じ度たくをしていた看かん護ご師しの声で、神竹は思考の淀よどみから我に返った。

「どうした？　そんなに慌てて……」

「ニュースに出ている殺人事件なんですけれど、被害者の人が……これ、うちの患者の原はら村むらさんじゃないですか？」

　神竹は慌てて、パソコンをスリープ状態から戻した。

　トップページに新着の記事一覧が現れる。

「水みな門と市内の飲食店従業員、原村哲てつ郎ろうさんが死体で発見……他殺の疑いが濃のう厚こうとして捜査中──？」

　その人物は失踪事件の当日、神竹と共に喫茶店にいた患者だった。彼もすぐに戻ってきたため、失踪者のリストからは漏もれている。

　名前も年齢も職業も一致していることを確認して、神竹は目元を歪ゆがめた。

　通とおり魔まにでも遭あったか、あるいは恨みでも買っていたか──さもなくば、今回の騒そう動どうに絡んだ事件か。

　いずれにせよ、このクリニックにも遠からず警けい察さつが来るはずだった。

　まさか容疑者扱いにはならないだろうし、キャラバン関係の見られて困る資料は別の場所に隠してあるが、面倒な事態には違いない。

　原はら村むらは、不安からくる不眠を訴えて来院した一般の患者だった。

　たまに挙きよ動どう不ふ審しんなことはあったが、日常生活や仕事にはさほど支障がなく、患者としては軽症の部類に入る。

「原村さんがまさかなぁ……君、念のために残ってくれ。警察が来るかもしれない」

「はい。それはいいですけれど……あの、誰だれか来ましたよ」

　一階に設置した監視カメラのモニターに、人ひと影かげが映った。

　白いチャイナドレスを着た美しい娘と、彼女を取り巻く四人の黒服──

　明らかに尋じん常じようではない取り合わせに、神かみ竹たけは頰ほおを引きつらせる。

（この娘……周しゆう皓こう月げつか……？　こんなところに一体、何の用だ？）

　その人物は祭さい夏か老ろう派の幹部の一人だった。

　穏おん健けん派が多い祭夏老派の中では珍しいタイプの危険人物で、早い話がマフィアのような存在感を放っている。

　来訪を受けるような心当たりは特になく、あまり関かかわり合いにもなりたくない。

　一階からつながるインターホンが鳴った。

『こんにちは。周皓月と申します。神竹先生はいらっしゃいますか？』

　居留守を使って機き嫌げんを損そこねるのも馬ば鹿からしい。

「……ええ、いますよ。皓月さん、急にどうされたのですか？　来日されていたことすら知りませんでした。今、扉を開けます」

　扉のロックを外しつつ、神竹はなるべく友好的に話した。

　カメラに映る皓月は、にっこりとたおやかに微ほほ笑えむ。容姿だけならタレントでも通用するが、生あい憎にくと中身があまりに物騒すぎた。

『観光ついでに立ち寄っただけです。ぜひ神竹先生にご挨あい拶さつをと思いまして。お邪じや魔まいたしますね』

　彼女が診察室のある階まで上がってくる間に、神竹は煙草たばこを一服する。

　ただし、吸った煙を吐くことはない。

　彼もキャラバンに属する異能者の一人である。迷めい宮きゆう神しん群ぐん、〝曇どん天てんを巡る煙突掃除、バウルドール〟の異能は、煙を体内に溜ためた上でその成分を変化させ、様々な用途に活用できる。

　煙草を吸う行為は、彼にとって弾薬を補給するにも等しい。

　やがて診察室に周皓月が現れる。

　部下の黒服達を待合室に待たせ、彼女は神かみ竹たけの前で軽く会え釈しやくをした。

　チャイナドレスの深いスリットから真っ白い太ふと股ももが覗のぞいたものの、他人に対する興味が薄うすい神竹はそうした要素に微み塵じんも反応しない。

「ご無ぶ沙さ汰たしています、神竹先生。景気はいかがですか？」

「大おお儲もうけするような仕事でもありません。そこそこにやっていますよ。で、今日はどうされましたか？　まさか診察のご依頼というわけではないでしょうが──」

　処しよ方ほう箋せんが必要な薬の調達くらいは依頼されるかと覚悟しつつ、神竹は相手の出方を窺うかがった。

　皓こう月げつは鉄てつ扇せんで口元を隠し、囁ささやくように声を紡つむぐ。

「──神竹先生。貴方あなたは〝失しつ踪そう者しや〟ですよね？」

　神竹の背筋がぞっと粟あわ立だった。

　一回りほども年下の少女の眼めが、獲え物ものを狙ねらう蜘く蛛ものような輝きを宿す。

「失踪者？　いや、私は例の騒そう動どうには巻き込まれていませんが……」

「原はら村むらさんも同じようなことを仰おつしやっていましたけれど、貴方が口止めを？」

　皓月がにっこりと笑う。

　神竹は眼を据わらせ、口調を切り替えた。

「……お嬢じようさん。あんたが殺やったのか？」

　殺された原村も所しよ詮せんは他人である。怒りは特にないが、殺す理由がわからない。

　皓月がうっとりと眼を細めた。

「神竹先生、素敵です。貴方にはそんな表情のほうがよく似合いますわ。先生は私と同じ人種──以前から思っていましたの。山やま之の内うち派には勿もつ体たいない方です」

「質問に答える気がないならそれでいい。しかし理由くらいは聞きたい。私も殺す気で来たのか？」

「ご冗談を。殺した理由については、やむにやまれぬ事情──というより、ちょっとした事故ですわ。捕ほ縛ばくしようとしたのですが、抵抗が激はげしくて──彼に宿っていたのは制御が難むずかしい石だったものですから」

　神竹は目元を歪ゆがめた。

「なるほど……原村氏は、ブロスペクト一派が残した〝異能のコピー〟に目覚めたのか。それで錯さく乱らんしたと？」

「はい。ご明察です。そして神竹先生も、もうお目覚めになっているはずですよ？」

　皓月の言葉に、神竹は戸と惑まどった。面会してきた羽は矢や多たと同様、彼もそうした実感は得ていない。

「何？　……いや、私はいつもと変わっていない。何も変化など──」

　皓月がソファから立ち上がり、神竹の真横に移動した。

　すり寄る少女の肢し体たいから、蠱こ惑わく的な香水の匂においが漂ただよう。

「異能のコピーの中には、〝見張り番〟という力があるんです。石の力に目覚めた者を探索し、把握する力──覚かく醒せい前の人間までは探せませんし、戦せん闘とうにも不向きですけれど、とても便利です。私ではなく同志に宿っているのですが、神かみ竹たけ先生が失しつ踪そう者しやだとわかったのもその力に頼った結果ですわ」

　神竹は頰ほおを引きつらせるようにして嗤わらった。

「……そうか。宝石箱を開けたのは貴方あなたか。狙ねらっていたな？」

　皓こう月げつがゆっくりと頷うなずく。

「半分当たりで、半分外れです。開ける場所とタイミングはきちんと調整するつもりだったのですけれど……部下が奪った段階で勝手に開いてしまったようですわ。その点は誤算でした」

　神竹は背筋に悪お寒かんを覚えた。

　ここまでのことを話しておいて、彼女が自分を見逃すとは思えない。

「……先生に宿った力は、失礼ながらあまり強いものではありません。〝水鳥〟という石の力だと思います。というわけで──それを確かめるために、これからプールまで御一緒しませんか？　この機会に、水着を新調いたしましたの」

　皓月は神竹の予想に反し、無邪気に腕を絡めてきた。

　美しい娘からそんな真ま似ねをされれば多少は嬉うれしいはずだが、彼女の行状の一部を知る神竹は悪い予感しか覚えない。

「水鳥？　……いや、それより皓月、貴方は私をどうする気だ？　何が目的で……」

　皓月がくすりと微ほほ笑えんだ。獲え物ものを狙う蜘く蛛もの眼めが、その一いつ瞬しゆんだけ悪戯いたずら好きな子猫のものに転じたような錯さつ覚かくに陥おちいる。

「──言ったでしょう？　先生は私と同じ人種。一般的な幸せに価値を見いだせず、人生の虚むなしさに気づいてしまって、自分の力だけでは為なし得ないような大きな変化を求めている──そして貴方には、その夢を見る資格がある。どうせいずれ灰になる運命なら、少しだけ、私にお付き合いいただけませんか？」
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　危うい世界に身を置いているはずの彼女は、いかにも楽しげだった。

　神竹にはそのことが不思議で、同時に羨うらやましくさえ見える。

「皓月……貴方は何をする気だ？」

　この問いに対する彼女の返答は、ごく簡かん潔けつだった。




「老害に毒された〝キャラバン〟を、叩たたき潰つぶします。もうじき覚醒するはずの仲間達と、皇帝ブロスペクトの力を借りて──」




　神竹は震えた。

　咄とつ嗟さには言葉が出ず、彼はしばらくその場に固まる。

　やがて彼の口は、自制しようとする理性とは裏腹の言葉を紡つむぎ始めた。

「……わかった、周しゆう皓こう月げつ。私は何をすればいい？」

　皓月がにっこりと嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

　神かみ竹たけの胸が年とし甲が斐いもなく高鳴る。

　その時の彼女の眸ひとみは、獲え物ものを狙ねらう蜘く蛛もでも遊び好きな子猫でもなく、紛まぎれもなく〝夢見る少女〟のものだった。
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「……終わったぁー……」

　一学期末、最後の試験科目が終わってチャイムが鳴るなり、クレアが机に突っ伏した。

　答案用紙が回収されていく中、玲音れいんの視界で、彼女はそのまましばらく固まる。

　眉び目もく秀しゆう麗れい、温おん厚こう篤とく実じつ、ついでに品行方正で料理上手じようずな彼女だが、才色兼備とまではいかなかった。

　学業のほうは平均点より下で、母親が外国人だけに英語の成績はそこそこだが、数学や化学など理系分野に足を引っ張られている。ことに今回は直前の失しつ踪そう期間が響ひびき、試験対策も中途半はん端ぱになってしまった。

「……大丈夫ですか、クレアさん？」

　一応は気き遣づかいながら、玲音はそっと声をかける。

　クレアは突っ伏したままで頷うなずいた。

「……赤点は、免まぬがれたと思います」

「……さいですか」

　ともあれ、玲音は安あん堵どする。

　失踪から戻ってきてしばらくは彼らの周辺も騒さわがしかったが、試験期間で完全にクールダウンされ、今は以前と同じ日常を取り戻していた。

　不可思議な失踪者達は、結局はほぼ全員が無事に戻ってきている。

　書き置きなどを残していた明らかに別件と思われる行ゆく方え不明者はさておき、報道も下火となり、「結局あれはなんだったのか」と不思議がられる程度の事件へと風化しつつあった。

　たとえ報道しようにも、新規の事実が何も出てこない。

　ぐったりとしたクレアの傍そばに、友人の姫ひ想そ華かが歩み寄った。

「たかが期末試験で情けない。せっかくの伊だ達て眼鏡めがねが泣くわよ？　馬ば鹿かっぽく見られたくないからつけてるんでしょうに」

「……ていうか、自己暗示も兼ねてる。眼鏡つけてると、何かの間違いで勉強できるようになったりしないかなぁ、とか──」

　突っ伏したクレアと呆あきれる姫想華の傍に、もう一人、別の女子生徒が近づいた。

　にこにこと愛想のいい小柄な少女は、一見すると後こう輩はいのようだが、歴とした同級生である。

「涙ぐましいのは認めるけれど、クレアって割と普通にアホだよね？　見た目を賢かしこそうに演出してる分、余計にそのアホさが際きわ立だつっていうか」

　容赦なく要点をえぐった彼女の名は、小こ泉いずみ亜あ里り亜あといった。

　にこやかに紡つむがれるその言葉には、可愛かわいらしい声こわ音ねとは裏腹の毒がある。

　いかにも優しげな笑顔で彼女から詰なじられると、瞬しゆん間かん的には誉ほめられているのかと錯さつ覚かくしそうになるが、玲音達はその本性を嫌いやというほど知っていた。

　クレアが伏せたままで呟つぶやく。

「アホじゃない。数字が苦手なだけだもん……」

「いやいや、試験の点数だけじゃなくて発想の話。だいたいあんたが眼鏡めがねかけてる本当の理由にしても……」

「ストップ！　ちょっと待って亜あ里り亜あ！」

　クレアが跳ね起きた。

　ずり落ちかけた伊だ達て眼鏡の位置を整えつつ、彼女はもう片方の手で亜里亜の腕を摑つかむ。

　すがるような視線を受けて、亜里亜がにやにやと笑った。

「はいはい。勘かん弁べんしてやんよ。で、今日はどうする？　せっかく試験終わったんだし、カラオケでも行く？」

「んー……」

　クレアの視線が玲音れいんに向いた。

　玲音は苦笑混じりに首を横に振る。

〝玲音はどうする？〟

〝無理〟

　言葉には出さずに、視線でそんなやりとりを交かわす。

　玲音は今日の夕方から早さつ速そく、静しず枝えの店でアルバイトに復帰する予定だった。

　四時からでいいと言われているが、失しつ踪そう中の詫わびも兼ねて、二時か三時頃ごろには行って店先の掃除をするつもりでいる。

「……カラオケって気分でもないかなあ。それより夏休みに備そなえて水着買いに行かない？　海はちょっと微妙だけど、今年はみんなでプールとか行きたい」

　亜里亜が鼻で嗤わらった。

「はっ。このリア充が……まあいいわ。付き合ったげる。姫ひ想そ華かは当然来るとして……玲音、英えい太た郎ろう、あんた達も来るでしょ？」

「あ。いや。俺おれはバイト」

「てか、水着選びって俺らはいない方がいいだろ」

　玲音と英太郎は揃そろって拒絶した。

　その二人の背後から、もう一人──額ひたいにバンダナを巻いた目つきの悪いクラスメイト、山やま路じ鉄てつ舟しゆうがぬっと顔を出す。

　長身の英太郎とほぼ並ぶ背丈だが、肩幅は大きく上回る。そのがっしりとした体たい軀くと迫力ある眼光のため、彼の歩く先には概おおむね自然と道が開きやすい。

　古傷を隠すために巻いた額のバンダナも不良じみて見えるのか、進級のたびに教師から〝要注意人物〟と見られがちだが、玲音の知る限り、彼はただ単に声が低く言葉数が少ないだけで、生活態度は模も範はん生せいそのものだった。

　性格にいたっては玲音よりもよほど生き真ま面じ目めで、つまりは見た目で損をしているタイプともいえる。

　鉄てつ舟しゆうはやたらと低い声で玲音れいんと英えい太た郎ろうの耳元に囁ささやいた。

「……亜あ里り亜あの奴やつ、あれは何か企たくらんでいる顔だ。怒らせると後が怖いぞ」

「……うえー……」

「……まじか……」

　にやつく亜里亜から確かに不ふ穏おんな気配を察し、玲音と英太郎は揃そろってうなだれる。

　山やま路じ鉄舟と小こ泉いずみ亜里亜は、玲音とクレアにとっては中学時代からの友人だった。

　にこやかで毒舌な亜里亜と、寡か黙もくで無愛想ながらも俠おとこ気ぎ溢あふれる鉄舟は、双方まるで正反対の性格に見える。

　主しゆ導どう権けんは亜里亜が握り、鉄舟は大型犬のように付き従っている状態だが、この二人は共に空手の有段者で道場仲間という関係だった。

　紅あか街まちでの騒そう動どうの折にも、二人は空手道場に用がありケーキ屋に行けなかったため、失しつ踪そうを免まぬがれている。

　玲音は座ったままで鉄舟を見上げた。

「しかしあの三人の水着かー……視し姦かんしただけで料金発生しそうだよなあ、鉄さん」

　同意を求めると、鉄舟は指先で瞼まぶたを押さえ、脇わきにいた英太郎もそっと視線を逸そらした。

「お前が真顔でそういうセクハラ発言をするから、こっちまで身が危うくなる……」

「ほんとにな……もうちょい言葉を選べ。せめて視姦とか言うな」

　双方から小こ突づかれつつも、玲音は取り急ぎ言い訳を試こころみた。

「いや、俺おれはクレアの分しか払う気ないよ？」

「……もういい。何も言うな」

「……頼むから。いやまじで」

　女性陣から注がれる微妙な眼まな差ざしに耐たえかねて、二人から泣きが入った。

　姫ひ想そ華かからは侮ぶ蔑べつと嫌けん悪お。

　クレアからは苦笑と羞しゆう恥ち。

　亜里亜からは嘲ちよう笑しようと憐れん憫びん。

　それぞれに印象は違うが、ほぼいつも通りの反応ではある。

　ただ、なぜか玲音はそこにわずかな違和感を覚えた。

　姫想華と亜里亜におかしなところはない。問題はクレアである。

　苦笑する彼女の表情に──どことなく陰りが見える。

　それはほんの一いつ瞬しゆんのことで、すぐにいつもと変わらない優しげな顔へと戻ったが、その変化までもが玲音には気になった。

（一夜漬けで疲れているせい……ってわけでもなさそうだし、何かあったかな……）

　彼女も彼女で家庭の事情が複雑な身である。あまり立ち入ったことは聞きにくいが、世話になっている手前、たまには力になりたい。

　やがて担任が戻り、ホームルームがはじまった。

　期末試験は終わったが、夏休みまでにはまだ少し間がある。その間は普通に授業があるものの、試験が終わってしまえばひとまず気も抜ける。

　どことなく浮き足だった空気の中、玲音れいんは担任から名を呼ばれた。

「あー、月つき代しろ。あと文ふみ槻つきと、それから宗むな方かたと胡桃くるみ澤ざわもだな。お前ら失しつ踪そうしてたから、美術の課題が他ほかの連中より遅れているらしい。希き崎ざき先生が呼んでるから、今日の放課後、美術室まで行け」

「課題……？　あ、はい。わかりました」

　どうやら三人娘の水着はお預けらしい。アルバイトの時間までには用件が終わることを祈りつつ、玲音は友人達と顔を見合わせた。

　ホームルームが終わるなり、亜あ里り亜あが寄ってきて舌打ちをかます。

「……ちっ。クレアにマイクロビキニとか着せて、あんたの反応見ようと思ってたのに」

「……それは着ないだろ。さすがに。ていうかそもそも普通の店じゃ売ってないだろ」

　天然気味で流されやすいクレアだが、羞しゆう恥ち心しんは人並み以上にある。

　英えい太た郎ろうが面倒そうに嘆たん息そくした。

「希崎先生って例の代理だろ？　そんな張り切らなくてもいいのになぁ……」

　本来の美術教師は試験突入の直前、産休に入った。

　当人は夏休みに入るまでは授業をするつもりだったらしいが、それが前倒しになり、代理としてやってきたのが希崎という教師らしい。

　玲音達はまだ授業を受けていないが、他クラスからの噂うわさで聞いたところではまだ若く、ついでにそこそこ美形とのことだった。

　鉄てつ舟しゆうが玲音の頭をぽんぽんと叩たたいた。

「俺おれらも付き合おう。どうせ今日は暇ひまだ」

「そうね。希崎先生とは知らない仲じゃないし」

「え？　亜里亜の知り合いなの？」

　驚おどろく姫ひ想そ華かに、亜里亜が頷うなずきを送った。

「うん。つっても、私らの空手の先せん輩ぱいの知り合いっていう遠い関係だけどね。直接会ったのは学校に来てから」

　クレアがこれに追加の情報を加える。

「本業は先生っていうより絵描きさんなんでしょ？　うちの病院にも飾ってあるよ。まだ若いけど美術の世界では知る人ぞ知る若手の注目株なんだって。美術部の子達が騒さわいでた」

　芸術に縁えんがない玲音にはよくわからない話だが、文槻総合病院にも飾ってある絵ならば、あるいは見覚えがあるかもしれない。

「……なんとなく嫌いやね、若い男の先生とか。女子高生に良からぬ妄想とか持ってそう」

　男嫌ぎらいの姫ひ想そ華からしい愚ぐ痴ちに、鉄てつ舟しゆうが首を傾かしげた。

「いや、そういうタイプじゃない。あと確かに若いが、もう既婚者だ」

「会えばどんな人かわかるわよ。とっとと行きましょ、ほら。早く終われば水着も買いに行けるかもしれないし」

　亜あ里り亜あに促うながされ、玲音れいん達は連れだって美術室へと向かう。

　下校していく生徒の流れに逆行するその道すがら、クレアがすぐ隣となりから、玲音の顔を覗のぞき込んだ。

「そういえば、香か恋れんちゃんは元気？」

「んー。相変わらずだなあ。元気っちゃ元気だけど、あれ以来、独りだと心細いみたいで。表面上は平気そうだけど、まだ落ち着いてない」

　結局、戻ってから三日ほどは一緒に寝させられたが、そんなことは友人達に言えるはずもなかった。

　姫想華がいかにも残念そうに呟つぶやく。

「あんな可愛かわいくて礼れい儀ぎ正しくてしっかりした子が、貴方あなたの妹だなんて信じられないわ。全然似てないじゃない」

　言うことは痛烈だったが、玲音は姫想華に感かん謝しやしている。

　玲音やクレアよりも数日早く失しつ踪そうから戻った彼女と英えい太た郎ろうは、落ち込む香恋をメールや電話で頻ひん繁ぱんに勇気づけてくれていたらしい。

　ただ、香恋も姫想華も双方、その時は猫をかぶっていたであろうことも想像できる。

「まあ、実際、血はつながってないしなあ。外見が似てないのはもうしょうがない」

　その何気ない呟きの直後、空気が固まった。

　玲音は遅れて気づく。クレアや亜里亜、鉄舟はとっくに知っていることだったが、姫想華や英太郎にはまだ話していなかった。

　彼は慌てて説明を続ける。

「あ、ごめん。話してなかったっけ？　俺おれの母親と香恋の父親って、大学時代の同級生だったらしいんだけど──一度は別の相手と結婚して、その後にどっちもバツイチで子連れで再婚したんだよ。だからまあ、なんていうか、戸こ籍せき上はちゃんと兄妹きようだいだけどそういう事情で……」

　姫想華が急にくちごもった。

「……ご、ごめんなさい。私、そういうこと全然知らなくて……」

　急に殊勝になった彼女に、玲音はかえって困惑してしまう。

「いやいや、別に謝あやまるようなことじゃないから！　だいたい香恋が俺ごときに似てるって言われたら、それはそれでそっちの方が失礼だし！」

　鉄舟が肩をすくめた。

「それはさすがに卑ひ下げしすぎだ……姫ひ想そ華かも落ち着け。こいつはその程度のことでどうこうって奴やつじゃない。血のつながりより大事なものを知っている」

　これを聞いた亜あ里り亜あがけらけらと笑った。

「おー、おー。男前なこと言うじゃない。あんた、普段は無愛想なくせに玲音れいんのことになるとちゃんとフォローいれるよね。健けな気げっていうか義理堅いっていうか……」

　話しているうちに美術室へと着いた。

　姫想華はまだ何か言いたげだったが、亜里亜がさっさと扉を開けてしまう。

「ちーっす。希き崎ざき先生、いる？」

「ああ、いるよ」

　窓辺から声が返ってきた。

　スケッチブックを携たずさえた青年が、鉛筆を片手に眼下の景色を描いている。

（あー、なるほど……こういう人か）

　美術部の生徒達が騒さわいでいたという話に、玲音は納得した。

　美形というよりは単に整った顔立ちで、佇たたずまいに精せい悍かんな清せい潔けつ感かんがある。若さの割に物腰が落ち着いて見える点も、ただの新任教師とは一線を画していた。

　ワイシャツにネクタイというおよそ美術教師らしくない姿で、彼は玲音達を出迎える。

「亜里亜さんと鉄てつ舟しゆう君か。ええと……じゃ、君らが月つき代しろ君達かな？　よろしく。美術の代理教員、希崎です」

　それは容よう貌ぼう通りに穏おだやかな声だった。

　玲音はまず頭を下げる。

「どうも、二年Ａ組の月代です」

「えーと……同じく、文ふみ槻つきです」

「宗むな方かたです」

「……胡桃くるみ澤ざわ、です」

　一同はそれぞれに名乗ったが、姫想華だけはややばつの悪そうな声だった。これは男嫌ぎらいのためか、それとも直前の会話のせいかはわからない。

　亜里亜が気安く希崎に声をかけた。

「先生、邪じや魔ましないから私らも一緒にいい？　呼ばれてないけど」

「構わないよ。じゃ、とりあえずこっちに」

　希崎は玲音達を手招きし、傷だらけの薄うす汚よごれた作業机に集めた。

「急に呼び出して悪かったね。君達は失しつ踪そうしていた間の一回分、休んでいたみたいだから、今日はその補講ってことで来てもらったんだ。急だったし、もし都合が悪いようなら日を改めるけど──」

「大丈夫です。確か……夏休み中の課題の下準備ですよね？」

　クレアが問うと、希き崎ざきが苦笑混じりに頷うなずいた。

「うん。僕も産休に入った仁に科しな先生から聞いたばかりなんだけど、課題は騙だまし絵え、トリックアートだそうだ。夏休みに入る前に、構図やアイディアをある程度まで決めておくようにって言われている。構図は次の授業までに考えてきてくれればいいんだけれど、まず騙し絵についての講義をしておかないと、いきなり描けって言われても困るだろうからね」

　失しつ踪そうしていない生徒は、前回の授業でそれを済ませたらしい。

　英えい太た郎ろうが控えめに口を開く。

「騙し絵ってあれですよね？　滝と水路がつながっていたり、いつまでも上り続ける階段だったり……」

「そうそう。エッシャーの『滝』と『上昇と下降』のことだね。三次元では有り得ない状況を絵の中で表現したパターンだ。他ほかにも大量の野菜や人体の組み合わせで別の物を描き出したり、上下にひっくり返すとそれぞれ違う物が見えたり──あと隠し絵でもいいそうだ。たとえば『嫁と義母』なんて有名だから見たことがあると思う。見方によって、若い人に見えたり老婆に見えたりする作品だね」

　希崎が資料のプリントを配り始めた。

　そこには芸術に疎うとい玲音れいんでも見たことのある有名なトリックアートが、具体例としていくつも並んでいる。

　それぞれの絵に関する説明を受けながら、玲音は希崎の視線の動きに違和感を持った。

　彼の講義はスムーズでわかりやすかったが、話している間も、希崎は玲音達一人一人を順番に凝ぎよう視ししていた。

　ただ見ているというよりは、細かく観察するような視線である。

　この視線が女生徒の胸元や太ふと股ももにでも向いているようなら、単なる不ふ埒らちな変態教師という解釈で片づくが、彼の視線は玲音達の目線よりも少し上、額ひたいや頭上にばかり集中していた。

　その視線には時折、沈痛な気配さえ混ざっている。

（この先生……何か変じゃないか？）

　玲音がその疑念を持つのとほぼ同時に、希崎が講義を中断した。

「月つき代しろ君？　ここまでで何か質問はないかな」

　玲音はぎくりとした。

　まさか〝先生の視線を不ふ審しんに感じていた〟などとは言えるはずもない。

「い、いえ、特に何も！」

　つい声が裏返った。

　クレアが眉まゆをひそめる。

「玲音、上うわの空そらだったでしょ？」

「いや、そんなことは……」

「まあ、理屈はさておき、どこがどうなっているのかは実際に真ま似ねして描いてみた方がわかりやすいかな。まずはエッシャーの『滝』を、構造を考えながら大おお雑ざつ把ぱに模写してみようか。細かい模様や装飾は省はぶいていいよ」

　希き崎ざきの指示で、玲音れいん達はそれぞれ画板に紙を載のせた。

　資料を元に模写をはじめてすぐ、彼は玲音に話しかけてきた。

「……ところで、月つき代しろ君。授業とは関係ない話なんだけれど──もしよければ、君が失しつ踪そうした時のことを教えてくれないかな？　僕の知り合いにも失踪者がいて、少し話を聞いたんだけど……君はけっこう期間が長かったんだよね？」

　何な故ぜ、クレアではなくて自分に来たのかと疑問には感じつつ、玲音は気軽に応じた。

「はぁ、そうですね……一週間くらいでしたけど、特に覚えていることはないんです。紅あか街まちで変な満月を見て、急に眠くなって──気づいたら中学校の保健室で寝てました」

　夢の話は意図的に避さけた。〝金の記憶の彫金師〟や〝マリアンヌの宝石箱〟という単語について静しず枝えやクレアから口止めされたことを、玲音はまだ忘れていない。

　希崎が英えい太た郎ろう達に視線を向けた。彼らもまた、同様の失踪者である。

「ええ、俺おれらも同じですよ」

「目覚めた場所はそれぞれの自宅でしたけど……」

　そんな姫ひ想そ華かの言葉を聞いて、玲音はかねてからの疑問をふと思い出した。

「そういや失踪した人達って、ほとんど自宅で一人ずつ見つかったんだっけ……なんで俺とクレアは揃そろって中学校の保健室なんかにいたのかな」

　英太郎が首を傾かしげた。

「ほとんどは自宅の寝室で見つかったけど、そうじゃなかった人もそこそこいるんだろ？　たとえば仕事場、車の中──自宅の風ふ呂ろ場ばなんて人もいたって、ネットの記事に出てたぜ」

　絵を描かずに同席だけしていた亜あ里り亜あが、ここでにやりとからかうような笑みを見せた。

「あ、わかったかも……それってもしかして、本人がリラックスして過ごせる場所に無意識のうちに帰ってきたってことじゃね？　それが仕事場や車の中だった人って、家庭に居場所がないのかもねー」

「……ん？　いや、でも俺もクレアもちゃんと家あるぞ」

　玲音としては当然の指摘のつもりだったが、傍かたわらではクレアが顔を真っ赤にして俯うつむいていた。

　亜里亜が嘲あざけるように鼻で嗤わらう。

「はっ……だってあんたら中学の頃ころ、しょっちゅう保健室でイチャついてたじゃない。クレアの場合、あんたの添い寝が一番落ち着くってことでしょ」

　パキッと鉛筆の折れる音がした。

　クレアではない。姫想華の鉛筆の先が欠けている。

「……添い寝？　玲音、貴方あなた、中学生の分際でクレアに何してたの……？」

　玲音れいんは思わず身を引かせた。姫ひ想そ華かから注がれる殺意の籠こもった眼まな差ざしは、もはや冗談では済まされない。

「ちょっと待って、なんで姫想華がキレるんだ!?　いや、本当に何もしてないし！　鉄てつさん！　鉄さん、第三者の証言頼む！」

　鉄てつ舟しゆうが自みずからのいかつい顎あごに手を添え、昔を思い出すように中空を仰あおいだ。

「……まぁ、確かに俺おれが知る限りでは、クレアが寝つくまで甲か斐い甲が斐いしく手を握っていたくらいか……ただ、知らないところでそれ以上のことが起きていたとしても不思議には思わない」

　真顔の発言だけに説得力が違う。姫想華の目つきが更に強こわ張ばった。

「それ以上のことって何!?　鉄さん、フォローのふりして思いっきり突き落としてるよね!?　クレアも硬直してないで何か言えって！」

　クレアが頰ほおを染め、小声に応じる。

「……あ……えと……うん。そうだよね……たぶん……合ってる……」

「亜あ里り亜あの推論についてじゃなくて！　そこで何してたかって話！　……じゃなくて、別に何もしてなかったっていう証言をほら！」

　クレアの言葉にもスルーしてはいけない要素がありそうだったが、怯おびえる玲音にはそこまで考えが至らない。

　希き崎ざきが苦笑と共に軽く手を叩たたいた。
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「ごめん、ごめん。余計な事を聞いたみたいだ。一応、教師の前だからそれくらいにしてもらうとして……作業に戻ろう。僕はちょっと電話をしてくるから、模写を進めておいてね」

　携けい帯たい電話を片手に、希き崎ざきが隣となりの美術準備室へと消えた。

　姫ひ想そ華かの凶悪な眼まな差ざしに耐たえつつ、玲音れいんは震える手で作業に戻る。

　質問の矛ほこ先さきは玲音から赤面するクレアへと向いた。

「……添い寝って、まさか本当に一緒に寝てたの？」

　クレアが慌てふためく。

「ち、違うよ？　私ほら、中学の頃ころはよく貧血で倒れていたから……保健室にいると、だいたい玲音がついていてくれて──心細い時とか、放課後でも手を握っていてもらったりとか、そういう感じで……」

　少しずつ声が小さくなり、姫想華の眼差しがいよいよ険けわしくなる。

　その緊きん張ちようが頂点近くまで高まったところで、クレアが玲音を上うわ目め遣づかいに見た。

「……い、今になって考えると……私、中学生にしては子供っぽかったよね……？」

「……そっちの理由で照れてたのか。紛まぎらわしいから勘かん弁べんしてくれ……」

　誤解が解けるなり、姫想華の怒ど気きが急速に萎しぼんだ。

「はあ……馬ば鹿か馬鹿しい。模写のほう、ちゃっちゃと済ませましょ。あんまり時間をかけたら希崎先生に悪いわ」

「まったくだ。どんどん昼飯が遠のくしな」

　英えい太た郎ろうが取り繕つくろうように笑い、玲音達は黙もく々もくと作業に戻った。

「……んー。私、ちょっと先生と遊んでくるわー」

　退屈したのか、亜あ里り亜あが一人でふらりと準備室へ向かう。

　鉄てつ舟しゆうは文庫本を読み出した。

　放課後の静かな時間が過ぎる中、黙だまって鉛筆を動かしていた玲音は、ふと妙な声を聞いた。




〝……気づかれたか。どうしたものかな……〟




　何ど処こから聞こえた声かと気になって、玲音はあたりを見回す。

　だが、他ほかの面々は何の反応も示していない。

「……クレア、今、変な声が聞こえなかったか？」

「え？　別に何も？」

　聞き間違いには思えないが、試験明け直後の校内は静まり返っていた。

　体育会系の部活も今日は活動を休んでいる。

　釈然としないままに気のせいだと思い込むことにして、玲音は画板に向かい直した。

　騙だまし絵えの滝と水路は、基本的な構造としては一方通行に水が流れる〝輪〟に見える。その輪を折り曲げて高低差と角度をつけ、三次元的には有り得ない繫つながり方の柱を足すことにより、不可思議な風景をそこに表現している。

　その〝柱〟こそがこの絵の要かなめだということに、玲音れいんは模写をしながら気づいた。

　絵のタイトルは「滝」だが、本当の工夫は「柱」にある。

　見た時に目立つのは大きな滝で、視線もつい水の流れを追ってしまうが、大切な描写はそこではない。

　素直に滝と水路を描こうとしていた玲音は、そのことに気づいて認識を改めた。

　目立つ部分に眼めを奪われると、本質を見失うこともある。

　友人達の鉛筆が紙を擦こする音を聞きつつ、玲音は雑に描いてしまった柱に消しゴムをかけ、新たな柱を描き直しはじめた。
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　美術準備室に亜あ里り亜あが踏ふみ込むと、そこではちょうど希き崎ざきが通話を終わらせるところだった。

「……ええ。引き続き、気をつけておきます。じゃ、また後で」

　彼が携けい帯たい電話をポケットに入れるのを待って、亜里亜は小声に問いかける。

「希き崎ざき先生……心しん弥やさん。どうでした？」

　呼び方を改めるのと同時に、日ひ頃ごろのにやけた調子も自然と消えた。

　希崎心弥がわずかに眉まゆをひそめる。

「……残念だけど、四人ともだ。中に誰かいる。まだ隠れているのか、このまま目覚めないのか、あるいはもう目覚めた状態で意識が希き薄はくなだけなのかはわからないけれど、いることは間違いない。さもなければ、いわゆる二重人格者ってことになる。それがわかっていても今のところは手出ししようがないのが泣き所だね」

　その答えに、亜里亜は深々と嘆たん息そくを返した。

「まいったなぁ……あいつら、いい奴やつなんですよね。クレアお嬢じようさんはともかく、玲音達は普通に一般人ですし、できればこういうことには巻き込みたくなかったっていうか……」

　彼女の立場は少し複雑である。

　小こ泉いずみ亜里亜と山やま路じ鉄てつ舟しゆうは、どちらも親の世代からキャラバン文ふみ槻つき派に属していた。

　二人はクレアの同級生であると同時に、学校における彼女の護ご衛えい役でもある。

　クレアは人から狙ねらわれる理由に事欠かない。

　文槻総合病院の関係者という点から身みの代しろ金きん目的で、キャラバン大幹部の親族という点から人質として、更にはその容姿から変質者にも狙われかねず、そうした事態を未然に防ぐため、同年齢だった亜里亜と鉄舟に白しら羽はの矢やが立った。

　これはクレア自身も承知のことだが、そうした経けい緯いはさておき、今の亜里亜は彼女のことをあくまで友人として認識している。

　亜あ里り亜あ自身も異能者ではありつつ一介の女子高生であり、これまでは気楽な学生生活をそこそこ楽しんできた。

　しかしここに来て、妙な事態に直面している。

　亜里亜としては、まず第一にクレアの身を守るつもりでいる。その過程で友人達と争う事態に直面したとしても、この決意はおそらく揺らがない。

　ただし、もしもそのクレアが敵に回ろうとした場合には──そんな事態は想定したくもないが、その時はどうするか、自分でもわからない。

　彼女に味方してキャラバンを裏切るか、あるいは彼女を追うか、それとも全すべてから眼めを逸そらして逃げ出すか──いずれにしても、亜里亜も多少は揺れている。

　希き崎ざきが亜里亜に向けて椅い子すを勧すすめた。

「まだ危険と決まったわけじゃない。彼らの中に例の〝石〟っていうのが宿っているのは確実だとしても、そこに悪意や敵意は今のところ感じられなかった。宝石箱についてはいろいろと嫌いやな推論も聞くけれど、あまり悲観せず、しばらくは様子見でいいんじゃないかな」

　勧められた椅子に腰掛けながら、亜里亜は上うわ目め遣づかいに彼を見る。

「ひょっとして……気を使ってくれました？　今の電話での報告でも、危険性にあえて眼を瞑つむってくれたりとか……」

　希崎が申し訳なげに首を横に振った。

「いいや。わからないっていうのが紛まぎれもない本音なんだ。僕の力はあくまで、相手の感情を体の周囲に漂ただよう色で読みとるだけ──思考まで読めるわけじゃない。今回だって二人分の感情が宿っていることはわかるけれど、それぞれがどんな相手なのかまでは読めていないからね」

　キャラバン内で〝心眼の心しん弥や〟とまで呼ばれる異能者の弱気な物言いが、亜里亜には意外だった。

「そんなに曖あい昧まいなものなんですか？　先せん輩ぱい達は絶賛していましたけれど……」

「買いかぶりだ。国内では珍しい力だから重宝がられているだけで、僕自身にたいしたことはできないよ」

　謙けん遜そんなのか本気なのか、微妙なところではある。

　人の感情が本人を取り巻く色となって見える──それが希崎心弥の持つ特殊な力だった。

　たとえば怒りや興奮なら赤系統、冷静さや合理的な思考なら青系統、リラックスしているなら緑系統、楽しい気分ならば黄色やオレンジ系統といった具合に、体の周囲ににじみ出る色彩によって、彼は人の感情の動きを読めるらしい。

　肯定的な感情なら白や明るい色に、憎悪などの負の感情なら濃こい黒系統の色に、それぞれ感情が強いほど色が濃くなるとも聞く。

　その力を持たない亜里亜には彼の見える世界などわからないが、たとえば興奮の赤と肯定的な感覚の白が混ざってピンク色の好意として把握できたり、あるいは怒りの赤と憎悪の黒が混ざって赤黒い怒ど気きが見えたり、はたまた冷静な青系統とちょっとした疑いの黒が混ざって灰色に近い色になったりと、細かな色合いの変化によって彼は相手の性格まで把握するという話だった。

　彼が持つその力は、グランレイスという画家が残した風景画からの影えい響きようでもたらされたものである。

　直接戦せん闘とうには向かない力だが、敵意を持つ相手を瞬しゆん時じに見分けられるという点では羨うらやましい。もしも警けい護ご役の自分にそんな能力があれば、どれほど便利かとしみじみ思う。

　亜あ里り亜あの内心をある程度まで見透かしたはずの希き崎ざきは、隣となりの教室に聞こえぬよう声をひそめた。

「今はまだ危険とも安全とも言えないけれど、仮に本人か石か、どちらかが不安定になれば、はっきりわかると思う。その時は君にもすぐ知らせるよ」

「……すみません。よろしくお願いします」

　亜里亜は素直に頭を下げた。

　キャラバンの大人達には、信頼に値する者と値しない者が混ざっている。亜里亜の見たところ、希崎心しん弥やは信頼に値する側の大人だった。

　素直になる理由はもう一つある。

　彼女は希崎が描く絵のファンだった。彼の描く絵には、風景画でも人物画でも、心ここ地ち好よい優しさが感じられる。

　その認識に甘えるような形で、亜里亜は彼に問いかけた。

「さっきの電話って、夢ゆめ路じさんへの連絡ですよね？」

　心弥は苦笑混じりに首を横に振った。

「不安にさせちゃったか……いや、夢路さんじゃなくて文ふみ槻つき先生のほうだよ。可愛かわいい姪めいとその友達の状況が気になっているみたいだ」

　亜里亜は嘆たん息そくを返す。クレアの警護役たる自分には、主あるじの文槻から何の問い合わせも来ていない。

　わかりきってはいたことだが、クレア自身が失しつ踪そう者しやの一員となってしまった今、彼女に近すぎる自分はあまり信用されていないらしい。

　心弥が目元を歪ゆがめた。

「……そういうわけじゃない。文槻先生は、それがたとえ必要なことだとしても、君達に友達を売るような真ま似ねをさせたくないんだろう。君達はどんな状況に陥おちいっても、クレアお嬢じようさんや月つき代しろ君達の味方として動いた方がいいって──僕もそう思っている」

　内心を見透かされた亜里亜はぎくりとした。

（感情の色を読むって……感情の動きだけでそこまでわかるものなの？）

　動揺は顔にも出る。

　その思いすらも読まれたはずだが、希き崎ざきは素知らぬ顔で別のことを言った。

「残念なことだけど、キャラバンの中には困った人も大勢いるからね。もしも僕らが動きを封じられたら君達に頼らざるを得ない。何かが起きても、大事なものを見失わないようにって……君の友人達にも伝えておくといい」

　亜あ里り亜あは髪の毛先をくるくるといじりつつ、肩の力を抜いた。

「……はい。アドバイスに感かん謝しやします」

　彼の異能は、あくまで感情の色が見えるだけだと聞いている。

　そしてその能力を下した敷じきとして、会話の流れとその色の変化から、相手の思考そのものを推察する眼力が磨みがかれたのだろう。

　他派閥の幹部との折せつ衝しようにも、あるいは一般人との話し合いや説得にも、その力は威力を発揮するはずだった。

　彼が幹部の文ふみ槻つきから重宝がられている理由も恐らくはそこにある。

　クレア達の元に戻ろうとして、亜里亜はふと振り返った。

「心しん弥やさん。あの四人の中で、特に気になる奴やつっていました？」

　希崎は一いつ瞬しゆんの間をおいて応じた。

「……月つき代しろ君かな。他ほかの三人も気にはなるけど、彼については中にいる〝石〟が、たぶんもう完全に別人格として目覚めている。ただ──月代君自身はその存在に気づいていない。うまく隠れている。能力まではわからないけれど、警けい戒かいは必要だと思う」

「ああ、あの馬ば鹿か、恐ろしく鈍どん感かんなんですよねえ……」

　良くも悪くも彼は鈍にぶい。クレアがあれだけ露ろ骨こつに好意を示しても、頑かたくなにそれを認めようとしない。

　だが希崎は、亜里亜の言葉に苦笑を返した。

「彼は鈍感じゃないよ。不器用で誠実なだけだ。お嬢じようさんのことは大好きだけれど、自分に彼女を幸せにできるかどうか、今はまだその自信も根拠もない──大学にでも進学して将来の展望がそこそこつけば、自然に覚悟が決まると思うよ。それにお嬢さん自身が今の関係を心ここ地ちよく感じていることも察していて、周囲との関かかわりも含めて、関係性を壊こわさないように立ち回っている節もある。ただ──」

　希崎は少しばかり言い淀よどむ。

「……何かね。他にも抱え込んでいるものがあるみたいなんだ。そっちが解決するまではいろいろ手一杯なんだろう。僕にはその理由まで覗のぞくことはできないけれど、年齢の割には大人びたところがあって自制心が強い。確か……妹さんと二人暮らしだよね？　今はその子の親代わりって感じなのかな。その責任感があるから、自分本位の行動はしたくないんだろう」

　亜里亜は軽く肩をすくめた。

「あー……なんとなくわかりました。やっぱり〝心眼〟ですよね、希き崎ざき先生。初対面でそこまで見抜くとか、普通じゃないです」

「合っているかどうかは怪しいよ。あまり信用しないで欲しい」

　希崎が申し訳なげに頭を下げた。

　仕方ないこととはいえ、相手の心が見えてしまうことには罪悪感もあるのだろう。

　亜あ里り亜あが美術準備室を出ようとした時、希崎の携けい帯たい電話がメールの着信音を鳴らした。次いで亜里亜の携帯にもメールが届く。

「あれ？」

「キャラバンからだね。緊きん急きゆうの連絡だろう」

　亜里亜は液晶を覗のぞき込む。

「……水みな門と市中心部にて異変が発生……？　周囲の者は警けい戒かいを、って言われても……」

　よほどに急いで一いつ斉せい送信したのか、詳しい事象が記されていない。

　心しん弥やも困惑した様子で首を傾かしげる。

「これだけじゃ何とも……テレビでも中継されてるって書いてあるね」

「美術室にありますよ。つけてきます」

　亜里亜は一足先に隣となりの美術室へと戻る。

　黙もく々もくと課題に勤いそしむ友人達と、同じメールを読んでいるであろう鉄てつ舟しゆうを横目に、彼女は隅すみに置かれた液晶テレビのスイッチをいれた。

　チャンネルを替えるまでもなく、目の前に緊急放送が映し出される。

〝御ご覧らんのように、現場は大混乱に陥おちいっています！　これは映画のロケや特とく撮さつではありません！　水門市の中心部で今、現実に起こっている現象です！〟

　興奮気味のレポーターは、清せい家け翼つばさという名の若い娘だった。

　明るく初うい々ういしい仕事ぶりと、丁てい寧ねいな柔らかい物腰とで人気を博しているが、亜里亜の眼めには童顔なのをいいことに猫をかぶっているようにしか見えない。

　夜のニュース番組でもキャスターに抜ばつ擢てきされている彼女は、つい先日まで失しつ踪そう者しやの一人でもあった。

　既すでに番組にも復帰しているが、今日はたまたま現場近くにでも居合わせたらしい。いつもの放送時よりは薄うすい化粧で、着ているものもノースリーブにミニスカートというシンプルな私服である。

　申し訳程度にヘルメットをかぶった彼女の向こう側には、やや粗い映像で、広い道を封ふう鎖さするパトカーや消防車が映っていた。

　そして、更にその向こうには──

「……何、あれ？」

　何事かと画板から顔をあげたクレアが、中継の様子に戸と惑まどいの声を発した。

　亜あ里り亜あ達も揃そろって画面に見入る。

　それはもはや、彼女達が知る街の光景ではなかった。

　見覚えのある道路に、濃のう霧むに覆おおわれた〝古城〟がそびえている。

　日本の城ではない。

　いかにもヨーロッパ風の、複数の尖せん塔とうを持つ荘そう厳ごんな石造りの城が、まるで蜃しん気き楼ろうのようにビル街を睥へい睨げいしていた。

　城の直下は分厚い雲に覆われ、周辺のビルはその雲の中に飲み込まれている。それでいて建物が崩くずれた気配はなく、雲を境目にして周辺の空間が歪ゆがんでいるかのようだった。

　呆あつ気けにとられた一同の中で、玲音れいんがぽつりと呟つぶやく。

「……え？　〝破鏡の城〟……？」

　それは独り言というより、周囲の誰だれかに問いかけるような口振りだった。
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　羽は矢や多た寿とし宗むねは古城の奥深く、謁えつ見けんの間に立っていた。

「これは……夢か？」

　見慣れぬ光景に彼は戸と惑まどう。

　石造りの壁かべに囲まれた大広間。

　正面に置かれた豪ごう奢しやな彫刻つきの玉ぎよく座ざ。

　三階ほどの高さには、複数の明かり取りの窓があり、そこから注ぐ光がまるでスポットライトのように内部を照らしている。

　静けさと相まって、まるで時間が止まった場所にいるような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　つい先程まで、彼は安いビジネスホテルの狭い部屋に軟禁されていた。

　共に失しつ踪そうした部下達もそれぞれ別室にいたはずだが、今は彼らもこの謁見の間にいる。

　若手の実戦派、国くに代しろ剣けん護ご。彼とコンビを組む西さい条じよう雪ゆき菜な。欧州帰りの陣じん内ない時とき緒お。長年の戦友、鷹たか丸まる宝ほう泉せん──

　それぞれの顔色を見定めて、羽矢多は違和感を持つ。

　時緒が無表情なのはいつものことだが、この異常な状況下で、何な故ぜか雪菜と鷹丸までもが落ち着き払っていた。困惑しているのは自分と剣護だけである。

「おい、剣護……」

「社長、なんなんすか、これ……？　なんで俺おれら、こんな所に……」

　時緒がぽつりと応じる。

「……おなかすいた……コンビニとかなさそう……」

　彼女は彼女でいつも通りだった。

　ずれた発言にむしろ安あん堵どして、羽は矢や多たはひとまず息を整える。

「見事なまでに中世の古城だな。俺おれ達がこうして揃そろっているってことは、例の失しつ踪そう事件と関かかわりのある事象だろうが……日本とは思えん」

　携けい帯たい電話は取り上げられてしまったため、電波が通じるか否いなかも含めて確認はできない。

　明かり取りの窓は高い場所にしかなく、外の景色も見えなかった。

「おい、雪ゆき菜な、鷹たか丸まる。お前ら大丈夫か？　反応が薄うすいぞ」

　雪菜からの返事はない。しかし鷹丸は応じた。

「……そうか。お前達はまだ思い出していないのか。羽矢多、こいつは〝破鏡の城〟──リコルドリクの夢で組み上げた異空間の城だよ。外は日本で間違いない。破鏡の城は、〝城主〟が発動させると同時にその範はん囲いにいる任意の人間を内包し、その他ほかの人間を外側へ追い出す──今はここだけ空間が歪ゆがめられた状態だ」

「……あ？　おい、鷹丸、何を言って……」

「リコルドリクの夢は実体化する。いや……正確には、〝人の夢を実体化させる〟のが金の記憶の彫金師の力だ。この城がここにあるってことは──〝城主〟、何ど処こだ？　いるんだろう？」

　彼の静かな声に呼ばれたように、玉ぎよく座ざの裏側から小さな人ひと影かげが現れた。

　羽矢多は瞠どう目もくする。

　そこにいたのは、小学校の低学年と思おぼしきごく普通の少女だった。

　私立の学校に通っているらしく、制服姿でおどおどとした雰囲気ながら、利発そうな顔立ちをしている。

「……〝梟ふくろう〟のおじさん？」

　鷹丸が嘆たん息そく混じりに眉まゆ根ねを歪めた。

「そうだ。また随ずい分ぶんと子供に宿ったもんだな。まぁ、お前は当時も子供だったが……肝心のブロスペクトはもうこの城にいるのか？」

「まだ……別の場所」

　少女の答えに頷うなずきつつ、鷹丸は雪菜へ視線を向けた。

「そうか。で、雪菜、お前は誰だれだ？」

　雪菜が怜れい悧りな眼まな差ざしを虚こ空くうに据えた。

「……〝獅し子し〟です」

「……わかった。怒らせんように気をつける」

　羽矢多は寒気を覚えた。

（これが、神かみ竹たけの言っていた……〝石〟の力というやつか）

　宝石箱の石には、記憶と意志、能力が宿っている──鷹丸や雪菜は、その三つを備そなえた状態で覚かく醒せいしてしまったらしい。

　鷹丸は再び、小学生へと向き直る。

「しかし随ずい分ぶんと目立つ真ま似ねをしたな。俺おれ達を合流させるための措そ置ちか？」

「それもあるけど……〝将軍〟がね。みんなにこのお城を見せれば、それがトリガーになって当時の記憶や能力を取り戻しやすくなるからって……これ、テレビでも中継されているはずだから、それを見て覚かく醒せいする人は多いと思う。覚醒しちゃえば、〝見張り番〟で見つけられるから……」

　鷹たか丸まるが納得した様子で笑った。

「なるほど、そいつはいい手だ。城を片付けても、後はマスコミが録画した映像を勝手に拡散してくれる。今の時代ならではだな。上う手まい具合に手勢が四十人ほども集まれば、けっこうな戦力になるはずだ」

　少女の言葉を聞いてしきりに頷うなずく同僚へ向け、羽は矢や多たは声を荒らげた。

「鷹丸！　一人で納得してないで、わかりやすく説明しろ。こいつは例の失しつ踪そう事件の影えい響きようか!?」

　羽矢多は確認のために問う。

　怯おびえた少女がびくりと肩を震わせ、雪ゆき菜なの背後に回り込んだ。

「……あ。すまん」

　根が優しい羽矢多はつい謝あやまってしまう。

　鷹丸が苦笑を見せた。

「説明か……羽矢多。俺達が失踪したのは、〝マリアンヌの宝石箱〟から解放された〝石〟に触れちまったせいだ。あの時、俺達の体には〝石〟が宿った。それぞれの石には、ブロスペクト一派の異能者達の能力や意志が保存されていた。潜せん伏ぷく期間を経てそれらが目覚め、今、失踪者達は〝ブロスペクトの部下〟として目覚めつつある──これならわかりやすいだろ？」

　剣けん護ごが舌打ちを漏もらした。

「わかりませんよ、鷹丸さん！　〝石〟ってなんです？　俺らが触れたのは人ひと魂だまみたいなやつでしょ？」

　鷹丸は片目を瞑つむって応じる。

「あれな、本当はリコルドリクの異能者が、宝石の形にして宝石箱から一つずつ取り出すはずの代しろ物ものなんだ。だが、皓こう月げつの部下が箱をぶちまけちまったせいで、中に封じられていた迷めい宮きゆう神しん群ぐん、〝金の記憶の彫金師リコルドリク〟ごと解放された。まあ……玩具おもちや箱を蹴け飛とばしてひっくり返したら、中に御神体も混ざってたって寸法だ」

　鷹丸は剣護の傍そばに歩み寄り、その肩を軽く叩たたいた。

　次いで時とき緒おの背中を撫なで、羽矢多の真正面に立つ。

　ひょろりとした長身から放たれる気配は、以前の彼とは少し違っていた。

「で、俺らやブロスペクトみたいな、本来は解放されちゃまずい連中のコピーまで流出した。今の俺は鷹丸宝ほう泉せんであるのと同時に、ブロスペクトの部下、〝梟ふくろう〟のウェルニックとしての記憶も併せ持っている。鷹たか丸まるなんて名前の俺おれに〝梟ふくろう〟の力ってのは微妙なところだが──ま、どっちも猛もう禽きん類か」

　鷹丸は冗談でも言ったように笑った。羽は矢や多たの知っている鷹丸は、滅多なことでは笑わない男だった。

　常に胃痛を抱えていそうなしかめ面つらが、今はなりを潜ひそめている。

　同僚の中身が別人になってしまったような感覚に陥おちいり、羽矢多は身を堅くした。

　鷹丸が肩をすくめた。

「そう怖い顔をするなよ、社長。元はといえば、お前が何の事情も話さずに俺らを巻き込んだからこんな状況になっているんだろ？」

「それは……そうだが……」

　図星を突かれて、たちまち言葉に詰まる。

　鷹丸はまたにやにやと笑った。

「といっても、恨み言を言う気はないから安心しろ。体や意志を乗っ取られたわけでもない。なんていうかな……〝遠い昔のことを思い出した〟って感覚だ。前世がどうのこうのと怪しいことを言う気はないが、感覚としてはああいう系統に近いのかもしれん。さて……」

　彼は自身の口に指を突っ込み、喉のどの奥から指先程度の小さなビー玉を取り出した。

　瑠る璃りの都の鐘かね打うち、レティスマの異能者である鷹丸は、自みずからの喉の奥で通つう信しん球きゆうを生成できる。同じ人物から取り出した球は相互に通信が可能で、いわばトランシーバーのようなものだった。

　彼はその石を持つ他ほかの〝誰だれか〟に向けて話し始める。

「どうも。城主と合流しました……ええ。西さい条じよう雪ゆき菜なには〝獅し子し〟が宿っていたようです。羽矢多寿とし宗むねと国くに代しろ剣けん護ご、陣じん内ない時とき緒おにはまだ覚かく醒せいした様子がありません。ま、彼らはブロスペクト一派の異能がなくても、味方になれば充分すぎるほどの戦力ですが……覚醒次第、〝見張り番〟に確認させましょう」

　羽矢多は彼を睨にらむ。

「……鷹丸。その通信球で、誰と話している？」

「ああ、代わろう。先方もお前と話したいそうだ」

　羽矢多は鷹丸から透明な球を受け取る。

　耳元に寄せると、年若い娘の声が華やかに響ひびいた。

〝こんにちは、羽矢多さん。そちら、凄すごいことになってしまいましたね。テレビでも騒さわいでいますよ〟

「……皓こう月げつか」

　ほぼ予想していた通りの相手に向けて、羽矢多はやたらと深い嘆たん息そくを送った。

「お前のせいでさんざんな目に遭あっているが、文句は後で言わせてもらう。いつの間に鷹丸を懐かい柔じゆうした？」

　通つう信しん球きゆうの向こうで娘がくすりと笑う。

〝人聞きの悪いことを仰おつしやらないでください。羽は矢や多たさんの周辺は警けい戒かいが厳きびしすぎたので、鷹たか丸まるさんに緊きん急きゆう時の連絡役をお願いしたのです。はじめは断られましたけれど、お仲間の命を守るためならと受けてくださいました〟

「実際、気は進まなかったがね……有う楽らく原ばらさんはいざとなったら俺おれらを切り捨てるだろう？　あの人はそういう人だ」

　この点は羽矢多も否定できない。庇ひ護ご者しやの有楽原は、たとえ相手が長年の友人や家族であろうと、必要とあらばいくらでも非情になる。

〝羽矢多さんも皆さんも、私と手を組みませんか？　このままでは、いずれ皆さんは危険因子と見なされて始末されます。さもなくば有楽原氏から実験動物扱いか。いずれにしてもただではすみません〟

　元をただせば彼女のせいだけに釈然としないものはある。

　しかし鷹丸は既すでに覚悟を決めていたらしく、雪ゆき菜なの隣となりに立った。

「どうする、羽矢多。俺はまだ死ぬつもりはない。少なくとも、俺とこいつはもう皓こう月げつの下へ行くつもりだ。後はお前次第だぞ」

「馬ば鹿かな……おい、皓月。そもそもお前、何が目的だ？　こんな形で俺達を巻き込んで、お前に何の得がある？」

　通信球からは別の人物の声が聞こえた。

〝……羽矢多さん。貴方あなたは御自身を過小評価しすぎだ〟

「……おい、神かみ竹たけか？」

　その声の主は、キャラバンに属する年若い青年幹部だった。

　つい数日前、彼は有楽原からの伝言を携たずさえ、羽矢多の下に面会に来ている。

　たった数日の間に何が起きたのかと訝いぶかりつつ、羽矢多は驚おどろきに顔をしかめた。

「どういうことだ。どうして君が皓月と共にいる？」

〝こちらに来てから話します。とりあえずそこを脱出してください。キャラバンの調査班がじきに突入してくるはずですから、その前に城を仕し舞まったほうがいい。仲間になるかどうかは合流後に判断してもいいでしょう。お待ちしています〟

　通信が切れると同時に、鷹丸が羽矢多の肩を叩たたいた。

「俺達を見張っていた監視役の連中は、城主が城の外に追い出した。ホテルが消えて急に城ができたせいで、連中もまだ戸と惑まどっているはずだが……穏おん便びんに脱出するなら今だろう。〝緊急事態だと判断した〟とでも言えば、後で戻るにしても言い訳が立つ」

　羽矢多は歯は嚙がみした。

　皓月の思う通りに動くのは癪しやくだが、上司として鷹丸と雪菜だけを行かせるわけにもいかない。

　脇わきから時とき緒おも呟つぶやいた。

「社長、行こ？　残ってもいいことないと思う」

　寝ぼけたような物言いが多い娘だが、彼女はここぞという時の判断力には長たけている。紅あか街まちで失しつ踪そうした時にも、羽は矢や多たとともに最後まで粘っていた。

　彼女の言葉に背を押され、羽矢多は決意した。

「流されるようで癪しやくだが……剣けん護ご！　巻き込んですまんが、それでいいか」

　国くに代しろ剣護も鼻筋を歪ゆがめつつ頷うなずいた。

「俺おれは社長に従います。雪ゆき菜なと鷹たか丸まるさんを乗っ取っている〝何か〟も気になりますし……」

　困惑する彼に、鷹丸が苦笑を返した。

「だから乗っ取られてねえって。性格が少し変わったのは躁そう鬱うつみたいなもんだ。俺は鷹丸宝ほう泉せんだし、こいつは西さい条じよう雪菜で間違いない。ただ、昔に生きた他人の記憶を思い出して、今までの自分とは少し違った価値観が生まれた。雪菜はまだ覚かく醒せいしたばかりで、ちと寝ぼけているだけだろう」

　羽矢多としても同僚のその言葉を信じたかったが、生あい憎にくと虚実を見破る術すべなど持ち合わせていない。

（くそっ……まいったな。雪菜はともかく、鷹丸とは長い付き合いだってのに……奴やつを信じきれん）

　内心でそんな愚ぐ痴ちをこぼした直後──

　羽矢多の脳裏に、鷹丸の言葉が流れてきた。

〝まったく、羽矢多は相変わらず心配性で困る。まあ、そこがこいつの甲か斐い性しようってことなんだろうが……しかし敵同士にはなりたくない。なんとか説得しないとな──〟

　それは音声として聞こえたわけではない。明確な言葉とも言い難がたい。

　まるで羽矢多自身が相手の思考を推測しているような感覚だったが、推測と大きく異なる点は、その内容があまりに具体的でなおかつ確信的なことだった。

　初めての奇妙な感覚に、羽矢多は額ひたいを押さえつつ呻うめくような声を紡つむぐ。

「……おい、鷹丸。お前……何かしたか？」

　はじめは、鷹丸の側が思念を送る能力にでも目覚めたのかと思った。

　しかし鷹丸は訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

「いや？　……どうした、羽矢多。まさか──城を見て、お前も目覚めたか？」

　返事を保留して彼から視線を逸そらし、羽矢多は時とき緒おを見る。

　無表情な部下は、今もぼんやりと暇ひまそうに立っていた。

〝おなかすいた……ここ出たら移動中におにぎり買えるかな……十個くらい買お……あと唐揚げと抹茶プリンといかせんべいとシュークリームと……飲み物はどうしよう……ていうか回転寿ず司し行きたい。解放記念に社長おごってくれないかな……〟

「……んん？」

　次いで羽は矢や多たの視線は雪ゆき菜なに向く。

〝早くブロスペクト様と合流しないと──早くブロスペクト様と合流しないと──早くブロスペクト様と……〟

　そんな繰くり返しの言葉に混じって、その足下にまとわりつく少女からも別の意志が伝わった。

〝……この人達、本当に役に立つのかな……皓こう月げつお姉ちゃんが期待するほどの人達には見えないけど……獅し子しのお姉ちゃんはともかく、梟ふくろうのおじさんとかなんか雑ざ魚こっぽいし……この社長さんとか、体が大きいだけで見かけ倒しだよね、きっと〟

　辛しん辣らつな子供の意見に戸と惑まどいつつ、羽矢多は眼めを閉じた。

　自分以外の全すべての思考が遠ざかる。

　代わりに、鼓膜を通して剣けん護ごの声が聞こえた。

「……社長？　どうしました？」

「いや……なんでもない」

　眼を開けた羽矢多の脳裏に、今度は彼の言葉が伝わってきた。

〝しっかりしてくださいよ、社長。雪菜や鷹たか丸まるさんがあんな状態だし、俺おれ、もう何が何だか……この上、社長までおかしくなったらどうしていいか……〟

（なんだ……これは……？）

　戸惑う羽矢多の頭の中には、これまで存在しなかったはずの記憶が蘇よみがえりつつあった。

　欧州の地。

　城の一いち隅ぐうに佇たたずむにこやかな細身の青年。

　その周囲に集つどう彼の仲間達。

　そしてマリアンヌの宝石箱と、箱を手にした〝金の記憶の彫金師〟リコルドリクの異能者──

　それらの記憶を引き出すきっかけとなったのは、この城内の風景だった。

　羽矢多はこの城を確かに知っている。

　破鏡の城は、〝城主〟によって持ち歩きが可能なブロスペクト一派の拠点だった。

「そうか……こういうことか」

　思わず独りごち、羽矢多は混乱の抜けない頭で思案を巡らせた。

　これは石の記憶であり、能力である。

　ただし、羽矢多に宿った石の記憶はあくまで断片的で、〝意志〟については欠けているらしい。

「……すまん。ちょっと込み入った話をしてくる」

　部下達に断りをいれてから、彼は謁えつ見けんの間の隅すみまで歩く。そして周囲には聞こえぬよう、ごく小声で通つう信しん球きゆうに話しかけた。

「皓月……皓月、聞こえるか？　お前らには〝見張り番〟を経由していずれバレるだろうから、今のうちに知らせておく。俺おれに宿った石は──どうやら〝語かたり部べ〟らしい。つくづく面倒事に巻き込んでくれたな」

　先程の電話で鷹たか丸まるは、皓こう月げつの近くに〝見張り番〟がいることを示し唆さしていた。石を見分けるその力の前では、力を隠そうとしても隠しきれないことを羽は矢や多たは既すでに思い出している。

　見張り番は、石の所有者の位置を探索できる唯一の力だった。

　その仕組みは二段階に分かれている。

　まずは覚かく醒せいした石に対するレーダーのような力で、これによって見張り番は、自分を中心とした半径十キロほどの範はん囲いにある他ほかの石の位置を大おお雑ざつ把ぱに把握できる。

　この時、通常のレーダーが異物を点として把握するように、その光点が何の石の宿やど主ぬしなのかまでは把握できない。

　二段階目として、その石の持ち主を視界におさめるか、あるいは写真などで外見を確認することによって、石の種類を判別できる。

　かつては捕ほ縛ばくされた仲間の救出や戦況の把握などにおいて活かつ躍やくし、〝皇帝〟や〝将軍〟に対する忠誠心も厚かった。

　その石の宿主が皓月の傍そばにいる以上、目覚めていないふりをするのは無駄である。

　透明な通つう信しん球きゆうから皓月の明るい声が聞こえた。

〝素晴らしいですわ、羽矢多さん。心の声を聞くその力……私は歓迎いたします。これで羽矢多さんに私の真心を知っていただけますもの〟

「……お前の深しん淵えんを覗のぞくと、こっちも地じ獄ごくを見る羽目になりそうだ……くそっ」

　羽矢多が舌打ちを漏もらした理由は、石に宿っていた〝記憶〟にある。

　遠い過去──

　この〝語り部〟の異能によって周囲の人間の心の内を覗き続けた異能者は、当然のようにそのことで人間不信に陥おちいったらしい。

　その記憶が羽矢多の中に流れ込み、鬱うつ々うつたる気分までもが伝わってくる。

　羽矢多に宿った〝語り部〟の異能は、単にリアルタイムで相手の思考を読み取るだけのものではない。

　まるで一人の人間の人生を自在に語りあげるようにして、相手の思考や記憶を覗き見することができる。

　人間の脳をハードディスクに、記憶をデータにたとえれば、語り部の力はそのデータを外部から検索し、知りたい情報へアクセスする特殊なウィルスにも似ていた。

　こうした能力は、少なくとも羽矢多の信条には合わない。他人の思考を覗き見する力など胸むな糞くそが悪いだけだと思う。

　キャラバンの文ふみ槻つき派には〝心眼の心しん弥や〟と呼ばれる人の感情を色彩で見分ける異能者もいるが、それはあくまで喜怒哀楽の感情を見み極きわめる程度の曖あい昧まいな力だと聞いていた。

　見た相手の内心が言語化され、その細部まで把握できてしまうこの力は、それよりも遥はるかに危険な代しろ物ものといえる。

（乱用はできん……が、相手を見て、こちらが知りたいことを考えるだけで勝手に能力が発動する。こいつは厄やつ介かいだ）

　彼の不快感を見透かしたように、皓こう月げつが通つう信しん球きゆうの向こうでくすりと笑った。

〝羽は矢や多たさん。物は考えようですわ。語かたり部べの力は真実を見抜く力。私や有う楽らく原ばらさんの真意を見抜ければ、それが部下の方々の命を守ることにもつながります。その力は貴方あなた一人のものではなく、仲間を守るためのもの──そう考えたらいかがです？〟

「…………お前の口の巧うまさと頭の回転の速さには心底、感かん嘆たんする」

　誉ほめ言葉というよりは単なる皮肉のつもりだったが、皓月には軽く受け流される。

〝お褒ほめにあずかり光栄です。城主を送った車が城の中庭に待機していますわ。行き先は彼らが知っていますから、皆さんを連れてそちらへ。城を仕し舞まえば周囲の空間は元に戻ります。お気をつけて〟

「……わかった。それと、すまんが寿す司しを用意しておいてくれ。あと抹茶プリンと……いや、全部はいいか。一人、腹を空すかせている部下がいる。そいつ一人で四人前は食うはずだ」

　羽矢多は通信を切り、広間の隅すみから仲間達の前へと戻った。

　一同を見渡すと、その心が流れ込んでくる。

〝社長……これからどうするんですか？〟

〝羽矢多、決心はついたか？〟

〝……ブロスペクト様に従わない気なら、社長といえど……〟

〝早く帰りたいなあ。ここ退屈……〟

〝社長、ごはんごはん。お寿司お寿司〟

　若じやつ干かん一名が完全に石に心を乗っ取られ、更に若干一名がいつもと変わらなすぎて逆に不安だったが、ともあれ羽矢多には部下を巻き込んでしまった罪悪感と、上司としての責任があった。

（こいつらの身は守ってやらんとな……）

　その思いとともに、彼は低い声で指示を出す。

「まずは皓月に会って話を聞く。城の中庭に車を待たせているそうだ。彼らと合流したら城を片づけて、混乱に紛まぎれて逃亡する」

　鷹たか丸まるが真っ先に頷うなずいた。

「了解だ。しかし、この騒そう動どうで周囲の道が封ふう鎖さされていそうだな」

　城主の少女がぽつりと応じた。

「──大丈夫。包囲されてるとこで破鏡の城を出し入れすれば、その人達を別の場所に追い出して道を開けられるし──そんなことしなくても、包囲の内側から外へ出る分には通してくれると思うし」

　小学生らしからぬ合理的な物言いに、羽は矢や多たは感心した。

「なるほど……お嬢じようちゃん、賢かしこいな。名前は？　俺おれは羽矢多寿とし宗むねだ」

「……妃ひ奈な乃の。胡桃くるみ澤ざわ妃奈乃……」

　少女が不安げに応じる。

　羽矢多にはその心の中が瞬しゆん時じに把握できた。

〝……え。この人、もしかしてロリコン……？〟

　怖がらせないようにと愛想をよくしたのが裏目に出たらしい。

　心の声に弁明するわけにもいかず、羽矢多は雪ゆき菜なに声を向けた。

「雪菜。この子はお前に任せる。きちんと守ってやれ」

「……はい」

　西さい条じよう雪菜は素直に頷うなずいた。

（私に命令できるのはブロスペクト様だけなのに……まあ、社長ならいいか……どのみち城主は貴重だし……）

　どうやらその程度には、以前の信頼関係も残っているらしい。

　思考が読めることの善よし悪あしを思いつつ、羽矢多は一行を先せん導どうしはじめた。

　城の構造は憶えている。より正確には、つい先ほど思い出した。

　謁えつ見けんの間を出てすぐ、彼は石いし壁かべに空いた小窓から外を眺めた。

　霧きりが深く何も見えないが、遠くからはヘリコプターの迫る音が聞こえる。

　この城の映像は、しばらくニュースで頻ひん繁ぱんに流されるのだろう。

　そしてそれを見る度たびに、失しつ踪そう者しやの多くが覚かく醒せいに近づいていく。

　失踪から戻ってきてすぐキャラバンに囚とらわれた羽矢多は、今回の失踪者達の氏名や素す姓じようをまったく把握していない。軟禁中も外部からの情報を遮しや断だんされ、携けい帯たい電話すら取り上げられていた。

　名も知らぬ失踪者達の今後の運命の変転を思い、彼は歯を食いしばる。

（皓こう月げつ……こんな騒さわぎを起こしてまで戦力と権力が欲しいのか？　神かみ竹たけまで仲間に引き入れて、あいつはどうかしている……）

　彼女に妙なカリスマがあることは否定しない。彼女を警けい戒かいしつつも、その掌てのひらで踊らされる人間も多い。羽矢多自身、今はいいように利用されている。

　そんな現状を理解しつつも、羽矢多は皓月に心から従う気はない。

　彼女は人の上には立てるが、〝主あるじ〟の器うつわではない。

　彼女が動くのは自身の欲望のためであり、そこに大義はないと感じる。

　その判断は以前と変わらないが、同時に羽矢多の心には、先程まで存在しなかったある変化が起きていた。

（……ブロスペクト、か）

　その名を持つ異能者について、〝語かたり部べ〟の記憶は曖あい昧まいだった。

　肯定的な感情はあるが、どんな思想を持つ人物だったのかは思い出せない。またキャラバンの歴史について疎うとい羽は矢や多たには、前提となる知識もない。

〝皇帝〟の意志を受け継ぐ者への興味を覚えつつ、羽矢多は主あるじなき謁えつ見けんの間を後にした。
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　突如現れた〝城〟の中継現場では、一つの小さな事件が起きていた。

　たまたま現場に居合わせ、そのまま臨りん時じレポーターの役をこなしていた清せい家け翼つばさ──

　彼女が不意に黙だまり込んでしまったことで、中継スタッフの間にちょっとした混乱が生まれた。

　音声の不具合を装よそおってそのままスタジオに戻し、放送としての体てい裁さいは保ったが、翼は城を見上げ立ち尽くしたままで動こうとしない。

　カメラを止めた直後、スタッフの一人が傍そばに駆かけ寄る。

「清家ちゃん？　気分悪い？　もしかして熱中症？」

　七月の上旬ながら、今年の夏は涼しい日々が続いていた。

　日中でもあまり汗をかかない程度の爽さわやかな気候で、熱中症を心配するような状況でもないが、万が一ということもある。

　ことに清家翼は原因不明の失しつ踪そう事件から戻ってきたばかりで、局内でも気き遣づかわれていた。

　ノースリーブにミニスカートという夏らしい私服の彼女は、ぼんやりしたままマイクを落とし、ヘルメットを投げ捨てた。

「わわっ！　ちょっと、清家さ……！」

　マイクを拾いつつ彼女を見上げたスタッフは、その頰ほおに流れる涙を見て絶句する。

「清家さん、大丈夫？　ちょっと車で休も？　ね？」

　別のスタッフが肩を摑つかもうとすると、彼女は置いてあった自みずからのスポーツバッグを持ち上げ、するりと前へ歩き始めた。

　スポーツジムに向かう途中でたまたま変事と中継車に遭そう遇ぐうしたため、バッグの中身はただの着替えである。

　進む先には警けい察さつが規制線を敷しいていた。

　見張りに立っていた若い警察官が両手をわずかに広げ、彼女の正面に立つ。

　顔も名も知られた翼には、警察官の対応も柔らかい。

「清家さん？　すみませんが、ここから先は立ち入り禁止ですよ」

「……どきなさい」

「はい……？」

　揺れるような足取りで翼は前へ進む。

　それを止めようとした警けい察さつ官かんが、鈍にぶい衝しよう撃げき音おんと共にたちまち数歩後ろへと吹っ飛んだ。

「あがっ！　ぐっ……ろ、肋ろつ骨こつっ……がっ……!?」

　胸を押さえて路上で悶もだえる彼を、翼つばさは一いち瞥べつすらしない。

　彼女の両手には、いつの間にか古い革製のボクシンググローブが装着されていた。

　本革特有の鈍い光こう沢たくを放つ無骨なグローブは、今となっては古物商にしか置いてなさそうなビンテージ品である。

　スタッフの誰だれも、彼女が警察官を殴る瞬しゆん間かんを目視できなかったが、その態度だけで彼女の仕し業わざであることは明白だった。

「ちょ、ちょっと、清せい家けちゃん!?　待って待って！　やばいって！」

　複数のスタッフが反射的に彼女へ駆かけ寄ろうとした。

　肩を摑つかもうとした青年の顔面に、裏うら拳けんがめり込む。

　反対側から近づいた男は、片手間のように顎あごを打ち上げられ、そのまま膝ひざをついてから仰あお向むけに倒れ伏した。

　彼は白目を剝むき、完全に意識を飛ばされている。

　尋じん常じようでない気配を察し、他ほかのスタッフもここでようやく立ちすくむ。

　清家翼に格かく闘とう技ぎの経験などはない。そんな彼女が、警官を含む大の男三人を一撃の下に倒した。

　周辺にいた野次馬がどよめき、他の警官達も集まってくる。

　その間にも彼女は道路を封ふう鎖さするテープを乗り越え、古城に向けて歩き出していた。

「こら！　入っちゃだめだ！」

　警官は警棒も持たずに、小走りに彼女へ駆け寄った。

　刃物も持たず、走って逃げようとしているわけでもない若い女性に対し、彼らは明らかに油断していた。仲間やスタッフが倒れているのも、せいぜい突き飛ばされた程度と勘かん違ちがいしたものらしい。

　当然、銃を抜く素振りすら見せない。

　仮に銃を使ったとしても彼らに勝ち目は薄うすかったが、その点ではその危機感の薄さこそが、結果的に彼らの命を救うことにつながった。

　銃を使われれば、翼も相手を完全に沈ちん黙もくさせる必要が出てくる。

　しかしそうでないなら、いちいち相手をすることもない。

　寄ってきた警官達の目の前で、翼の姿が瞬時に消えた。

　神かみ業わざのようなフットワークで、彼女は警官達の隙すき間まをすり抜け、そのまま黙々と歩を進める。

　彼女を見失った警官達が頓とん狂きような声をあげた。

「……あれ？」

「あ、おい！　こら！」

「あんた、そっちは立ち入り禁止だって！」

　慌てて追いすがろうとした彼らの後ろから、この場に似つかわしくない特徴的な足音が響ひびいた。

　アスファルトを素早く叩たたく、硬い〝蹄ひづめ〟の音──

　現代日本の街ではまず聞こえるはずのないその音に警けい官かん達が振り返った時、音の主は彼らの頭上を高々と飛び越え、翼つばさの隣となりに降り立っていた。

　真っ黒な、まるで影かげのような毛並みの堂々たる馬──

　しかし警官達は、その馬体よりもむしろ乗り手の姿に驚おどろきの声をあげる。

　彫像のようにぴたりと静止したその馬の背には、丸々と太った黒い〝虎とら〟が乗っていた。

　本物の虎ではない。紅あか街まち中華街のマスコットキャラクター、黒い虎を模した〝くろとらくん〟の着ぐるみである。

　基本的には虎を模したデザインだが、その着ぐるみは何な故ぜか尻尾しつぽの部分だけがエビの尾になっていた。

　見開かれた眼めといかにもネコ科らしい口元の造形は〝微妙に怖い〟〝瞳どう孔こうがやばい〟〝人を餌えさとして見る眼〟〝病んでる肉にく食しよく獣じゆう〟と評される完成度で、要するに可愛かわいさと不気味さが四対六程度の割合で同居している。

　ほぼ三頭身の丸々とした体型は、馬に乗るには明らかにバランスが悪い。太く短い手足は手た綱づなを握ることも鐙あぶみを踏ふむこともできそうにないが、手綱は自然とその腕にくっつき、鐙はまるで洗面器のような形状となって脚部を支えていた。

　呆あつ気けにとられる警官や野次馬達を横目に、着ぐるみは肉球が張り出した掌てのひらを翼に向ける。

「やっほー、〝拳けん闘とう士し〟さん。久しぶり。ぼくのこと、憶おぼえてる？」

　やたらと明るく、ややハスキーな声だった。

「……〝騎き士し〟ですか？」

　着ぐるみの中身については心当たりがない。しかし、目の前にいる馬のことは確かに憶えている。

　馬の形をしているが生き物ではなく、その正体は騎士の〝影〟が形を変えたものだった。

　自身の影を乗りこなしているため、馬の形を保ったままで下馬して離れることはできないが、影のできる場所でさえあれば、どんな悪路であろうと高速で走り抜ける。

　その能力は、かつての欧州においては緊きん急きゆう時の移動や伝令にと活かつ躍やくした。単体での戦闘には向かない力だが、他ほかの仲間を乗せて戦場を駆かけたこともある。

　着ぐるみのくろとらくんがコミカルに両手を掲げた。

「だいせいかーい。じゃ、ご褒ほう美びに〝皇帝〟のところへ案内するね。残念だけどあの城にはいないんだ。ぼくは〝城主〟が逃げ遅れた場合に備そなえて、将軍の指示でここに待機していたんだけれど──城はもうすぐ消える。皇帝に会いたければ一緒に来てね」

　白馬の騎き士しならぬ黒馬のくろとらくんを見上げた翼つばさは、じっとりとした眼まな差ざしのままで嘆たん息そくした。

「それはありがたい話なのですが……その前に、貴方あなたのその格好はなんです？」

　くろとらくんが馬上で不思議そうに首を傾かしげた。

「知らない？　紅あか街まち中華街のマスコットのくろとらくんだよ。ちゃんとエビのしっぽもついてるでしょ？」

「名前とか所属はどうでもいいです。どうしてそんな格好をと、理由を聞いているのです」

　くろとらくんが逆方向に体を傾かたむけ直した。

「……趣味？」

　翼はボクシンググローブをはめた片手で眉み間けんを押さえる。

「…………せめてカモフラージュとか陽動で目立つためとか、それらしい理由をこじつける気はないんですか……だいたいそのエビの尻尾しつぽもなんなんです？　虎とらと関係ないし邪じや魔まなだけでしょう」

　くろとらくんが片手を顔の前で打ち振った。

「いやいや。だって、中華料理っていえばまずエビのチリソースだよね？」

「……そうですか？　私はラーメンとかチャーハンのイメージですが……」

　くろとらくんはあっという間にこの意見を流す。

「で、エビっていえばブラックタイガーだよね？」

「……もういいです。だいたいわかりました」

　どうせ企画者は酔っ払っていたのだろう。目の前にいたらとりあえず一発くらいは殴っていたかもしれない。

　翼は呆あきれ返りつつ、黒馬の背に飛び乗った。

　思えばかつての〝騎士〟も軽い性格だった。気のいい仲間ではあったが、真剣味には欠けている。

「き、君達、待ちなさい！」

　ようやく我に返った中年の警けい察さつ官かんが声を張った。

　それを無視して、翼はグローブをはめたままの手を着ぐるみの背に添える。

　エビを模した尻尾が少し邪魔だったが、黒馬の背は彼女の太ふと股ももや足に吸いつくようにして、その身を完全に支えてくれた。

　たとえ不安定な姿勢であっても、騎士がその気にならない限り、同乗者がこの馬から振り落とされることはまずない。

　たちまち影かげの馬が地を蹴けった。

　助走もなしでその身は高々と跳ね上がり、駐車してあったパトカーの上を一いつ瞬しゆんで飛び越える。

　夢のように非現実的な光景は更に続いた。

　野次馬が遠巻きに見つめる中、馬は風が流れるような速さでオフィスビルへ正面から突っ込む。

　激げき突とつするかと誰だれもが思った矢先、その馬体は窓に対して垂直に傾かたむき、混み合った道を避さけてビルの側面を駆かけ登り始めた。

　蹄ひづめで窓ガラスを割ることもなく、軽快な音だけを効果音のように残して、着ぐるみと翼つばさを乗せた馬はビルの屋上まで素早く走る。

　啞あ然ぜんとして見上げる人々を尻しり目めに、くろとらくんが翼へと話しかけた。

「拳けん闘とう士しさん、知ってる？　ぼくらの〝本物〟は、百年以上前、キャラバンに負けちゃったみたいだよ。ブロスペクト様も卑ひ怯きような手段で殺されたんだって」

　そのことには薄うす々うす感づいていた。

　もしもブロスペクトがキャラバンに勝っていたならば、この世界の有り様はもっと明確に変わっていたはずだった。

　この時代に生きる清せい家け翼が学んだ歴史の中に、ブロスペクトの存在を示すものは何もない。

　それはつまり、〝拳闘士〟の異能を宝石箱にコピーしてからさほど時間をおかず、自分達が敗北したことを示している。

「今のキャラバンは当時より凄すごく大きな組織になっていて、世界中に支部があるんだ。でも、その内部は派閥争いでガタガタ……詳しいことは後で説明するけれど、まずは一つ、大事なことを教えておくよ」

　無人のビルの屋上から眼下の人々を眺めつつ、くろとらくんがおどけて愛あい嬌きようを振りまいた。

　しかし次に彼の口から紡つむがれた言葉は、おどけたポーズに似つかわしくない内容だった。

「キャラバンの創設者、〝翁おきな居い夢ゆめ路じ〟は、この世界で今もまだ生きている。しかもあの時から、まったく年をとっていない」

　翼の背中が、得体の知れない悪お寒かんによってぶるりと震えた。

「……どういうことですか？　年をとっていないというのは──」

　くろとらくんが頷うなずいた。頭が大きいため、小さな動きも大きく見える。

「彼は老化しないんだ。ブロスペクト様も当時、言っていたよね？　〝彼は人間じゃない〟って……あの頃ころのぼくは半信半疑だったけれど、今なら納得できる。キャラバンでの呼び名は〝不老の夢路〟──まさか創設者が長老格として未いまだに現役なんて、これはもう、天がぼくらに〝リベンジしろ〟って言ってるようなものだよね？」

　翼は何も言えない。

　翁居夢路──

　その名は忘れようと思って忘れられるものではない。

　さして強い力を持つわけでもなく、頭脳も明めい晰せきというわけではなく、カリスマもなければ大望もない、つまらない男の名である。

　そんな怪しい東洋人がブロスペクトと正面から対立し、他ほかの異能者達を巻き込んで〝キャラバン〟なる秘密結社を立ち上げ、幾度も刺し客かくを差し向けてきた。

　子供じみた言い方をすれば、〝悪の首領〟も同然である。

　翼つばさは拳こぶしに力を込めた。

　殺気を放つ彼女をなだめるように、くろとらくんが笑った。

「落ち着いてね、拳けん闘とう士しさん。今の時点で君にこのことを教えたのは、もしも彼を見かけた時に暴走して欲しくないからだよ？　今後の方針はこれからブロスペクト様が決める。今はまず、覚かく醒せいした仲間達をきちんと集めるのが先なんだ。場合によっては翁おきな居い夢ゆめ路じにも利用価値があるかもしれないし……何より、ブロスペクト様は彼に用があるはずだから」

　自制を求めるその声に、翼はどうにか頷うなずきを返した。何も聞いていなければ、彼を見つけた時点で激げき高こうしていたことは間違いない。

「ま、さすがに当時のキャラバンのメンバーは彼以外に残っていない。当時から中立だったフェルディナンやエスハは相変わらずみたいだけど、今のキャラバンで本当に怖い相手は数えるほどだ。創設時の理念が薄うすれて権力争いで組織も腐ってきてるし、ほうっておいても内側から瓦が解かいしそうなくらいだよ」

　現状を伝えるくろとらくんは心から楽しそうだった。

　翼は馬上から空を見上げる。

　真っ青な夏空に白い雲が眩まぶしい。

　翼にとっては見慣れた空だが、拳けん闘とう士しにとっては異国の空である。

　陽光に眼めを細めながら、翼はふと思い出す。

　コピーたる自分にとっての、最後の記憶──

　即すなわち、宝石箱に異能を保存したその時も、今日のような快晴の日だった。

「人生は宝石箱──だけど、中に何を詰めるかは自分次第──」

　それはかつて、〝記録者〟と呼ばれた仲間に言われた言葉だった。

　そこに詰めるものとして宝石を選ぶかゴミを選ぶか、それによって人生は大きく変わると彼女は言った。

　不思議な雰囲気のある娘で、彼女に対しては主あるじのブロスペクトも特別扱いをしていた。

　その力の特異性も含めて、拳闘士達にとっては重要な仲間である。

　くろとらくんが小声に応じた。

「懐なつかしいな。〝記録者〟の言葉だね。彼女はまだ見つかっていないんだ。今、見張り番が最優先で探しているんだけれど、覚醒が遅れているみたいで……キャラバンに捕まる前に、一刻も早く保ほ護ごしないとね」

「ええ。彼女には……また会いたいです」

　彼女とは言ったが、今の宿やど主ぬしが男か女かはまだわからない。

　騎き士しが振り向いた。

「一応、確認しておくよ──君は、現代での〝清せい家け翼つばさ〟としての仕事に未練はないのかい？　今ならきっと普通に戻れるよ」

　ビルの屋上から下界を見下ろしつつ、翼はこのくだらない問いに嘆たん息そくを返した。

「私が失しつ踪そうしていた間──私がいなくても、局では特に何の支障もなかったようです。それだけ組織に余裕があるということでしょうけれど、私は私を必要としてくれる人の傍そばにいたい。ブロスペクト様は──私を戦力として、有効に活用してくれるはずです」

　騎士が着ぐるみの中で笑った。

「そっか。君はテレビでの生活が充実してそうだったから、少し意外だよ」

　翼は両手のグローブを握りしめた。

　これもまた影かげの馬と同様、出し入れは自由だが、彼女の手から離れて存在することはない。本気で打てば衝しよう撃げき波はを生じさせることすら可能なそのグローブが、彼女の力の象徴だった。

「今の私にとっては……戦いが全すべてに優先します。それもできれば一対一。血が沸くような緊きん張ちよう感かんの中、強者と拳こぶしを交えることが、私にとっては至上の喜びです」

　本気で戦えることへの喜びに代わる充足感など、そうそうない。

　自然に漏もれた翼の微笑を見て、馬上の着ぐるみが虎とらの頭を軽く傾かしげた。

「ぼくが言えた義理じゃないけれど、君は相変わらず物好きだね……清家翼さんもそんなに体育会系だったっけ？」

「格かく闘とう技ぎこそやっていませんでしたが、新しん体たい操そうでインターハイには出ました。怪け我がで断念しましたけれど──自分なりには頑張ったつもりです」

　くろとらくんが手を叩たたいた。着ぐるみだけに、ばふばふと籠こもった音しかしない。

「なるほど。石と宿やど主ぬしで波長が合っちゃったんだね。覚かく醒せい直後に戸と惑まどう様子もなく、いきなり暴あばれ出してびっくりしたけど──それで納得した。ま、今後ともよろしく」

　くらとらくんが差し出した大きな手は、さすがに握ろうとしても握れない。翼はグローブごと叩き合わせて握手代わりの合図にした。

　ビルの屋上へと続く扉から、複数の足音が聞こえてくる。どうやらわざわざ下から追ってきたらしい。

　翼は馬上で姿勢を正した。

「行ってください。私一人なら蹴け散ちらすところですが、貴方あなたとしては、ここで騒そう動どうを大きくする気はないのでしょう？」

「今はまだ、ね。まずは合流を急ぐのが〝将軍〟の指示なんだ」

　くろとらくんが手た綱づなを引いた。

　影の馬が跳ね上がり、金網を越えて隣となりのビルの屋上へと飛び移る。

　地に落ちる影は中空に舞まった一いつ瞬しゆんだけ消え、それに応じて馬の脚も蹄ひづめから膝ひざにかけて消えかかったが、隣となりのビルの屋上へ影かげが落ちるとまた形状は元通りとなった。

　足下の影なしで長く跳ぶことはできないが、短い距離ならば支障はないらしい。

　かつての記憶でも、こうした高所で影の馬に乗せられた経験は翼つばさにもなかった。この百年で、世界はあまりに大きく変容している。

　啞あ然ぜんとして見送る警けい官かん達を無視して、馬は建物から建物へと自在に疾しつ駆くしていく。

　馬の背で風を受けながら、翼は久々の高揚感に浸ひたった。

　人生が宝石箱ならば、彼女はそこに力強い輝きを詰め込みたい。作られた虚飾の輝きをまとうのではなく、見た目にはもちろん、現実にも強く凜りんとして在りたい。

　それは〝拳けん闘とう士し〟としての思いではなく、これまで抑圧され続けていた〝清せい家け翼〟としての思いだった。

　新しん体たい操そうの道を怪け我がで諦あきらめ、顔と声を買われてアナウンサーという職に就つき、努力は重ねてきたものの満たされぬものを感じていた。

　仕事に不満があったわけではない。狭き門を勝ち抜いた自負もある。

　だが、それは彼女が〝一番に望んだこと〟ではなかった。

　もしも怪我がなければ──その思いを抱えて、選手としては不完全燃焼に終わったことへの悔しさから眼めを逸そらし、華やかな世界に立つことで心の隙すき間まを埋めようとしていた。

　拳闘士としての記憶や思考を受け継いだ今なら、かつての自分のことも客観的にわかる。

　清家翼は、「ここが自分の限界だ」と納得できるまで戦いたかったのだ。

　テレビカメラの前で明るく笑っていても、そのどうしようもない後悔がずっと胸の奥にわだかまっていた。

　この覚かく醒せいによって、彼女はそんな後悔と決別する機会を得た。

　これから彼女は、ブロスペクトという主あるじの下、思いのままに戦うことができる。

　影の馬がビルの側面を斜めに駆かけ抜け、翼はまるで空を飛んでいるような心持ちになった。

　四し肢しに力をみなぎらせ、彼女は握り込んだ拳こぶしを口元に添える。

　清家翼は今、その瞳ひとみに映る青い空へ、羽を持たぬ身のままに飛び立とうとしていた。
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　古城の放送が始まった直後、月つき代しろ玲音れいんは誰だれかの声を聞いた。




〝破鏡の城──〟




　声は確かにそう言った。

　つられてその言葉を繰くり返した後で、周囲の友人達から奇異の視線を向けられる。

「……玲音。今、なんて言ったの？」

　問う亜あ里り亜あの視線は険けわしい。

　だが、一方で姫ひ想そ華かや英えい太た郎ろうの顔つきは目まぐるしく変化した。

　はじめに違和感、次に驚きよう愕がく、そして納得と動揺──

　ほんの短い時間で、二人の中に大きな思考の変化が起きたことは玲音の眼めにも明らかだった。

　美術教師の希き崎ざきがすかさずテレビを消す。

「……映画か何かの宣伝かな？　人ひと騒さわがせだね」

　口調がぎこちない。

　動揺を隠そうとして失敗したその様子に、玲音は不信感を持つ。

「希崎先生……今のお城のこと、何か知っているんですか？」

　その質問を遮さえぎるようにして、すぐ脇わきから亜里亜が玲音の顎あごをぐいっと摑つかんだ。

　そのまま彼女は細指に力を込め、玲音と真まっ向こうから視線を合わせる。

「玲音、先に私の質問に答えなさい。〝破鏡の城〟って言ったわね？　貴方あなたこそ、あのお城のことを知っているんじゃないの？」

　その剣幕に玲音は肝きもを冷やす。いつもの彼女らしくない真剣な反応だった。

「え？　い、いや！　みんな聞いてないのか？　誰かが言っただろ、その単語。俺おれは別に何も──」

〝すまない。これは私の不注意だ。それより玲音、他ほかの連中に気をつけろ。彼らもおそらく──今ので目覚めたぞ〟

「はい？」

　頭の中で響ひびいた娘の声に動揺して、玲音はがたんと席を立った。

　姫想華と英太郎がこれに反応する。

「……玲音、ちょっと来てくれ」

「クレア、貴方も」

　英太郎が玲音の肩に手を置き、姫想華はきょとんとしたままのクレアの腕を摑んだ。

　希崎が慌てたように声を出す。

「亜里亜さん！　宗むな方かた君と胡桃くるみ澤ざわさんは記憶ごと〝覚かく醒せい〟している！　お嬢じようさんは、記憶はなしで能力だけみたいだ。月代君は……たぶんまだ本人がよくわかってない」

「あんたって奴やつはこんな時まで鈍にぶいの!?」

　亜あ里り亜あに叱しかられる理由がわからないまま、玲音れいんは英えい太た郎ろうに引っ張られて身をよろけさせた。

　その傍そばに鉄てつ舟しゆうが駆かけ込む。

「……英太郎、残念だ」

　鉄舟の手には、いつの間にか黒い籠こ手てのような防具がついていた。色は鉄に似ているが、硬質なゴムにも見える。

　英太郎の肩口を狙ねらった正せい拳けん突きが、玲音の頭のすぐ横をかすめた。

「ひぃっ!?」

　自分を間に挟んで急に始まった喧けん嘩かに動揺し、玲音は情けない悲ひ鳴めいをあげた。

　拳こぶしの風圧だけで全身が総毛立つ。

　しかし英太郎は涼しい顔のまま、半身をずらしてその正拳を受け流していた。

　鉄舟の行動によって、玲音と英太郎の距離が少しだけ離れる。

　二人の中間に立った玲音は、前後を気にしつつ頰ほおをひきつらせた。

「て、鉄さん、急に何!?　暴力反対っ!?」

「玲音、後で説明してやる──英太郎、俺おれ達はクレアを守るのが役目だ。連れて行かせるわけにはいかない。もちろん玲音もだ」

　山やま路じ鉄舟のバンダナの下の眼めは、いつになく厳きびしかった。

　気づけば亜里亜も姫ひ想そ華かとクレアの間に割って入り、女同士で睨にらみ合っている。

　玲音としてはわけがわからない。

「な、なに？　みんないきなりどうした？　……ＯＫ、まず落ち着こう。ほら、とりあえず座って……い、いまお茶か何か買って……」

「玲音、動かないで。そういう状況じゃないから」

　亜里亜の冷たい声にすかさず制止され、玲音はその場に固まった。

　クレアも妙に怯おびえた眼をしている。

　無言の睨み合い数秒を経て、英太郎が肩をすくめた。

「……そうか。お前ら、キャラバンの関係者だったのか……？　お前のそれ、皮膚からの分泌物を装甲に変えるパナンゾロン系の力だよな？」

　英太郎が、黒い籠手をまとった鉄舟の右手を指さした。

　亜里亜が眼を据わらせる。

「本当に残念だわ、英太郎も姫想華も──このまま卒業まで、仲良くやっていければと思っていたけれど……」

　姫想華が冷たく返答した。

「この場で見逃してくれれば、ある程度は仲良くしていけるかもしれないわ。クレアと玲音は失しつ踪そう者しや……こっちの仲間よ。ここはそっちが退ひいて」

「それは無理。どっちかが重要な石の持ち主かもしれないし、何より私と鉄てつ舟しゆうはクレアを警けい護ごするのが役目だから。石の力に覚かく醒せいしようがしまいが、この子の身柄は渡せない」

　亜あ里り亜あの声には緊きん張ちようがにじんでいた。

「え。何それ……お前ら、クレアのボディガードってことか……？」

　初めて聞かされた衝しよう撃げきの事実に、玲音れいんは動揺する。

　亜里亜と鉄舟は警戒を解かないまま、事も無げに頷うなずいた。

「そうよ。友達兼警護役。まぁ、ご学友ってほど大層なもんでもないし、私は好きでやってることだけどね。どうせ家族ぐるみの付き合いだし」

「安心しろ。悪い虫をつけるなとは言われているが、お前は例外扱いでいいそうだ」

「ええー……」

　鉄舟の冗談にどう反応したらいいのかわからず、玲音は英えい太た郎ろう達に視線を向けた。

　玲音ほどに動揺した様子はないが、彼らもそれなりには驚おどろいている。

「わざわざ護ご衛えいつきで学校なんて……クレアって、キャラバン幹部の親族ってこと？」

　姫ひ想そ華かが不快げに呟つぶやいた。

　その隣となりで、英太郎も眉み間けんに皺しわを寄せている。

「……俺おれとしては、お前達とはさすがに争いたくないんだが……」

　玲音はすかさず手を叩たたいた。

「よし。じゃ、全部なかったことにして補習に戻……」

　姫想華から侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしが注がれた。

「無理よ。貴方あなたは状況が何もわかっていないわ」

「悪いな、玲音。そういうわけにもいかないんだ。仲間のことを思い出しちまった」

　英太郎の声にも突き放した響ひびきがある。

　反論しようとした玲音の脳内で、また別の声が聞こえた。

〝無理だ。失しつ踪そうから数日かけて、深層心理に根付いてからの覚醒──もう完全に融ゆう合ごうしている。もう少し時間があるかとも思ったが、こっちの準備ができないうちに動き出したな……〟

　この声に玲音は戸と惑まどう。

　口には出さず、頭の中で問いかけた。

（……あんた、もしかして……夢で見た〝記録者〟って奴やつか？）

　返答はすぐに来た。

〝その通り。君の精神の一いち隅ぐうを間借りしている。ただ、見張り番という仲間に見つからないように、君の自我と融合することを避さけたものだから──記憶の共有には至っていない。混乱させてしまってすまないな〟

　脳内の声はいかにも思案げだった。

　素す姓じようの怪しい相手に向けて、玲音は懇こん願がんする。

（わけわかんない上に吞のん気きなこと言ってないで、なんとかこいつらをなだめる方法を教えてくれ。こいつらの中にも、あんたみたいなのがいるってことなのか……？）

　友人達の争いなど見たくもない。ただの喧けん嘩か程度ならともかく、目の前の緊きん迫ぱく感かんは命のやりとりに発展しかねない勢いだった。

　記録者が申し訳なげに応じる。

〝前にも言ったが、私は人工知能みたいなもので……他ほかの連中は基本的に、ただのデータだ。主人格は宿やど主ぬしのものなんだが、それだけに人格の競合が起きず、過去の記憶をそのまま受け入れてしまいやすい──たとえていえば、「本当の自分」を思い出したような状態だ。周囲の説得はおそらくあまり効果がない〟

　その物言いを受けて、玲音れいんは唸うなった。

（本当の自分って……逆だろ！　今の俺おれ達が本当で、後から寄生してきたあんたらのほうが偽にせ物ものじゃないか）

　記録者の頷うなずく気配が、映像としてではなく気配として伝わった。

〝確かに君の言う通りだ。しかし、それでは『本当の自分』とは何だ？　君は自信をもって、今の自分が本当だと言い切れるか？〟

（そんなの当たり前だろ。何を言って──）

〝──胡こ蝶ちようの夢、という故事がある。学業に真ま面じ目めな君なら知っているはずだ〟

　玲音は戸と惑まどった。無論、知識としては知っている。

　胡蝶の夢は、中国の春しゆん秋じゆう戦国時代に存在した荘そう子しという思想家の故事である。

　彼はある時、蝶になって空を舞まう夢を見た。

　そして目覚めた後に、彼はふと思う。

　今、自分は蝶になった夢を見ていたのか。

　それとも、今の自分こそが、蝶の見ている夢なのか──

　自分と現実と夢との境に、戸惑うような説話である。

（そんな思想、ただ夢見がちなだけってことだろ？）

　玲音はそう切り捨てた。

　記録者からは否定の言葉が返ってくる。

〝その解釈は浅い。あの思想の本来の趣旨は、「たとえ自分が蝶であれ人であれ、『それが自分である』という本質的な部分は変わらない」ということだ。夢と現うつつで形は変化する。しかし、変化したものも含めて自分であることには違いない──そういう意味で、彼らは石という異物を得て変化したが、紛まぎれもなく彼ら自身だ〟

　頭の中で故事を説く隣りん人じんに、玲音は思わず嘆たん息そくを送った。

（哲学的な話とか苦手なんだよ……要するに、あいつらはその〝石〟とやらのせいで他人の記憶を思い出して、ちょっと混乱してるだけってことか？）

　記録者が、一いつ瞬しゆんだけ返答に時間をおいた。

〝……基本的にはその解釈でいいんだが、単なる混乱よりも更に性た質ちが悪い。荘そう子しが「今の自分は蝶ちようが見ている夢なのか」と戸と惑まどったように、人の自我というものは、考え方次第で揺らぐことがある。今の自分は本物かもしれないし、誰だれかの夢かもしれない──玲音れいん、ここで問題になるのは、この故事が現実的か否いなかということではない。「自分は何者なのか」──そんな疑問は、人類が知性を獲かく得とくして以来、古くから普遍的に存在してきたありふれたものだ。宝石箱に宿った石達は、その疑問に一つの回答をもたらしてしまう。つまり「私は過去に生きた誰々の生まれ変わり、あるいはその遺い志しを継ぐ者だ」とね──〟

　あまりに馬ば鹿かげたその回答に、玲音は絶句した。

（いや、そんなの……！）

〝そう。君の考える通り、これは誤答だ。しかし間違えている当人は、そのことには気づけない──そもそも正解のないような問題に、それらしい誤答を与えて飛びつかせている状態だ。そんな有り得ない事態を実現させてしまうのが、宝石箱に封じられた石による記憶の融ゆう合ごう──いや、まったく……性格の悪さがにじみ出た、詐さ欺ぎまがいの仕掛けだ。巻き込まれた君達には本当に申し訳なく思う〟

　頭に流れ込む記録者の思考は、あくまで誠実に詫わびているような印象だった。

　状況に納得できたわけではなかったが、当面、愚ぐ痴ちをこぼしていても埒らちがあかない。

（そう思うならなんとかしてくれ。どうしたらいい？　こいつら、元に戻せるんだろ？）

〝戻す方法はあるが、今は無理だ。とりあえず、そこの二人の能力を確認しろ。そうでないと危険性も何もわからない。能力がわかれば、変化した性格も少しは予測できる〟

「能力……？」

　思考の隙すき間まから、言葉が口に溢あふれ出た。

　英えい太た郎ろうと姫ひ想そ華かがぴくりと反応する。

　玲音は改めて彼らに問いかけた。

「英太郎、姫想華……お前達の〝能力〟って……？」

　英太郎の頰ほおが緩ゆるんだ。

　逆に鉄てつ舟しゆうと亜あ里り亜あは露ろ骨こつに眉まゆ根ねを歪ゆがめる。

「なんだ、玲音。お前も記憶が戻ったのか？　俺は〝猟犬〟だよ」

「……私は〝弓使い〟」

　姫想華もぽつりと応じる。

　英太郎が玲音の肩を気安く叩たたいた。心なしか、以前よりも更に気さくな雰囲気が増している。

「クレアは記憶が戻ってないみたいだが、お前は？」

〝答えるな。いや……ここからは私の声に従え〟

　脳内の声が、わずかに笑ったように聞こえた。

　言われた通り、玲音れいんはその声の導みちびくままに応答する。

「俺おれは……〝占星術師〟っていうんだけど、ブロスペクトとは関係ないんだ。お前達より後の時代に、記録者から別件でコピーされた力で……お前達のことも人づてに聞いてはいる。俺の能力は占いだけど、未来予知じゃなくて、相性診断とか心理分析とかそっち系だ。戦いには向かない」

　二人の顔に失望の色が宿った。

「そんな力があったのか……てっきり、マリアンヌの宝石箱に保存されたのは当時の仲間だけかと思っていたよ」

「まあ、〝記録者〟が生き延びていたなら、私達の知らない追加の石があっても不思議はないわよね……」

　二人は納得顔だったが、亜あ里り亜あと鉄てつ舟しゆう、クレアの三人は、逆により混乱した様子だった。

　希き崎ざき心しん弥やも訝いぶかしげに眉まゆをひそめている。

「ちょっと、鉄舟……宝石箱に入っていたのはブロスペクト一派の力としか聞いてないわよ？　まさか他ほかのもいるなんて……」

「だが、ブロスペクトの仲間じゃないなら、むしろ危険性は薄うすれるってことにならないか？」

「……そりゃそうだけど、第三勢力出現なんてことになったら、余計にめんどくさくなるわ」

　小声で話し合う二人を見て、玲音は息が詰まるような感覚を憶おぼえた。

　ほんの数すう瞬しゆん前まで、自分達は単なる高校生だとばかり思い込んでいた。

　しかしそう思っていたのは自分だけで、亜里亜も鉄舟も、表向きの付き合いだけではうかがい知れない顔を持っていたらしい。

　姫ひ想そ華かや英えい太た郎ろうも、何の因いん果がか今は玲音の知らない面を見せつつある。

　そして玲音自身──頭の中に響ひびく見知らぬ女の声を受けて、それなり以上に混乱していた。

　頭の中の声に促うながされるまま、玲音は意味のわからない言葉を続ける。

「〝猟犬〟と〝弓使い〟ってことは、どっちも戦せん闘とう向きの力だ。鉄さん、亜里亜。ここでこいつらと戦うのは分が悪い。鉄さんのその力は……パナンゾロン系だろ？　亜里亜の力はわからないけど戦闘系じゃなさそうだし、クレアや希崎先生まで守りながら二対一で戦うってのは無理があるんじゃないか」

　図星だったらしく、亜里亜が舌打ちを漏もらした。

「……玲音。そう言うあんたはどっちにつくの？　キャラバンか、ブロスペクトの一派か」

　英太郎が手を広げた。

「こっちは歓かん迎げいするぞ。宝石箱由来の異能者には違いないし、記録者の知人なら尚なお更さらだ」

「いや、どっちって言われても……」

　と、これは脳内の声ではなく、玲音の本音である。

　玲音にとっては、対立する両者のどちらもが友人だった。キャラバンやブロスペクトという単語にはほとんど馴な染じみがないし、どちらがどういった組織なのかさえも知らない。

　板挟みの立場だが、一つはっきりしていることもある。

「俺おれはどっちとも争う気はないし……強しいて言えばクレアの味方かなぁ」

　不安げな顔で流れを見守っていたクレアが、驚おどろいた様子でびくんと反応した。

「え。あ……えう？」

　咄とつ嗟さに間の抜けた声を漏もらす彼女の頭を、亜あ里り亜あがぽんぽんと軽そうに叩たたく。

　たちまちクレアの頰ほおが紅こう潮ちようしはじめた。

「はいはい、良かったわね……ったく、リア充どもはこれだから……まあいいわ、玲音れいんの立場は理解できた。そうなると……英えい太た郎ろう、あんたらの出方次第よ。あくまでクレアや玲音を連れて行く気なら、私ら全員が相手になる。だけどこっちの戦力が微妙なことは否定しないから、退ひいてくれるなら追わない──もちろん投降してくれるなら万々歳だけど、その気はないでしょ？　どうする？」

　英太郎が姫ひ想そ華かと視線をかわした。

「……俺達は……」

　彼らが方針を口にしようとした矢先──

　校庭に面した窓ガラスが、派手な音をたてて砕け散った。

　そこから飛び込んできた見覚えのない銀髪の青年が、冷めた眼まな差ざしのままで唐突に英太郎へと襲おそいかかる。

「うわっ!?」

　玲音は咄嗟のことに動けなかったが、英太郎の反応は素早かった。

　彼は窓が割れる寸前、獣けもののような反射で身を引きつつ、机上から取り上げた画板を姫想華の盾たて代わりにして破片を防いだ。

　けたたましい音が過ぎ去る前に、次の攻防がはじまる。

　飛び込んできた青年の蹴けりに対し、英太郎は自みずから後ろへ跳んで威力を殺した。

　一度は壁かべ際ぎわまで引いた後、ボールが跳ね返るようにして前へ跳ぶ。その動きは玲音が知る英太郎のものではない。

　銀髪の青年が跳び退のいたことで、英太郎の反はん撃げきも空振りとなり、両者は正面から見合う。

　美術教師の希き崎ざきが声をあげた。

「桂けい君！　待機中のはずじゃ……！」

「……希崎。覚かく醒せいした者は可能な限り捕ほ縛ばくしろといわれているはずだ。何を迷っている？」

　希崎が困惑の苦笑を見せた。

「迷うも何も、僕に格かく闘とう戦は無理だよ」

「戦えとは言っていない。お前がその気になれば……いや、いい。男のほうは俺がやる。女のほうは鉄てつ舟しゆう、お前が取り押さえろ」

「押お忍す」

　飛び込んできた銀髪の青年は、鉄てつ舟しゆう達の知り合いらしい。

　桂けいと呼ばれた彼と英えい太た郎ろうが一進一退の攻防をはじめた。

　互いの拳こぶしや蹴けりが獣けものじみた動きで交差し合い、傍はた目めには何が起きているのかよくわからない。人間離れした速さに腰が引けて迂う闊かつに介入もできず、玲音れいんはひとまずクレアの傍そばへ動く。

　頭の中で記録者の声がした。

〝……あの銀髪、賢けん人じんの飼い犬イシェーニの能力を得ている。猟犬のモデルになった能力だ。さすがに体の鍛きたえ方で向こうに分があるが、殺さないようにと気を使っているせいで決め手には欠けるか。ほぼ互角と見ていいが、後は弓使いがどう動くかだな──〟

（他ひ人と事ごとみたいに言わないでくれ！　弓使いって姫ひ想そ華かか!?）

　その姫想華は弓を構えるように、左手を前へ突き出し、右手を引きはじめていた。

　構えた後から、白銀の美しい弓矢がその手元に出現する。

「鉄舟！　撃うたせんな！」

　美術室の机の陰から、亜あ里り亜あが甲かん高だかく叫んだ。

　鉄舟が姫想華の前に走り込むが、矢を離す動きが一いつ瞬しゆん早い。

　姫想華の手から解き放たれた矢は、本物の矢では有り得ない急きゆう激げきな曲がり方をして、銀髪の青年の側面を突いた。

　しかしその矢は、鉄舟の手からいつの間にか伸びていた黒い鞭むちによって叩たたき落とされ、床の上で光の粒となり消失する。

　記録者が脳内に囁ささやく。

〝パナンゾロン系の異能者は、皮膚からの分泌物を鉄のような硬さに変えて身にまとう。盾たてや鎧よろいにするばかりでなく、それを鞭や剣のような形状に変化させて扱うこともできる、シンプルだが攻守に長たけた極きわめて戦せん闘とう向きの力だ。キャラバン側の主戦力といっていい〟

（……ちょっと待った。その言い方だと、キャラバンて組織の中には、ああいう力が割と普通に存在するってことか？）

〝もちろんだ。迷めい宮きゆう神しん群ぐんの影えい響きようは、その土地に住む者達の血統に蓄積していく。従って一つの集落のほとんど全員が異能者である例も多い。たとえ神が不在となっても、その子々孫々に影響が受け継がれていく──世代を経れば影響は薄うすれていくが、パナンゾロン系の異能者は、私が知る時代にも数百人はいた。彼もその子孫の一人だろう〟

　信じ難がたい事実に目眩めまいを感じながら、玲音はクレアの細い肩に手を置いた。

　彼女は緊きん張ちようですっかり固まっていた。

　その動揺は玲音とは質が違う。

　玲音にとって、目の前で起きている事態は〝常識外の出来事〟だが、クレアはキャラバンのことも、鉄舟の特殊な能力のことも知っていた節がある。

　つまりは玲音れいんと違って、この事態への驚おどろきがない。ただ単に友人達が争いはじめてしまったことに対し、どうしたらいいのかと戸と惑まどっている様子だった。

「れ、玲音……どうしよう……私……」

　今にも泣きそうな表情で、クレアが玲音の顔を見上げた。

　玲音はぐっと息を詰まらせる。

　妹にもクレアにも、泣かれるのは怖い。

「落ち着け、クレア。なんとかなるって」

「だ、だって私のせいで……私が、あの日に点てん心しん華か心しんへ誘ったからこんなことに……！」

「……ん？」

　その指摘を受けて、玲音はふと疑問を覚えた。

　そもそもの出発点は、確かにあのケーキ屋だった。

　もちろん今の事態がクレアのせいとは思わない。自分達があの場所に居合わせたのは偶然だろうし、その意味では運が悪かっただけだろうとも感じる。

　しかし〝そもそもあの事件は何だったのか〟という根本的な疑問については、まだ答えが得られていない。

　記録者と夢の中で初めて会った時──

　彼女はクレアの姿をして、玲音にいくつかのことを伝えていた。




〝誰だれかがマリアンヌの宝石箱を開けてしまった〟

〝そこには金の記憶の彫金師、リコルドリクという名の神が封じられていた〟

〝君には、散らばった石の回収を手伝ってもらいたい──〟




　平へい穏おんな日常が戻ったことに安あん堵どしていた玲音は、それらの大切な言葉をただの夢と片づけそうになっていた。

（……おい、記録者）

　頭の中で呼びかける。

（誰がどういう目的でこの騒そう動どうを引き起こしたのかはわからないままだけれど……とにかく、あんたはこの騒動を〝収拾する立場〟で、俺おれの手伝いが必要なんだろ？　どうすればいい？　俺が何をすれば、あいつらを元に戻せるんだ？）

　それさえ叶かなえば、クレアを泣かせずに済む。

　記録者が神妙に応じた。

〝さっきも言った通り、すまないが今の時点では何もできない。まずは宝石箱を手に入れ、何ど処こかに消えたリコルドリクを探す必要がある。その力を取り戻せば、私の──「記録者」の力でリコルドリクに願いを届け、彼らから石を取り出せるはずだ〟

　肝心のリコルドリクが何ど処こにいるのかは、彼女も把握できていないらしい。

（だけど、それだと何日も先になる……もっと手っ取り早く石を取り出す方法はないのか？　何かあるんだろ？）

　玲音れいんの切実な問いに、記録者が答えを言い淀よどんだ。

（教えてくれ、記録者。何も言わないってことは危険な方法なのか？）

〝……確かに、石を取り出す方法は他ほかにも一つある。だが、本末転倒というか──君にとってはあまりに無意味な方法だ。だから役には立たないが、伝えるだけは伝えておこう〟

　記録者の声が明らかに曇くもった。

〝……宿やど主ぬしが死ねば、石は解き放たれ、近くにいる別の人物に宿る。あるいはリコルドリクを内包した宝石箱が傍そばにあれば、その箱の中に戻る……いずれにしても、君の友人たる彼らが死んでしまっては元も子もない〟

　玲音は思わず額ひたいを押さえた。

　確かに聞いても無駄な話ではあった。

　どうにも理不尽なことだが、人工知能に過ぎないらしい記録者を責める気はない。玲音が問うままに事実を教えてくれたことには、むしろ感かん謝しやする。

　玲音は決意を固めた。

　当面、必要なのは〝リコルドリク〟を探索するための時間だった。もちろん宝石箱とやらも確実に入手したい。

　そしてその時まで、英えい太た郎ろうや姫ひ想そ華かにも生きていてもらわねば困る。

（記録者、教えてくれ。失しつ踪そう者しやのほとんど全員が……英太郎や姫想華みたいな状態なのか？　つまり、キャラバンていう組織と戦いだしたりするような……）

　記録者からは否定的な見解が返ってきた。

〝いや、そのあたりは相性による個人差が大きいはずだ。彼らのようにブロスペクトの信奉者として、今の生活に素早く見切りをつけてしまう者もいれば、そもそも記憶を保存しなかった石もある。今回のような異変は初めてだから確たることは言えないが、ブロスペクトに味方するのは……せいぜい七割程度だろう〟

（そこそこ高い確率だな!?）

　焦あせる玲音をよそに、美術室では人間離れした戦いが続いていた。

　姫想華が連続で放つ矢を、鉄てつ舟しゆうの鞭むちが次々に叩たたき落としていく。

　桂けいという青年と英太郎の伯仲した格かく闘とう戦せんも終わる気配がない。

　玲音達のすぐ傍に隠れた亜あ里り亜あが、露ろ骨こつな舌打ちをかました。

「鉄舟の奴やつ、やっぱり姫想華には攻こう撃げきできないか……まともに当たったら腕くらい千切れ飛ぶから、そうそう攻撃するわけにもいかないんだろうけど……姫想華は姫想華で、矢で牽けん制せいして近寄らせないようにしているし、でも近くに寄らないとあいつは手加減できないし……ああっ、もうっ！」

　そんな愚ぐ痴ちを言いながらも、彼女も鉄てつ舟しゆうに対して「姫ひ想そ華かを攻こう撃げきしろ」とは言えずにいた。そこにはやはり、高校生活の一年分とはいえ友人としての情が見える。

「しかし、鉄さん強えなー……喧けん嘩かに強いのは知っていたけど、あんな隠し芸まで持ってたなんて……」

　思わず感心する玲音れいんに、亜あ里り亜あがじっとりとした視線を向けた。

「隠し芸扱いかよ……まあ怖がられるよりいいけどさ。あんたも何か裏技ないの？　〝占星術師〟だっけ？」

「……面めん目ぼくない。お役には立てそうもないんです……」

〝……いや。ほんとにすまん。実際には占いすら真ま似ね事ごと程度だしな〟

　記録者までもが所在なげな声を寄よ越こした。

　この場では役立たずの身を恥じつつ、玲音はもう一人、あまり戦えそうにない人間がここにいたことを思い出す。

「あれ？　希き崎ざき先生は……」

「え？　いないの？」

　玲音の言葉で、クレアもようやく気づいたらしい。

　希崎心しん弥やの姿は確かに視界から消えていた。

　混乱が起きて以降、美術室の扉が開いた気配はない。廊下側に逃げたとも考えにくいが、現実として彼の姿はこの部屋になかった。

「逃げたのかな？」

　一応はその可能性を提示しつつも、玲音は首を傾かしげてしまう。生徒を見捨てて自分だけが逃げるような人物には見えなかった。

　机の陰に隠れた亜里亜が、軽く肩をすくめる。

「まあ……それならそれでいいわ。戦せん闘とう向きの人じゃないし、助けとか呼んできてくれるかもしれないし」

「でもさ、いくらなんでもドアが開けばわかるよな？　逃げ道なんて何ど処こにも──」

　玲音の視界の隅すみで、何かが揺らいだ。

「……ん？」

　英えい太た郎ろうと銀髪の青年はちょうど攻防を一段落させ、互いの隙すきをうかがっていた。

　それに合わせて姫想華と鉄舟も一時的に動きを止めている。

　玲音の視界の隅で動いたのは、彼ら四人ではなく──

　美術室の壁かべに掛けられた、一枚の絵画だった。

　手て頃ごろな大きさのそれは、大草原に建つ西洋風の一軒家を描いたもので、いかにも牧歌的な雰囲気に満ちている。

　希き崎ざき心しん弥やが赴任する前にはなかったもので、つまりは彼が持ち込んだ作品らしい。

　その絵の表面が今、まるで波打つように激はげしく揺れた。

　何かの見間違いかと玲音れいんは眼めをこする。

　そして彼が次に眼を開けた時、異変は決定的なものになっていた。

　絵に描かれた風景の色彩が、ぐにゃりと歪ゆがみながら額がく縁ぶちの外側へと飛び出す。

　まるでカメレオンの舌のような勢いで、色彩が英えい太た郎ろうと姫ひ想そ華かに絡みつき、そのまま二人の体を完全に覆おおい隠した。

　目の前の戦いに集中していた彼らは、完全に虚を突かれた格好となる。

　そのまま二人の体は一いつ瞬しゆんで絵の中に引きずり込まれた。

「きゃあっ!?」

　その様子を目もく撃げきしたクレアが甲かん高だかい悲ひ鳴めいをあげ、玲音の腕にぎゅっとしがみつく。

　薄うすい夏服越しにこれでもかとたわわな胸を押しつけられ、玲音の動揺の対象はあっという間に絵から彼女へと切り替わった。

「ちょ……！　おい、無防備……！」

〝この状況で気にすることがそれか!?　この現象は私にも憶おぼえがない！　警けい戒かいしろ！〟

　記録者までもが困惑した声を漏もらす中、再び絵の表面が蠢うごめき、今度は玲音とクレアに向けて一直線に色彩の舌が伸びる。

　咄とつ嗟さにクレアだけでも突き飛ばそうとしたが、彼女は玲音にしがみついて離れない。

　ふりほどく間もなく二人は色彩の舌に捕まり、たちまち全身がぬるりと滑すべるような感触に包まれる。

　合わせて足下もすくわれ、有無を言わせぬ力で体を浮かされた。

　咄嗟に玲音はクレアの頭を抱え込む。

「な、何なの、これ!?　心弥さんの絵!?」

　色彩の壁かべに遮さえぎられ、亜あ里り亜あの声も遠く聞こえた。

　絵の中に引きずり込まれる間、玲音はただクレアを庇かばうことに集中する。

　そこに騎き士し道どう精神やら男の矜きよう持じやらといった大層な理由はない。

　月つき代しろ玲音はただ単純に、彼女に万が一の事態が起きてしまうことを恐れていた。
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　ぼふん、と玲音の背中がクッション状の何かに沈み込んだ。

　その反動によって、クレアの体も腕の中で大きく跳ねてしまう。

　二人が眼を開けた時、互いの顔がちょうど真正面にあった。

「……あ……」

　青い眼めを見開いたクレアが、わずかな吐と息いきを漏もらした後で固まる。

　一応は彼女が無事らしいことに安あん堵どして、玲音れいんは頰ほおを緩ゆるめた。

「クレア、無事か？　なんだったんだ、今の……？」

　まずは身を起こそうとしたが、クレアが上に乗っている。

　玲音はふと、失しつ踪そうから帰ってきた直後の保健室での出来事を思い出した。

　あの時は玲音の胸にクレアが頰を寄せていたが、今はもっと顔が近く、互いの吐息がはっきりとわかる。

　ここもどうやら寝台の上らしいが、件くだんの保健室ではない。

　ぷっくりとした唇が、間近で震えるように動いた。

「……玲音……」

「ん？　どうした？　どっか打ったか？」

　手か足でもひねったのかと不安になったが、痛がるそぶりはない。頰はわずかに上気し、瞳ひとみもやや潤うるんでいる気はしたが、それ以外はいつも通りの可か憐れんな彼女だった。

「……ごめんね。巻き込んじゃった……玲音にだけは迷惑かけないようにしようって、ずっと思ってたのに……」

　かろうじてそれだけ言うと、彼女は俯うつむいてしまった。

　金髪の頭をぽんぽんとなだめるように撫なで、玲音は苦笑いを見せる。

「気にすんな。むしろこういう時こそ一緒でほっとしてるよ……クレア一人でこんな事態になってたらと思うと、そっちの方がぞっとする」

　自然に出た本音に対し、頭の隅すみから呆あきれた声が聞こえた。

〝この状況でそんな口く説どき文句がすらすらと出てくるあたり、君は……わざとやってるのか？〟

（口説いてない。クレアも香か恋れんと似て責任感が強いから、せめて言葉でガス抜きしないと危なっかしいんだよ。こいつ、性格は明るいけど昔から思い詰めやすいんだ……）

　目の前のクレアは熱を帯びたような眼まな差ざしで、間近から玲音を見つめていた。

「……玲音……」

　名を呼ぶ声が、いつもよりも艶つやっぽい。

　その手がそっと玲音の頰へと添えられた。

〝……君の意図とは別の効果が発生していそうだが、まぁいい。そろそろ周囲の状況を確認しておけ〟

「……ん？」

　玲音はクレアから視線を逸そらし、横方向を見た。

　部屋の隅で、弓を手にした姫ひ想そ華かが英えい太た郎ろうから羽は交がい締じめにされていた。

　その殺意の眼差しと視線が交差し、玲音は頰を引きつらせる。

「……や。どーも……」

「……ああ。ちょっと声をかけづらい雰囲気だったんで……」

　英えい太た郎ろうが苦笑いで返答し、クレアもようやく気づいて跳ね起きた。

「い、いたの!?　二人とも、無事で良かっ……」

「気づきなさいよ！　ていうかまず最初に回りを見なさいよあんた達は！　そもそもそんな余裕かませる事態じゃなかったでしょ!?」

　姫ひ想そ華かが不ふ機き嫌げんに喚わめき、英太郎の腕をふりほどいた。

　玲音れいんもようやくベッドの上に身を起こす。

　そこは見知らぬ一軒家の中だった。西洋の田舎いなかに建っていそうな木造家屋で、アンティーク調の小さなテーブルや椅い子すなど、家具も一通り揃そろっている。

　玲音とクレアは大きめのダブルベッドの上にいたが、姫想華と英太郎は草原を望む窓まど際ぎわに立っていた。

　床や壁かべに使われた木材は本物らしいが、空間そのものにはどこか現実感が薄うすい。

　その理由にはすぐに気づく。

　この場所には不自然なほど、〝匂におい〟がなかった。

　埃ほこりや塵ちりすら感じられず、窓が開け放たれているのに微風すらない。草原は気味が悪いほどに凪ないでおり、青空に浮いたわずかな雲はまるで書き割りのように動かなかった。

　直前の状況からして──

「ここって、もしかして……絵の中ってことか？」

　玲音の呟つぶやきに対し、背後からくぐもった声が聞こえてきた。

『より正確には、僕の絵を出入り口にしてつながっている異空間なんだ。そこの鏡を壊こわさないようにね。出られなくなるよ』

　玲音が慌てて背後の壁を振り返ると、そこには美術室にあった絵と近いサイズの鏡が窓のように埋め込まれていた。

　手を触れても堅い感触が返ってくるばかりで、通り抜けできる代しろ物ものには見えない。

　その鏡の向こうから、桂けいと呼ばれていた青年の声も響ひびく。

『……最初からこうしておけ、希き崎ざき。そうすれば余計な戦いをせずに済んだ』

『ごめん。人に対してはあまり使いたくない力なんだ。もしも僕に何かあったら、出られなくなる危険性もあるから……』

　その言い草にぞっとしつつ、玲音は鼻筋を歪ゆがめた。

　もはや何が起ころうと、〝夢〟などとは思わない。英太郎達やクレアも、驚おどろきつつもこの状況を受け入れているように見える。

『し、心しん弥やさん……？　今のって、心弥さんの力なんですか……？』

　鏡の向こうから亜あ里り亜あの震え声が聞こえた。

『異空間を作ったのは別の人だよ。僕はそこを借りているだけ……僕の描いた風景画は、そこへの──〝画廊〟への出入り口になる。つまりは絵に偽装した扉なんだけど、これも一種の〝騙だまし絵え〟ってことになるのかな』

　希き崎ざきの声はあくまで冷静だった。そこに敵意は微み塵じんもないが、それゆえに交渉の余地が感じられず、かえって怖くもある。

　鏡の向こうで鉄てつ舟しゆうも声を発した。

『心しん弥やさん、俺おれも中に入れてくれませんか。クレアや玲音れいん達を守るのが、俺と亜あ里り亜あの役目で……』

『だめだ。失しつ踪そう者しやじゃない君達は、宗むな方かた君達から人質にされる危険性がある。それに有う楽らく原ばらさんが動き始めたらしい。彼らはこの中にいたほうが安全だよ。あの人の部下に見つかったらただじゃ済まないだろうから、このまま額がく縁ぶちごと安全な場所まで持って行く』

　ファスナーの閉じる音がして、鏡の向こうの声が遠ざかった。どうやら絵がバッグの中にでも仕し舞まわれたらしい。

　玲音の頭の中で記録者が唸うなった。

〝……絵とつながる異空間、か──もはや人間業わざじゃないな。さっきテレビに映った破鏡の城も、現実世界の空間を歪ゆがめる無茶な力ではあるんだが、こちらも正直にいって予想外だ。あの教師、おとなしそうな顔をしてとんでもない食わせものだぞ〟

「……あ、バイト……せめて静しず枝えさんに欠勤の連絡をしないと……！」

　記録者の感想を余よ所そに、玲音は頭を抱え込む。携けい帯たい電話は例によって鞄かばんの中だった。

「……また無断欠勤かぁー……」

　ぼやく玲音の手を、クレアがきゅっと握りしめた。

「あの……玲音、アルバイトのほうは大丈夫だと思うよ。静枝さんも、一応はキャラバンの一員だから……ほとんど部外者みたいな感じだけど、たぶん事情は察してくれると思う。亜里亜達が伝えてくれそうだし」

　そう願いつつ、ひとまず彼はクレアに向き直る。

「なんか……お前も災さい難なんだったよな。とりあえず怪け我がはなさそうだけど、大丈夫か？」

「私は平気。むしろ、姫ひ想そ華かや英えい太た郎ろうのほうが……」

　姫想華は無傷で、ぶすっと不ふ機き嫌げんな顔をしていた。

　英太郎のほうは制服がところどころ破け、顔にも薄うすく血の線が見える。接戦で負った傷だろうがいずれも浅い。

「こっちもまあ……無事だ。つーか、驚おどろいたな。まさか希崎先生にこんな芸当ができたなんて……おかげで仲間に合流しそびれた」

　悔しげに言う英太郎が、玲音の眼めには以前の彼とは別人に見えてしまう。

　それが寂しく、同時に友人として自分が情けない。

　彼らは何か妙な物に寄生されているだけで、本質的には変わっていないはずだった。

　クレアが悲しげに俯うつむいた。

「みんな……ごめんね、巻き込んじゃって……私……なんて言って謝あやまったら……」

「いや、だから別にお前のせいじゃ……うわっ！」

　姫ひ想そ華かが勢いよく駆かけ寄り、玲音れいんを突き飛ばしてクレアの肩を押さえた。

「貴方あなたのせいじゃないわよ、クレア。キャラバンの連中の身勝手さは、今に始まったことじゃないし……それより、貴方にも私達と同じように〝石〟が宿っているはずでしょ？　何か思い出さない？」

　クレアがびくりとして玲音に視線を向け、次いで姫想華に顔を向け直した。

「ごめん、姫想華……私は何も……玲音も……ブロスペクトとは関係ないの？」

「うん、俺おれは別口らしいよ。クレアもそのままみたいだし、いろいろとパターンがあるんじゃないか？　そういう話、お前らは聞いてないのか？」

　玲音がすっとぼけて問うと、英えい太た郎ろうが軽く肩をすくめた。

「ああ、パターンが分かれるはずだって話は記録者からも聞いている。石によっても違うし、相性の問題も大きいはずだって……ぶっちゃけ、〝記憶〟や〝意志〟まで保存するかどうかは、オリジナルの俺らがそれぞれの判断で決めていたしな。俺や弓使いみたいに当時の記憶と意志、能力の全部を保存した奴やつらが大半だけど、記憶は残さず能力だけって奴もいたはずだ。あと語かたり部べなんかも、相性の問題で断片的にしか記憶を保存できなかったんじゃなかったか？」

　かくいう彼も記憶が曖あい昧まいなのか、曖昧な口ぶりで姫想華に確認を求めた。

　姫想華が溜ため息いき混じりに頷うなずく。

「そうね。クレアが受け継いだ石は、残念だけどそういう系統かもしれない。でも私は……それでも貴方と一緒に戦いたい。クレア、うまくここから脱出できたら、一緒に来てくれない？　きっと悪いようにはしないわ」

「玲音も来いよ。キャラバンの連中は、危険人物と判断したら容赦なく殺しにかかるはずだ。俺達と一緒のほうが身を守れるぞ」

　誘いの言葉には誠意が籠こもっていたが、玲音は応じられない。

「悪いけど……俺には香か恋れんがいるから。やっぱり妹のことは放っておけないし、心配かけたくないんだ。俺の力は危険とは縁えんが遠そうだし」

「私も……キャラバンには亜あ里り亜あ達もいるんだし、戦うとか無理。ねえ、姫想華も英太郎も、こんなのやめようよ。普通の高校生に戻って、一緒に卒業しよ？　そんな百年前の恨みとか、今更になって……」

　英太郎が苦しげな顔に転じた。

「……まあ……理屈じゃ割り切れない部分もあるんだよ。それに、もう状況が変わっちまった。お前達はキャラバンのことをそこそこ信用しているみたいだけど、俺の知るあいつらはそんな甘いものじゃない。下へ手たすりゃ背中から撃うたれるぞ」

　玲音れいんは首を傾かしげた。

「でも、英えい太た郎ろう達が思い出したのは百年前の組織のことなんだろ？　今じゃもう中身が完全に変わってるんじゃないか？」

「そうね……より悪い方に変わっていると思うわ。さっきの桂けいって人の堂に入った戦い方も見たでしょ？　あんな若い人があんな実戦経験を積めるような組織が、まともなわけないじゃない」

　姫ひ想そ華かは取り付く島もないが、これにはクレアが反論した。

「確かに、危ない人たちもそれなりにいるけど……穏おん健けん派はの人達だってたくさんいるんだよ？　私の伯お父じさんだってそうだし、この間行った点てん心しん華か心しんのフローラさん達だって──」

「まあ……幹部の親しん戚せきじゃ、そう言うしかないよな」

　英太郎の声はいかにも残念そうだった。

　姫想華が重ねて言い募つのる。

「クレア、私は貴方あなたと敵同士になんてなりたくない……ね、一緒に来て。貴方の力が何かはまだわからないけれど、こっちの仲間にはそれを見分けられる人もいるはずだから──」

　その勢いを見かねて、玲音は姫想華の肩を押さえた。

「まあ待てって、姫想華。俺おれも正直、いろいろありすぎてまだ混乱してて……こいつにも、落ち着いて考える時間をやってくれ。俺は香か恋れん以外のしがらみとかないから気楽なもんだけど、こいつの場合、家族がそのままキャラバンの関係者なんだろ？　そりゃいろいろ迷うさ」

　差し出がましいようで怒るかとも思ったが、姫想華は素直に引いた。

「それは……そうよね。ごめんなさい。でもクレア、私は貴方の味方だからね？　それだけは忘れないで」

「うん……ありがとう、姫想華。玲音も……」

　会話の流れだけを聞いていれば、今朝までと変わらないような友情がそこには感じられる。

　だが本質的な部分では、それぞれの間には既すでに大きな齟そ齬ごが生まれていた。

　互いにそれを認めるのが怖い反面、どうしても意識せざるを得ない。

　四人はそれぞれの思惑を押し込めて、微妙な沈ちん黙もくを迎える。

　しばらくしてから、クレアがぽつりと呟つぶやいた。

「……水着、買いそびれちゃったね」

　仲間達でプールに遊びに行くという計画も、この状況では難むずかしい。

　玲音もつい寂しさと今後への不安を覚える。

　場の空気を変えようとするように、彼女はわざとらしく明るい声を紡つむいだ。

「玲音はどんな水着が好き？　やっぱり男の子だし、ビキニとか露ろ出しゆつ多い方がいいのかな？」

　少しでも軽い会話で気を紛まぎらわせたいのだろう。彼女の思いを察して、玲音もあえて話を合わせた。

「うーん……他ほかの男どもにも見られるわけだし、あんまり際ぎわどいのは微妙だろ。やっぱり無ぶ難なんにワンピースとか、せいぜいセパレートタイプの奴やつとか……」

　姫ひ想そ華かが睨にらんだ。

「……意外ね。下劣な貴方あなたのことだから、もっと露ろ骨こつにセクハラを仕掛けてくると思ってたわ……」

「セクハラ違う！　俺おれは自分に素直なだけだ。真ま面じ目めな話、競泳水着とかも機能的なストイックさがそそるんだよな。あれはあれでいいものだと思う」

「……なあ、それって本当に〝真面目な話〟なのか？　前から疑問だったんだけど、お前にとって真面目ってどういう基準なんだ……？」

　呆あきれた口調で呟つぶやく英えい太た郎ろうに、玲音れいんは真顔で応じた。

「競泳水着はなんかこう、体のラインが綺き麗れいにでるのと、豊満な体を水着に押し込めている感じが妙にエロく見えるというか……クレアが着たら相当、ヤバいと思う。胸のあたりとか絶対すごいことになるよな」

「あの……想像しないで、それ」

　玲音の力説を受けて、クレアが頰ほおを赤くした。

　そして恥ずかしがる彼女を横目に、姫想華がにっこりと微ほほ笑えむ。

「……玲音、わかってる？　今の私なら、貴方を一いつ瞬しゆんで弓矢で射い貫ぬけるのよ？」

「……ごめんなさい、調子に乗りました」

　玲音は素直に詫わびをいれる。今の姫想華はさすがに怖さの質が違った。

　空気を察して、クレアが慌てて擁よう護ごに入る。

「ま、まあ、バニーガールとかに比べたら健全じゃない？　玲音は……ああいうのも好きなんだよね？」

「おう。大好きだ」

　自分の正直さが嫌いやになることもあるが、いまさら否定しても仕方がない。

　姫想華から注がれる侮ぶ蔑べつの視線は、石が宿っても相変わらずの鋭するどさだった。

「……貴方はどうしてそう品性が下劣なの……？　少しは隠そうとか思わないの？」

「いやいや、ちょっと待った。バニーガールそのものは別に下劣じゃない！　いいか、姫想華。いかがわしい場でも人気なのは事実だけど、海外じゃ普通のカジノにだっているんだぞ？　何よりあの衣装、完かん璧ぺきすぎるだろ。露あらわな谷間、眩まぶしい太ふと股もも、バリエーションによっては網タイツやオーバーニーソまでついて、ついでに蝶ちようネクタイとかカフスみたいなセレブっぽい装飾品がアクセントになって、女性の魅力を最大限に引き立てる完成度の高いデザインなんだよ。さらにはウサギの耳で可愛かわいさまでアピールする周到さ……間違いないね、あの衣装は人類の歴史を変えた」

　穏おだやかに微ほほ笑えむ姫ひ想そ華かの手元に、白銀の弓が出現した。

　玲音れいんは慌ててクレアの背後に隠れる。すぐに使える凶器の存在はやはりまずい。

「ごごごごごめんなさいっ！　好きなものを馬ば鹿かにされたからついっ！」

　英えい太た郎ろうとクレアがそれぞれ苦笑いで応じる。

「……お前、そんなに好きなのか？　そこまで切実に訴えられると、なんかだんだん可哀かわい想そうになってくるっていうか……」

「あはは……まあ、確かにあの衣装って、それなりに可愛かわいいとは思うんだけど──」

「だよな!?　クレアになら絶対、似合……」

　玲音の目の前に、クレアの白い肩が見えた。

　──彼女は制服を着ていたはずだった。

　港こう誠せい高校に限らず、まともな学校の制服では肩など露ろ出しゆつしない。

　肌の露出は肩越しに見える豊かな双丘の膨ふくらみまで続き、その先には立体縫ほう製せいの施ほどこされた白いハイレグのレオタードがある。

　首には申し訳程度に巻かれた襟えりと蝶ちようネクタイ、手首には白いカフス、しなやかな脚にも白いオーバーニーソックスが装着され、ついでに輝かしい金髪の上には揺れる二本の長い耳までついていた。
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　誰だれも何も言わない。

　間近で目もく撃げきした玲音れいんに至っては、現実と妄想の区別をつけ損そこねて目眩めまいすら覚えた。

　その頭の中で記録者だけがぽつりと呟つぶやく。

〝……ああ。これはズルい〟

　とうのクレアはしばらく首を傾かしげ、たっぷりと時間が過ぎてから間の抜けた声をあげる。

「……わひゃっ!?　ちょっ……ふえっ!?　れ、玲音っ！　見ちゃだめっ！」

　慌てて胸元を腕で隠しつつ、彼女はその場に身を丸めてしまった。

　白い肌に浮いた肩けん胛こう骨こつまでもがやたらと艶なまめかしい。羞しゆう恥ちで涙目になった可か憐れんさにもつい眼めを奪われる。

　絶句して見み惚とれたままの玲音の頭の隅すみで、記録者の声が冷静に響ひびいた。

〝この娘に宿った石は『仕立屋』だな。自分の姿を自在に変えられる力だが、君があんまり熱弁をふるったものだから、頭の中で具体的に想像してしまったんだろう〟

（……な、なんでも言ってみるもんだなあ……）

　しみじみと感動に浸ひたる玲音へ、記録者からの苦言が向けられた。

〝さすがに人としてその発言はどうかと思うが……ほとんど君のせいだぞ？　とりあえず別の衣装を思い浮かべて着替えるか、あるいは衣装の一部を体から完全に取り外せば変化前の姿に戻る。助言するなり隠すなりして落ち着かせてやれ〟

（いや、もうちょっと眼に焼き付けてから──）

〝……君は本当に悪い意味で正直だな〟

　記録者から呆あきれられながら、玲音はクレアの頭についたウサギの耳をそっと外した。

　扇せん情じよう的なバニーガールの衣装をまとった肢し体たいが、ただの一いつ瞬しゆんで元の制服姿に切り替わる。

　玲音が手にしたウサギの耳も、空気に溶けたような感触を残してすぐに消えた。

　クレアはうずくまったままで肩を震わせる。

「な、何、今の……何？」

「……たぶん〝仕立屋〟よ。それが貴方あなたに宿った石の力。服装を想像した通りに自在に変えられるの」

　姫ひ想そ華かが黒髪をかきあげつつ応じた。冷静さを装よそおおうとしているが、髪がかえって乱れてしまい、逆に動揺が目に見える結果となっている。

「……で、玲音。覚悟はできてる？」

　矛ほこ先さきならぬ矢の先を向けられて、玲音は慌てた。

「ちょっと待って!?　確かに俺おれも悪いけど、無理矢理着替えさせたわけじゃないし、そこは情じよう状じよう酌しやく量りようの余地が……」

「情状酌量……そうね。せめて苦しまないように、一撃で仕留めてあげる」

「……姫想華さん、眼が本気すぎて引きます……」

　なんとか冗談に紛まぎらわせようとした矢先、玲音の正面でクレアの衣装がまた変化した。

　港こう誠せい高校の制服から、今度は大正時代の女学生を思わせる鮮あざやかな振ふり袖そでと袴はかま姿すがたへ一いつ瞬しゆんで切り替わる。

「わあ……これ、おもしろいかも！」

　はしゃいだ声でクレアが袖を振った。

　桜色の着物と同色のリボン、紅葉もみじのような紅い袴に、まばゆいまでの笑顔が華を添えている。

　先程のバニーガールとはうってかわって清純路線の格好だが、それでも漂ただよう色香に玲音れいんはもはや動どう悸きと息切れを覚えた。

　その場でくるっと回ったクレアは、中腰になり玲音を覗のぞき込んだ。

「玲音、どう？　可愛かわいい？」

「うん。超可愛い……っていうか、反則だろそれ。お前もう世界に通じるぞ……」

　玲音が素直な本音で応じると、クレアは嬉うれしそうに両手で頰ほおを押さえた。

「あはは、それは大おお袈げ裟さ！　だけどこの力って……もしかしたらすっごい便利？　玲音、リクエスト言ってみて。きっとなんでも着替えられるよ」

　姫ひ想そ華かが玲音の脇わき腹ばらを軽く小こ突づいた。

「……わかってるわよね？」

「……はい。ビキニとかメイド服とかチャイナドレスとかスク水ニーソとか、そういう欲望丸出しな発言は控えます──ええと……あ、あれいいんじゃないか？　ほら、チアガール」

　すかさず、姫想華の手元にまた弓矢が出た。

「……貴方あなたは自制してそういうレベルなの？　もう手遅れなの？　それともセクハラに命を賭かけてるの？」

　例によって殺意の籠こもったその発言に、玲音は素すで恐れおののく。

「し、仕方ないだろ！　そもそもファッションとか詳しくないんだよ！　いたいけな男子高校生の夢なんてだいたいそんなもんだって！」

「え？　私のほうは別に問題ないよ？」

　クレアが楽しげに微ほほ笑えみ、また一瞬でチアガールの衣装へと転じた。

　ノースリーブの白いトップスと青いミニスカートの組み合わせには、玲音が想像していた以上の破は壊かい力りよくがある。

　胸元のロゴは内側から大きく押し上げられて強調され、くびれた腰元に添えられた両手のボンボンはやたらと可愛らしい。

　ミニスカートから伸びるすらりと長い脚はいかにも健康的で、いつもの制服姿とはまた違った魅力を演出していた。

「おおお……おおー……」

　感動にうち震える玲音をよそに、記録者が頭の中で溜ため息いきを吐いた。

〝……仕立屋もまさか、自分の能力が未来の世界でこんなコスプレに使われるとは思っていなかっただろうな……時代の変化を実感する。あと君はいくらなんでも感動しすぎだ〟

（だってこの破は壊かい力りよく……つーか、あんたもよくコスプレなんて言葉を知ってるな？）

〝忘れたか。私は君の記憶から現代の知識を得ているんだ。もちろん、君というフィルターを通して見た現代なわけだが、君にわかる言葉は私にもわかる。しかしスク水ニーソとやらについては──概念は理解したが合理性や必然性の面でわけがわからん〟

（そこは男の浪ろ漫まんてヤツだから、理屈で考えちゃだめだ）

　思い悩む記録者に脳天気な言葉を向けておいて、玲音れいんは改めてクレアの姿を目に焼き付けた。

　黄色いボンボンを顔の傍そばに寄せながら、彼女は姫ひ想そ華かへ笑いかける。

「ね、これって他ほかの人にも着させられないの？　姫想華にも似合いそうだよ」

　姫想華がほうっと見み惚とれるように眼めを細めた。

「あー、もう、ほんとかわいい……あ、仕立屋の力は自分限定よ。他の人には無理。それで能力の名前が〝仕立屋〟って、ちょっと変かもしれないけれどね」

　この状況に呆あきれた様子だった英えい太た郎ろうが、脇わきから苦笑混じりに口を挟む。

「仕立屋本人は、その能力をあくまでデザインの試し行こう錯さく誤ごに使っていたんだ。客の服は普通の布で作らないと、流通させて運べないだろ」

「そうなんだ？　むしろ誰だれにでも着られる本物の服を、簡単に作っちゃう能力とかだったら良かったのにね」

　クレアの他愛もない感想に、英太郎が肩をすくめた。

「……リコルドリクの力には一応、制限があるんだ。基本的に、〝自分から離れて存在するもの〟は作れない。さっき姫想華が撃うった矢も、地面に落ちたら消えただろ？　矢としての質量を保っていられるのは、撃った後のせいぜい数秒だけ──」

　姫想華が訳知り顔に頷うなずいた。

「仲間の中には、他の迷めい宮きゆう神しん群ぐんから異能を受け継いだブロスペクト様みたいな人達もいるから、その人達の固有能力についてはまた別なんだけれど……〝記録者〟の力で、リコルドリクから後天的に能力を与えられただけの仲間については、そういう制限があるの。私の弓矢も仕立屋の服もそうだし、他にも〝騎き士し〟が操あやつる影かげの馬とか、〝拳けん闘とう士し〟が使うグローブとか、〝城主〟が内側にいないと存在できない破鏡の城とか──例外ってあったっけ？」

　英太郎が天井の梁はりを仰あおいだ。

「どうだったかな……そのあたり、全部知ってるのは記録者だけだろうしなぁ」

　玲音は脳内で問いかける。

（……だそうだけど、合ってる？）

〝うむ、概おおむね正解だ。ただし長距離の遠隔攻こう撃げきを可能にする方法もある。たとえば弓使いも、あえて隠しているようだが──〟

　記録者の得意げな説明を遮さえぎって、鏡の向こうからくぐもった衝しよう突とつ音おんが漏もれ聞こえた。

　玲音れいん達四人は一様に同じ方向を見る。

　遠くで事故でも起きたかのような音だったが、ここから出られない彼らに状況を知る術すべはない。

「今の……何だ？」

　緊きん張ちようする玲音の隣となりに、チアガール姿のままのクレアがそっと寄り添った。

　結果として、玲音は不ふ審しんな音よりもむしろ彼女の存在により緊張してしまう。

　一方で英えい太た郎ろうと姫ひ想そ華かは即座に戦う顔へと転じた。

「……姫想華、身構えておけ。外にいる鉄てつ舟しゆう達に不測の事態が起きたのかもしれない」

「脱出のチャンスになればいいけど……なんだか嫌いやな感じね」

　衝しよう突とつ音おんの後には得体の知れない雑音が続いた。

　じっと様子をうかがううちに、今度はファスナーの開く音が聞こえ、次いで知らない女の声が響ひびいてくる。

『神かみ竹たけ先生、この絵ですよね？』

『そのはずだ。希き崎ざき──悪いが、彼らを解放してもらおう』

　そこそこ若い男のそんな指示に、希崎心しん弥やが低い呻うめき声を返した。

『ぐ……か、神竹さん……貴方あなたまで、石の力に……？』

『そうらしい。美人の奥さんを未亡人にしたくなかったら、ここは指示に従っておけ。君さえ従えば若い連中も死なずに済むし、今のところ、我々は仲間と合流したいだけだ』

　外で続くそんな会話を聞き、英太郎がにやりと笑って拳こぶしを叩たたいた。

「姫想華、どうやらこっちの仲間だぞ。運が良かったな──おい！　聞こえるか？　こっちは猟犬と弓使い、それに仕立屋もいる。そっちは誰だれだ？」

　英太郎の大声に対し、鏡からは若い女のほがらかな声が返ってきた。

『私は〝将軍〟です。貴方達を助けにきました』

　たちまち玲音の頭の中で記録者が警けい鐘しようを鳴らす。

〝将軍か……！　ブロスペクトの腹心だ。厄やつ介かいな相手だぞ〟

　どう厄介なのかと玲音が問うよりも早く、壁かべに掛かった鏡の面が水面のように揺らいだ。

　美術室での異変と同じように色彩が溢あふれ出すかと思えば、今度はそこから人間の手が生え、次いで希崎心弥が上半身を覗のぞかせる。

　沈痛な面おも持もちで手を伸ばした彼も、頭から血を流していた。

　その凄せい惨さんな様子にクレアが息を吞のみ、玲音も慌てる。

「先生、その怪け我が……！」

「車を襲おそわれた。亜あ里り亜あさんと鉄てつ舟しゆう君も人質にされている──不本意だけれど、君達を解放するしかない」

　英太郎が片目を瞑つむりつつ、希崎の手をとった。

「先生、その判断で正解ですよ。ブロスペクトを敵に回すのは愚の骨頂です。先生も会えばわかりますって。俺おれらはキャラバンよりよっぽどまともですから」

「……精神がまともかどうかと、行為がまともかどうかは、それぞれ別の話だよ」

　砂を嚙かむような言葉を吐きながら、希き崎ざきは英えい太た郎ろうの手を引き、鏡の向こう側へと戻った。

　往復する形で姫ひ想そ華かとクレアもその直後に続く。

　クレアはまだ不安げな様子だったが、このおかしな空間に残るよりは外の方がいい。

　最後になった玲音れいんの手を引きつつ、希崎が耳元でぽつりと呟つぶやいた。

「……貴方あなたは──他ほかの石と少し違うみたいだ。誰だれにも言わないから、協力が必要な時には言ってくれ」

　その言葉は玲音に向けられたものではなかった。

　ぎくりとしたのは頭の中の記録者も同様だったらしい。彼女が沈思する気配を察しながら、玲音は希崎に手を引かれ、鏡の中をするりと通り抜ける。

　そこは通学路から程近い公道の端はしだった。

　希崎達の車はこの場所で事故を起こしたらしく、道の端で大きくひしゃげ、ボンネットから薄うすく煙をあげている。

　周囲はブルーシートで大おお雑ざつ把ぱに囲われ、付近には事故対応のためと思おぼしき警けい察さつ官かん達まで既すでに揃そろっていた。

「け、警察……？　何で？　ブロスペクトって国家権力と関係が……？」

　頭の中で記録者がこれを否定した。

〝下へ手たなことを言うな。これはおそらく将軍の力だ。奴やつは髪の毛や爪つめ、あるいは唾だ液えきや血液など、自分の体の一部を対象の体内にほんの少し仕込むことで、その人物を二十四時間にわたって操あやつることができる──人数に制限はないが、数が増えるほどに強制力が弱まり宿やど主ぬしの負担も大きくなるから、現実的に操れるのはせいぜい十人から二十人程度だ。ついでに操そう作さされている側は、その間の記憶を失う。協力的な相手や意志の弱い相手に指示を伝える程度なら、百人前後まで同時に指揮できるが……いずれにしても厄やつ介かいな能力だ。間違っても奴から飲食物を受け取るなよ〟

　体の一部を使うという気色悪い内容に、玲音は鳥肌を立てた。

（なんかもう、それって……能力っていうより魔ま術じゆつとか呪のろいの類たぐいになってないか？）

〝その感想は間違っていない。ブロスペクトは魔術を研究する組織を仲間として取り込んだ。彼らが望んだ上でリコルドリクによって叶かなえられた異能に、そうした色彩が強いことは必然だろう〟

　操られた警官達の誘ゆう導どうのもと、既に交通整理がはじまっていた。

　多くの運転手達は真横で起きている異常事態にまったく気づかないまま、玲音達の傍そばを車で走り過ぎていく。

　日常の隣となりに異変があっても、それが見慣れた光景に偽ぎ装そうされていた場合、多くの人間はその事実に気づけない。玲音れいんも関係者でなければ、ただの交通事故としか思わないはずだった。

　そしてこの事故現場には、警けい官かん達以外の怪しい人物もいた。

　ブルーシートで道から視界を遮さえぎられる場所に、白いチャイナドレスの美しい娘と白衣の青年医師が立っている。

　その二人を警けい護ごするように、一目でＳＰとわかる数人の黒服や、石の力に目覚めたと思おぼしき私服の男女も共にいた。

　更に彼らの足下には、組み敷しかれてぐったりとした亜あ里り亜あと鉄てつ舟しゆうの二人──

　友人達の危機を眼めにして、玲音は思わず息を詰まらせる。二人ともに意識がないことは明白だった。

　クレアもびくりと肩を震わせたが、その視線は亜里亜達よりもむしろチャイナドレスの娘に向いている。

　玲音達を絵の向こうから連れ出した希き崎ざきが、その場に膝ひざをついた。

　彼も事故で負傷し、特に足を酷ひどく痛めたらしい。動けそうにない彼の肩を支えつつ、玲音は新たに現れたブロスペクト一派の異能者達を見据えた。

「私が〝将軍〟の周しゆう皓こう月げつと申します。どうぞよしなに」

　豪ごう奢しやな刺し繡しゆうが施ほどこされた白いチャイナドレスの娘が、たおやかに会え釈しやくをした。

　衣装は彼女の体型に合わせてオーダーメイドで仕上げたものらしく、あまりに似合いすぎているために、目立つ格好なのに自然体に見えてしまう。

　年齢は玲音より一つか二つ程度は上のようだったが、若いことは間違いない。

〝こんな小娘が、将軍の宿やど主ぬしか……この石は、せめてまともな人格者に渡っていて欲しかったが……〟

　記録者の歯は嚙がみする気配が伝わってきた。

　思わず見み惚とれてしまいそうな美人だが、クレアのコスプレ姿のインパクトが強すぎたせいか、玲音もあまり動じない。

　白衣の青年医師も冷たく感じられるほどに涼やかな声で名乗る。

「〝水鳥〟の神かみ竹たけだ。まあ、自己紹介は後回しでいいだろう。希崎、私は約束は守る。君は餓が鬼きどもとここで寝ていろ。じきにキャラバンの連中が来るはずだ」

　黒服の男達が玲音とクレアを囲み、すぐ傍そばの車へ押し込もうとした。

　後ろに止めてある別の車へと歩き出しつつ、英えい太た郎ろうが声をかける。

「あぁ、将軍。そいつらは仕立屋と占星術師だ。どっちも当時の記憶はなくて、占星術師のほうは俺おれ達より後の時代に記録者が残した力らしい。敵意がない代わりにキャラバンとの戦意もなさそうだから、できれば無む理り強じいは──」

　皓月という娘は清せい楚そに微ほほ笑えんだ。

「わかりました。ただ──こちらのお嬢じよう様さまとは以前から面識がありまして。車の中で少し話をさせてくださいね」

　玲音れいんに逆らう術すべはない。

　膝ひざをついた希き崎ざきは、無言で歯を食いしばっていた。

「……先生、なんとかなりますよ。とりあえず、全員生きてこの場を切り抜けるのが第一ですし……鉄てつ舟しゆう達のことをよろしくお願いします」

　おかしな空間に玲音達を閉じこめた張本人ではあったが、同時に彼は大人として、玲音達の身を守ろうとしていたようにも見えた。

　希崎が小声で応じる。

「……すまない。月つき代しろ君、必ず君達のことも助け出すから──無茶はしないでくれ」

　玲音は頷うなずいた。

　負傷した希崎と気絶したままの亜あ里り亜あと鉄舟を残し、一行はそれぞれ黒塗りの車に分乗する。

　英えい太た郎ろうと姫ひ想そ華かは神かみ竹たけという医師風の青年と共に前の車へ、玲音は右に皓こう月げつ、左にクレアと、美女二人に挟まれる形で後部座席の真ん中に乗せられた。

　前の車がまず先に出発する。

　座してすぐに、玲音は隣となりの皓月へ問いかけた。

「あの……桂けいって人は？」

　皓月がにっこりと微ほほ笑えんだ。

「彼は危険ですから、真っ先に動きを封じましたわ。別の車に乗せてもう移動中です」

　玲音はつい先程、美術室で彼の戦いぶりを直じかに見た。

　正攻法でどうこうできる相手とは思えなかったが、希崎心しん弥やの奇妙な力を見た後では、純粋な戦せん闘とう力りよく以外の方法で力を封じられたのだろうとも察しがつく。希崎達の車に交通事故を起こさせたのも、そうした超常の力なのだろう。

　操あやつられた警けい官かん達に見送られて、車が走り出した。

　皓月が鉄てつ扇せんを片手ににこにこと愛想を振りまく。

「前の車に乗った方々が、弓使いと猟犬。そして可愛かわいい格好のクレアお嬢様が仕立屋で──貴方あなたは〝占星術師〟とか。初めて聞く石ですわ」

「はぁ……恐縮です」

　迂う闊かつなことは言えず、玲音は曖あい昧まいに応じておいた。

　緊きん張ちようした面おも持もちのクレアは今もまだチアガールの姿のままだった。珍しい格好の娘達に左右を挟まれた玲音は、視線のやり場にさえ困る。

　ことに皓月は初対面の割にはやけに親しげに、深いスリットから覗のぞく白い脚を臆おく面めんもなく玲音に寄せてきた。

　その動きを警戒するようにして、クレアも反対側から玲音に腕を絡めてくる。

　彼女のその眼めには、珍しく敵意に近い険けわしさがあった。

　つい先程、皓こう月げつもクレアのことを知っているかのような言い回しをした。二人は本当に顔見知りらしいが、親しい関係にはとても見えない。

　間に玲音れいんを挟んで、クレアがようやく口を開いた。

「……皓月さん、どうして貴方あなたがこんなことをしているんですか？」

　皓月は金属製の扇おうぎで口元を隠し、くすくすと笑う。

「貴方と同じですわ。失しつ踪そう事件の折、私もたまたま紅あか街まちに居合わせまして、石の力に覚かく醒せいしましたの」

　クレアが玲音の腕に抱きついたまま、ぎゅっと力を込めた。

　腕に強く押しつけられた胸から、不ふ埒らちな柔らかい感触とともに荒い鼓動まで伝わってくる。

　単なる羞しゆう恥ちや動揺とは違うその心音を、玲音は敏感に感じ取った。

（クレアが……怯おびえてる？）

　そのことに気づいてすぐ、玲音は摑つかまれた腕を解ほどいて彼女の肩に回そうとしたが、クレアは不自然なほどに頑固な強さでがっちりと腕をつなぎ止めていた。

「玲音には手出ししないでください。玲音は、私の……その……と、友達なんです」

　声が硬い。

　一方の皓月は対照的なまでにたおやかな微笑を見せた。

「もちろん把握しています、クレアお嬢じよう様さま。今回の失踪事件のうち、名前がわかっている方々については全すべてマークしておりましたから。特にそちらの学校には、貴方を含めて四人も失踪者が固まっていましたから、いつ覚醒しても対応できるように重点的に警けい戒かいしていました。お嬢様も先程の〝破鏡の城〟を見て能力に目覚められたのですよね？　ただその様子ですと、記憶までは戻らなかったみたいで──残念ですわ」

　物腰こそあくまで友好的だったが、玲音はそこに隠しきれない威圧感を垣かい間ま見みた。

　皓月の細くしなやかな指先が、玲音の顎あごをそっと撫なで上げる。

「ふふっ……可愛かわいい。クレアお嬢様のお友達なら、私ともお友達になっていただけそうですね？」

　玲音はぞわぞわと背筋に寒気を覚えた。

　クレアもおそらくは無意識のうちに、更に強く胸を押しつけてくる。彼女にとってもこの皓月という娘は〝怖い〟存在なのだろうと容易に推察できた。

　見み栄ばえのするチャイナドレスの美少女に寄り添われ、更に反対側ではチアガール姿のクレアにまで抱きつかれ、男としては鼻の下の一つも伸びそうな状況のはずだが、どうにも鳥肌が消えてくれない。

「……あの。俺おれとクレアの力は、あんまり戦いの役には立たないと思います。解放してもらえないですか？」

　皓こう月げつが桃色の唇に指を添え、考える素振りを見せた。実際には既すでに結論があり、ポーズだけのことだと玲音れいんにもわかる。

　車が信号待ちにかかり、ようやく皓月はもったいぶって応こたえた。

「……クレアお嬢じよう様さまは、石の宿やど主ぬしであると同時にキャラバン大幹部の親族──つまり人質としての価値も大きいのです。貴方あなたについては、その力の中身を確認させていただいてから対応を決めたいと思います。特に私達は今、〝記録者〟という大切な石を探していまして──貴方に心当たりはありませんか？」

　心臓をぺろりと舐なめられたような悪お寒かんが走り、玲音の四し肢しが固まった。

　信号が変わり走り出した車の振動によって、その硬直はごく短時間で解ける。前を行く英えい太た郎ろう達の車は、いつの間にか見えなくなっていた。

　頭の中で記録者が嘆たん息そくを漏もらす。

〝まあ、そうだろうな……昔の将軍も頭の回る奴やつだったが、この娘も相当な切れ者だ。どこまで隠しきれるかわからんが、露ろ見けんしたら……協力を約束しない限り、彼らから追われる身になる〟

（あのさ。さっきから気になってたんだけど……お前ってそもそもこいつらの仲間じゃないの？　敵ってわけでもなさそうだけど、なんか嫌いやがりすぎじゃないか？）

　玲音はそのあたりの事情をさっぱり把握していない。わざわざ彼らから隠れようとする記録者の方針も、日和ひより見みしたい彼にとっては望むところだが違和感がある。

　記録者が唸うなった。

〝連中は私のことを味方だと思っている。それは間違いないが、同時に戦いを嫌きらっていることも知られている。そして私にとっても、彼らは思い出深い友人達だが──同時に警けい戒かいの対象でもある。もしも彼らが偏かたよった思想のままに暴走すれば、この世界に災さい厄やくをばらまくだろう。そんな事態はどうしても避さけたい〟

（偏った思想ってどんな？　人類の革新とか世界征服とかそっち系？）

〝そこは指し導どう者しやたるブロスペクト次第だ。彼と宿主がこの時代に対し、どんな選択肢をとるか──そしてそれがどんな選択肢であろうと、彼らは武力の行使をもってその実現を目指す可能性が高い。そこが問題なんだ。必要とあらば虐ぎやく殺さつや大量破は壊かいすら辞さないだろうし、むしろ目的がどうこうというより、武力を駆く使しする行為自体に意義を見み出いだすような性格ともいえる。当然、それを邪じや魔まするキャラバンとの抗争になるだろうから、世間の混乱は避けられない〟

（は、傍はた迷めい惑わくだな……！）

　記録者との脳内会話のために黙だまってしまった玲音に対し、皓月が耳元で囁ささやきかけた。

「貴方のお名前は玲音でしたよね？　もしかして、貴方が……〝記録者〟でしょうか？」

　冗談めかした問いに、玲音は真顔ですっとぼける。状況が状況だけに演技にも身が入った。

「滅相もないです。そんなことより、クレアを人質にするみたいなこと言ってたけど……人質にした後、キャラバンに何を要求するんですか？」

　クレアの手に力が籠こもり、一方で皓こう月げつは眼めを細める。

「人質には〝盾たてにする〟という活用法もありますわ。たとえばクレアお嬢じよう様さまがこちらにいれば、有無をいわせず拠点を爆ばく破はするような真ま似ねはしにくくなります。場合によっては交渉の糸口にもなりますし、何より──かわいい子がいれば士気も上がりますから」

　冗談だと気づくまでに数すう瞬しゆんを要しつつ、玲音れいんは卑ひ屈くつに愛想笑いを返した。

「でも組織に美人がいると、三角関係とかで内紛の種になったりしません？」

「大丈夫ですわ。みんなで共有すれば済むことです。若いのですから、一日で四、五人くらいは相手にできるでしょう？」

　──あまりにも朗ほがらかに紡つむがれた言葉の意味を図はかりかねて、玲音はしばらく呆あつ気けにとられる。

　クレアの手にまた力が籠もり、頭の奥では記録者が嘆たん息そくを漏もらした。

〝……なるほど、外見に似合わず見事に下げ衆すだ。玲音、怒るなよ。今は自制を……〟

　前を行く一般車両との距離が詰まり、運転手が緩ゆるくブレーキを踏ふんだ。

　そこに気づくのと同時に──

　玲音は反射的に、皓月の眉み間けんへ渾こん身しんの頭突きをかましていた。
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　不意打ちに驚おどろく皓月をよそに、月つき代しろ玲音は頭突きとほぼ同時にドアのロックを外し、クレアを抱えるようにして道路側へと転がり出ていた。

　皓月は眉間を押さえる。視界が明滅し、頭が容赦なく揺れた。

　一般人とは思えない手て際ぎわの良さに内心で驚きつつ、彼女は助手席の部下へ声をかける。

「くぅぅ……お、追いなさい。前の車にも伝えて──」

　先行している車には〝猟犬〟と〝弓使い〟も乗っている。途中で信号に捕まったために少し距離が離れてしまったが、猟犬は追跡と捕ほ獲かくのエキスパートだけに、取り逃がすことはまず有り得ない。

　玲音とクレアは手足を適当に擦すりむきつつも勢いでどうにか身を起こし、互いに手をとって走り出していた。

　動きは存外に身軽ですばしこい。

　歩道を行く人々が何事かと奇異の視線を向ける中、皓月はちかちかする視界にかろうじてその背を映す。

　唇がわずかに微笑の形へと歪ゆがんだ。

（みくびったでしょうか……こういうことができそうな子には見えなかったから、ついからかいすぎました──）

　不思議なほどに怒りはない。

　逆らう者には容赦ないと言われがちな皓こう月げつだが、彼女自身の自己評価は少し違っている。

　逆らう者であろうと従順な者であろうと、彼女は〝嫌きらいな人間〟に対して容赦がない。

　皓月が嫌いな人間とは、彼女を苛いらつかせる人間である。

　敵対者であっても気に入った相手に対してはそこそこ寛容になれる。

　あの玲音れいんという少年が、もしも皓月の暴言をあっさりと受け流し、なおも機き嫌げんをとろうとするような人種であれば、彼女の興味はそこで途切れていたはずだった。

　そんな相手はとるに足らない小物であり、信頼どころか利用にも値しない。怯おびえるだけで何もできないクレアと同様、いじめて楽しむ程度の価値しかない。

　だが彼は、明確にしてわかりやすい反抗心を示した。

　皓月の悪評を知らぬがゆえの無鉄砲な行為だろうが、興味は引かれる。

　運転手の男が恐る恐る声を寄よ越こした。

「……申し訳ありません、皓月様。咄とつ嗟さのことで反応できず──病院に行かれますか？」

「そこまでの怪け我がはしていません。仕返しなんて考えなくていいですよ？　ちょっと試してみただけですから。容姿と血筋しか取り柄のないクレアお嬢じよう様さまにも、もう一つ使い道ができました。彼を釣る餌えさとしてはちょうど良さそうです」

　忠実な部下をそう諭さとしておいて、皓月はしばらく沈思した。

　どちらも失しつ踪そう者しやには違いなく、石の力を受け継いでいる。

　クレアが持つ仕立屋はともかく、玲音れいんが持つ〝占星術師〟という石についてはよくわからない。

　仮に詐さ称しようだとしたら、そんなことをしそうな〝石〟は限られる。

（皇帝と見張り番はもう把握済み。語かたり部べも除外──となれば、後は女王か記録者か詐欺師、道化師、錬れん金きん術じゆつ師し……それとも本当に私の知らない石でしょうか？　最後の可能性は──）

　占星術師という言葉は、キャラバンにおいて少しばかり特殊な意味を持つ。

　いかがわしい占い師を気取り、ことあるごとに幹部達に干渉しつつ、おもしろ半分に事態をかき回す人外の存在──〝星詠よみのエスハ〟と名乗る彼ならば、妙な悪戯いたずらを仕掛けてきても不思議はない。

　滅多なことでは現れない幽ゆう霊れいのような存在だが、皓月はしばらく前に彼と接触する機会を得た。〝マリアンヌの宝石箱〟の核心に関かかわる情報も、彼からその時に得たものである。

　エスハは皓月の主張にも興味を示していた。おもしろそうなことを見つければ、おそらくは傍ぼう観かんするだけにとどまらない。

　月つき代しろ玲音という少年が、もしも彼の用意した駒こまの一つだとしたら、〝占星術師〟の名もそれを示し唆さするにふさわしいものだった。

　これは考えすぎかもしれないが、一応は不確定要素として警けい戒かいしておく必要がある。

「……ここは〝見張り番〟より、〝語かたり部べ〟に頼りましょうか」

　思考を読み解く彼の力の前に、隠し事は意味を為なさない。

　皓こう月げつは透明な通つう信しん球きゆうを口元に添え、揃そろい始めた手て駒ごまの効果的な〝使い道〟について、改めて思案を巡らせた。
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　皓月の車から逃げ出した玲音れいんとクレアの二人は、地下鉄へ続く階段を駆かけ下りていった。

　頭に血が昇った玲音の脳内で、記録者が声を荒らげる。

〝自制しろと言っただろうが！　君、そんなに血気盛んな性格だったのか!?〟

（ご、ごめん！　でもアレは無理だ！）

　皓月の言葉を聞いた直後、ほとんど無意識のうちに体が動いていた。

　同時に、彼女の言葉は冗談などではなかったようにも思う。

　皓月という娘はおそらくクレアのことを嫌きらっている。その嫌けん悪おのままに歪ゆがんだ嗜し虐ぎやく心しんをぶつけてくる可能性は高い。

　あの娘だけはクレアに近づけたくないと、本気でそう思った。

　まばらな通行人を避よけつつ、玲音とクレアは全力で駆ける。最初は玲音が手を引いたが、クレアも女子としては脚が速い。学業では苦戦気味の彼女だが、運動神経には恵まれており、暇ひまな時にはフィットネスジムにも通っている。

　反対に玲音の方が手を引かれかねない状況にもなりながら、二人は地下鉄の改札には眼めもくれず、複数ある他ほかの出口へと走った。

　入り組んだ角の多い駅は利用者には不評だが、今回ばかりは追跡者をまくのにちょうどいい。

　玲音達の急な動きは皓月にとっても予想外だったらしく、唯一の追っ手はまだ階段を降りきっていなかった。

　記録者が嘆たん息そくした。

〝危険な行動だったが……上う手まい具合に隙すきをつけたのかもしれん。だが、向こうには本物の犬並みの嗅きゆう覚かくを持つ猟犬がいる。匂においで追われたら逃げきれない。玲音、走りながらでいいからクレアを着替えさせろ。その子の金髪はこの国ではただでさえ目立つ。そうだな──月代香か恋れんの姿でいいだろう〟

（はあ!?　何言って……）

　記録者の声は真剣だった。

〝仕立屋の能力は単に服装を変えるだけのものではない。その気になれば顔や体型、声や匂いすらも対象そっくりに変えられる、極きわめて優秀な変装の力だ。ただし脳裏にしっかりとその姿を思い浮かべなければならないから、よく知っている相手でないと声や匂においまでは変えられない。仮に君が捕まったとしても、彼女だけはこの力で逃げきれるかもしれん〟

　玲音れいんは思わず実際の声で返事をした。

「まじで!?　おい、クレア！　すぐに香か恋れんの顔と私服を思い浮かべろ！　仕立屋の力で変装できるらしい！」

　クレアが息を切らしつつ応じた。

「え？　へ、変装？　そんなことできるの？」

「いいから試してみろ。なるべく具体的に思い浮かべれば、きっと──」

　戸と惑まどいながらも彼女は頷うなずく。

「う、うん……！　え、ええと……香恋ちゃんの姿って……」

　玲音は背後を振り返る。角を曲がった直後で追っ手の姿は見えないが、普通に歩く通行人とは別の大きな足音が聞こえはじめていた。

　そして彼が舌打ち混じりに視線を戻すと──そこにもう、クレアはいなかった。

　代わりに妹の香恋が、いつもは気丈そうな眼めを不安に歪ゆがませ、荒い息を吐きながら走っている。

　私服の短パンとシャツは、玲音も見慣れた部屋着だった。

「……うわ。ほんとに変わった……！」

「ほんとに？　私からじゃ服しか確認できなくて……あ。声も変わってる！　髪も！」

　地上への階段を駆かけ上がりながら、クレアが驚おどろいた様子であたふたと髪に触れた。

〝よし。この力は匂いも変化させるから、猟犬の鼻も騙だませる。玲音、君は変装するというわけにはいかないが、ここで二手に分かれれば、少なくともこの子は逃げきれるだろう。コスプレのための力ではないと理解したか？〟

（理解した！　ていうか……やっぱり魔ま法ほうだろ、これ？）

　地下街から続く階段を上り切り、ビルの狭はざ間まの細い道に踏ふみ込みながら、玲音はクレアに声をかけた。

「ここらで二手に分かれよう。合流地点は伯お父じさんの病院でいいよな？」

「え……？　い、一緒じゃだめなの？」

　クレアが香恋にそっくりな顔で不安げな声を漏もらす。

　玲音としても別行動には不安があるが、記録者の指摘が正しければ、彼は猟犬から逃げきれない。

　巻き添えにするくらいなら、せめてクレアだけでも無事に逃がしたかった。

「二人組で逃げてると目立つだろ？　クレアもその姿なら問題ないだろうし、俺おれも一人なら地味な顔だし、なんとかなるって。お前はどっかでタクシー拾って、病院に着いたら伯父さんにでも払ってもらえ。また後でな！」

　十字路の角へクレアを軽く押してから、玲音れいんは逆方向へ駆かけ出した。

　自分がもたついていれば彼女も迷ってしまう。今は言い争う時間も惜しい。

「れ、玲音！　ちょっと待って！」

　クレアが香か恋れんの声で呼び止めた。

　若じやつ干かんの混乱を覚えつつ、玲音は振り返る。

　彼女は口元を押さえて俯うつむきつつ、小声に呟つぶやいた。

「……さっきは、その──怒ってくれてありがと。すっごく……嬉うれしかった」

　赤い顔でそれだけ言って返答を待たずに、クレアはそそくさと逆方向へ歩き出した。

　玲音もつい頰ほおを緩ゆるめつつ、気を引き締しめ直す。

　追っ手が来る前に、二人の距離は大きく開いていった。

（で、ここからなんだけど……俺おれはどうしよう？）

〝……まあ、いざとなったら記録者だと名乗って協力する姿勢を示せ。そもそも我々が蒔まいた種に君を巻き込んでいるわけだから、私も最大限、協力する〟

　堅い声でそう告げた後に、記録者はしばらくの間を置いた。

〝……その、な。クレアではないが、さっきの件……自制しろと言って止めはしたが──正直、私もすかっとした。よくやった〟

　玲音は苦笑を返す。

（俺は今いま頃ごろになって怖くなってきた。絶対怒ってるよな、アレ……）

〝まあ、あの娘が将軍の影えい響きようを強く受けていれば、記録者たる私には恩義を感じているはずだ。それを祈ろう〟

（クレアや俺みたいに、記憶が戻ってなかったら？）

〝……………………祈ろう〟

　あまりあてにしてはいけないらしい。

　走り疲れて玲音は歩き始める。

　追っ手が英えい太た郎ろうだけなら話し合いの余地はあるかもしれない。

　やがて追いついて来るはずの彼とどんな言葉をかわすべきか考えながら、玲音は早足にその場を離れていった。
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〝文ふみ槻つきクレアとその友人に逃げられた。見つけ次第、心を読んで能力と思考を確認して欲しい──〟




　通つう信しん球きゆうを通じて皓こう月げつから羽は矢や多たにその指示が入った時、彼はワゴン車の車中で苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔色に転じた。

　文ふみ槻つきクレアの名は、キャラバンに属する者なら誰だれでも知っている。問題はその友人のほうだった。

「ちょっと待て。文槻クレアとその友人だと……？　……皓月、そいつの名前を教えてくれ」

『月つき代しろ玲音れいんという失しつ踪そう者しやです。お知り合いですか？』

　羽矢多は思わず、通信球を握り潰しそうになった。

　その少年の名はよく知っている。

　彼にとって、月代玲音は大学時代に世話になった先せん輩ぱいの遺い児じ──ではない。

　十年ほども昔、羽矢多はある研究者夫妻の暗殺に荷担した。

　真ま名な井い製薬に勤めていたその二人は、迷めい宮きゆう神しん群ぐんに関かかわる研究成果の一つを、こともあろうにキャラバン他派閥の研究機関へ売り渡そうとした。

　真名井製薬は山やま之の内うち派の重じゆう鎮ちん、真名井秀ひで世よの会社であり、異能者の治ち療りようや神群の無力化等に関わる薬の研究を裏で行っている。

　月代夫妻がその成果を売り渡そうとした相手は、同じくキャラバンに属する欧州の雄、カーマイン派の研究機関だった。

　本人達は移住と転職を前提とした土産みやげ程度のつもりだったのだろう。非合法の研究だっただけに、特許もとれず裁判にもならないはずだと高をくくっていた節がある。

　だが彼らは、キャラバンと真名井製薬の裏の顔を軽視しすぎていた。

　裏切りをたしなめられて許しを乞こうような人物であればまだ長生きできたのだろうが、逆に開き直って〝世間にキャラバンの存在をばらされたくなかったら黙もく認にんしろ〟と幹部を脅おどすに至り、とうとう羽矢多の元に有う楽らく原ばらという上司から暗殺の指示が来た。

　神群に関わる研究者とはいえ、相手は異能者ではない一般人である。裏切り者への見せしめ的なこの処罰は、どうにも後味の悪い任務だった。

　月代夫妻は羽矢多と同じ大学の出身者だった。

　これは特に珍しいことではない。キャラバンの関係者は、その息のかかった教育機関に通うことが多く、就職先も必然的にキャラバンと縁えんのある組織になりやすい。

　在学中の面識はほとんどなかったが、暗殺のための下調べの最中に、まだ幼い兄妹きようだいがいることも知った。

　それを知ってなお──

　羽矢多は淡々と任務を遂すい行こうした。自分がやらなければ、どうせ他ほかの誰だれかがやることになるともわかっていた。

　両親の葬式の日、炎天下にぼんやりと立ち尽くしていた幼い兄妹の姿を、羽矢多は今も忘れられずにいる。

　その二人も今では高校生と中学生に成長した。

　羽は矢や多たは折に触れて彼らの近況を気にかけてきたが、二人を引き取った祖父母が亡くなった後、兄の玲音れいんから連絡を受け、後見人になって欲しいと依頼された。

　羽矢多に断る理由はなかった。

　玲音からはしきりに感かん謝しやされたが、羽矢多にしてみればむしろ土下座をして詫わびたい立場である。

　彼が文ふみ槻つき派の親族の娘と親しくなったと聞いた時には驚おどろきもしたが、今はあくまで普通の高校生として、平へい穏おんに生活しているものと信じていた。

「どういうことだ、皓こう月げつ……クレアお嬢じようさんとその少年も今回の失しつ踪そう者しやだったのか？」

　呆ぼう然ぜんと発せられた羽矢多の問いに、皓月は意外そうな声を返してきた。

『あら？　新聞でも報道されていたのにご存知なかったのですか？　……ああ、羽矢多さんは帰き還かん直後から身内に監禁されていたのでしたね』

　羽矢多は嘆たん息そくし、天を仰あおごうとして額ひたいを車の天井にぶつけ、次いで拳こぶしを叩たたき合わせながら歯は嚙がみした。

　彼らもあの日──たまたま紅あか街まちの傍そばにいたのだろう。

「……皓月。お前は、本当に──タイミングの悪い時に箱を開けてくれたな」

『私が開けたわけではありませんし、不ふ慮りよの事故だったのは本当ですよ？　それより、お嬢様はともかくあの少年まで羽矢多さんのお知り合いだったとは驚きました。水みな門と市は意外に狭いのですね』

　運命の皮肉をおもしろがるように皓月が嗤わらう。

『その子は猟犬が追っていますから、すぐに捕まるはずです。羽矢多さん達のいる方角に逃げているようですので、もしも先に見つけたら保ほ護ごしておいてくださいね』

「……了解した」

　かろうじて平常心を取り戻し、羽矢多は通信を切る。

　前の座席から鷹たか丸まるが声を寄よ越こした。

「お前は相変わらず面倒見がいいな。そいつはあれだろ？　月つき代しろの──」

「ああ。皓月に眼めをつけられたらしい──難なん儀ぎだな」

　鷹丸も当時の暗殺に関かかわった同僚である。

　玲音は両親をキャラバンに殺され、今また、そのキャラバンの内紛によって平穏な生活を壊こわされつつあった。

　当人は巻き込まれたばかりでわけがわからない状態だろうと推察できる。

　事情を知らない国くに代しろ剣けん護ごが不思議そうに問いかけた。

「そいつ、社長と親しいんですか？」

「孤児の兄妹きようだいだよ。羽矢多が後見人をしてるんだ──なあ、社長。ものは考えようだ。石の宿やど主ぬしならいよいよ身内みたいなものじゃないか。何か問題があるか？」

　鷹たか丸まるの吞のん気きな口振りに、羽は矢や多たはしかめ面つらを返す。

「大ありだ。本人も平穏な生活を望んでいるし、そのために身を律してもいる。こんなくだらん騒さわぎに巻き込んでいい人間じゃない」

　この言に対し、隣りん席せきの陣じん内ない時とき緒おがぽつりと呟つぶやいた。

「どうなのかな……クレアお嬢じよう様さまの彼氏なら、周りが止めても自分から巻き込まれてきそうだけど──」

「お？　なんだ時緒、そいつのこと知ってるのか？」

　鷹丸が意外そうに問う。羽矢多の知る限り、彼女と玲音れいんの間に接点はない。

　だが時緒は眠たげな動きで頷うなずいた。

「ん。私は知ってるけど、向こうは私のこと知らないと思う。私、静しず枝えさんの黒くろ猫ねこ亭ていの常連だから、紅茶買う時にクレアお嬢様と話してるのを見かけただけ……すっごいリア充だった」

「そりゃまあ……あの美人と付き合ってたらその時点でリア充だわな」

　時緒の言い回しに剣けん護ごが呆あきれた声を漏もらす。

　若者の言こと葉ば遣づかいに微妙な隔世の感を覚えつつ、羽矢多は首を傾かしげた。

「リアじゅう……すまん、どういう意味だ？」

「そんなことも知らんのか……ネットのスラングだよ。現実の生活が充実している奴やつって意味だ」

　同世代の鷹丸に答えられてしまい、羽矢多は立たつ瀬せがない。

　相手をじっと見て語かたり部べの力を発動させれば、記憶を盗み見る形でその意味を把握することは容易だった。

　だが、羽矢多はこの力を〝必要な時にしか使わない〟と心に決めている。

　できれば相手を見ただけでは発動しないようにと制御したいくらいだが、今のところは、視線を逸そらすか眼めを閉じるくらいしか方法がない。

　鷹丸が肩をすくめた。

「お前はお前で浮うき世よ離ばなれしすぎだな。せめて仕事以外の趣味を持てよ。何かないのか？」

「……すまん。ない」

　潤うるおいのない人生だとはしみじみ思う。

　路肩に車を止め、羽矢多達一行はひとまず降りた。

　冷夏とはいえ、冷房の効きいた車内から出ると七月の熱気がむわりと生温く感じられた。

「文ふみ槻つき派のお嬢ちゃんと玲音君の捕ほ獲かくか……気が進まんな」

「だが、お前が捕まえれば安全を担保しやすい。皓こう月げつにとられると取引に使われるぞ」

「わかっている。やむをえんか……」

　鷹丸の言に頷きつつ、羽矢多は周辺を見回した。

　鷹たか丸まるは通つう信しん球きゆうを耳元に寄せ、皓こう月げつの部下から逃亡者の位置情報を聞き出している。〝猟犬〟が追っているとなれば、そう簡単には逃げられない。

「羽は矢や多た。まさにこっちに向かって逃げているらしい。運がないというかなんというか──剣けん護ごと雪ゆき菜な、時とき緒おはここで待機しておけ。俺おれ達はそっちの路地へ行ってみよう」

　猟犬よりも先に確保できれば、多少は話もできる。

　そもそも玲音れいんは羽矢多の本当の仕事を知らないはずで、見つければ彼の方から安易に近づいてきそうだった。

（……騙だましてばかりだな、俺は──）

　噓うその下へ手たな、頑固で実直な性格だと人から言われやすい羽矢多だが、本人にしてみればその評価はまるで的まと外はずれなものである。

　一車線しかない一方通行の路地裏を、羽矢多と鷹丸は並んで歩いていった。

　巨きよ軀くと強こわ面もてのせいで普通のビジネスマンに見えないことは自覚している。人通りが多ければ目立つところだが、夕方になる前の中途半はん端ぱな時間帯とあって、見える範はん囲いの道には誰だれもいなかった。

　そして、目の前の角を曲がろうとした矢先──

　羽矢多は、そこに目当ての顔をあっさりと見つけてしまう。

　港こう誠せい高校の夏服に身を包んだ少年、月つき代しろ玲音。

　早足に歩いてきた彼は、羽矢多の姿を見つけてびくりと立ちすくんだ。

　敵か味方かと戸と惑まどうようなその眼まな差ざしを受けつつ、羽矢多は思わず頭を抱え込みそうになる。

　──彼を見た瞬しゆん間かん、その思考が否いや応おうなく読めた。

　これは当然、予測しておくべき事態だった。

　むしろどうして思いつかなかったのかと自分を叱しかりつけたくなりながら、この先の対応に迷う。

　玲音が息を切らしつつ、困惑した様子で歩み寄った。

「あ……え、と……羽矢多……さん？　今は海外じゃ……？　帰国してたんですか……？」

　羽矢多は返事ができない。

　この〝不測の事態〟にどう対応したらいいのか、彼はまだ決めかねていた。

（どうする？　このまま皓月の下に連れて行くのか……？　いや、しかし……ここで見逃しても猟犬には追いつかれる。だが、連れて行ってもどのみち……ああ、くそっ！　なんでこんな力！）

　何も知らなければ、ひとまずは迷わずに済んだのかもしれない。

　相手の思考が完全に読めてしまったからこそ、羽矢多は思考の迷路に迷い込んでいた。

　とれる選択肢は決して多くない。それらの選択肢も一長一短どころか、基本的にはデメリットから考えて〝どの選択がマシか〟と悩んでしまう程度のものだった。

　迷っているうちに、玲音れいんの後方から追っ手が早足に駆かけてくる。

「あ……え、英えい太た郎ろうと姫ひ想そ華か……！」

　皓こう月げつの差し向けた追っ手は、同じ港こう誠せい高校の制服姿の男女だった。彼らもまた玲音の友人らしい。

　玲音は逃げようとして動きかけたが、猟犬の動きが明らかに早い。彼は観念して、その場に立ち止まる。

（追いつかれた……！　どうする……どうする!?）

　羽は矢や多たは必死で考える。

　そうこうしているうちに、猟犬は玲音の前に回り込み、弓使いが正面で弓を構えた。

　猟犬の少年が羽矢多を睨にらむ。

「あんたは……将軍の言っていた仲間か？」

　その言葉を聞いた玲音がびくりと肩を震わせ、羽矢多を呆ぼう然ぜんと見た。

「羽矢多さんも……失しつ踪そう者しや……？」

　羽矢多達の名は報道において隠いん蔽ぺいされていた。会社側でも海外出張という形で処理していたため、知らないのは当然といえる。

「……ああ。皓月の仲間になるかどうかは検討中だが……」

　猟犬の少年が羽矢多と鷹たか丸まるを見る眼めは、いかにも胡う散さん臭くさげだった。

　その思考は単純である。

　彼は友人の玲音を心配しつつ、将軍の指示には従い、初対面の羽矢多と鷹丸に対してはそれなりに警けい戒かいしていた。

　一方で弓使いの少女は玲音に険けわしい声を向ける。

「玲音、観念しなさい。クレアはどこ？　二手に分かれたの？」

「匂においが途中で消えていて混乱したぜ。空でも飛んだのか？」

　追跡者となった友人達に対し、玲音が神妙に頷うなずいた。

「あ、ああ。クレアは……」

　羽矢多は覚悟を決めた。

　元々、彼は策を弄ろうするタイプではない。考えても無駄なことについては割り切るしかなかった。

（見張り番にはどうせバレる。それなら今、俺おれの裁量で……）

　大きく息を吸い、彼は英太郎達に向き直った。

「猟犬と弓使い。そいつは俺が先に見つけた。悪いが、こっちで保ほ護ごさせてもらおう」

　英太郎が眉まゆをひそめた。

「あ？　どうせ将軍のところへ連れて行くんだ。どっちが保護しようと同じだろ。それとも……手柄が欲しいなんていうつまらん理由じゃないだろうな？」

　そんな程度の理由だったらどんなに気が楽かと、羽は矢や多たは嘆たん息そくした。

「違う。皓こう月げつには預けられん理由がある。なにせ相性が悪すぎる。何をされるかわかったものじゃない……そうだろう？　〝お嬢じようさん〟──」

　羽矢多は鼻筋を歪ゆがめつつ、かすれそうな声でその言葉を発した。

　猟犬と弓使いが顔を見合わせる。

　とうの月つき代しろ玲音れいんはびくんと肩を震わせ──そのまま呆ぼう然ぜんと、その場に立ち尽くしていた。
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　月代玲音の姿をしたままで、仕立屋の娘はかたかたと震え始める。

　羽矢多の脳裏には、悲ひ鳴めいのようなその心の声がはっきりと聞こえていた。

（そんな……どうしてわかったの!?　玲音、逃げて！　早く！）

　──彼女がこんな無茶な行動に出た動機も、羽矢多にはもう伝わっていた。

　月代玲音は、皓月に頭突きをかまして逃亡したらしい。

　皓月の残ざん虐ぎやく性せいを知るクレアは、もしも玲音が捕らえられたら、きっと彼は殺されるものと考えた。

　玲音に化けた上で彼の後をこっそりと追えば、先に追っ手に捕まるのは玲音に化けた自分──運良く二人とも逃げ切れれば良し、仮に捕まっても、クレアには人質としての価値がある。

　たとえ酷ひどい目に遭あわされたとしても、玲音と違って殺される危険までは少ない──

　それが彼女の思考の流れだった。

　彼女なりに覚悟を固め、勇気を振り絞った上での行動であったことは疑いない。

　しかし状況を把握している羽矢多から見れば、この行動はあまりに悪手だった。

　クレアは自分が玲音の身代わりになれば、少なくとも彼が逃げ切るまでの時間を稼かせげると考えていた。

　しかし彼女は、語かたり部べや見張り番といった思考の盗み見や石の識別を可能とする力のことを知らなかった。

　結果として即座に見破られ、時間を稼ぐどころではなくなっている。

　羽矢多としては、できれば彼女の覚悟を汲くんでせめて玲音は逃がしてやりたかったが、見抜いておいて黙だまっていれば皓月への裏切りとなる。

　彼女を怒らせれば、その矛ほこ先さきは羽矢多だけでなくクレアや玲音にまで向いてしまう。

　そもそも──今日遭そう遇ぐうしたばかりの玲音がどうこうより、皓月はクレアのことを以前から嫌きらっていた。

　キャラバン大幹部の親族という似たような境遇の生まれで、かたや幼い頃ころから命を狙ねらわれ裏社会で殺伐と生きてきた皓月に対し、クレアは明るく天てん真しん爛らん漫まんに、友人にも恵まれながら気楽な青春を謳おう歌かしてきた。

　子供が積み木を崩くずすような気安さで、皓こう月げつがその幸せを壊こわそうとしても不思議はない。命を奪わずに心を折る方法などいくらでもある。

　その点、クレアだけでも逃がそうとした玲音れいんの判断は正しい。

　彼に迷惑をかけたくない、危険な事態に巻き込みたくないというクレアの思いは尊とうといが、今回はそれが裏目に出た。

　羽は矢や多たは通つう信しん球きゆうを手に取った。

「……皓月。仕立屋を保ほ護ごした。玲音本人にはどうやら逃げられたが、お嬢じようさんがこっちにいる以上、どうせすぐに向こうから接触してくるだろう」

　皓月が通信球の向こうで首を傾かしげる気配が伝わった。

『あら？　両方捕まえるか、あるいは仕立屋を取り逃がすかのどちらかだと思っていたのですが……仕立屋だけを捕まえたのですか？』

　その疑念はもっともなものだった。

　仕立屋の真価を知る者は当時の仲間内でも多くはない。その理由は単純で、仕立屋の役割は仲間から離れての諜ちよう報ほう活動が主だった。

　他人に化けられるというその秘密は、ブロスペクトを含む幹部格の数人しか知らないことである。

　語かたり部べと将軍はその数人の中に含まれていたが、猟犬や弓使いはそこまで把握していない。

　目の前にいる玲音のことを、彼らはすっかり〝玲音本人〟だと誤解していた。

　その思い込みのせいで、今も羽矢多と皓月の会話に困惑している様子がうかがえる。

　彼らへの説明は後回しにして、羽矢多は通信球へ話し続けた。

「……皓月、頼みがある」

『構いませんわ。それで羽矢多さんがこちらの仲間になってくださるなら、譲じよう歩ほいたします』

　依頼の内容を口にする前に、皓月は上じよう機き嫌げんで肯定の返事を寄よ越こした。

　彼女の掌てのひらで踊らされているような感覚に陥おちいりつつ、羽矢多は確認のためにその内容を口にする。

「一応、言質げんちをとらせてくれ。俺おれがお前達に協力する代わりに、このお嬢さんの身柄を俺に預からせて欲しい。月つき代しろ玲音を捕まえた時には彼もだ。つまり──二人を俺の指揮下に組み入れるから、彼らに手出しをするな。その上で、俺はお前の指示に従おう」

　皓月がくすくすと笑った。

『羽矢多さんらしい筋の通し方です。貴方あなたのそういうところ、私は好きですよ？　私にはない部分でもありますから……それにしても、浮いた噂うわさをあまり聞かないと思ったら女子高生がご趣味だったのですね』

　皓月の人を食った冗談が、羽矢多にはまったく笑えない。

「ロリコン扱いの次は女子高生好きか……もうなんとでも言え。猟犬には引き続き、月つき代しろ玲音れいんを追わせるのか？」

　皓こう月げつがしばし思案する間をおいた。

『どうしましょうか？　むしろ彼を捕まえずに、こちらにお嬢じよう様さまが捕まったことだけ教えて差し上げたら……どんな顔をされるでしょう？』

「……お前は味方を集めたいのか余計な敵を作りたいのか、どっちなんだ？」

　聞くだけ無駄だとは知りつつ、羽は矢や多たは目め許もとを強く押さえた。

　玲音が取り乱すことは疑いない。クレアを人質として見せれば、彼はそれこそ何の考えもなしに誘いに乗るだろう。

『冗談ですわ。それよりこちらの方で、少し状況が変わりまして──合流を急ぎますので、すぐに車へ戻ってください』

「何だ？　厄やつ介かい事ごとが起きたか？」

　羽矢多は唸うなる。

『見張り番が〝女王〟を見つけました。やはり破鏡の城を見て目覚めたようなのですが、馬ば鹿かな部下が無用の刺し激げきを与えてしまって──暴走しつつあるようですので、すぐ確保に向かってください』

「いよいよ面倒なことになってきたな……」

　羽矢多は鼻筋を歪ゆがめ、玲音に化けた少女の肩を軽く叩たたいた。

「クレアお嬢さん、聞いての通り、君の身柄はこちらで預かる。猟犬と弓使いも皓月のところへ戻れ。こっちの車は悪いが満席だ」

　皓月と羽矢多の会話を聞いて呆ぼう然ぜんとしていた二人が、ようやく声を発した。

「本当に、貴方あなた……クレアなの？」

「……驚おどろいたな。仕立屋の力ってのは、そんな芸当まで……」

　たちまち玲音の姿が消え、そこには夏服姿のクレアが現れた。

　泣きそうな顔で俯うつむき、彼女は歯を食いしばっている。玲音の無事を祈るその心の声が痛々しく、羽矢多は思わず眼めを伏せた。

　流れを傍ぼう観かんしていた鷹たか丸まるが、隅すみで短く口笛を吹く。

「なるほど、見事なもんだ。猟犬の鼻まで欺あざむいたのか──ともあれお嬢さん、あんたはむしろ運がいい。うちの社長はあんたと玲音君の味方だ。皓月の嬢ちゃんも社長には一目おいてるしな」

　その言い様に猟犬の少年が首を傾かしげた。

「クレアとあんたらは……知り合いなのか？　玲音とも？」

「ああ。俺は羽矢多寿とし宗むね──玲音君と香か恋れんちゃんの後見人だ」

　クレアは昔から承知のことだが、猟犬と弓使いは揃そろって眼を見開いた。

　今後は彼らとも、仲間として共に行動していくことになる。

　今日一日で事態は大きく動いた。

　羽は矢や多たは肝心のブロスペクトにまだ会っていないが、皓こう月げつの口振りでは、既すでに仲間には加わっているらしい。

　その力については〝語かたり部べ〟の記憶にもうっすらと残っている。

　キャラバンの大幹部達はもちろん──近代兵器で装備を固めた軍隊でさえ、その力の前には屈服するはずだった。

　ただ、当時のブロスペクトがどうあれ、コピーにすぎない〝石〟がその力をどの程度まで受け継いだのかは疑問が残る。

　悔しげなクレアを連れて車へ戻りつつ、羽矢多は混乱する頭で、必死に状況の推移を見定めようとしていた。
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（追っ手……来ないな？）

　文ふみ槻つき総合病院を目指して歩きながら、玲音れいんは独り首を傾かしげていた。

　そろそろ夕方になりつつある。

　記録者にとっても意外なことだったらしく、返答は歯切れが悪い。

〝猟犬の能力なら、追えないことはないはずなんだが……彼は君の友人だったな？　彼が追跡を拒否したのか、それとも向こうで何か、我々よりも優先すべき事象が起きたのか……〟

（泳がせてるってことはないか？　俺おれが病院でクレアと合流するのを待っているとか──）

〝可能性はゼロではないが、向こうもそれほど暇ひまじゃあるまい。仕立屋の変装も、見張り番や語かたり部べの力なら見破れる。破鏡の城によって覚かく醒せい者しやが増えたから、素す姓じようの割れている我々は後回しにされたかもしれん〟

　玲音の歩く先に文槻総合病院が見えてきた。

　そこは水みな門と市し随ずい一いちの大病院であり、地域医い療りようの拠点として機能している。

　その一いち隅ぐうにあるマンションと同程度の設備を備そなえた特別室では、クレアの母親が入院生活を送っており、クレア自身もそこから学校に通っていた。

　そちらへ向かう場合には、エントランスではなく守しゆ衛えいのいる通用口を通ることになっている。

　中学生の頃ころには体調を崩くずしたクレアを送るために、玲音も時折訪ねていた。

　クレアの母親は体が不自由だが、娘に似て美人である。たまに言うことがおかしいものの、性格も優しい。

　玲音は自分の母親のことをあまりよく憶おぼえていない。

　首を締しめられたり叩たたかれたりといった行為そのものは憶えているが、その時の母親の顔が思い出せない。

　苦しくて眼めを閉じていたせいもあるし、ある程度は忘れるように努つとめた結果、本当に忘れつつあるのだろうとも思う。その意味ではむしろ香か恋れんの方が昔のことを引きずっていた。

　クレアの母親も四し肢しが不自由なせいで授業参観にも運動会にも来られず、そうした保ほ護ご者しや絡みのイベントの日には、玲音とクレアは一緒に過ごすことが多かった。

　今にして思えば、最初に連帯感が生まれたきっかけはその程度のことだったのかもしれない。

　昔の記憶をふと思い返しつつ、玲音は病院の正門を抜けて敷しき地ち内に入った。

　エントランスには客待ちのタクシーが並んでおり、そこそこのペースで患者を乗せ街に流れていく。

　玲音の背後から走ってきたタクシーが、その列の最後尾に車を止め、一人の客を降ろした。

（……あれ？　今のタクシーに乗ってたのって……）

　ふらふらと覚おぼ束つかない足取りで、車内からは妹の香恋が出てきた。つまりは石の力で香恋の姿に化けたクレアである。

　釣り銭として受け取った小銭を短パンのポケットへ無む造ぞう作さに突っ込み、彼女はエントランスに向けて歩き始めた。

　玲音れいんはほっとした。

「クレア！　なんだ、タクシー代もってたのか？　ずいぶん時間かかったな？」

　駆かけ寄りながら声をかける。

　タクシーの彼女が徒歩の自分とほぼ同着というのは意外だったが、渋滞にでも引っかかったのかもしれない。

　振り返ったクレアの──顔立ちとしては香か恋れんの眼まな差ざしは、妙にぼんやりとしていた。

　眼めに玲音の姿が映ってはいるものの、互いの無事を喜び合うような気配もない。

　近づいた玲音は、彼女の頭を軽く撫なでた。

「ん？　タクシーの中で居眠りして寝ぼけてるのか……？　とにかく無事で何よりだ。早くお袋さんか伯お父じさんのとこへ……」

　クレアが──否いな、〝香恋〟が、ぽつりと小声で応じた。

「……お兄ちゃん……私……」

　ここでようやく、玲音は眉まゆをひそめる。

「……うぇ……？　お、おい、クレア……そういう冗談は……」

　最初はふざけているのかと思ったが、様子がおかしい。

　玲音は二重の意味で寒気を覚えた。

　クレアはもうここに戻っているのか──

　そして、香恋にも何かあったのか──

「お前……香恋？　おい、本当に香恋なのか……？」

　強く肩を押さえると、香恋はぼんやりした眼のままで、咳せき込むような呼吸を漏もらした。

「……お兄ちゃ……私……」

　玲音は彼女の体を改めてよく見る。

　そのシャツの一部に、不自然な赤い染みがいくつかついていた。

「これって……血か？　……おい！　香恋!?　何があった!?　しっかりしろ！」

　細い肩を摑つかみ、声を大きく張る。

　何事かと驚おどろいた患者や病院の関係者達が、二人に視線を注ぎ始めた。

　守しゆ衛えいの老人が慌てて近づいてくる。

「君達、どうしたの？　怪け我がかな？」

「あ、いえ……すみま……」

　玲音が応じようとした矢先、香恋ががくりと倒れ込むように体を預けてきた。

　よろめきながらも抱きとめて、玲音は守衛の老人に顔を向ける。

「す、すみません。こいつ、妹なんです。調子が悪いみたいで……」

　怪我か病気かはともかく、診察を受けに来たのだろうと判断し、玲音は香恋の肩を抱えて院内に連れ込もうとした。

　玲音れいんの喉のどの傍そばに唇を押しつけ、香か恋れんが囁ささやく。

「……私……殺しちゃった……」

「……え？　なんだって？」

　手て酷ひどい聞き間違いかと思い、玲音は問い返す。

　香か恋れんはぼんやりとした目のままで薄うすく笑った。

「人、殺しちゃった……逃げようとしたんだよ？　変な人だったから……だけど、追いつかれて、肩を摑つかまれて──怖くて抵抗したの。そしたら……死んじゃった」

　変質者に絡まれて突き倒しでもしたのか──状況はわからないが、香恋がショックを受けていることは間違いなかった。

　玲音は歯は嚙がみしつつ、その身をぎゅっと抱き締しめる。

　──妹が助けを必要としている時に、自分はその傍にいられなかった。

　その事実がただひたすらに重い。

「と……とにかく、病院の中へ。警けい察さつにも連絡しないと……」

　襲おそわれて抵抗したのならば正当防ぼう衛えいになる。女子中学生を襲おそうような輩やからに、過剰防衛などとは言わせない。

　香恋は兄にしがみつき──くすくすと笑った。

「……凄すごかったんだよ、私──指先にね、細い針みたいなものが出て……それを突き刺したら、目の前で頭が破裂して死んじゃったの。返り血はあんまり浴びなかったけれど、すっっっっっっごく……きもちよかった」

「………………おい。香か恋れん？」

　玲音はぞくりとした。

　両手で抱き抱えた妹が、急に妹ではない誰だれか別の存在にすり替わってしまったかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　頭の隅すみで記録者が呻うめいた。

〝確認しろ、玲音──この娘、もしや……〟

　呼吸を詰まらせそうになりつつ、玲音は震える声でその問いを発する。

「おい、香恋……答えてくれ。大事なことなんだ。兄ちゃんが失しつ踪そうした〝あの日〟……お前、何ど処こにいた……？」

　その疑問をぶつけるなり──

　香恋の笑顔は、石像のように固まった。
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　その日、彼女が兄の後ろ姿を見つけたのは、中学校からの帰り道のことだった。

　兄の隣となりには、いつも付きまとっている〝あの女〟がいた。

　派手な金髪をわざわざ玲音れいんの好みにあわせたポニーテールに結ゆい、男好きしそうなスタイルをひけらかしながら一挙手一投足で兄の反応をうかがい、さりげなさを装よそおって時には気安く体に触れ、わざとらしいほどの愛想を振りまいて兄を籠ろう絡らくしようとする腐くされ縁えんの女──

　香か恋れんは彼女のことが嫌きらいだった。

　何かあると香恋達の家に来て食事を作ったり、兄に対しては手作りの弁当まで差し入れたりと親切ぶっているが、それらは全すべて兄の気を引くための打算だと香恋にはわかっている。

　香恋は外そと面づらがいい。嫌いな相手でも面と向かって罵ば倒とうするようなことはないし、作り笑顔で応対することもできる。

　それをいいことに、彼女は──文ふみ槻つきクレアは、ずけずけと玲音と香恋の生活に割って入ってきた。

　小学生の頃ころはともかく、中学、高校と成長するにつれ、クレアはその容姿を武器にして露ろ骨こつに玲音へ色目を使い始めた。

　傍そばで見ていればそれははっきりとわかる。

（お兄ちゃんを……あんな女にとられるなんて、絶対に嫌いや──）

　香恋はいつしか、クレアを明確に敵視するようになっていた。

　そんな女が、学校からの帰り道、兄やその友人達と楽しげに笑いながら歩いていた。

　兄の玲音も楽しそうで、その優しい眼まな差ざしが自分以外の人間にも向いていることが、香恋には哀かなしかった。

　彼女はほとんど反射的に、その後をこっそりと追いかけた。

　特に何かしようと思っていたわけではない。ただ、どこへ行くのかと気になって後を追わずにはいられなかった。

　そして彼らは、紅あか街まち中華街の片かた隅すみにある小さなケーキ屋に入っていった。

（ここって……）

　その店は香恋の友人の家だった。安くて美お味いしいと同級生の間では評判の店で、何度か訪れたこともあるが、今日はさすがに入れない。

　中で何を話しているのかはわからなかったが、香恋はその場を離れられず、夏の日差しを避よけて別の店の軒のき先さきに隠れた。

　そこは占い師の店のようだった。

　人の気配は感じなかったが、薄うす暗ぐらい奥からは線香の匂においとともにひんやりとした風が流れてくる。

　兄と友人達がケーキを食べている間、香か恋れんはずっとそこにいた。

　動どう悸きが酷ひどい。

　正視に耐たえないはずなのに、なぜか眼めが離せない。

　兄が楽しそうなのはいい。家事に学校にアルバイトにと、日ひ頃ごろの玲音れいんはまともに遊ぶ時間を持ち合わせていない。その様子を間近で見ている香恋としては、少しくらいは怠なまけて欲しいとさえ思う。

　だが、その息抜きにクレアが付きまとっていることにはどうしても不快感を覚える。

　しばらく立ち尽くしていると、ふと耳元で声が聞こえた。

〝純粋なものほど淀よどみやすいとはよく言うけれど……君もなかなか、可愛かわいらしい淀み方をしているね？〟

　くすくすと嘲あざけるようなその声に、香恋はびくりとして背を震わせた。

　男か女かも判然としない、そもそも音声なのか気のせいなのかさえ疑わしく感じられるような不思議な声だった。

　慌てて香恋が振り返ると、無人だとばかり思っていた店の奥に、フードをかぶった人ひと影かげがぼんやりと浮いていた。

　丸い水晶玉らしきものを正面に置いていたが、あるいは鏡だったかもしれない。

　細かい部分までは確認できず、この時の香恋の記憶は曖あい昧まいなものとなっている。

　外で爆ばく発はつ音おんらしき音が聞こえたような気もしたが、そうした外部からの刺し激げきさえ、まるで遠い世界での出来事のように実感が朧おぼろだった。

　しばらくしてから、香恋はふとした拍子に我に返る。

「……あ……ご、ごめんなさい！　私、お客じゃなくて……」

〝確かに君は客じゃない。むしろ私の方が、この世界に訪れた客のようなものかな？　ぜひきちんともてなして欲しいところだ〟

　嗤わらいながら妙なことを言うその声に、女の楚そ々そとした声が重なった。

〝エスハール様、皓こう月げつの部下が箱を開けてしまったようです。空に月の姿を模したリコルドリクが出ていますわ〟

〝ああ、モニカだね。かなり血が薄うすくなったとはいえ、あの子も記録者と同様、一応はマリアンヌとストラーダの血族だ。箱を開ける程度の影えい響きよう力りよくは残っていたらしい。これで──きっと楽しいものが見られるよ〟

　それはいかにも楽しげな声だったが、香恋は逆に怖くなった。

　店内の人影はぴくりとも動かない。影はどう見ても一つしかないが、会話は二人分の声で聞こえた。

　嘲るような声がまた響ひびく。

〝月つき代しろ香か恋れん。君の想おもいはとてもわかりやすい。いつも自分が兄の一番近くにいたい。独占したい。他ほかの人間にはとられたくない──その感情を、世間では恋というらしいよ？　君の名前にも含まれている字だけれど、知っているかな？〟

「私の名前……？」

　香恋は名乗ってなどいない。

　馬ば鹿かにされたことへの怒りよりも、相手への恐怖が勝まさる。

　咄とつ嗟さに店先から離れようとした香恋は、道に出たところで蒼そう天てんに浮かぶ巨大な満月を見た。

　そして香恋の死角から、白く小さな光の玉が一つ、彼女の体内へと吸い込まれていく。

　声が少しだけ高くなった。

〝……おや？　君の石は……なるほど、これは当たりを引いたね〟

　彼女の意識はそこで一いつ旦たん途切れ、ほんの二時間後──

　月代香恋は兄の寝室で眼めを覚まし、失しつ踪そう者しやとしては把握されないまま、石の〝宿やど主ぬし〟となっていた。
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「……うん。あの日、兄貴達のこと見てたよ──」

　香恋の声は恍こう惚こつとしていた。

　玲音れいんの顔からは血の気が引いていく。

「お前……だって、失踪者のリストに入ってな……」

「だって、すぐに眼が覚めたから──無意識のうちに家に帰ったんだと思ってた。だけど兄貴は一週間も帰ってこなくて……」

　玲音の頭の中では、記録者が警けい告こくを続けていた。

〝玲音、離れろ！　彼女は石の影えい響きようで不安定になっている。暴走したら君も危険だぞ〟

（無茶言うな！　そんな状態ならなおさら離れられるわけないだろ！）

　今の香恋は兄にとりすがることで、かろうじて自我を保っているように見えた。

　ここで玲音がふりほどけば、おそらくは一気に状況が悪化する。

〝どのみち時間の問題だ。どうやら厄やつ介かいな石に当たってしまったらしい──〟

　守しゆ衛えいの老人に続き、異常に気づいた複数の職員も駆かけ寄ってくる。

「急患ですか？　それなら受付ではなく、このまま処置室へ──」

「離れて！　今、担架を持ってくるから！」

　居合わせた若い看かん護ご師しの一人が、状態を確認するために玲音と香恋を引き離そうとした。やや乱暴なその動きを受けて、香恋がすっと眼を細める。

〝……まずい！〟

　記録者の警けい告こくと同時に、玲音れいんは駆かけ寄った職員を力一杯に突き飛ばしていた。

　青年は尻しり餅もちをつき、一いつ瞬しゆん遅れて、彼の頭があった空間を鋭するどい針が貫つらぬく。

　氷にも似た質感のその針は、香か恋れんの肩口から親指ほどの太さで伸びていた。すぐに跡形もなく消え去ったものの、周囲からはざわめくような悲ひ鳴めいが上がる。

〝この力は……『薔ば薇ら』だ。体の任意の場所から殺傷力の高い針を出し、刺さった箇所で爆ばく発はつさせることもできる。生身の人間の頭や胴体に刺さればまず即死だろう〟

（またえらく物ぶつ騒そうだな！　なんだってそんな力残したんだよ!?）

　背に冷や汗をかきつつ、玲音は香恋をなだめにかかる。

「落ち着け、香恋！　この人達は敵じゃないし、お前だって診察を受けに来たんだろ？　怪け我がとかは……」

「……診察？　違うよ……？」

　香恋が玲音の肩口に頰ほおを擦すり寄せた。

「……私はクレアさんと話に来たの。兄貴にもう近づかないでって……でないといつか、兄貴をあの人にとられちゃうから……私、そんなのいや。やっと気づいた……お兄ちゃんさえ傍そばにいてくれれば、私は……私は……」

「お、おい？　香恋……？」

　抱きつく力が強くなる。

　唐突な事態に頰をひきつらせる玲音へ、記録者が囁ささやいた。

〝……君、フラグの立て方を間違えてないか？〟

（フラグとか言うな！　てか、そもそもこんなこと言う奴やつじゃないんだよ！　いつもはもっとバカ兄貴とかウザいとかキモいとか変態とかキツいこと言ってるのに……！）

〝それはただの反抗期か照れ隠しか、はたまた嫉しつ妬との裏返しだろう……だいたい君が失しつ踪そうから戻ってきてしばらくはベタベタだったじゃないか。ともかく、おそらく今の彼女は石の影えい響きようで錯さく乱らんしている。そもそも覚かく醒せい直後は不安定になりやすい。君の友人達もそうだが、たとえ素早く順応しているように見えても、理性的な判断ができなかったり、いつもより感情が激げき発はつしやすくなる。これは石に対する精神面での抗体反応みたいなものだ〟

（風か邪ぜの時に、熱に浮かされて逆にテンション高くなってるみたいな……？　そういやこいつ、風邪ひくとやたら寂しがるんだよなぁ……って、それどころじゃなかった！）

　思い出に浸ひたる余裕などあるはずもなく、玲音は啞あ然ぜんとする職員達に声を張った。

「す、すみません！　危ないから近づかないで！　えと……」

　香恋は怪我をしたわけではないらしい。ともあれ今の彼女とクレアを会わせるのは逆効果だろうし、そもそもクレアが戻っているかどうかも玲音は把握していない。

〝騒さわぎになる前にここから連れ出せ。医者にはどうにもならんし、ここはおそらく──キャラバンの息がかかった病院だ。職員達も恐慌状態にならず、妙に冷静に見える。ここで襲しゆう撃げきと誤解されると面倒だぞ〟

（勘かん弁べんしてくれ！　香か恋れんまでそんな事態に巻き込んでたまるか！）

　玲音れいんは妹を抱え直し、入ったばかりの病院を出ようとした。

　しかしその眼前に、丸々と太った影かげが立ちはだかる。

　玲音よりも頭二つ分ほど高い位置に福々とした中年男の笑顔があった。

　相撲すもう取とりかと見み紛まがうような巨体だが、着ているものはビジネスマン風のズボンとワイシャツで、体つき以外は特に目立つ要素はない。

　彼は明らかに意図して玲音と香恋の前を塞ふさいでいた。避よけて道をあけるどころか、両手を心持ち広げ、じりじりと距離を詰めてくる。

　玲音が止める間もなく、香恋の腕から先程と同じ針が伸びた。

「馬ば鹿か！　だからそういうことを……！」

　咄とつ嗟さに香恋の腕の向きをずらそうとしたが、これは間に合わない。

　太った中年男の腹に針が深々と刺さる。

　爆ばく発はつの血ち飛沫しぶきを予感して、玲音は思わず眼めを閉じた。

　しかしその直後──

　風船のような破裂音が響ひびきわたり、閃せん光こうと共に周囲が白い煙に満たされる。

〝人形……傀儡くぐつ師しか!?　石の力で作成した人形を自在に操あやつる力だ。繰り手はおそらく、かなり離れた場所にいるはずだが──〟

　記録者が警けい戒かいの声を張った。

　煙にむせる玲音は、妹を庇かばいつつ反射的に数歩先で伏せる。

（おい！　石の力って、自分から離れて存在するものは作れないんじゃなかったか!?）

〝長距離の遠隔攻こう撃げきを可能にする方法があると言っただろう。将軍が人を操るのと同じ理屈だ。『自分の体の一部』を対象に仕込むことで、数時間から場合によっては数週間、効果を長引かせることができる石もある。たとえば弓使いの矢も──髪の毛を芯しんにして放てば、数キロ先まで届く狙そ撃げき銃じゆう並みの威力を発揮する。傀儡師の場合、能力で出した人形の頭に自身の血を一滴垂たらすことで、その人形を三日ほど操そう作さ可能だ〟

　周囲で病院関係者が紡つむぐ悲ひ鳴めいや怒ど声せいを聞きながら、玲音は歯を食いしばる。

（本当に、お前らはなんだってこんな迷惑な力を残したんだ!?）

〝すまん……その点については返す言葉もない〟

　玲音は妹の上に覆おおい被かぶさりつつ、周囲を警戒する。

　目め眩くらましの白煙はまだ濃こい。

　その煙に紛まぎれ、誰だれかが近づきつつあった。

　膝ひざをついた姿勢で気配のする側に向き直り、玲音は白煙の中で薄うす目めを開ける。

　黒く巨大な影がぼんやりと浮かび上がり、相手の巨きよ軀くに思わず身が竦すくんだ。

　冷れい徹てつに獲え物ものを見定める感情の無い眼め──

　頑健さを物語る太い四し肢し──

　悠々と振り上げた片腕から鉄てつ槌ついの如ごとき威圧を放ち、彼は白煙の中を近づいてくる。

　そこに立っていたのは──




「やほ。はじめましてー」




「………………くろとらくん？」

　黒い虎とらを模した姿そのままの安直なネーミングで知られる紅あか街まち中華街のマスコット、ゆるキャラとしての知名度は今一つな肉食系の珍ちん獣じゆうが、そこに悠然と立っていた。

　エビの尻尾しつぽを左右に振りながら、彼は玲音れいん達に向けて愛らしい肉球を掲げる。
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　玲音は呆あつ気けにとられて何もいえない。

「お迎えにきました、送り狼おおかみならぬ送り虎です。ブロスペクト様のところに案内するね？」

　全身で愛あい嬌きようを振りまく珍獣に、香か恋れんが冷め切った眼まな差ざしを送った。

「……人材、足りてないんですか？」

　くろとらくんは平然と受け流す。

「うんうん、虎の手も借りたい状況みたい。とりあえずここってキャラバン文ふみ槻つき派の拠点だから、長居すると怖い人が出てくるんだ。身の安全のためにも一緒にどうぞ」

　着ぐるみから手を差し伸べられて、玲音れいんはようやく我に返った。

　妙にファンシーな容姿ではあるが、中身は石の所有者と見て間違いない。

「あんた、将軍の仲間だろ？　香か恋れんも俺おれもあんた達には協力できない。悪いけどほうっておいてくれ」

　着ぐるみは首を傾かしげようとして、体ごと斜めに傾かたむけた。

「……ほんとに？　でもお兄さんには将軍からの伝言もあるんだ。〝仕立屋は捕まえたよ〟だって。語かたり部べさんと途中で会っちゃったのが不運だったねー」

　その言葉を聞くなり、玲音の顔からはたちまち血の気が引いた。

（クレアが……捕まった……!?）

〝語り部が近くにいたのか……！　見た相手の心を読む力だ。これと見張り番に対しては、仕立屋の変装も通じない──〟

　戸と惑まどう玲音に着ぐるみが畳みかける。

「君が来たら仕立屋に危害は加えないってさ。来なかったらどうする気かは教えてくれなかったけど、皓こう月げつさんて虎より怖いって評判だよ？　何年か前、無む謀ぼうにもただの女の子だと思って口く説どこうとした馬ば鹿かがいたんだけど、次の日、臓器がごっそりなくなって全身から血が抜かれた状態で逆さに吊つられてたって──何が怖いって、これが事件にならなかったことが一番怖いよね」

　楽しげな口調で物ぶつ騒そうな内容を呟つぶやき、くろとらくんは猫のように頰ほおをこする仕草を見せた。

　玲音は頰をひきつらせる。まともな相手ではないと感づいてはいたが、そんな娘に頭突きをかました自分の今後について、少しは真ま面じ目めに考えざるを得ない。

　それでもクレアが人質になっている以上、彼にとれる選択肢は一つだった。

「……わかった。俺は同行する。だから香恋のことは見逃してくれ。こいつは本当に関係なくて……」

　くろとらくんがまた体を傾けた。

「勘かん違ちがいしてるね？　本命はそっちの女の子で、君はあくまでついでだよ？」

　玲音は香恋を振り返った。妹は冷たい眼まな差ざしのまま、不ふ審しんな着ぐるみを睨にらんでいる。

「その子はとても貴重な石を宿しているから、早めに保ほ護ごしないといけないんだ。近くにいた〝薔ば薇ら〟が真っ先に向かったんだけど、あの人、記憶がない上に礼れい儀ぎ知らずの乱暴者だったから、無理矢理に連れて行こうとして無礼打ちされちゃったみたいで……代わりに騎き士し道どう精神溢あふれる僕がお迎えに来たのです」

　着ぐるみが自慢げに胸を張った。

　玲音は話が見えずに困惑する。

「ん……？　え？　いや、だって〝薔薇〟の石って香恋の中にあるんじゃ……？」

　玲音れいんは先程、その力が発動するのを見た。

「うん。薔ば薇らの持ち主が死んじゃったから、近くにいたその子の中に移ったんだね。一人に複数の石が入ると混乱したり情緒不安定になりやすいから、あんまりいいことじゃないんだけど──」

「いやいや、それ以前におかしいだろ。だって香か恋れんは、その〝薔薇〟の力で襲おそってきた奴やつをやっつけたって……」

　記録者の舌打ちが聞こえた。

〝玲音、すまん──私が勘かん違ちがいをしていた。彼女を襲ったのが薔薇だったとすれば、彼女が最初に宿した石というのはおそらく……〟

　くろとらくんが香恋の前にひざまずいた。

　着ぐるみらしからぬ関節の可動範はん囲いに驚おどろかされつつ、玲音は改めて香恋を背に庇かばう。

「──というわけで、〝女王〟……貴方あなたの力が必要です。どうかご一緒においでください」

　くろとらくんの畏かしこまった態度にあわせて、記録者がまた沈痛な舌打ちを重ねた。

（厄やつ介かいな石なのか？　名前からして仰ぎよう々ぎようしいけど……）

〝ああ。女王は──触れた相手の石の力を、触れている間だけそのまま使える。だが、本来の役割はブースターだ。つまりほぼ全すべての石が、女王の助力を得ることで爆ばく発はつ的に威力を増す。たとえば弓使いの矢は戦車砲並みの威力になるし、城主が出す破鏡の城も鋼鉄以上の防御力を得る。本人だけでは使いにくいが、他ほかの石と組み合わせると恐ろしい威力を発揮する代しろ物ものだ〟

（だからどうしてそう危ないもんばっかり残したんだ!?）

　その石がブロスペクト達にとっていかに重要かは、事情に疎うとい玲音でさえ想像がついた。

（よりによって香恋にそんな石が……くそっ！　向こうにしてみりゃどうしても仲間に欲しいだろうな。つか……〝皇帝〟がいるのに〝女王〟までいるっておかしいだろ？　そこはせめて后きさきとか王女とか……）

　玲音の指摘に、記録者が曖あい昧まいな嘆たん息そくを漏もらした。

〝……別に皇帝の恋人や家族だったわけでもないからな……むしろ、なんというかこう……元の人物の性格が、まさに女王様だった〟

（……さいですか）

　玲音が反応に困っていると、白煙を突き破り、正面のエントランスに一台のワゴン車が突っ込んできた。

　ガラス製の扉が派手に破は壊かいされ、周囲にその破片が飛び散る。

　咄とつ嗟さにくろとらくんが玲音達の前に立ちはだかり、巨体をそのまま破片への盾たてにした。

　突っ込んできた車は奥へと続く廊下を塞ふさぎながら停とまり、車中からは特殊部隊のような防弾ベストとフルフェイスのヘルメットをかぶった男達が降り立つ。

　衝しよう撃げきが巻き起こした風によって白煙が晴れていく中、彼らは玲音達にめがけ即座に駆かけてきた。

　くろとらくんが玲音れいんと香か恋れんに覆おおいかぶさる。たちまち床から湧わいてきた〝何か〟が、二人と一匹の体を真下から持ち上げた。

　真っ黒な四つ足の、直じかに見る機会は少なくとも、誰だれでも一目でそれとわかる大型の獣けものがその場に立ち上がる。

「う、馬っ!?」

　長い胴に長い脚、長い首に長い顔──

　見た目は黒馬そのものだが、しかしその体に体毛などはない。黒い毛並みはよくできた彫刻と同様に、それらしい模様が表面についているだけだった。

　それでも馬のもつ躍やく動どう感は過不足なく再現されており、目つきも妙に優しい。

〝この着ぐるみは騎き士しか！　自身の影かげを馬の形にして乗りこなす力だ。無茶な動きをするから、下へ手たに喋しやべると舌を嚙かむぞ〟

（もうなんでもありだな……！）

　喋る余裕そのものがなく、玲音は馬上で香恋を抱え込む。

　武装した男達は、それぞれに銃器やナイフ、スタンガンらしきものを手にしていた。

　しかし向けられた銃口から火薬の音はしない。気の抜けるような軽い音が続き、馬体に数本の針が突き刺さる。

　それらはすぐに抜け落ち、馬は駆かけるというよりも滑すべるようにしてその射線から身を避よけた。

「キャラバン特製のガス圧式麻酔銃だね。僕は中身まで届かないから大丈夫だけど、君達は気をつけて」

「いや、気をつけようがないから！　そもそも巻き込むなっ！　あいつら、どうせお前を追っかけてきたんだろ!?」

「まあまあ、細かいことは気にしない。それに警けい告こくもなしに発砲してくるような人達だよ？　君らだけだったらあっという間に捕ほ縛ばくされて、その後は拷ごう問もんまがいの人体実験だ。この人達はキャラバンの中でも特に思考がアレな有う楽らく原ばらさんの私兵だからね」

　着ぐるみの口からは玲音の知らない人名が出てきた。

　馬は器用に攻こう撃げきを避け続け、包囲の人員を翻ほん弄ろうしている。その速さもさることながら、本物の馬には不可能な急加速や反転、さらには助走なしの跳躍など、まるで踊るような動きで規則性が見いだせない。

「あんたもしかして……石に覚かく醒せいする前からキャラバンて組織の関係者だったのか？」

「ぴんぽーん。だからある程度は裏側も知ってるよ？」

　騎士の操あやつる馬は、襲しゆう撃げき者しやをからかうように攻撃を避けていたが、脱出には至っていない。

　出入り口や病院の奥へ向かう通路は動かない封ふう鎖さ要員が固めており、彼らの両手には鞭むち状の武器があった。

　手に握るタイプの鞭むちではなく、腕の先からそのまま長く伸びている。その黒い光こう沢たくはどこか金属的で、不気味な威圧感を放っていた。

　その包囲を完全にかいくぐってこの場を飛び出すのは、騎き士しにとっても難むずかしいらしい。何より今は玲音れいんと香か恋れんも同乗している。ある程度は着ぐるみでダメージを減らせそうなくろとらくんとは違って、生身の玲音と香恋は軽い攻こう撃げきを受けただけでも致命傷になりかねない。

　だが、騎士はただ無策に逃げ回っていたわけではなかった。

「……や。来た来た。わざわざ着替えてくるなんて気合が入ってるね」

　入り口の側で包囲が乱れた。

　視線を向ければ、そこには妙な三人組がいる。

　一人はボクシンググローブをつけた美び貌ぼうの娘──更にもう一人、オフィスにいそうなスーツ姿の若い小柄な娘もいる。最後の一人は、背広姿の冴さえない細身の中年男だった。

　ボクサー風の娘は、ハーフトップに短パンと何ど処こかのスポーツジムからそのまま出てきたような目立つ格好をしている。

　後の二人はただの会社員にも見えたが、この状況を見て顔色も変えずに踏ふみ込んでくる時点で、ただの人間のはずはなかった。

　スーツ姿の娘に至っては、その両手の爪つめが獣けもののように鋭するどく伸び、淡い光を放っている。

　玲音が啞あ然ぜんとして見つめる前で、二人の娘が疾風の動きで間合いを詰めた。

　片方はグローブをはめた拳こぶしで、もう片方はその鋭い爪で、無言のままフルフェイスヘルメットの部隊に戦せん闘とうを仕掛ける。

　乱入者への迎撃に動いた敵が二人、あっという間に跳ね飛んだ。

　懐ふところに潜もぐり込まれ、アッパーカットで垂直に打ち上げられた男は、天井に勢いよく叩たたきつけられた後にそのまま落下して動かなくなる。

　一方で爪の斬ざん撃げきを受けた男は真横に吹っ飛び、防弾ベストの裂け目から鮮血を溢あふれさせ、ぐったりと倒れ伏した。

　一撃必殺の速攻に、居並ぶ敵が色めき立つ。

　年上とはいえうら若き娘二人の戦いぶりに、玲音も思わず頰ほおをひきつらせた。

「つ、強っ……!?」

〝あれは拳けん闘とう士しと獅し子しだ。どちらも近接戦闘用の力で、前者は打撃能力に特化しつつ、格闘戦において重要な反応速度と瞬しゆん発ぱつ力りよくを極限まで高めている。後者はライオン並みの身体能力を発揮する石で、猟犬よりスピードやスタミナ、嗅きゆう覚かくに劣おとるが、パワーや爪の切れ味、頑健さにおいて勝まさる石だ。獅子の宿やど主ぬしについては元から鋭い爪を持つ異能者だったんだろう。能力の相乗効果で明らかに威力が増している──〟

　記録者は冷静に状況を分析していたが、玲音はただ呆ぼう然ぜんとするしかない。

　奇き襲しゆうに反応し、敵もやっと態勢を整える。

　前ぜん衛えいは距離をとりつつ鞭むちを振るって牽けん制せいし、後方からはガス銃による援えん護ご射しや撃げきもはじまった。

　しかし二人の娘の常じよう軌きを逸いつした動きの前には、それらの攻撃が通用していない。もはや彼らも騎き士しを追い回すどころではなく、一転してじりじりと押されつつあった。

　申し合わせた殺た陣てのように紙かみ一ひと重えで攻撃を避よけ、的確に反撃を狙ねらっていく二人の動きに、玲音れいんの眼めも釘くぎ付づけとなる。

　一方で二人の奮ふん戦せんをよそに、細身の中年男は入り口の傍そばに立ったままだった。

「……あっちのおっさんは何？　指揮官みたいな立場？」

　玲音の問いに、ほぼ見物モードに入ったくろとらくんがぶんぶんと首を振った。

「ううん。彼は〝梟ふくろう〟だよ。あの二人をここまで急いで運んできてくれたんだ。だけど戦せん闘とう能力は微妙だから、こういう場面では見てるだけなんだよね。鳥類の梟は狩りの名手なんだけど、そこは名前負けしてるみたい」

　記録者がふむと唸うなった。

〝梟か。確かに強くはないが、なかなか便利な石だぞ。能力は空を飛ぶことと夜目が利きくこと、そして耳がいいこと──異変を素早く察知し、的確に状況を把握する力は意外に侮あなどれない。前線部隊のお目付役といったところだな〟

　記録者の補足を記憶に刻みつつ、玲音は戦況を見つめ続けた。

　拳けん闘とう士しの強烈な右フックが男の側頭部にめり込み、ヘルメットが砕ける。食らった相手はそのまま真横に吹っ飛び、距離の離れた壁かべに激げき突とつしてから四し肢しを投げ出した。

　有り得ない威力にぞっとする間もなく、背を向けて戦っていた獅し子しの爪つめが別の相手を切り裂き、キャラバン側の人員が更に数を減らす。

　彼らの振るう鉄のような鞭はかわされ、構えた刃やいばは折られ、銃器は腕ごと叩たたき壊こわされていった。

　あまりに一方的な流れに、男達もようやく実力の差を思い知る。

「て、撤てつ退たい！　一時撤退する！」

　負傷した仲間達をそのままに逃げ出したのは、ここが病院だからかもしれないが、いずれにせよ身内を回収する余裕すら彼らにはなさそうだった。

「──もう少し、拳こぶし慣らしに付き合っていただきます」

　呟つぶやいた拳闘士がグローブを口元に添え、構えながらジグザグに突進する。

　ガス銃から放たれた麻酔針を華か麗れいなフットワークだけで見事にかわしきり、彼女は回転の加わったストレートで逃げる相手の防弾ベストを陥かん没ぼつさせた。

　吹っ飛んだ男は背後にいた仲間まで巻き込み、受付の机の向こう側へと落ちる。

　一方の獅子も次の獲え物ものに襲おそいかかり、逃げる背中を深々と爪でえぐって、倒れた相手を傲ごう然ぜんと踏ふみつけた。

　彼女は蔑さげすむような眼まな差ざしで残りの敵を睥へい睨げいし、ぺろりと舌で唇を舐なめる。

　その圧倒的な戦いぶりに、直接対たい峙じしていない玲音れいんでさえぞくりとした。

「……くろとらくん。あのひとたち、こわい……」

　玲音が思わず漏もらした本音に、騎き士しがくすくすと笑う。

「同感だよ。でも拳けん闘とう士しさんのことは君も知らないかな？　よくテレビに出てる人なんだけど」

　玲音は首を傾かしげる。

「テレビ？　家事もバイトもあるし、あんまり見てる暇ひまなくて……アスリートとか？」

「アしか合ってない。アナウンサーの清せい家け翼つばささんだよ。今回の失しつ踪そう者しやの中では一番の有名人だね」

「……うあ」

　玲音は思わず呻うめいた。名前だけは彼でも知っているが、少なくとも格闘系の人材ではなかったように思う。

（ただのアナウンサーが、石を宿しただけでこんなことに……？）

　記録者が訳知り声で肯定した。

〝石によっては、単なる能力や記憶だけでなく、当時の異能者の経験や努力の成果すら詰まっている。キャラバンとの戦いを経て鍛きたえられた力だけに、凡ぼん百ぴやくの腕前では太た刀ち打うちできんだろう〟

（なるほど……一応聞いておくけど、俺おれにはそういうの本当にないの？）

〝……すまん。私は戦闘系じゃない。というか、そもそも戦闘向きの能力自体がさほど多くない。なにせブロスペクトが破格すぎたから、彼一人であらかたの敵は倒せたからな──〟

　その名を聞くことにも慣れつつあったが、彼がどういった人物でどんな力を持っていたのかについて、玲音はまだ把握していない。

　腕の中で、香か恋れんが熱い息を吐いた。

「……お兄ちゃん……すき……」

「……香恋さん？　状況、わかってます……？」

　うっとりと眼めを閉じ、彼女は玲音の鎖さ骨こつ付近に頰ほおをすり寄せる。

　複数の石を宿すと情緒不安定になりやすい──騎士が言ったその言葉の実例を見せつけられて、玲音は改めて困惑した。

（香恋も──元に戻せるんだよな？）

〝ああ。リコルドリク本体を見つけ出し、マリアンヌの宝石箱に戻すことができれば、石を宿やど主ぬしから安全に取り出せる。すまないが、君にも探索を手伝ってもらいたい〟

　妹だけでなく友人達のこともある以上、玲音に拒否する選択肢はなかった。

　フルフェイスの部隊がほぼ総そう崩くずれとなり、騎士が馬を出入り口に寄せる。

　拳闘士と獅し子しはまだ敵に追いすがっていたが、それは相手の反転攻勢を封じるための動きで、無理に殲せん滅めつしようとまではしていない。

　近づいてきた細身の中年男に、くろとらくんが手を振った。

「梟ふくろうさん、女王陛下とそのお兄さんを確保したよー」

　梟の男は玲音れいんと香か恋れんを眺めて頷うなずく。

「でかした。そのまま社長のところに連れて行け。追跡はあの二人に防がせる。その後は陽動に移るから、お転婆娘どもが無茶しないように、俺おれはこのまま見張っとくよ」

「おっけー。梟さんて中間管理職が板についてるよね？」

　細身の男は頰ほおをひきつらせるようにして笑った。

「まぁ……そういう役回りが長くてな。お前もその着ぐるみ、板についてるぞ」

「わーい。馬ば鹿かにされたー」

　抑揚のない声とともに両手を軽く挙げ、くろとらくんはその腕で玲音の背中を軽く叩たたいた。

「落ちる心配はほとんどないと思うけど、一応、妹さんをちゃんと抱えてね？」

　騎き士しの言うとおり、玲音の脚と腰はまるで磁石のように馬の体へぴたりと吸いついていた。ある程度は表面を滑すべらせることができても、引き離そうとすると妙な力が働く。

　影かげの馬が滑るように路面を走り出す。

　上下の振動がほとんどないために、乗り心ごこ地ちは馬というよりもバイクか、あるいは雪の斜面を滑るそりに近い。

　病院を遠巻きにしていた野次馬の脇わきを駆かけ抜け、馬は車より速く道路を走り始めた。

　追い抜かれていくドライバーの驚おどろく顔を横目に、くろとらくんはほがらかに歌い始める。

「お空に満月、あの下は♪　あの子のおうちだ、はやく行こう♪　みんなでお菓子を持ち寄って♪　はいほーはいほー、たのしいな♪」

「た、楽しくないっ！」

　落馬の心配が薄うすいとはいえ、玲音はあまりの速度に恐れ慄おののいた。

　時速四十キロ程度で運転しているであろう車の脇を、黒馬は三倍以上の速度で走り抜けていく。もはやジェットコースターどころではなく、身を叩く風が素すで痛い。

「どう考えても速度超過だろ、これ!?　頼むから制限速度を守れ！」

　玲音の悲ひ鳴めいじみた非ひ難なんに、くろとらくんはわざとらしくすっとぼけた。

「車じゃないから知らなーい」

「屁へ理り屈くつを言うなぁ！　道交法で馬と車は似たような扱いなんだよ！」

「馬っぽいけど本物の馬でもないしー」

「虎とらだろうとエビだろうと速度違反は速度違反だボケ！」

　恐怖のあまり声が上うわ擦ずった。

　くろとらくんがわずかに唸うなる。

「これでも加減してるんだけど……それじゃあ、道路以外を走ればいいのかな？」

「……へ？」

　馬が斜めに道を逸それた。

　歩道を横切り、すぐ脇わきのビルに高速のまま激げき突とつしそうになる。

「うわひゃっ!?」

　玲音れいんは香か恋れんの頭を抱え込み、咄とつ嗟さに眼めを瞑つむった。

　重力の方向が唐突に切り替わる。

「……っ!?」

　馬は速度を落とさずに、ビルの外がい壁へきを垂直に駆かけ上っていた。

　玲音はもはや悲ひ鳴めいすら出せない。

　まるで空に向かって落ちていくような感覚とともに、ビルの屋上がぐんぐんと近づく。

　息を止めている間に上り切り、馬は屋上でぴたりと止まった。

〝……だ、大丈夫か？〟

　心音その他が伝わったらしく、記録者が心配げに声を寄よ越こした。

（……し、死んだかと……思った……）

　かろうじて応こたえた玲音は、冷や汗の止まらない額ひたいを手のひらで拭ぬぐう。

　香恋も怯おびえているだろうと思い下を向くと、彼女は恍こう惚こつと眼を細め、玲音を見上げ微ほほ笑えんでいた。

（あー……こいつ、絶叫系マシンとか大好きなんだった……俺おれはだめなんだよ……昔から遊園地とか連れていくと、もう毎回恐ろしい事態に……）

　記録者が心底から同情するような声で応じる。

〝トラウマを引き出してしまった直後に心苦しいんだが……これ、下りもあるぞ？〟

「ここで降ろしてくれ！　俺はビルのエレベーターを使う！」

　くろとらくんがぶんぶんと頭を横に振った。

「だめー。もたもたしてるとキャラバンの人達が来ちゃうから、このまま行きまーす」

「ひとでなしっ！」

「はい、虎とらです。だいじょーぶだよ？　ここから先はビルの屋上にぴょんぴょん飛び移りつつ、たまに横向きで側面を走り抜けたりするだけだから」

「いやーーーーっ!?」

　玲音の悲鳴を無視して、影かげの馬が空に跳ぶ。

　馬に飛行能力はない。慣性によって前へ飛び出しつつも、その身は自由落下を開始する。

　だが近きん隣りんのビルにその影がかかった瞬しゆん間かん、まるで外壁に吸いつくようにして玲音達の身も引っ張られた。

　不自然な動きに平へい衡こう感覚を狂わされつつ、玲音は妹を抱き締しめた。もはや彼女を庇かばっているのか、それとも玲音の側が怖くてしがみついているだけなのか、自分でもよくわからない。

　馬はビルの外がい壁へきに対して真横に吸いつき、その側面をあっという間に横切る。

　その先にあったビルの外壁をまた駆かけ上り、屋上を駆け抜けて別のビルの屋上へと跳び移り、更に先へ先へと走り抜けていく。

「……ワ、ワイヤーアクションだってここまで酷ひどくない……っ！」

　息も絶え絶えに玲音れいんは辛かろうじてぼやく。

　その時、彼は真っ青な上空に奇妙な人ひと影かげを見た。

　黒髪の若い娘が二人──

　年上の娘が年下の少女を両手で抱え、背中についたトンボのような翅はねで空を飛んでいる。

「え……!?」

　玲音は眼めを疑った。

　やや逆光気味で顔までは見えないが、袖そでなしのブラウスにファッションとしてのネクタイを締しめ、一見して清せい楚そな雰囲気がある。

　一方の抱えられている少女はウサギの耳を模したヘアバンドをつけ、香か恋れんも通っている中学校の制服を着ていた。

　騎き士しも気づいて、ビルのテラス状に張り出した空間でその動きを止めた。

　空を飛ぶ二人は玲音達をめがけて滑空してくる。

〝……まずい！　狙ねらわれ……〟

　記録者の焦あせる声を最後に──

　何の衝しよう撃げきも音も感じないまま、玲音の意識はそこで唐突に暗転を迎えた。
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　彼は天井のない図書館にいた。

　その目の前には、クレアの姿をした〝記録者〟がいる。

　異国風の、胸元が大きく開いた半はん袖そでのブラウスとゆったりしたフレアスカートをまとい、ただでさえ細い腰にはあまり必要性の感じられないコルセットまでつけていた。

　豊かな谷間に思わず視線を置きつつ、玲音は首を傾かしげる。

「……あー、その服……なんだっけ？　海外の飲み屋とかでウェイトレスさんが着てるような……」

　玲音の曖あい昧まいな物言いに、記録者がくすりと笑いを漏もらした。

「ディアンドルという、故郷の民族衣装だ。別に酒場の制服というわけじゃない。しかし──君は服装に強く反応するな？　何か理由がありそうだ」

「理由……すみません。ただ単に下心が強いだけです……」

　玲音の率直な回答に、彼女は眼を細める。

「違うな。もっと切実で、もっと根深い理由だ。君自身は自覚していないようだけれど……君がまず相手の服装を見てしまうのは、それが〝母親の顔を見ないで済む〟方法だったからだろう」

　──玲音れいんはぎくりとした。

　図書館の椅い子すに座った彼女は脚を組みかえつつ、淡々と話し続ける。

「君を虐ぎやく待たいする時の母親の顔を、君は憶おぼえていない。君はその時、顔を見ないようにしていた。理由はいろいろある。怖かった、見たくなかった、記憶に刻みたくなかった、あるいは……それがもう母親の顔に見えなかった、とかかな？　だから君は、まず相手の服を見てしまう。顔よりも先にそこに注意を向ける癖くせがついている──三つ子の魂たましいというやつなのかな。トラウマを克服しても、その手の習慣はなかなか抜けないらしい」

　玲音はぶるりと肩を震わせた。

　彼女の言葉が正しいか否いなかは自分でもわからない。

　ただ、一つ感づいたことがある。

「あんた……〝記録者〟じゃないよな。誰だれだ？」

　クレアの姿をした〝誰か〟が、妙に嫌いやな顔で微ほほ笑えんだ。

「これはおかしなことを言う。出会いを除けば、私が君と会話をするようになってまだ数時間……そんな短い時間で、私が偽にせ者ものだとどうして判別がつく？」

「確かにまだ付き合いは浅いけど……あいつは、あんたみたいに人の心を土足で踏ふみ荒らすようなことは言わない。あんたは……何か違う。外見や状況をいくら真ま似ねても、全然それっぽくない」

　その思いは確信に近かった。

　記録者という石のことを、玲音はそれなりに信頼しつつある。

　自分や友人達をこんな事態に巻き込んだ元凶に近い存在ではあるが、彼女の言動には誠意と、何よりにじみ出る優しさがあった。

　今、目の前にいる〝誰だれか〟からは、それが微み塵じんも感じられない。蟻ありの巣を無邪気に掘り返して喜ぶのにも似た、上から見下ろすような残ざん虐ぎやく性せいが垣かい間ま見みえる。

　クレアの顔で〝誰か〟がまた嗤わらった。その顔は出来の悪い人形のように、どこか無機質に見えてしまう。

「……失礼。私は君のことを侮あなどっていた。では、化けの皮を剝はがすとしよう──」

　玲音の頭上が一いつ瞬しゆんで星空へと転じた。

　赤や青、緑、黄色と色とりどりの光を放つ満天の星々を見上げ、玲音は目眩めまいを覚える。知っている星座は何一つ見あたらず、光の色合いもやけに毒々しい。

　足下は木製の床から砂漠へと変わり、林立していた巨大な書棚は消え失せ、代わりになだらかな稜りよう線せんを描く砂の丘が視界の遠くを埋めていく。

　見覚えのない星空と見渡す限りの砂漠──そんな現実感のない場所に、彼はぼんやりと立っていた。

　玲音れいんが風景の変化に気を取られている間に、目の前にいたクレアの姿も消え、代わりにそこには長衣をまとった怪しげな人ひと影かげが立っていた。

　フードを目ま深ぶかにかぶっているため、その表情はうかがえない。男か女かも今一つよくわからないが、それ以前に顔がある相手なのかどうかさえ怪しい。

　フードをめくれば、そこに暗くら闇やみしかないような連想を抱く。

　その人物は軽く両手を叩たたき合わせ、くすくすと含み笑いを漏もらした。

「よくわかったね？　記録者とは古い知り合いだし、物もの真ま似ねは得意なほうだと思っていたんだけれど、自信をなくしてしまいそうだ」

「夢……じゃないよな、これ。俺おれは──もしかして死んだのか？」

　相手が何者かよくわからないまま、玲音は彼を睨にらみつけた。

　ここは死後の世界で、彼は死神──そんな連想が脳裏をよぎる。

　頭の中に記録者の声が聞こえないことも気になったが、一方でそれが当然のようにも感じられた。

　玲音の意識は今、自身の体から離れてしまっていた。ここはおそらく、記録者の力が及ばない場所である。

　怪しげな人物が耳みみ障ざわりに嗤わらった。

「ここは死後の世界ではなくて、星詠よみの砂漠──心配しなくても、君は気絶しているだけだよ。あのウサギの耳をつけた中学生、翁おきな居い貴たか音ねというキャラバン側の異能者が、君達に特殊な思念波をぶつけた。これは精神だけに作用する衝しよう撃げき波はみたいなもので、指向性が高すぎて効果範はん囲いが狭いものの、食らった相手を七割程度の確率で昏こん倒とうさせる」

　そこまで言って、その人物は大おお仰ぎように肩をすくめた。

「ただ、騎き士しはその力が利ききにくい方の三割に入っていたらしい。今も気絶した君と女王を連れて逃亡中だ。空を飛んでいたのは──あれは君達を騙だまし討うちした希き崎ざき心しん弥やの奥方だね。不ふ甲が斐いない旦だん那なの代わりに、貴音に頼まれて君達を捕まえに来たんだろう」

　聞いていないことまで流りゆう暢ちように喋しやべりながら、彼は嗤い続けていた。

　その様子を薄うす気き味み悪く思いながら、玲音はひとまず安あん堵どする。さすがに死んでしまっては元も子もないし、今そんなことになれば香か恋れんやクレアにも妙な罪悪感を残してしまいそうだった。

「あのウサ耳の子、香恋と同じ中学の制服だった。もしかして香恋の友達か？」

「その通り。妹さんと君を保ほ護ごしようと焦あせって、少し荒っぽい手段に出たようだ。彼女達は上の指示がなくても勝手に動くから、行動が読みにくくておもしろい。ところで──気絶している君をここに招いたのは、別に敵意を買うためではなくて、一つ確認しておきたいことがあったからなんだ」

　幼い頃ころのトラウマをえぐった彼に警けい戒かいして、玲音れいんはやや身構える。

　フードの人物がわざとらしく首を傾かしげた。

「つい先日まで、君は何の変哲もない一般人だった。そんな君が今、キャラバンとブロスペクトという二つの勢力の争いの〝鍵かぎ〟を握る存在になりつつある。さて、肝心の君の心はどちら側に傾かたむいているのかな？」

「……どっちにも傾いてない。キャラバンとかブロスペクトとか言われても、俺おれはほとんど何も知らないんだ。そんな状態で、どっちの味方とか軽々しく決められないだろ」

　現実的な問題として、キャラバン側には鉄てつ舟しゆうと亜あ里り亜あが、ブロスペクト側には英えい太た郎ろうと姫ひ想そ華かがいる。どちらかの勢力に与くみすれば、片方とは敵対することになりかねない。

　今の玲音にとって、それは避さけるべき事態だった。

「どうやら聞き方が悪かったらしいね。君はもっと単純に考えるべきなんだ。どちらの組織にも良い点と悪い点がある。より正確にいえば、どちらの組織にも悪い点のほうが多いかもしれない。だが、ここで問題になるのは組織の正当性などではなく……今の君にとって最大の命題は、〝昔から大好きな片思いの娘〟と、〝血のつながっていない妹〟の、どちらの心を守るかということなんだ──どうかな、これならわかりやすいだろう？」

　くすくすと嗤わらいながら問われたその内容に、玲音は慄りつ然ぜんとした。

「クレアと……香か恋れんの……どっちか？」

「そう。文ふみ槻つきクレアはキャラバンの重要人物。月つき代しろ香恋は皇帝ブロスペクトの腹心であり、ナンバー２の〝女王〟だ。君がどちらかを選べばもう一方を失う。選ばなければ、彼女達は君を放って潰つぶし合う。肝心の君の心は、どちらに傾いているのかな？」

　玲音は答えられない。

　迷う以前の問題で、そもそもこの問い自体が玲音にとっては有り得ない質のものだった。

「実は私の占いでも、そこがどうしても読めなくてね。それによって占いの内容が大きく変わってしまうはずなんだけれど、やはり妹かな？　彼女は君なしでは生きていけなそうだ。だけど文槻クレアのほうも、君を救いたい一心で危険な真ま似ねをするほど献身的……その想おもいを裏切るのはさぞ心苦しいだろうね」

　何が楽しいのか、彼はいかにも愉快そうな声こわ音ねで理不尽な言葉を紡つむぐ。

　玲音は彼を睨にらんだ。

　からかわれているうちに、自然と頭が冷えてきた。

「あんたが誰だれだか知らないけれど……俺はそういう口車には乗らない。キャラバンとかブロスペクトとか俺にとってはどうでもいいし、そんなこととは関係なく、家族や友達を大事にするって当たり前のことだろ。それをどっちかを選べって……そういうのは、本当にもうどうにもならなくなった時に考えることだ。それまではできることを全部やる」

　フードの男が沈ちん黙もくした。

　思案げに中空を見上げている様子だったが、顔は相変わらず隠れて見えない。

「……つまり、行き当たりばったりで考える、ということでいいのかな？」

「…………まぁ、身も蓋ふたもない言い方をすれば」

　男が軽く手を叩たたいた。

「結構。私の好みとはあまり合わないけれど、君には不確定要素に化ける可能性がありそうだ。あっさり殺されてリタイアするか、どちらかに迎げい合ごうして保身を図るか、いろんなパターンで占ってみたし、もちろんどちらにもつかないというケースも想定していたけれど……君の意志を確認できたところで、宝の森の占い師クラムクラムの名の下に、私は君達の未来を予言しよう。君達は──三人とも〝死ぬ〟。この運命は変わらない──賭かけてもいいよ」

　玲音れいんの耳には、その言葉がまるで呪じゆ詛そのように聞こえた。

　不吉な予言を寄よ越こした不ふ審しん人物に、玲音は険けわしい眼まな差ざしを据える。

「……あんたは何なんだ？　俺おれを不安がらせて、壺つぼでも売りつけに来たのか？」

　胡う散さん臭くささでは新興宗教や霊感商法の類たぐいと似たり寄ったりに感じる。

　おそらく性た質ちの悪さでも似たようなものだろうが、それでも目の前の彼が玲音にはない種類の知識を備そなえていることは明らかだった。

「ふふっ……生あい憎にくと金銭が必要な生活はしていないんだ。私はただの〝占星術師〟だよ。記録者が私を騙かたったみたいだから、ちょっと興味を引かれて会いに来た。さっきも言った通り、彼女とは古い付き合いでね」

　その言葉を受けて、玲音は一つの可能性に思い至る。

「あんたももしかして、〝石〟の一種なのか？　それこそ本物の〝占星術師〟とか……」

　くすくすと笑いが漏もれた。

「残念ながら違う。だが、まったく無関係というわけでもない──遠い過去、〝記録者〟は、私に会ったことで仲間のコピーを宝石箱に保存するアイディアを思いついた。私は彼女に言ったんだ。〝可能性の芽を残しておくべきだ〟とね。たとえばキャラバンが暴走し、将来において異能者が一般人を蹂じゆう躙りんし奴隷化するような世界ができたとしたら──それに対抗できる戦力を残しておくことには意味がある。いわば弱きを助け、強きを挫くじくための力──それが、〝マリアンヌの宝石箱〟だ」

　その言葉から、玲音は欺ぎ瞞まんの響ひびきを感じ取った。

「……なんとなくいい事言ってるようにも聞こえるけど……それってさ。もしも助けられる弱い側がただの悪党だったら、単なる混乱の種ってことにならないか？」

「もちろん。私はそのつもりだったからね」

　占星術師はあっさりとそれを認めた。

「停滞は進化を生まない。混乱は停滞を打破する。争いの種は多ければ多いほどいい。思想の対立、利権の奪い合い、領土争いに人種差別、嫉しつ妬とや欲望、醜みにくい感情のぶつけ合い──そうしたストレスの要素があればこそ、人は危機意識をもって解決策を模索する。戦おうともしない馬ば鹿かに生きる価値はないからね。虫でさえ、餌えさの取り合いや繁はん殖しよくのために争うことを知っている。ただのうのうと楽に生きるだけでは、命は世代を経てやがて腐っていくよ。そしてゆくゆくは訪れる危機に対応できず、滅亡することになる」

　穏おだやかな口調で紡つむがれたその暴論に、玲音れいんは啞あ然ぜんとした。

　占星術師は興が乗ってきたかのように手を広げる。

「その点、君達は賢かしこい。本能的にこのことを知っているから、口先では平和を訴えつつも決して争うことをやめようとはしない。実際、それはとても大切なことなんだ。多くの戦いは油断して隙すきを見せることから始まる。もし蹂じゆう躙りんされるのを避さけたいなら、戦う心を持たなければいけない。これは何も人間相手に限ったことじゃない。たとえば野菜や果実を収しゆう穫かくすることは植物との戦いだ。彼らは人間に食われるために存在しているわけではなく、自みずからの種を残そうとしている。そんな彼らを、人は都合よく搾取しているだけだ。彼らが反はん撃げきする手段をほとんど持っていないものだから、人はそれを〝恵み〟だなどと勘かん違ちがいしているけれど──武器を持つことすらできない相手をにこやかに蹂躙しておいて、〝おいしい〟と微ほほ笑えむ人間の姿に、私などは背筋が寒くなる思いがするよ」

　玲音は頰ほおをひきつらせた。

「いや、そんな極きよく端たんなことを急に言われても……」

「もちろん、植物だって無抵抗というわけじゃない。君達に搾取されながらも枝葉を広げ、成長し、諦あきらめることなく生き続けている。まあ……そもそも彼らは知能を獲かく得とくする道を選ばなかったから、君達の存在をまともに認識していないわけだけど。ある意味では──人間もそうかな？　認識できない〝何者か〟に搾取されていることに、まだ気づいていないだけという可能性はある。君達が争い、競い、先へ先へと突き進み、時間と空間の壁かべすら越えるに至ったら──いずれはその存在を認識できる日がくるかもしれないね。まあ、仮に到達できるとしても数万年は先のことだろうけれど」

　それはまるで、彼自身は人間ではないかのような物言いだった。

　彼と言葉をかわし続けることに、玲音はふと危機感を覚える。

　狂った言葉を浴び続ければ、たとえまともな神経の持ち主であっても精神が歪ゆがむ。おかしな思想を吹き込まれないうちに早くこの場を去りたかった。

「えーと、ご高説はともかくとして、俺おれはそろそろ晩ご飯の支し度たくもあるんで……」

　逃げ腰の玲音に対し、怪しい占星術師が苦笑を漏もらした。

「これは失礼。先日、ちょっとした用事でこの世界を離れていたものだから、改めて人間のすばらしさを再確認してしまったんだ。益やく体たいもない話に付き合ってくれたお礼に、一つ、君に贈り物をしておこう」

　フードの人物が差し出した手の上に、黒く丸い球が浮いた。

　大きさは野球のボールほどで、漆うるしのように艶つややかな光こう沢たくを放っている。ふよふよと浮くその球体は、鼓動をうつ心臓のように表面がわずかに波打っていた。

　嫌いやな予感を覚えて、玲音れいんは数歩退しりぞく。

「い、いや、そういうのはお気持ちだけでっ……！」

「そう怖がるものじゃない。今の君と記録者の力だけでは、これから起きるキャラバンとブロスペクトの戦いの中で、無抵抗の果実のように蹂じゆう躙りんされるだけだよ。いくら戦う意志があっても、力がなければ補食されるしかない。相手は神々の加か護ごを得ているわけだし、君にも相応の力がないとさすがに不公平だろう──私が楽しむためにも、君にはぜひ頑張ってもらいたい」

「さらっと本音出た!?」

　玲音が更に距離をとろうとしたところで、小さな球体は一いつ瞬しゆんで黒い矢となり、彼の胸を一直線に射い貫ぬいた。

　背中には突き抜けず、水面に投げ込まれた石のような波紋を残し、その〝力〟は玲音の中に溶け込んでいく。

「うわっ……!?」

　驚おどろく玲音の耳元で、囁ささやくような声がした。

『……このささやかな贈り物は、差し詰め〝星詠よみの加護〟といったところか──それでは、またいずれ──』

　芝しば居いがかった一礼を残して、怪しげな人物は目の前から搔かき消えた。

　周囲の砂漠も星空もすべてが消えて無くなり、玲音の視界は再び暗転する。

　そして彼の意識は、元いた世界へと呼び戻された。




　　　　[image: くぎり]




　梟ふくろうの石を宿した鷹たか丸まる、獅し子しの石を宿した雪ゆき菜な、それに騎き士しと拳けん闘とう士し達に〝女王〟の確保を任せ、羽は矢や多た寿とし宗むねは海に臨のぞむ港湾区域に待機していた。

　周囲に人気はない。ここ数年、水みな門と市の港湾では大規模な改修工事を行っている。

　今日も別の区画では工事中だが、彼らが待機している付近はいかにも寂れていた。

　通つう信しん球きゆうから得られた鷹丸の報告に、羽矢多は車中で頭を抱え込む。




　女王の石の宿やど主ぬしは、月つき代しろ玲音の妹、香か恋れん──




　もはや悪い冗談としか思えないが、事実は事実として受け止めるしかない。

　文ふみ槻つき総合病院にて、彼女と共にいた兄の玲音も捕ほ縛ばくされたらしい。

　身を張って逃がしたクレアも心中複雑だろうが、羽は矢や多たはその思いを覗のぞき見することなく、目め頭がしらを指で強く押さえる。

　そのままの姿勢で、彼は同乗する部下達に問いかけた。

「……剣けん護ご、時とき緒お。お前らも改めて考えろ。俺おれは鷹たか丸まるや雪ゆき菜な達のことも放っておけんから、皓こう月げつに協力するしかないが……お前達は石の記憶にまでは目覚めていない。キャラバンに戻ろうと思えば戻れるだろうし、事態が落ち着くまで身を隠すのも有りだろう。俺の権限で命令する気はないから、自分で決めてくれ」

　そもそも今の羽矢多は、彼らに給料を出せるかどうかすら怪しい。スポンサーがキャラバンから皓月に切り替わることになる。

　運転手の男が口を挟んだ。

「羽矢多様。そちらの方々も石の宿やど主ぬしである以上、もはや無関係というわけにはいきません。選択の余地などないように思いますが……」

　運転手の彼は皓月直属の部下だった。見た目はビジネスマン風に偽ぎ装そうした二十歳そこそこの青年だが、不ふ穏おんな空気は隠せていない。

　宿した石は〝傀儡くぐつ師し〟──騎き士しに同行させた太った人形は、彼の能力によるものだった。

　女王が宿した〝薔ば薇ら〟の棘とげで破は壊かいされたが、目め眩くらましには役立っている。

　羽矢多はバックミラー越しに彼を睨にらんだ。

「巻き込んだお前らに〝選択の余地はない〟などとは言わせんよ。犯罪組織すれすれのお前らと違って、こっちはあくまで雇用関係なんだ。別に杯さかずきをかわしたわけでもなし、職業選択の自由ってもんがある」

　部下の青年、国くに代しろ剣護が戸と惑まどいながら口を開いた。

「俺は……さっきも言ったとおり、雪菜達のことを放っておけません。社長についていかせてください。石の力ってのはよくわかりませんけれど、パナンゾロンの力だけでもお役に立てるはずです」

　次いで陣じん内ない時緒もぼんやりと応じた。

「ていうか、キャラバンに戻っても、なんか変な実験とかされて隔離されそうだし……ごはんくらい好きな時に好きなだけ食べたいし……状況がはっきりしたらもう一度考える」

　真まっ直すぐな剣護はさておき、時緒のいかにもな物言いには羽矢多もつい苦笑する。

　彼女の大食らいは〝斧おのを捧げる貴婦人トラムケルナ〟の異能者に共通する要素らしい。

　スタイルは抜群で腰つきも驚おどろくほど細く、飲食物が体の何ど処こに入っていくのかと不思議になるほどだが、要するに燃費が悪い。

　時緒は眠そうに座席へ背中を預け、緊きん張ちように身を堅くするクレアの頭を軽く撫なでた。

「……あと、お嬢じよう様さまのこともちょっと心配」

　クレアが驚いたように肩を跳ねさせた。

　上司たる羽は矢や多たにとっても、この言動は予想外である。

　剣けん護ごも前の席から不思議そうに振り返った。

「あれ？　時とき緒お先せん輩ぱい、その子と親しいんですか？」

「んー……そういうわけじゃないけど……こういうことに子供を巻き込むのって、ちょっと嫌いや。そういうの、社長にもあるでしょ？」

　羽矢多は大きく息を吐き、実感を込めて頷うなずいた。

「……ああ、そうだな。その点は同意する」

　玲音れいんと香か恋れんも含めて、羽矢多は大人の責任として彼らの身柄を守るつもりでいる。

　皓こう月げつは必ずしも信頼に値しないが、それはキャラバンも同様だった。

　それどころか、石の所有者を手て駒ごまとして利用したい皓月に対し、キャラバン側は彼らを実験体や監禁対象と見なす可能性が高い。

　幹部の親族たるクレアだけは特別扱いされそうだが、玲音や香恋は危うい立場だった。

　ことに〝女王〟の石を宿しているとなれば、もはや狙ねらわれない理由がない。

　剣護が首をひねった。

「でも、あの城主の女の子とかなら確かに子供って感じですけど……もう高校生なら子供ってほどでもないでしょ？　そこのお嬢じようさんなんて先輩より大人っぽいですよ」

　時緒がクレアをじっと見つめ回して、ふむと唸うなった。

「……確かに胸はほぼ互角。剣護、えっちい」

「…………誰だれも胸の話なんかしてないです。雰囲気とか佇たたずまいとかそういう話で……だいたいそれを言ったら雪ゆき菜なとか真っ平らですし……おわっ!?」

　唐突に、車がわずかに浮き上がるほどの突風が吹いた。

　その直後、羽矢多達の車の真正面に黒い馬が着地する。

　吹き上がる風によってその馬体は浮き上がり、落下の瞬しゆん間かんはスローモーションのようだった。

　そこにまたがった着ぐるみと少年少女を確認し、羽矢多は素早く車の外へ出る。馬上で気を失った玲音と香恋を見てクレアも顔色を変えたが、時緒が彼女を押さえつけて車からは出させない。

「騎き士し！　今の風はお前の仕し業わざか？」

　羽矢多は声高に問う。

　先だって合流時に把握したことだが、この騎士に対しては羽矢多の持つ〝語かたり部べ〟の力が通じない。

　理由は単純で、語り部の力は相手の姿をある程度まで目視してはじめて発動する。

　ガラス扉の向こうにいる相手の心は読めるが、石いし壁かべに隠れた相手の心は読めない。

　障害物が仮面やヘルメット程度ならば問題ないが、全身を完全に覆おおってしまう着ぐるみ相手には、その力を発揮できなかった。

　騎き士しがその弱点を知っていてこんな格好をしているのか、それとも単なる偶然なのか、それすらもよくわからない。

　くろとらくんが上空を手で示した。

「違う違う、ぼくは風とか使えないよ。羽は矢や多たさん、上、危ない」

「ん？」

　上空を見上げた羽矢多は、そこに空を飛ぶ二人の娘を見つけた。

　ウサギの耳をつけた制服姿の中学生と、彼女を両手で支える若い娘は、どちらも羽矢多の見知った顔である。

　同時に彼女達も羽矢多の姿を認め、対応に迷うように中空で静止した。

「風使いと貴たか音ねか……！　連中、人目をはばかる余裕すらなくしたらしい」

「んー。その点はぼくも人のこと言えないです」

　目立つ着ぐるみの世迷い言を受け流して、羽矢多は空の相手を凝ぎよう視しする。

　風使いの異名をとる希き崎ざき弓ゆみは、キャラバン文ふみ槻つき派に属する特殊な異能者だった。青雲の息い吹ぶきハタニアスと呼ばれた神群の影えい響きようを受け継いでいるが、その異能者は彼女一人きりというレアな存在である。

　自身が空を飛ぶだけでなく、周囲の風を自在に操あやつり、時には車をひっくり返す程の突風も吹かせる。一緒に飛んでいる翁おきな居い貴音も風の力で体を支えられているはずで、極きよく端たんなことを言えば弓が手を離しても落ちないはずだった。

　その気になれば、彼女は複数の人員を引き連れて移動することもできる。

（その上でたった二人ということは……上層部の指示ではなく、個人の判断か）

　羽矢多の推測に呼応するように、二人の心の声が脳裏に聞こえた。

〝香か恋れんを助けなきゃ……！　なんかお兄さんまで一緒にいるし！〟

〝うわ、羽矢多さん!?　どうしよう、正面からじゃ勝てない……〟

　どうやら貴音は月つき代しろ香恋の同級生らしい。希崎弓は彼女に請こわれて助すけ太だ刀ちに来た様子だが、羽矢多は対応に迷う。

　揃そろって気絶した玲音れいんと香恋は、貴音の思念波を受けたのだろう。

　騎士が耐たえたのは耐性があったのか、あるいは着ぐるみが障害物になって威力が減衰したのかもしれないが、いずれにしても貴音の攻こう撃げきが通じなかった時点でこちらに分がある。

　相手が低空にいる今なら撃げき墜ついも可能だが──どちらも若い娘だけに後味が悪い。

　羽矢多は空に向けて声を張った。

「貴音、希崎。ここは退ひけ。お前達の手には余る事態だ」

「ぐっ……余裕かましやがって！　羽矢多のくせに！」

　黒髪のロングヘアにウサギの耳と、容姿だけは媚こび媚びの貴音だが、彼女は存外に口が悪い。ただし声が可愛かわいらしいために凄すごみはない。

　ついでにいえば羽は矢や多たの彼女に対する認識は、「ほぼアホ」という程度のものだった。

「貴たか音ね、ここで希き崎ざきに怪け我がでもさせたら、そいつの旦だん那なに恨まれるぞ？　皓こう月げつが来ないうちにとっとと帰れ。あいつは俺おれと違って女子供にも容赦がない」

「うるせえ、ロリコン！　香か恋れんを返せ馬ば鹿かぁ！」

　罵ば声せいが小学生レベルなのも、基本的に語ご彙いが少ないためである。

　羽矢多は溜ため息いきで応じた。

「あのなぁ……この子には厄やつ介かいな石が宿っている。いまお前らに返したら、有う楽らく原ばらさんが嬉き々きとして横取りしにくるぞ。それともカーマインのところにでも逃げ込む気か？　向こうも向こうで色々あるようだが……しばらくは俺に預けろ。少なくともお前らのところよりはまだ安全なはずだ」

　羽矢多が説得するうちに、騎き士しの馬上で香恋が眼めを覚ました。

　目の前に広がる海をじっと眺めてから、彼女は上空に視線を移し、そこに貴音達の姿を見つける。

「あれ……？　貴音が飛んでる……？」

「香恋！　……だ、大丈夫だからね！　いま、助けに行くから……！」

　友人の健けな気げな声に、香恋が首を傾かしげた。

「助けに……？　何いってるの？　貴音、悪いけど邪じや魔ましないで。私は兄貴と一緒に皇帝の補佐をするの。世界を変えちゃえば、私は兄貴とずっと一緒にいられる──兄貴だってアルバイトも就職もしなくて良くなるし、朝から夜まで、本当にずっと一緒にいられるようになるの。そうなれば──兄貴を他ほかの女になんか、絶対渡さない……」

　上空の貴音が慌てふためいた。

「か、香恋!?　ちょっと、どうした!?　お兄さん大好きなのはバレバレだから感づいてたけど、皇帝の補佐って……あんた真ま面じ目めだから勘かん違ちがいしてるかもだけど、別に中学生だからって必ずしも中二病にならなくてもいいんだよ!?」

　貴音の困惑を察しつつ、羽矢多は羽矢多で強く眉み間けんを押さえる。

　玲音れいんと香恋の兄妹きようだいはそこそこ仲がいいと知ってはいた。だが、彼女の言動にはそれ以上の意味が透けて見える。

　心を読む必要すらなかったが、そのどす黒いまでの情念に触れた瞬しゆん間かん、比ひ喩ゆではなく頭痛がした。

（こ、この二人、そういう関係だったのか……？　いや、だが兄のほうはさすがに……）

　気絶したままの玲音の心は読めない。

　これも語かたり部べの能力の限界である。意識のない者、眠っている者の心は読めず、また死体の記憶なども覗のぞけない。

　上空から貴音が喚わめいた。

「香か恋れん、あんた騙だまされてる！　ブロスペクトってのは、とんでもない悪党で──」

「何も知らないくせに適当なこといわないで。貴たか音ねってキャラバンの人だったんだね……これから水みな門と市は〝戦場〟になるはずだから、早く逃げたほうがいいよ」

　香恋は冷たい視線を空に向ける。

　説得の言葉を明確に拒絶する見えない壁かべが、彼女の前に厳げん然ぜんとそびえている

　貴音の顔が悔しげに歪ゆがんだ。

「……羽は矢や多たぁっ！」

　怒りの矛ほこ先さきは、とりあえずとばかりに羽矢多に向く。

　八つ当たりから身を守るべく、彼は片腕を顔の前にかざした。

　貴音のウサギの耳──正確にはその中身の触角から放たれた思念波が、頭上から羽矢多を襲おそう。

　同時に希き崎ざき弓ゆみが周囲の風を操あやつり、羽矢多の身を持ち上げようとした。

　高く持ち上げてから叩たたき落とせば、大概の人間はそれだけで戦せん闘とう力りよくを失う。希崎弓の能力はその意味でも強力だったが、こと戦闘において、羽矢多寿とし宗むねが彼女達に負ける道理はなかった。

「……舐なめるなよ、小娘ども」

　羽矢多の脚から、〝根〟が生えた。

　茶色く堅い樹皮もそのままに伸びた木の根は、アスファルトをただの土のように穿うがち、彼の体をその場に固定する。

　その様は突風にもびくともしない大樹の趣おもむきだった。

　そのまま彼は、かざした左手を軽く回す。

　すると腕から伸びたしなやかな蔦つたが回転し、遠心力のままに円を描いて簡易な盾たてを形成した。

　その盾で思念波を遮さえぎった後、羽矢多は正せい拳けん突づきのように右手を空へ突き出す。

　狙ねらいは空を舞まう希崎弓──の、少し横に合わせた。

　羽矢多の腕から放たれたのは、鋭するどい枝に葉で作った矢羽をつけた即席の矢である。

　一直線に飛んだ矢は希崎弓のすぐ脇わきをかすめ、その向こうへと流れていった。

　貴音と希崎がごくりと唾つばを飲む気配が伝わる。

「……今のは警けい告こくだ。次は当てにいく」

　羽矢多は声を低くして呟つぶやいた。

　彼の家系は、迷めい宮きゆう神しん群ぐん〝蔦をまとった僧兵ナシュレイ〟の影えい響きようを古くから受け継いでいる。

　腕の表面に射出可能な植物の矢を合成し、また蔦や枝を生やし操る能力にちなんで、その姓も本来は〝葉は矢や蔦つた〟というものだった。だが明治の頃ころ、本家と分家が喧けん嘩か別れした際に改姓が行われ、今の姓へと変わっている。

　異能者の数こそ少なく、また政治的な影響力も弱いものの、キャラバンに合流した時期も早い古参の家柄だった。

　羽は矢や多た寿とし宗むねは、この血筋における筆頭格の異能者だった。

　本家の跡取りがキャラバン内での政治的な闘とう争そうに負けていなければ、今いま頃ごろは彼も権力の中ちゆう枢すうにいたかもしれないが、そうした事柄に羽矢多自身はあまり興味がない。

　彼はただ、自身と周囲にいる大事な者達を守ることができればそれで良しと考えている。

　羽矢多は空に浮く二人の娘へ睨にらみを利きかせた。

「貴たか音ね、希き崎ざき。手ぶらじゃ帰れないというなら伝言をやる。文ふみ槻つきさんにでも伝えろ。ブロスペクトは復活したが、方針はまだ確定していない。そっちの出方次第だ──とな。何も昔と同じことを繰くり返す必要もない。キャラバンだってもう、当時のキャラバンとは違うはずだ」

　文槻派の主あるじ、〝青い狐きつねの文槻〟は、クレアの伯お父じであり文槻総合病院の院長である。キャラバンの中では一番の穏おん健けん派はで理性的な話も通じやすい。羽矢多も彼には一目を置いている。

　困惑する二人を馬上から見上げ、香か恋れんがぽつりと呟つぶやいた。

「貴音、貴方あなたのことは今も友達だと思ってるけれど……もしもこれから私の邪じや魔まをするなら、その関係も終わるよ。私にそんな決意をさせないで」

　それは羽矢多が眉まゆをひそめてしまう程に冷たい声こわ音ねだった。少なくとも、いつもの香恋とは明らかに気配が違う。

　貴音が泣きそうな顔になり、次いで唇を嚙かみしめた。

　彼女を支えた希崎弓ゆみがその耳元に囁ささやく。

「……貴音ちゃん、ここは一度……」

　貴音がきっと羽矢多を睨んだ。

「……お、憶おぼえてろっ！　吠ほえ面づらかかせてやるからなっ！」

　いまどき三下でも言わないような古臭い捨すて台詞ぜりふを残し、彼女は風使いの弓に抱えられ、倉庫の向こう側の空へ飛び去ろうとした。

　羽矢多は肩の力を抜きつつ、手足から飛び出た植物の組織を体内へ戻す。




　──不意の乾いた銃声が響ひびいたのは、その直後のことだった。

　ぱん、と火薬の弾はじける音が遠くで響き、空中を飛んでいた希崎弓の体がぐらりと不自然に揺らぐ。

　そして彼女は貴音を抱えたまま、ゆっくりと倉庫の向こうの川へ落ちていった。

　大きな水音が響く。

　何者もいなくなった空から視線を逸そらし、羽矢多は慌てて周囲を見回した。

　部下の時とき緒おや剣けん護ごはもちろん銃器など所持していない。

　皓こう月げつの部下の傀儡くぐつ師しも、今は車の運転席でハンドルを握ったままだった。

（誰だれだ!?　狙そ撃げきした奴やつがこの付近に……！）

　羽矢多の視界の端はし──

　遥はるか離れた場所に、古臭いマスケット銃を構えた袈け裟さ姿の若い僧侶がいた。

　彼の背後には周しゆう皓こう月げつとその部下達、さらには〝石〟の記憶と意志に覚かく醒せいしたと思おぼしき数十人が集つどっている。

　年齢性別はばらばらで、私服やネクタイ姿が目立つものの、中には警けい官かんや消防官らしき制服まで混ざっていた。

　先程、羽は矢や多たが遭そう遇ぐうした弓使いと猟犬はその中にいない。キャラバンの追っ手をかき回す陽動にまわったか、あるいは皓月から別の任務を与えられたか──羽矢多は皓月の心を読もうとしたが、彼女は大勢の仲間の後ろに隠れてしまっていた。

　その他大勢からなだれ込んできた大量の思考を雑音のように捉とらえつつ、羽矢多はひとまず、最前線の若い僧侶に意識を集中させる。

（あの坊さんは……〝銃士〟か！）

　長距離の精密射しや撃げきにかけては〝弓使い〟にも互する力だが、弓使いが魔ま法ほう的な実体のない矢を放つのに対し、銃士は自みずからが触れた物質を弾として直線的に打ち出す。

　それが本物の銃弾である必要はなく、ただの小石や煉れん瓦がなどはもちろん、水や電気でさえ彼にとっては弾丸の一種だった。

　何か弾になるものがなければ戦えないが、その分、弓使いよりも燃費がいい。

　彼の心を読みつつ、羽矢多は騎き士しのくろとらくんに声をかける。

「……どうやら〝薬くす師し〟も合流しているらしい。銃士が撃うち出したのは、薬師の合成した麻酔薬だ。香か恋れんちゃんと玲音れいん君をここに置いて、お前は落ちた二人を回収してこい。確か……水の上も走れるはずだったな？」

　くろとらくんが敬礼を返す。

「基本的に水陸両用であります。さすがに水中は無理だけど」

「よし、剣けん護ご、時とき緒お。お前らも泳ぎは達者だろう。護ご衛えいも兼ねてついていけ」

　二人の部下が頷うなずいて騎士に駆かけ寄る。

　騎士は香恋と玲音を馬上からおろし、代わりに剣護と時緒を乗せて、素早く倉庫の向こう側へ走っていった。

　高所からの落下ではあったが、川に落ちたのならば無傷の可能性が高い。麻酔を受けたのも弓ゆみだけで、今いま頃ごろは貴たか音ねが必死で彼女を支えつつじたばたしているはずだった。

　逃げる相手を撃うち落とすよう銃士に指示したのは、間違いなく皓月である。

（俺おれは俺で甘すぎるが……奴やつは敵を作りすぎる。誰だれかが傍そばで歯止めをしないと危険か）

　気は進まなかったが、羽矢多は自分の役割をそこに定めつつあった。

　気絶したままの玲音に路上で膝ひざ枕まくらをしつつ、香恋が羽矢多を見上げる。

「……貴音と羽矢多さんが知り合いだったなんて、初めて知りました」

「俺も君と貴音が友人同士とは知らなかったが──友人が撃たれたにしては冷静だな？」

　香か恋れんは女王の眼めつきで応じた。

「銃士と薬くす師しの麻酔弾で死んだ人はいません。貴たか音ねは少し痛い目に遭あってからじゃないと諦あきらめないはずですから──これで街から離れてくれれば、その方がいいです」

　羽は矢や多たは肩の力を抜く。

「香恋ちゃんと奴やつとの付き合いは、中学に入ってからか？」

「二年生の時からです。クラス替えで一緒になって──」

　つまり、友人としての付き合いは一年と少し程度らしい。

「……君はあの娘のことをまだわかっていない。翁おきな居い貴音の諦めの悪さは──筋金入りだぞ。多少の怪け我がをしたところで、手負いの虎とらになるだけだ」

　羽矢多と彼女は決して親しいわけではない。むしろ仕事の邪じや魔まをされて排除したことが幾度かあり、その関係で彼女からは猛烈に嫌きらわれている。

　この先に頭の痛い事態が来ることを予見しつつ、羽矢多は戸と惑まどうクレアに視線を向けた。

　気絶した玲音れいんと膝ひざ枕まくらをする香恋の姿を前に、彼女は心を読むまでもなく動揺していた。

　おずおずと近づこうとして、香恋の険けわしい視線に遮さえぎられる。

「クレアさん。兄貴に近づかないで」

「あ……えと……香恋ちゃん……でも、皓こう月げつさんが、玲音を狙ねらっていて……」

　しどろもどろに慌てるクレアは、頰ほおを赤くしつつ泣きそうな眼をしていた。

　彼女は玲音に好意を寄せているらしい。乱れた思考はもはや気の毒になるほどだった。

（どうして香恋ちゃんが──）

（玲音も、もしかして……？）

（だ、だけど兄妹きようだいでそんなの……！）

（ていうか、ずっと一つ屋根の下なんだし、もうキスとかいろいろ……!?）

（玲音！　吞のん気きな顔して寝てないで、早く起きてよぉ……）

　羽矢多が心を読んでも混乱しか伝わってこない。

（若い連中の恋愛沙ざ汰たはさておき、気がかりなのは香恋ちゃんに宿った〝女王〟か。玲音君に宿った石次第では、共きよう闘とうすることになりそうだが……）

　あまり彼らを巻き込みたくはない。事がここに至ってなお、羽矢多はそんな甘いことを考えていた。

　そんな彼を嘲あざ笑わらうような微笑を浮かべ、部下達を引き連れた周しゆう皓月が歩み寄ってくる。

　白いチャイナドレスの裾すそを海風になびかせ、彼女は可愛かわいらしく羽矢多に手を振った。

　その脇わきには、羽矢多のよく知る若き幹部の姿もある。

　白衣に眼鏡めがねと理知的な印象ながら、どこか酷こく薄はくな気配も漂ただようその青年に、羽矢多は目め配くばせを送った。

「神かみ竹たけ、まさか君が皓月と組むとは予想外だった。石のせい……ではなさそうだな」

　彼の心の声を確認した上で、羽は矢や多たは嘆たん息そくを送る。

　つい数日前、彼は軟禁されていた羽矢多の許もとに、上司である有う楽らく原ばらからの伝言を持ってきた。「派閥を裏切るな」と言っていた彼までもが皓こう月げつ側についている現状は、皮肉という他ほかない。

　怜れい悧りな顔立ちにわずかな微笑を見せ、彼は羽矢多に右手を差し出した。

「よろしくお願いします、羽矢多さん。貴方あなたが上司なら私もやりやすい」

「待て待て。スポンサーは皓月だし、主あるじは皇帝なんだろう。俺おれは君の上に立つ気はさらさらないぞ……」

　一応は礼れい儀ぎとして握手を返しつつ、羽矢多は本音で応じる。

　謙けん遜そんではない。羽矢多は神かみ竹たけのことをそこそこ買っているが、彼を部下として飼い慣らせるなどとは微み塵じんも思っていなかった。

　神竹真しん悟ごという青年は、大切なものを何も持っていない。

　人質になるような関係者が一人もおらず、金や物に執着があるわけでもなく、本人に弱みらしい弱みがない。

　失うものがない人間の怖さは、本能に忠実な獣けものにも似ている。腹を空すかせば躊躇ためらわずに首筋へ嚙かみつき、腹が膨ふくれれば満足して眠り、また腹が空けば平然と次の獲え物ものを探す。

　神竹の求める餌えさが人の命や血肉などではなく、〝迷めい宮きゆう神しん群ぐん〟と呼ばれる異形達であるという点はせめてもの救いだが、彼を部下にするなど爆ばく弾だんを抱え込むにも等しい。

　有楽原ほどの権力者でもない羽矢多に、そんな酔すい狂きような真ま似ねはできない。

（皓月は……彼の本性を知っていて仲間に引き込んだのか？）

　羽矢多は皓月を見る。婉えん然ぜんと微ほほ笑えむ彼女は心の声で応じた。

（何を他ひ人と事ごとみたいに……羽矢多さん、自覚が薄うすいようですが、貴方あなたも私達と〝同類〟ですよ？）

　──背筋がぞっとした。

　心を覗のぞいたはずの羽矢多が、逆に心を覗かれたような心持ちになる。

　皓月が気絶したままの玲音れいんを見下ろし、鉄てつ扇せんで口元を覆おおった。

「あら、かわいらしい寝顔ですこと。クレアお嬢じよう様さまは見慣れていますの？」

「そ、そんなこと……！　玲音には手を出さないで！」

　慌てたクレアが皓月の前に立ちふさがる。

　皓月はすかさず、彼女の鳩みぞ尾おちをハイヒールの爪先で鋭するどく蹴けり上げた。

「ひぐっ……!?」

　空気の漏もれるような悲ひ鳴めいをあげ、クレアが腹部を抱えてその場にうずくまる。

　羽矢多が止める暇ひますらない、警けい告こくなしの一いち撃げきだった。

　急所を深々とえぐられた彼女は、呼吸すらできずに額ひたいを地につけ、その場でガクガクと痙けい攣れんを起こしはじめる。

　羽は矢や多たは思わず声を荒らげた。

「皓こう月げつ！　お嬢じようさんと玲音れいん君には手を出さん約束だろう！」

「ええ、ですから手ではなく足を……あら？　足もだめでしたか？」

　淡々とうそぶいて、彼女は悶もん絶ぜつするクレアの脇わきを通り過ぎ、玲音と香か恋れんの前でひざまずいた。

　そして恭うやうやしく香恋の手をとり、その甲に口づけをする。

「女王、再会できて光栄に思います。私は〝将軍〟の周しゆう皓月──まずは〝薔ば薇ら〟の無礼をお許しください。じきに〝皇帝〟も参ります」

　気絶した兄に膝ひざ枕まくらをしたままで、香恋も落ち着き払った声で応じた。

「……よく来てくれました、将軍。ところで、私の兄に宿っている石について、貴方あなたは知っていますか？」

　威圧的で近寄り難がたい〝女王〟としての声に、羽矢多は改めて歯は嚙がみする。

　兄である玲音への想おもいは残しつつ、彼女は完全に女王として目覚めていた。将軍たる皓月との会話も、羽矢多の中の語かたり部べが知る当時の雰囲気と合致してしまう。

　皓月が微笑とともに首を傾かしげた。

「本人は占星術師と名乗っていましたが、私は〝記録者〟ではないかと疑っています。彼女は少し、変わり者でしたから。羽矢多さん、彼の心は読めました？」

「……いや、まだ気絶している。起きたら確認しよう」

　羽矢多の返答を経て、皓月がうずくまったままのクレアを一いち瞥べつした。

「私が彼から受けた頭突きの借りは、それで返したことにしてあげます。彼の役に立てて良かったですね、お嬢様？」

　クレアからの返事はない。彼女はまだ息を詰まらせ、必死で激げき痛つうに耐たえていた。

　皓月が彼女の背中を踏ふみつけようとする気配を察し、羽矢多は素そ知しらぬ顔で肩を摑つかむ。

「皓月、こんな所で集まっていても目立つだけだ。キャラバンの連中にも把握されているだろうし、とっとと移動した方がいいんじゃないか」

「いいえ。ここで彼らを迎え撃うちます」

　羽矢多は耳を疑った。

　だが、聞こえてくる皓月の心の声も同じことを言っている。

「正気か!?　戦力さえ確保できれば、後は……」

　そこまで口にしかけて、羽矢多は皓月の心の声の〝続き〟を聞いた。

　思わず数歩を後ずさり、彼は口元をひきつらせる。

「……皓月、お前、まさか……〝キャラバンを潰つぶす〟だと……？」

　その瞬しゆん間かんまで──羽矢多は彼女の目的を完全に誤解していた。

　彼女が戦力を求める理由は、祭さい夏か老ろう派の跡目争いに勝ち残り、キャラバンにおける一定の発言力を得るため──その程度だと思い込んでいた。

　目的が更にその先にあるなど、彼は想定していない。

　彼女の祖父であり、中国で勢力を誇る〝嘆なげきの祭さい夏か老ろう〟。

　羽は矢や多た達の長おさにして、極きよく東とうの最大派閥を束たばねる〝沈ちん黙もくの山やま之の内うち〟。

　西洋圏をまとめ、世界に影えい響きよう力りよくを発揮する〝災さい厄やくのカーマイン〟。

　各派閥の垣根を越えた医い療りよう支援を行う〝青い狐きつねの文ふみ槻つき〟──

　そういったそれぞれの派閥の長達と、彼らの配下にある燕えん人じんの張ちよう燕えん、神医の有う楽らく原ばら、珪けい砂さのクラウディア、腐食のメリアなどの有力な異能者達諸もろ々もろを、全すべてまとめて敵に回すことになる。

　そして、キャラバンの創設者たる〝不老の夢ゆめ路じ〟さえ、皓こう月げつにとっては標的の一つらしい。

　想定される敵の数を思い、羽は矢や多たは絶句する。

　数すう瞬しゆんの間をおいて、ようやく彼は息を吐きながら問いかけた。

「戦争でも起こす気か!?　今の世の中で派手な戦いを起こせば、異能者の存在を世間に知られることにもなる。どんな混乱が起きるか……」

「それは向こうの出方次第ですわ。おとなしく私達の傘さん下かに加わるなら、受け入れも考えますけれど──彼らにとって、そんな選択は有り得ないでしょうね」

「当たり前だ。規模の差を考えろ」

　宝石箱から目覚めたブロスペクト派は、石の宿やど主ぬし全員を加えても百人前後しかいない。

　その中で記憶と意志にも目覚め、自発的に集まったメンバーは数十人程度にとどまっている。

　他ほかに皓月の以前からの部下達もいるにせよ、キャラバン全体を相手に回せば取るに足らない戦力だった。

「皓月、無む謀ぼうにも程があるぞ。俺おれはてっきり、この戦力を背景にキャラバン内で台頭するものとばかり……」

「羽矢多さん、それこそ無理ですよ」

　隣となりで神かみ竹たけが眼めを細めた。

「貴方あなたのほうがよくご存知のはずだ。キャラバンは飛び出る杭くいを許さない──これだけの戦力を彼らが許容するはずないでしょう。こちらが下手に出れば、一時的に受け入れたふりをしてその間にリコルドリクを捜索し、発見次第、記録者を確保されて終わりです。私達と共存する気なんて、向こうにはさらさらありません」

「まぁ、その点はお互い様なのですけれど」

　皓月が微ほほ笑えみながら羽矢多と腕を絡めた。

　蠱こ惑わく的な香りをすりつけるようなその動きは、猫のマーキングにも似ている。

「早めに覚悟を固めてくださいね、羽矢多さん？　貴方は私の大切な補佐役なんですから」

「……悪夢か、これは──」

　羽矢多は眼を伏せ、額ひたいを叩たたく。

　この分だと、会社の部下達とさえ真正面から戦う羽目になりかねない。

　苦悩する羽は矢や多たをよそに、皓こう月げつの部下の黒服が駆かけ寄ってきた。

「皓月様、鷹たか丸まる氏の陽動班が予定通り撤てつ退たいを開始しました。モニカの班もこれに続かせます。それと──キャラバンの部隊がこちらに近づいています。この港湾区画を封ふう鎖さし、銃火器による掃討を試こころみるつもりのようです」

　皓月が楽しげに嗤わらった。

「ほらね、羽矢多さん。あちらはやる気満々です。お出迎えの準備をしましょう」

「結局は荒あら事ごとか。殺したところで石がばらまかれるだけだろうに……」

　羽矢多は緊きん張ちようとともに四し肢しへ力を込めた。戦いが好きなわけではないが、かといって怖おじ気けづいてもいない。

　皓月が鉄てつ扇せんを口元に添える。

「でも大量に殺せば、近くにいる少数の生き残りに石の力が集中して宿ります。そして大量の石の宿やど主ぬしになれば、廃人同様になって動かなくなりますわ。二つで不安定に、三つで錯さく乱らん、四つか五つでキャパシティを越えて精神崩ほう壊かいというのが当時の実験結果だそうです。そうして主戦力の動きを封じておいて、その間にリコルドリクと記録者を探す──理にかなった作戦だと思います。私達がこうして集まるのを待っていたみたいですね」

　羽矢多は眉み間けんを押さえた。皓月はそこまで読み切った上で、あえてキャラバン側をこの港湾区画に誘ったのだろう。

「全すべて計算ずくか。しかも背後は海──背水の陣に巻き込まれたこっちはいい面つらの皮だ」

「あら、計算なんてほとんどしていませんわ。そこは臨りん機き応おう変へんと言ってください、羽矢多さん。あの方達はどうやら、〝皇帝〟の力を甘く見ているようですから──思い知らせてさしあげます。でもその前に、私達も肩慣らしとまいりましょう」

　皓月が鉄てつ扇せんを掲げた。

　同時に埠ふ頭とうの入り口付近で爆ばく発はつが起きる。将軍に操あやつられた兵士が、キャラバン側の車両に向けて爆発物を使ったらしい。

　それを戦いの狼煙のろし代わりにして、その場の宿主達が一いつ斉せいに動き出す。

　皓月が涼やかに宣した。

「さぁ、皆さん──〝あの時の続き〟を始めましょう」

　港湾に響ひびくたった数十人の鬨かちどきの声が、羽矢多の耳には数万の軍勢にも匹敵するものに聞こえてしまう。

　羽矢多自身は戦いたいわけではない。しかし、戦わなければ切り抜けられない事態がもう目の前に迫っている。

　そして彼は、やむにやまれず覚悟を固めた。
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　日常では聞き慣れない類たぐいの爆ばく発はつ音おんが響ひびく中、玲音れいんは香か恋れんの膝ひざの上でようやく目を覚ました。

　頭の上には妹の微ほほ笑えむ顔がある。

　周囲は既すでに少しばかり薄うす暗ぐらく、夕暮れが近いことを予感させた。

「……おはよう、お兄ちゃん。よく眠れた？」

　玲音は寝起きの眼めをこする。

　ここ最近、彼女が玲音を〝お兄ちゃん〟などと呼ぶのは、基本的には心細い時だけだった。

　今はむしろ──その呼び方に、甘えて媚こびるような響きがある。

　その変化に眉まゆをひそめつつ、彼は半身を起こそうとした。

　しかし香恋の細い手が、その額ひたいをぎゅっと押さえ込む。

「もうちょっとそのままでいて。いま起きると危ないから」

「……はい？」

　状況を知ろうと横を向いた玲音の視界に、目映まばゆい閃せん光こうが走った。

　思わず眼を閉じた直後、くぐもった悲ひ鳴めいが続く。瞼まぶたが暗くなってから恐る恐る眼を開けると、離れた場所に複数の人ひと影かげが横たわっていた。

　黒い装甲に身を包んだそれらのシルエットは、巨大なダンゴ虫か、あるいはゴキブリのようにさえ見える。特とく撮さつに出てくるグロテスクな怪人を連想し、玲音は呼吸を詰まらせたが、彼らの中身は間違いなく人間だった。

　黒光りする表皮の質感は、美術室で見た鉄てつ舟しゆうの鞭むちとも材質が似通っている。

　香恋が耳元で囁ささやいた。

「……パナンゾロン系の人達だよ。鉄みたいな装甲で全身を覆おおって、両手には鞭とか刃物とかを生成して戦うの。割と単純な能力だけど──侮あなどれないよ」

「……いや、でもみんな倒れてるみたいだけど……？」

　すぐ傍そばに立っていたゴスロリファッションの娘が、妙に古びた樫かしの木の杖つえで地を叩たたいた。

「私に宿った〝司祭〟の力──裁さばきの雷いかづちよ。女王陛下の加か護ごで威力を増幅させたの」

　うっとりと呟つぶやいた彼女は、そのまま膝をつき肩を大きく上下させる。全身に不自然なほど大量の汗をかき、苦しげな呼吸を繰くり返す彼女は、明らかに疲ひ弊へいしきっていた。

　頭の奥で記録者が呟いた。

〝女王の加護は威力が強い分、使用者への負担も大きい。場合によっては心臓が止まりかねん。距離が決まっていない長距離走みたいなものだ〟

　先程まで話していた偽にせ者ものではない。本物の〝記録者〟に対し、玲音は脳内で問い掛ける。

（さっき、あんたの偽者に会ったぞ。知り合いなんだろ？）

〝……ああ。失神した君と急にコンタクトがとれなくなって焦あせった。君が戻ってきてから、その記憶を覗のぞいてやっと状況を把握したんだが──星詠よみのエスハに会ってしまったようだな〟

　記録者は申し訳なげに嘆たん息そくを漏もらした。

〝玲音れいん、あれは幽ゆう霊れい──というより、悪霊のような存在だ。詳しいことは後で話すが、決して信用できる相手じゃない。奴やつは人間を玩具おもちやか何かと勘かん違ちがいしている〟

　彼女の言葉は玲音の抱いた印象を裏付けていた。

　玲音は改めて周囲を見回す。

　女王たる香か恋れんの周囲は、司祭を含む五人ほどの宿やど主ぬしによってがっちりと護まもられていたが、そこから離れた場所では散発的に激はげしい戦いが続いていた。

　ある者は謎なぞの光球を放ち、ある者は中世風の古臭い武器を振り回し、またある者は鞠まりのように跳ね回って相手を翻ほん弄ろうし、別の箇所では煙が綿菓子のように濃こく立ちこめて様子が窺うかがえない。

　敵対する相手は、病院でも見かけた黒い虫のような甲殻に身を包んだ者や、背広や作業着などの目立たない格好の者が大半だった。

　だが、そんな彼らの手にも銃器やスタンガン、刃物などが握られている。

　火炎放射器やらガスの噴ふん霧む器きといった珍しい武器を持つ者もいたが、そのほとんどは既すでに倒された後だった。

　戦況は宿主側が有利らしい。

　単なる喧けん嘩かの現場とはわけが違う。目の前で起きている現象の数々は映画のように非現実的で、爆ばく発はつや光線といった視覚効果がその印象を更に強めている。

　どうして自分が寝ていられたのかと不思議になる程に騒そう々ぞうしい情景を前にして、玲音は頰ほおをひきつらせた。

「わお……特とく撮さつヒーロー大集合……？　……もしくは超能力ヤクザの出入りとか……」

〝混乱して思考が飛んでいる時に悪いが、一応、背後も見ておけ〟

　記録者の言で振り返った玲音の視界には、座り込んだクレアがいた。

　距離はほんの数歩だが、手を伸ばすには少し遠い。

「クレア!?　無事か!?」

　名を呼ぶと、彼女はびくんと肩を震わせた。腰が抜けているのか、立つ気配はない。

　心なしか、その顔色も青ざめているように見える。

「香恋、ちょっとここで待ってろ。今、クレアをこっちに連れて……」

「……だめ。いっちゃやだ」

　香恋が玲音の腕を強く握った。気絶する直前、彼女が玲音に対して囁ささやいていた兄妹きようだい愛では済まない言葉が、彼の脳裏をよぎる。

　玲音はひとまず妹の頭を撫なでた。

「香恋、落ち着け。クレアは敵じゃない。ていうか、あいつは〝仕立屋〟なんだからお前の仲間だろ」

　正気を失っている妹を刺し激げきしないように言葉を選びつつ、玲音れいんは中腰に立つ。

　クレアまでの距離はほんの数歩──

　その数歩を詰めて彼女の腕を摑つかみ、香か恋れんの傍そばへと引っ張った。

　女王の護ご衛えいについていた宿やど主ぬしの一人、警けい察さつ官かんの制服を着た初老の男も、横でそっとその動きを支えてくれる。

「……〝近この衛え兵へい〟、貴方あなたの役目は私を護まもることだけのはずです」

　香恋が不快げに呟つぶやいたが、初老の警官は穏おだやかな苦笑で受け流した。

「は。それはそうなんですが……仕立屋のお嬢じようさんも戦せん闘とうには不向きですし、まとまっていていただけると守りやすいもので──」

　応じる彼の背後から、どこからともなく野球ボールほどの丸い塊かたまりが投げ込まれた。

　地面に転がった〝それ〟は、ドラマや映画でよく見かける物ぶつ騒そうな代しろ物ものである。

「しゅ、手しゆ榴りゆう弾だんっ!?」

「ああ、ご心配なく」

　直後に爆ばく発はつが起きる。

　玲音は思わずクレアを庇かばって身を伏せたが、くぐもった音が鈍にぶく申し訳程度に聞こえただけで、爆風も熱も鋭するどい破片も襲おそってこない。

　振り返ると、警官の腕からはアクリルのように透明な、巨大な〝手〟が伸びていた。

　形は人間の手そのものだが、車でも摑めそうなほどに大きい。

　その手が転がった手榴弾を拾い上げて握り込み、爆発の威力を完全に殺していた。

　頭の中で記録者が安あん堵どの声を漏もらす。

〝近衛兵の能力、『守護者の腕』だ。攻こう撃げきに対する壁かべにもなるし、打撃にも使用できる。当時から女王の護衛役だった〟

「……た、助かった……あの、どうもです」

　初老の警官は何事もなかったかのように、玲音へ軽く片手をあげてみせる。

　押し倒してしまったクレアを助け起こしつつ、玲音は深く息を吐いた。

「とにかく……無事みたいでほっとした。皓こう月げつって人に捕まったって聞かされて、もう気が気じゃなくて……大丈夫だったか？　何もされてないよな？」

「あ……う、うん。大丈夫。まだ何も……」

　彼女は怯おびえている様子だった。

　それでいて戦闘が怖いというよりは、むしろ玲音の顔色をうかがうような気配がある。

（俺おれのことを巻き込んだって、また気に病やんでるのかな？）

　玲音はあえて脳天気に笑いかけた。

「クレア、大丈夫だって。状況的にはぜんぜん大丈夫じゃないけど、とりあえずほら、今は一緒だし……なんとかなるから、そんな心配そうな顔するな。いざとなったら勝ったほうに降伏すりゃいいだろ？」

　自身が記録者の宿やど主ぬしであることを明かしてでも、玲音れいんは彼女の身を守るつもりでいる。

　クレアの顔色はなおも晴れない。

　気づけば香か恋れんが、じっとりとした眼まな差ざしで彼女を睨にらんでいた。

　玲音は妹の眼めを掌てのひらで塞ふさぐ。

「お前はせっかく可愛かわいいんだから、そういう不ふ機き嫌げんな顔はやめとけって……クレアは敵じゃないって言っただろ？　兄ちゃんはいつもの外そと面づらいいお前のほうが好きだぞ」

　香恋が無言のままで玲音にぎゅっとしがみつく。

　どうしたものかと考え込む玲音は、クレアの顔色が更に沈んだことに気づき損そこねた。

　彼女も口を噤つぐみ、玲音の制服の裾すそを指先でそっと摘つまむ。

　三人の間に漂ただよう微妙な空気をよそに、周囲では激はげしい戦いが続いていた。

　戦況は宿主側が有利に思えたが、人数は相手のほうが多い。

　倉庫やコンテナの並ぶ区画にはそこそこ障害物もあり、戦いの場はそこかしこに散っていた。玲音から見えない場所でも複数の人間達が戦っているらしく、騒そう音おんだけが派手に響ひびいてくる。

　全体の状況を見渡すこともできず、かといって戦場を突っ切るわけにもいかず、今はこの場に待機する他ほかない。

　頭の中で記録者が呟つぶやいた。

〝玲音、この嵐あらしはいずれ過ぎる。もし動くとしたらその時だ。不用意な真ま似ねはするな〟

（そのことなんだけどさ。さっき、エスハって奴やつが俺おれに何かくれたような気がするんだけど……使い方とか効果とかわかるか？）

　記録者の声に警けい戒かいが宿った。

〝そのことは忘れておけ。君の記憶にない以上、使い方も効果も私にはわからないが、そもそもあれに関かかわるとろくなことが──〟

　ない、と、彼女が言いかけた矢先のことだった。

　騒音でやかましい港湾に、それを上回る勢いの大音声が轟とどろく。




『この馬ば鹿かども！　とっととこの騒さわぎを切り上げろ！』




　拡声器を通したその声の主に、戦せん闘とう中の全員が一いつ斉せいに視線を注いだ。

　そこに立っていたのは、青い作さ務む衣えに身を包んだ中肉中背の男だった。

　さして若くもないが年寄りともいえない。容姿は三十そこそこながら、苦い顔つきと身にまとった古風な作務衣からは頑固親おや父じのような存在感が漂ただよう。

　左手に持った古臭い鉄煙管キセルで肩を叩たたきつつ、彼は拡声器を投げ捨て、力強く地の声を張った。

「ブロスペクトの部下ども、お前らの狙ねらいはまず俺おれだろう！　皇帝と話をさせろ！　そのためにわざわざ来てやったんだ！　おい！　ブロスペクト、どこにいる!?」

　夕暮れの港湾に響ひびく威勢のいい声が、鼓膜をびりびりと震わせる。拡声器なしでも充分以上に声が大きい。

　玲音れいんの腕の中で、香か恋れんが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……翁おきな居い……夢ゆめ路じ……？　そんな……あれから百年以上経たっているはずなのに……どうして、あの頃ころのままで……？」

　驚きよう愕がくに震えるその声は、香恋ではなく〝女王〟のものだった。

　玲音にとっては初対面の男だったが、記録者も驚おどろいたように呻うめき声を漏もらす。

〝不老、か……当時は眉まゆ唾つばものの話と思っていたが、直じかに眼めにすると説得力が違う。玲音、彼は……『キャラバンの創設者』だ。若く見えるが、おそらく実年齢は百歳を越えている──〟

　玲音は首を傾かしげた。

　声はやたらと大きいが、見た目にはただの不ふ審しんな作務衣の男である。

（いやいや、よくわからんけど、そっくりな息子とか孫とかそういう話じゃないのか？　いくらなんでもあれで百歳以上って……ないだろ）

　玲音の死角になった倉庫の向こう側から、白いチャイナドレスの娘が楚そ々そと歩み出た。

　将軍、周しゆう皓こう月げつ──

　彼女は玲音から見えない場所で戦っていたらしい。

　記録者が冷静な声を紡つむぐ。

〝あの皓月という娘はキャラバンの幹部だったな。裏切り者として最優先で狙われることを理解した上で、女王から敵の主力を逸そらしていたんだろう。それを切り抜けて悠々としているあたり、石の力以外にも何か戦う能力を持っているはずだ〟

（もう何が出てきても驚おどろかないって……ていうか、もういろいろ驚き疲れた……）

　破鏡の城、友人達の変化、絵の向こう側の世界、姿を変える仕立屋の力──さらには影かげの馬を操あやつる虎とらの着ぐるみに錯さく乱らんした妹の告白と、今日一日で玲音の周辺に起きた変化はあまりに目まぐるしかった。

　散々に常識を覆くつがえされ、今では夢と現うつつの区別すら怪しく感じられてしまう。

　しかし──

　そんな彼の酷ひどい一日は、まだ終わっていなかった。

　夢路という男の前へ、周皓月が悠々と歩み出る。

　その後ろに付き従う巨漢の姿を見た瞬しゆん間かん、玲音の思考は物の見事に停止した。

　背広に包まれた堂々たる体たい軀くと、いかめしい顔立ちに鋭するどい眼──

　子供の頃から見知っているその人物は、玲音と香恋にとっては恩人だった。

　親しん戚せきでもないのに後見人などという厄やつ介かい事ごとを引き受けてくれた上、不自由がないようにといろいろ取りはからってくれた、もっとも信頼できる〝大人〟である。

「はや……羽は矢や多た、さん……？」

　頰ほおを引きつらせる彼の耳元に唇を寄せ、香か恋れんが熱っぽく囁ささやいた。

「……羽矢多さんはね。元々、キャラバンの関係者だったんだって。でも石の宿やど主ぬしにもなったから、今も私達の味方──大丈夫だよ、兄貴。怖い事なんて何もないから……」

「ちょ、ちょっと待て……さすがにこれは……何が何だか……」

　友人達がおかしな力を使い始めた時よりも、ある意味では衝しよう撃げきが大きい。

　羽矢多は玲音れいんをちらりと見た後、沈痛な面おも持もちでわずかに頭を下げた。

　その意図がよくわからず、玲音はますます混乱する。

「羽矢多さんが……石の宿主で……元からキャラバンの関係者？　それってつまり……」

〝落ち着け、玲音！　あの男が君にとって大きな存在であることは理解しているが、今の時点では敵に回ったわけでも裏切られたわけでもない。彼も石に寄生された被害者の一人だ〟

（お、おう……！）

　記録者の励はげましに我を取り戻し、玲音は拳こぶしで胸を押さえる。

　大きすぎる心音が、彼の動揺をそのまま示していた。

　虐ぎやく待たい癖へきのあった母親も、それを知りつつ放置していた父親も、玲音にとってはあまり思い入れがない。しかし羽矢多寿とし宗むねはそうした大人達とは違い、むしろ尊敬の対象である。

　夢ゆめ路じという男は、皓こう月げつと羽矢多の姿を認めるなり舌打ちを漏もらした。

「羽矢多、お前は有う楽らく原ばらよりだいぶましかと思っていたんだが……俺おれの見込み違いだったか？　まぁ、皓月のほうは……いずれやらかすだろうと思っていたが」

　皓月がくすくすと笑った。

「またまたご冗談を。夢路さん、貴方あなたの眼めはもっと節穴でしょう？　エスハも言っていましたわ。〝貴方は期待外れだった〟って」

「そいつは光栄な話だ。あれと利害が一致するとろくなことにならない」

　作さ務む衣えの男が不ふ機き嫌げんな顔のまま、鉄の煙管キセルを皓月に向ける。

「本題に入ろう。皓月、皇帝はどこだ？　話がしたい」

「仲良く思い出話ができる関係でもないでしょう？　ご用件なら私が承うけたまわります」

「お前じゃ話にならん。小娘は引っ込んでいろ」

　それはいかにも挑発じみた物言いだった。

　しかし皓月は、鉄てつ扇せんで口元を隠しただ嗤わらっている。

「確かに貴方から見れば、たとえ八十歳の老人でも小僧、小娘扱いでしょうけれど……今の私には、貴方の若い頃ころを知る〝将軍〟の石が宿っています。これでも不足でしょうか？」

　夢路が深々と嘆たん息そくした。

「当たり前だ。宝石箱に封じられた石は所しよ詮せん、偽にせ物ものなんだよ。お前は将軍本人じゃなくあくまで周しゆう皓こう月げつだし、羽は矢や多たは羽矢多、神かみ竹たけは神竹だ。皇帝の石が誰だれに宿っていようと、そいつは本物の皇帝じゃない。同じ力を受け継いでいるだけの別人だ」

　他ほかの宿やど主ぬし達にも聞こえるよう、彼は声を大きく張る。

「人はどこまでいっても、自分以外の存在になんざなれやしない。自分以外の何かになったつもりなら、そいつはまやかしか、あるいは単なる自我の敗北ってことだ。お前らだって薄うす々うす、感づいてるんじゃないのか？」

　皓月が眼めを細めた。口元の笑いは消えている。

「貴方あなたらしく鬱うつ陶とうしい正論ですね──でも、力を得て〝より強い自分〟に変わることはできます。貴方がシャパニアの加か護ごによって不老となったように、そしてキャラバンの異能者達が神々の力を得て戦っているように──宝石箱の石もそれと同じですわ」

　淡々と呟つぶやくその声は、ただの世間話のように穏おだやかだった。

「必要なのは今を変える力。そして貴方達に蹂じゆう躙りんされないための力です。異能者を管理し、その自由を奪い、権力者にとって不都合になったら殺して済ませる──そんな組織を作ってしまった貴方の〝罪〟を、そろそろ清算するべき時期だとは思いませんか？」

　最後の一言には憎悪の響ひびきが宿った。

　夢ゆめ路じが鼻筋を歪ゆがめ、鉄の煙管キセルで肩を叩たたく。

「……返す言葉を思いつかん。まいったな、こいつは……」

　二人のやりとりを聞いていた玲音れいんは、ふと寒気を覚えた。

　それは単なる気のせいや予感の産物ではない。

　夏の夕暮れには不似合いな、まるで冷凍庫から漏もれたような冷え切った風が海側から吹いた。

　肌寒く感じた次の瞬しゆん間かんに、腕の表面へ薄く霜しもが降りる。

「うわわっ!?」

　慌ててはたき落としたものの、吐く息は白く周囲にはきらきらと光の粒が舞まい始める。

　それらは結晶化した空気中の水分だった。

　日が落ちた後の月明かりを受け、まるでそれ自体が発光しているかのように輝いているが、その光景に見み惚とれる余裕はない。

「寒いっ……!?　な、何で!?」

　クレアが驚おどろいた様子で、玲音にぎゅっと身をすり寄せた。

　一方の香か恋れんは優雅に微ほほ笑えんでいる。

　その視線は皓月でも夢路でもなく、薄うす暗ぐらい海上に向いていた。

　同じ方向を見て、玲音は言葉を失う。

　海面からは波が消えていた。

　見渡す範はん囲いが凍りつき、所々で白く発光している。

　例年よりもやや涼しいとはいえ、現在は七月──そもそも真冬でさえ、水みな門と市の海が凍ることなど有り得ない。発光にいたっては理由のわからない怪現象の域である。

　真冬以上の寒さが肌を刺す中、頭の内側で記録者の言葉が聞こえた。




〝……皇帝……来たか〟




　その声には懐なつかしげな響ひびきと、それを覆おおい隠してしまうほどの警けい戒かいとが同居していた。

　凍結し発光する海面の中央に、玲音れいんは細い人ひと影かげを見つける。

　その人物は宙に浮いていた。

　ぼんやりと淡い光をその身に宿し、玲音達の視線よりもほんの少し高い位置を、優雅に漂ただよいながら近づいてくる。

　その美しい姿を認めるなり、玲音は絶句した。

　彼だけではない。

　クレアも、そして離れた場所に立っていた羽は矢や多たでさえ、声も出せずに硬直する。

[image: ]

　彼女は長い黒髪をふわりとなびかせ、そっと両手を広げた。




「翁おきな居い夢ゆめ路じ──貴方あなたに、〝借り〟を返す時が来たようです」




　その優しげな声は、玲音れいんがほぼ毎日のように聞いてきたものだった。

「……し……静しず枝え……さん……？」

　紅茶屋〝黒くろ猫ねこ亭てい〟の店主、十と和わ田だ静枝──

　優しく清せい楚そな姿はそのままに、彼女はまるで幻げん影えいのようにそこにいた。

　白いブラウスも黒いエプロンも、そして何より少し寂しそうな笑顔も、玲音にとっては見慣れたものである。

　それでいて、彼女の美しさには磨みがきがかかっていた。

　夕ゆう闇やみの海上へ降り注ぐ月光が、一ひと際きわに冷たく青く変質する。

　氷の結晶が宝石のようにきらめく中、玲音の眼めに映る世界は、急速にその姿を変えつつあった。





続　　　　　　　









　あとがき




　十年一昔とよく言いますが──その十年前に、『パラサイトムーン』という本を書いていました。

　今作とタイトルが少し似ているような気がするのですが、そちらの本がつい最近、ありがたいことに電子書籍での配信が決まりまして、たぶんこの『ストレンジムーン』が発売される頃ころには角川ＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲのサイトに登録されていそうです。




　何分にも古い作品なのですが、当時の手探り感と試し行こう錯さく誤ご感も含めて、作者としては色々と思い入れの深いシリーズです。

　今になって読み返すと反省点も多いものの、眺めているうちに当時の状況や思考が甦よみがえってきたりで、軽く胃が──もとい冷や汗が──じゃなくて、とにかく万感迫るものがありました。

　……あまり深くつっこまないでやってください。さすがに十年は長かったようです。




　この『ストレンジムーン』は、その十年前の本と世界観にいくつかの共通項があるのですが、基本的には完全に新作という扱いです。玲音れいんとクレアはもちろん、羽は矢や多たや皓こう月げつといった主要人物も、そのほとんどが今回初めて登場するキャラクターになります。

　共通しているのは〝キャラバン〟や〝迷めい宮きゆう神しん群ぐん〟等の用語くらいで──これについても作中で触れていますので、予備知識等は不要です。むしろ初めての方にこそぜひ気軽に手にとっていただければとも思っています。

　いってみれば初代ウル○ラマンとウルトラ○ンタロウみたいな関係……という喩たとえが適切かどうかはちょっと怪しいのですが、ニュアンスとしては近そうです。




　また逆に旧作をご存じの方だと、かえって疑問点があったり、あるいは「もっと神群の出番を！」等の御要望もあるかもしれません。そのあたりは二巻にてぜひ！

　あと「読んだけどもう忘れてるよ！」という方はそれが普通なので安心してください。実は作者もそんな前提で書いています。ただ、読みながら「あ」と思い出してもらえるような部分がほんの少しでもあれば──それはそれで、とても嬉うれしく思います。




　さて、今作では、イラストにコミックにと随ずい所しよでご活かつ躍やく中の桑くわ島しま黎音れいんさんにイラストをお願いできました。

　実はこのあとがきを書いているのはまだ四月上旬のことでして、六月の発売に向けてこれから作業！という段階なもので、「ありがとうございました！」というより「よろしくお願いします！」という心境なのですが、魅力的なイラストを拝見できそうで作者も楽しみにしています。

　そして余談ながら、お名前が主人公と同音というびっくりな偶然も──作中では玲音れいんに散々ぼやかせてしまって申し訳ありません！　あの場面における作者の見解は、むしろ他ほかのキャラと同じく「そこまで気にせんでも」という感じなのですが、恐ろしい偶然に若じやつ干かん、肝きもを冷やした次第です。




　それと、いつもお世話になっている担当氏にも感かん謝しやを──こうして企画を通していただき、遂ついに十年越しでの念願が叶かなう形となりました。

　いろいろお手間をとらせてしまって恐縮なのですが、次の巻以降も是非よろしくお願いします。

　また、この本を初めて手に取ってくれた方に深く感謝しつつ、こっそり待っていてくれた方には「お待たせしてすみません！」と謝罪の言葉も添えて──




　十年一昔と、言葉にしてしまえば一言なのですが、やはりこの期間はそれなりに長く、そんな期間を経てもなお、こうしてこの作品をお届けできることがとても嬉うれしいです。




　次巻でもまた、お目にかかれることを祈りつつ──

　しばしお付き合いの程、どうぞよろしくお願いいたします。








２０１３年　晩春　　渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。種田山頭火の「うしろすがたのしぐれてゆくか」という句が好きです。猫の後ろ姿を見ていると何故か特に思い出すのですが、彼らは背中で語る術を心得ているとしか思えません。この背中を解読すると……えぇと、「はぶたえもち」？
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桑くわ島しま黎音れいん

新潟県出身、埼玉県在住。

ニーソとロングヘアが大好きな絵描き。

主人公の名前に運命を感じました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「渡瀬草一郎先生」係

「桑島黎音先生」係











本書は書き下ろしです。
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ストレンジムーン




宝ほう石せき箱ばこに映うつる月つき








渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう
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